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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「三月下旬。全部で十二ある月のうち、たった三番目の月の後半という、ただそれだけの意味しか持たない言こと葉ばを聞く度たびに、私はなぜか別れの淋さびしさを感じてしまう。昔なじみの友人にそう話すと、学生気分が抜けていない証しよう拠こだ、いい加か減げんに大人になれと笑われた。それは、まあ、そうなんだろう。うん、高校時代は楽しかった。否ひ定ていする気はさらさらない。

　しかし今になって思うと、学校というのは残ざん刻こくな場所だ。いくら親しい絆きずなを結んだところで、三年後には必ず別れの時が待まっているのだから。そう、たった三年。同級生じゃないなら、もっと短い。進級と卒業というシステマチックな流れには、どんな強きよう固こな関係性も敵かなわない。

　卒業しても絶対会おうねなんて約やく束そくが、一月後にはなかったことになっている。

　そんなのは、Ｊポップの歌か詞しにもなりゃしないくらいにありふれた出で来き事ごとだ。誰だれの身みにも覚えがあるに違ちがいない。少なくともこの私、経ふみ島しま御み崎さき──今は苗みよう字じが違うけど、それはまた別の話──にとってはそうだった。

　でも。私は、今でも時々、ふっと思うことがある。

　あの騒そう々ぞうしい高校時代をともに過ごしたあいつらは、今いま頃ごろ、どこで何をしているんだろう。心優やさしい妖よう怪かい少女、伊達だてクズリは。そして愛すべき道どう化け者もの、白しら塚つか真しん一いちは──」

「僕なら今まさに先せん輩ぱいに電話してるんですが」

　さすがにそろそろ我が慢まんの限界だったので、僕は出来る限り呆あきれた声で口を挟はさんだ。と、電話口の向こうでぶつぶつと語り続けていた先輩は、「もー」と不満そうな声を漏もらした。

「いいとこだったのに、なんで邪じや魔ますんの？」

「なんでも何もありません」

　つーか、電話をかけたら「もしもし」も「はい経島です」も「何の用？」もなく、いきなり延えん々えんと自分語りを聞かされた身にもなっていただきたい。そう苦情を述べると、携けい帯たい電話の向こうの小さな先輩は「意外性はあったでしょ？」と明るく笑った。

「意表を突つかれすぎて三分ほど聞き入ってしまいましたよ。今のは何だったんです？」

「経島御崎四十八の擬ぎ態たいの一つ『エッセイスト志し願がんの既き婚こんＯＬ』。特技は自じ己こ中ちゆうモノローグ」

「はいはい、さいですか」

　擬態バリエーションの数が知らない間に増えてる気がしたが（前は二十六だったような）、そんなことはどうでもいい。そろそろ春めき始めた木々を眺ながめながら適当にうなずいていると、先輩が「で、何の用？」と尋たずねる声が耳に届とどいた。それを最初に聞けよ。

「ん。何か言った？」

「いえいえ別に。山さん岳がく部ぶの新しん歓かんポスターのスケッチ終わりましたので、その連絡を」

　答えながら、僕は左手のスケッチブックを見下ろした。そこに描えがかれているのは、大きなリュックを肩に掛かけ、登と山ざん靴ぐつに包まれた片足を岩に乗せながら空を見上げる青年の姿すがた。まだラフ段階だけど、構こう図ずは悪くないんじゃなかろうか？　自己採さい点てんしていると、目の前でリュックを背せ負おい直していた青年が、照てれた顔で微笑ほほえみながら指で丸を作ってくれていた。今回の依い頼らい人にん兼けんモデル、山さん岳がく部ぶの部長の日ひ鷹だかさんである。その満足そうな顔を見たところ、とりあえずオッケーはもらえたようだ。

　ありがとうございます、と頭を下げる僕の耳に、経ふみ島しま先せん輩ぱいの明るい声が届とどく。

「よし。そんじゃ、妖よう怪かい組ぐみの特とつ訓くんもいったん切り上げてお昼にすっか。えーと、そっちは山の裏うらっかわにいるのよね。じゃあ山道入り口あたりで合流ってことでどう？」

「いいですよ」

　そううなずけば、電話の向こうから「おーい、イタチちゃん、奈な良ら山やまー。ランチタイムよー」と呼びかける声が響ひびき、続いて「わかった」とイタチさんが応じるのが聞こえた。電話が切れる直前、ばさりと響いた羽は音おとは奈良山だろう。天てん狗ぐモードに変へん身しんしていたらしい。イタチさんに怪け我がさせたりしてないだろうな、と心配しつつ、僕は携けい帯たいをパタンと畳たたんだ。

　えーと。あれは丁ちよう度どホワイトデーだったから、一週間とちょっと前の出で来き事ごとか。

　イタチさんと僕とが、化ばけ猫ねこの血を引く多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだい──もっとも、妹の美み生うさんは話せばわかってくれる人だったので、問題は兄の豊ゆたか（と、その相あい棒ぼうのカラス）だったのだが──に大苦戦したのは、割わりと記き憶おくに新しい。結果的には何とかなったのだけど、強く優やさしく心しん配ぱい性しようなあの妖怪少女は己おのれの無力さを痛つう感かんしてしまったようで、春休みに入ると裏うら山やまで特訓を始めたのだ。奈良山はその相あい手て、経島先輩は野や次じ馬うま（自じ称しようアドバイザー）というわけ。

　そして僕はと言えば、ここんところ運動部の新入部員勧かん誘ゆうポスター描がきに追われており、なかなか顔を出せないでいるのであった。残念。

「去年の間にほいほい引き受けすぎたかなー。いや、描くのは面おも白しろいんだけどさ」

　そう重くもない口く調ちようでつぶやきながらスケッチブックを閉じ、ペンケースをショルダーバッグに放り込む。撤てつ収しゆう準じゆん備びはこれにて完かん了りよう。僕は顔を上げ、まわりの部員を呼び集めていた山岳部の部長さんに声をかけた。今日は実際に荷に物もつを背せ負おって山を歩く練習だとかで、みんな大きなリュックを背負っている。

「日鷹さん、それじゃ僕はこれで。ポスターは描き上がったら持っていきますね」

「おう、ありがとな。……しかし白しら塚つか、経島の相手も大変だな」

　日鷹さんの労ねぎらいに「慣なれました」と苦く笑しようを返し、歩き出す。と、ぽつぽつと集まってきた山岳部の部員の一人が、奇き妙みようなものを手にしているのが目に入った。

「んっ？　何それ？」

「誰だお前？　こりゃナイフだよ。サバイバルナイフ」

　思わず尋たずねれば、僕の前を横切ろうとしていた金きん髪ぱつにバンダナの男は不ふ審しんそうに僕を睨にらんだ。見てわからんのか馬ば鹿か、と言いたげに、ごつい刃は物ものをぶんぶんと振る。

「わ、危ないな。つーかそっちじゃなくて、左手の……それ、蛇へびだろ？」

　そう言いながら指さした先では、鱗うろこに覆おおわれた一メートルほどの細長い生き物が、迷めい彩さい柄がらの手て袋ぶくろに摑つかまれてぐでーっと力無く伸びていた。エメラルドブルーの鱗に、黒い四本のストライプ。見たことない模も様ようだけど、シマヘビの変種だろうか。思い出したようにしか動かないところを見ると、冬とう眠みんしてたところを掘ほり起こされたらしい。

「三月末だと蛇へびはまだ起きてないもんなー。で、どうすんの、これ？」

「食うに決まってるだろ」

「はい？　いやいや、そりゃ可哀かわい相そうだよ！　他にいくらでも食べるものはあるだろ！」

　予想外にストレートな返答に、反はん射しや的に口が動く。それを聞いたとたん、バンダナナイフはもともと悪かった目つきを更さらに悪化させ、露ろ骨こつな舌した打うちを響ひびかせた。ガラ悪いなあ。

「部外者が偉えらそうなこと言うんじゃねえよ。いいか、これからの時代はな」

「そこまでだ。白しら塚つかが正しい」

　唐とう突とつに割わり込んだ渋しぶい声が、いきりたつ男を黙だまらせる。声の方向へ振り返れば、部長の日ひ鷹だかさんが蛇ハンターをまっすぐ見み据すえて立っていた。

「あのな、うちはサバイバル研けん究きゆう会かいじゃないんだから。元もといたところに返してこい」

「ですけどね部長！　軟なん弱じやくになった現代人にとってはこういう経けい験けんは」

「お前、新しいナイフ使いたいだけだろ。いいから返してくるんだ」

　あくまで静かでありながら、有う無むを言わせぬ強い口く調ちよう。金きん髪ぱつサバイバーはあえなく屈くつし（彼の呼び名を統とう一いつすべきですかね）、「わかりましたよ」と言い捨すてて足早に去さった。ほっと一ひと息いきついていると、やれやれと苦く笑しようしていた日鷹さんは、ふと僕へと視し線せんを向けた。

「すまなかったな、うちの新人が迷めい惑わく掛かけて。あいつ、サバ研けんが潰つぶれて流れてきたんだが、昔の癖くせが抜けてないんだ。ま、春休みの合宿で鍛きたえてやれば、マシになるだろ」

　腕うでを組んでニッと微笑ほほえむその姿すがたは、盛もり上がった肩かたと言い、自信に満ちた口調と言い、いかにも頼たよれる山やま男おとこだった。これぞ部長。美術部の部長（僕です）とはなんかもう天と地の差である。思わず溜ため息いきを吐つけば、日鷹さんは感心したような目を僕へと向けた。

「しかし白塚、意外と度ど胸きようあるんだな。自分よりでっかい相手がナイフ持ってたら、普通はもうちょっと腰こしが退ひけるもんだぞ？」

「慣なれました。一年前なら怯おびえてたんでしょうけど」

　全まつたく言こと葉ばの通じない人食い怪かい獣じゆうとか、目を光らせながら殺す気で襲おそいかかってくる怪かい人じんなんかを見慣れてしまった身みとしては、あのレベルは正直そんなに怖くないのだ。もっとも、たいがいの場合、僕はイタチさんに助けてもらってるわけで（つまり自分ではどうにもできないので）、あまり慣れてしまうのもどうかと思いますけどね。

　そんな意味合いをこめて肩をすくめれば、日鷹さんは不ふ思し議ぎそうに首を捻ひねったのだった。




「あ、真しん一いち！」

　山さん岳がく部ぶに別れを告つげ、春先の山を歩くこと数十分。学校の裏うら手てに通じる山道に差し掛かった辺りで、聞き慣れた声が耳に届とどいた。それに釣つられて振り向けば、セーラー服に身を包んだ少女が親しげに手を振っている姿すがたが目に映る。僕は挨あい拶さつを返そうと片かた手てを掲かかげ、

「イタチさん！　特とつ訓くんおつかれさ──」

　そして、そのまま静せい止しした。ほう、と、声にならない吐と息いきがこぼれる。

　栗くり色いろの髪かみを軽やかに揺らしながら、降り注そそぐ木こ漏もれ日びの下を「お待またせ」と足早に駆かけ寄ってくる妖よう怪かい少女のその姿の美しいことと言ったら、まさに一いつ幅ぷくの絵──それも凡ぼん百ぴやくな美術館クラスではなく間ま違ちがいなく歴史に残るレベル──だった。

「真しん一いち、山さん岳がく部ぶのスケッチ終わったんだよね。どうだった？」

「え。あ──うん」

　意味をなさない返事が漏れた。見る者を和なごませる爽さわやかな顔、セーラー服の胸むな元もとで揺れるリボン、スレンダーな体つき、短めのスカートから伸びた足の躍やく動どう、その他いろいろエトセトラ。見み慣なれたはずのその容よう姿しと春めき始めた山の空気との相そう乗じよう効こう果かは予想を遙はるかに超こえており、魂たましいがごっそり持って行かれそうになる。イタチさん本人が魅み力りよく的てきなのは言うまでもないが、その背はい景けいまでもが色づいて見えるのが恐ろしい。若わか草くさ色いろの葉、かさついた樹じゆ皮ひ、足あし下もとに転がる小石、イタチさんの隣となりを歩くジャージの人。それらさえもが、まるで──。

「おーい、帰っておいで！　心の声をだだ漏らしながら呆ほうけるな！」

「ふはっ！」

　ジャージの人こと経ふみ島しま先せん輩ぱいが手を打ち鳴らす音に、意い識しきがはっと覚かく醒せいした。いつもながらすんません、と自分の頭を小こ突づきながら苦く笑しようすれば、先輩は肩をオーバーにすくめ、頭の左右で括くくった髪をやるせなさげにゆったりと揺らした。

「人を背景扱あつかいするんじゃないわよ。つーかあんた、そのトリップは絶対にやんなきゃいけないもんなの？　毎回毎回、めんどくさくて仕方ないんだけど」

　眼鏡めがね越ごしの大きな瞳ひとみが、僕をじろりと睨ねめ付ける。僕は「わざとやってるんじゃないですけどね、イタチさんは会う度たびに可愛かわいくなるもんで」と頭を搔かくと、ようやく、先輩の隣で困ったような笑えみを浮かべる少女へ向き直った。心持ち顔が赤いのは、今の心の声（また口から漏れていたらしい）を聞かされていたせいだろう。

「特訓お疲つかれ様、イタチさん。何か摑つかめた？」

「ありがと、真一。うーん……今のところは、何も、かな。ね、御み崎さき」

　あんまり残念でもなさそうに小さく微笑ほほえむと、イタチさんは経島先輩へと話を振った。けろりとした顔の先輩が「まーね」とうなずく。

「もっとも、身しん体たいレベルも術じゆつの汎はん用よう性せいも悪くないんだから、そう悲ひ観かんしなくていいんじゃないかな、って天てん狗ぐのお師し匠しよう様さまは言ってましたが。そして私もそう思う」

「なるほど、さすがベテラン妖怪──って、奈な良ら山やまは？　また一人で帰ったんですか？」

　イタチさんに見み惚とれていたので気付かなかったが、そう言えばあの男の姿がない。いつものことだけど、と思いながら尋たずねれば、先輩とイタチさんはあっさりとうなずいた。

「ま、彼の個人行動癖へきは今日に始まったこっちゃないけどね。じゃ、飯めし行くか」

　先せん輩ぱいのその一ひと声こえをきっかけに、僕らは「ですね」と歩き出した。山さん岳がく部ぶの新しん歓かんポスターの下絵を見せたり特とつ訓くんの様よう子すを聞いたりしながら、のんびり山を下っていく。その途と中ちゆう、僕がなにげなく「特訓中、誰だれかに見られたりしなかった？」と尋たずねれば、イタチさんは自信ありげにこくりとうなずき、ふと思い出したように付け足たした。

「下りてくる途中、変わった人に会ったけどね」

「変わった人？　あ、もしかして蛇へびを持った金きん髪ぱつナイフとか」

　蛇を戻しに行ったはずの山岳部の彼だろうか。そう思って尋ねれば、美術部の女子部員二人は顔を見合わせ、揃そろって首を横に振った。ありゃ、外はずれたか。

「どこの猟りよう奇き犯はんよ。私らが出くわしたのはね、挙きよ動どう不ふ審しんな関西人。性せい別べつ男、身長小こ柄がら」

「新しん任にんの先生って言ってたよね。四月からの仕事場を見に来たら道に迷まよった、とか」

「はー、それで裏うら山やままで？　また随ずい分ぶん迷ったなあ」

　まあ、新しい職しよく場ばを下した見みに来る気持ちはわかるし、勝かつ手てのわからない土地で迷うのも仕し方かたないとは思う。しかし迷いすぎだろ。よっぽど方向音おん痴ちなんだろうか、と会ったことのない先生を案あんじていたら、先を歩いていた先輩が「むしろ白しろの字」と振り返った。

「私はさっきの蛇ナイフのほうが気になるけど。あんた、そんなのに会ったわけ？」

「ああ、それはですね」

　というわけで僕は山岳部での一いつ件けんを説明することにした。じっくり話すような内容でもないので、手て短みじかに。やがて話を終えると、イタチさんは、「良かった」と安あん堵どの溜ため息いきを一つこぼし、にこっと笑って僕を見た。

「蛇、助けてあげたんだ。えらいね」

「え。そ……そう？　いやそんな大したことは」

「ううん。あたし、立りつ派ぱだと思うよ。真しん一いち、えらい」

　ストレートすぎる賞しよう賛さんと満面の笑えみに、僕の心がどくんと跳はねる。思わず「どういたしまして」などとわけのわからないことを言っていると、経ふみ島しま先輩が呆あきれたように首を振った。

「いや、白の字よりも山岳部部長の功こう績せきでしょ。しかし、難なん渋じゆうしている動物をうっかり助けやがったか……。これはアレね、昔むかし話ばなしだったら嫁よめに来るパターンね」

「はあ？」

「よくあるでしょ。見知らぬ美女が『道に迷った旅の者です、どうか一ひと晩ばんの宿やどを』とか言いながら訪たずねてきて、そのままなしくずしで居い着ついちゃうわけ。男の夢ゆめよね、ある意味」

　何が興きよう味み深いのか、うんうんとうなずく経島先輩。それを聞いたイタチさんが「そうなの、真一？」と首を傾かしげたので、僕は肩をすくめて苦く笑しようした。

「どうだろう。しかし男の僕が言うのも何ですけど、すげー都つ合ごうの良い話ですよね」

「そこはほら、歴史と同じく伝でん承しよう伝でん説せつも強者が創つくるものだから。話者の理想が反はん映えいされるのは必然なのです。ほら、女と子供と爺じじいと婆ばばあと坊ぼう主ずの妖よう怪かいはやたら多いのに、武ぶ士しとかおっさん系けいの妖怪は全然いないでしょ？　この事実は怪かい異い譚たんの語り手の主しゆ観かんの所しよ在ざいを如によ実じつに示しているわけで、つまり旧きゆう来らいの日本が男性を中心とした父ふ権けん構こう造ぞうに──」

　独ひとり言ごとなんだか講こう義ぎなんだかわからない口く調ちようで流りゆう暢ちように言こと葉ばを紡つむぎながら、ジャージの背中が歩いていく。相変わらずのマイペースっぷりに、僕はイタチさんと顔を見合わせて呆あきれ、小さな背中を追って歩き出した。とりあえず昼ひる飯めしだ。




　　　　＊＊＊




「……すみません。もう一度言っていただけますか？　なるべく、ゆっくり」

　大きな深しん呼こ吸きゆうで心を落ち着かせると──あまり効こう果かはなかったが──僕は改あらためてそう述のべた。

　と、スカイブルーの着物を身みに纏まとった長身の女性は、「またー？」と言いたげに口を尖とがらせ、やれやれと頭を振った。足あし下もとまで届とどきそうなほどまっすぐに伸びた長い髪かみがさらさらと揺れ、我わが家やの玄げん関かん先さきの空気をかき回す。同時に、春の高原を思わせる香かおりがふわりと広がり、僕は思わず目の前の女性を見上げてしまった。なお、両りよう肩かたが見えるほど大だい胆たんにはだけられた着物の胸むな元もとからは、頑がん張ばって目を逸そらしましたよ、念ねんのため。

　艶つやのある髪は顔の三分の一を覆おおっていたが、くりっとした黒くろ目めがちの瞳ひとみや綺き麗れいに尖った鼻先は隠かくせていない。アングル次し第だいでは大人っぽくも見えるけど、まだ十代だと言われたら充分納なつ得とくできそうなその顔立ちは、妙みように魅み惑わく的てきだった。それに何より、すらりと細いそのスタイルは──って、こらこら。

　何を見とれてるんだ白しら塚つか真しん一いち。いつの間にか見入っていた自分を戒いましめ、僕はごほんと咳せき払ばらいした。確たしかに綺麗な人ではあるけど、今は聞くべきことを聞かないと。そのまま黙だまり込んでいると、目の前の女性はどうやら根こん負まけしたようで、「はいはい」と溜ため息いきをこぼした。

「普通、こーゆーのは何度も言うもんじゃないんだけどなー。眠いんだから勘かん弁べんしろっての。あと一いつ遍ぺんしか言わないから、ちゃんと聞いてなよ？　いいわね、君」

　わかりました、とうなずく僕。と、それを見た女性は凜りんと背せ筋すじを正し、上じよう品ひんな声を発した。

「──道に迷まよった旅の者でございます。どうか一ひと晩ばんの宿やどをお貸しくださいませ」

　サンダルやスニーカー、親父おやじの革かわ靴ぐつなどが並んだ広くもない玄関に、なんとも言えない空気が満ちる。やっぱさっきのは聞き間ま違ちがいじゃなかったらしい。さあ、ここはどう答えるのがベストなんだ？　僕はさんざん頭を悩なやませた挙あげ句く、押し殺した声でつぶやいた。

「……交番なら、そこを出て信号を左に曲がったところです」

「はァ？　君、助けを求める弱った美女を役人に売るって了りよう見けんなわけ？」

　しおらしい態度から一変、不満げな声とともに小さな瞳が僕を見下ろす。一いつ瞬しゆん、ちろりと覗のぞいた舌したの先が二つに割われていたのはたぶん気のせいだ。そうだそうだそうに違いない。

「い、いや、だって道に迷まよったって言ったから、だったら交番かなーと思いまして」

「そんなもん家に上がり込むための常じよう套とう句くに決まってるっしょ。ま、立ち話もなんだから」

　そして唐とう突とつに会話を打ち切り、上がりかまちに足をかける自じ称しよう弱った美女（どう見ても元気なのだが）。待まった、と叫さけびつつ、僕は着物の袖そでをがしっと──もっとも、あんまり強く引っ張ると帯おびから上が完全にはだけそうなので、それなりに手て加か減げんしつつ──摑つかんだ。

「……まさかここで脱ぬがす気？　ちょっと早くないかしら」

「脱がしません！　つーか夜中にいきなり玄げん関かんどんどん叩たたいて起こして、さあ泊とめろって言われても困りますよ！　だいたい誰だれなんですか！」

　くふふ、と楽しげに微笑ほほえむ和わ服ふく美人に、僕は必ひつ死しに食い下がる。と、弱った美女は、草履ぞうりを脱ぐのを止めて僕を見つめ、「何が不満なのさ」と腕うでを組んだ。

「行きずり美人が君の家に上がり込んで、そのまま嫁よめになってやるっつってんのよ。素す直なおに喜べばいーじゃんさー。あ、ちなみに君、一人暮ぐらし？」

「父と二人暮らしです。父さんなら今、風ふ呂ろに入って……って、へっ？　嫁？」

　現実感のない言こと葉ばに、思わず変な声が出た。いや、そもそもこの状じよう況きようからして、現実感なんかこれっぽっちもないんだけど、それを差し引いても今の単たん語ごには驚おどろいた。

「そ。モテない男が泣いて喜ぶ押し掛かけ女によう房ぼうで御ご座ざい。しかも人じん外がいと来たもんだ！」

「人外……？　ってことは、妖よう怪かいですか？」

　まあ、そんな気はしていたが。そう思いつつ不ふ審しんな目を向ければ、自じ称しよう弱った美女改あらため人外押し掛け女房さんは、シャッ、と乾かわいた奇き声せいを漏もらした。ええと、それは笑い声ですか？

「うん、妖怪。話が早くて助かるやね。ほらほら、君、昼間に蛇へびを助けたっしょ？」

「え？　まあ、それはそうですが……じゃあ、あの蛇……さん、ですか？」

「ご名答。恩おん返がえしとしてやって来ました、蛇女房の──って、あ！　やべ、言っちゃった！」

　けろっとうなずいた蛇の人（もうこう呼んでいいだろう）は、唐とう突とつに顔色を変えて自分の口を押さえた。その思わぬ狼ろう狽ばいっぷりに僕も釣られてびくっと震ふるえたが、何かが起きる気け配はいは全まつたくない。やがて数すう秒びようが経けい過かすると、蛇さんは口から手を離はなし、ほっと肩を落とした。

「ふー、やれやれ。まだ変へん身しんが解けてないところを見ると、今のはセーフか。正体見られたわけじゃないし、恩返しも終わってないもんね。つーわけで嫁にしなさい」

「え？　いやその、悪いんですが他をあたってくださ──もがっ！」

　即そく答とうしながら廊ろう下かへ駆かけ上がった（逃げようとした、とも言う）僕だったが、そこに無数の糸のようなものが絡からみついて動きを止めた。いや違ちがう、糸じゃなくて髪かみの毛けだ！

　僕は必ひつ死しにもがいたが、顔と言わず手足と言わず絡め取られてしまっては何の抵てい抗こうにもならず、あえなく引き寄せられてしまう。僕の口を封ふうじていた部分の髪だけをほどきながら、蛇さんは不満げに腕を組んでつぶやいた。

「なんで逃げんのさ。眠いんだから、せめて家に入れなよ。その勢いきおいで籍せきも入れなよ」

「断ります！　だいたい、恩おん返がえしだったら僕より山さん岳がく部ぶ部長の日ひ鷹だかさんでしょ！」

「日鷹？　ああ、あの山やま男おとこか。ま、そんでもよかったんだけど、君のほうが人じん外がい慣なれしてそーだったからさ。話が早くて済すむかなーって。ふわあ」

「それだけの理由で僕んとこ来たんですか？　だいたい、なんでそんなことわかるんです？」

　いや、確たしかに慣れてはいますけど、見てわかるものなのか。思わず聞き返せば、細ほそ面おもての美女は「蛇へびの勘かん」と微笑ほほえむと、静しずかに僕を見下ろした。小さな口くち元もとから紅あかい舌したがちろりと覗のぞく。

「あのさ、君。最初に口くち火びを切った奴やつってのはね、誰よりいっとう、一番偉えらいのさ。たとえ役に立たなくても、その勇気には価か値ちがある。そこは絶対間ま違ちがえちゃダメ」

　さっきまでの賑にぎやかなテンションとは一転した、語りかけるような穏おだやかな口く調ちようが、僕の耳へと滑すべり込んでくる。その声は意外にも（と言うと失礼だけど）美しかった。それこそ、いきなり訪たずねてきた妖よう怪かいに髪かみの毛けにがんじがらめにされ自じ宅たくの玄げん関かん先さきに転がされているという非現実的な状じよう況きようを、思わず忘れそうになるほどに。と言うか正直ちょっと忘れた。

「自分を卑ひ下げするのは簡かん単たんだけど、そんなにあっさり自分の価値を下げちゃあいけないぜ？　君はアタシの命を救った恩おん人じんなんだからさ。ほら、胸むねを張りな」

「蛇さん……」

　慈じ愛あいに溢あふれる優やさしい笑え顔がおに見下ろされ、思わずうっとりした声で名前を呼んでしまう僕である。まあ、この呼び名はどうかと思うが、名乗ってないんだから仕し方かたない。

「アタシ、ほんとに感かん謝しやしてるのよ。こんな形で恩を返そうとするなんて、自分でもおかしいとは思ってんのさ。だけど、アタシはこんな決まりに従したがうことでしか、君の前に現れることができなかったわけ。だから、助けると思って──ね？　どうか、アタシを迎え入れなさい」

「あ、それは断ります」

「なぬ」

「気持ちは伝つたわったのでお引き取りくだ──のわああああああああ痛いたい痛い痛い！」

　きっぱり首を横に振った瞬しゆん間かん、髪の毛がみしみしと僕の体を締しめ上げ始めた。

「何をばっさり断ってんのさ！　雰ふん囲い気きには流されろ、男だったら据すえ膳ぜんを食えコラ！　あ、それとも君、もしかしてもう先せん約やく済ずみなわけ？　惚ほれあった人外の娘むすめがいるとか」

「え？　いや、それは」

　反はん射しや的てきに脳のう裏りに浮かんだイタチさんの顔を、僕は意い図と的てきに打ち消した。確かにあの優しい妖怪少女のことが僕は好すきで好きで仕方ないけど、それはあくまで僕だけの気持ちであって、イタチさんのほうがどう思っているかは……ね？　悶もん々もんと悩なやむ僕を、蛇さんは気味悪そうな目で眺ながめていたが、「いないのね」と勝手に決めつけると、しゃがみ込んで僕に顔を近づけた。いきなり目の前に迫せまった鼻先に、思わず顔が赤くなる。

「本来なら、やむなく居い着ついているうちに情じようが移って婚こん姻いん成立って段取りが要いるんだけど、めんどいので省はぶくわね。えーと、高たか砂さごやこの浦うら舟ふねに──ってのは最近あんまりやんないのか」

　蛇へびさんは独ひとり言ごとをつぶやきながら考え込んでいたが、すぐにけろりとした顔を僕へと向けた。何なんですかと問とう間もなく、小さな口くち元もとが何やらおごそかな言こと葉ばを紡つむぎ始める。

「君はアタシをアタシは君を、病やめる時も健すこやかなる時も以下眠たいから省しよう略りやく、と。さあ、誓ちかいますか？　はい・オア・イエス？」

「へ？　いきなり何を」

　そう口を開くのと同時に、髪かみの毛けが僕の首を支えてブンと縦たてに動かす。それを見た蛇さんはニイッと笑って立ち上がり「よし契けい約やく成立！」とガッツポーズを取った。何、今の？

「よし、これで当分はこの姿すがたでいられるぞー！　やったぜアタシ！　ねえねえ君──っと、もう『旦だん那な』になるのか。ねえねえ旦那、酒って置いてある？　柔やわらかい布ふ団とんも欲ほしいな」

　楽しげに鼻はな歌うたを口ずさみつつ、軽い足取りでリビングへ向かう和わ服ふくの美人。その後ろには、髪の毛で縛しばられた僕がずるずると引きずられていく。廊ろう下かに頭を打ち付けられながらも「いい加か減げんにしてください」と顔を上げようとすれば、ふと、家の奥おくから扉とびらを開ける音が響ひびいた。

「ん。何の音？」

「父さんが風ふ呂ろから出てきたんだ！」

　さあっと顔が青ざめる。こんな状じよう況きよう、どう説明すりゃいいんだ！　しかし僕の叫さけびを聞いた蛇さんは「なるほどね」とうなずくと、全まつたく動じることなく、リビングへ通じる戸を開けた。

「初めまして、お義父とうさん。あなたの息子むすこの嫁よめの蛇でーっす！　名前はまだない！」




　　　　＊＊＊




　翌よく日じつ。晴れ上がった空とは裏うら腹はらに疲つかれ果はてた僕は、駅えき裏うらのマンションの廊下に佇たたずんでいた。はあ、と溜ため息いきを吐つきながらベルを鳴らし、インターホンに名前を告つげる。そして待まつこと数十秒、がちゃりとノブを回す音が響き、長なが袖そでシャツにミニスカート姿すがたのイタチさんが「おはよ、真しん一いち」と現れた。おはよう、と挨あい拶さつを返した僕の声は、いつもよりかなり弱々しかったと思う。

「朝からどうしたの？　今日は部ぶ活かつはお休みじゃ──」

　そう尋たずねるイタチさんの声はいつもと同じく優やさしいものだったけど、

「ふわああ、初めまして」

　それも僕の隣となりであくび混じりに微笑ほほえむ長身の女性を目にするまでのことだった。

「……真一？」

　この無む駄だに親しげなひょろ長の女はいったい誰なんだと、そう尋たずねる視し線せんが向けられる。僕は慌あわてて説明しようとしたが、ふと、イタチさんの小さな鼻がぴこっと動いた。同時に、僕の隣の長身の女性も「お？」と反応したかと思うと、目の前の妖よう怪かい少女に尖とがった鼻先を近づけ、しゅるりと舌したを覗のぞかせる。と、タイプの異ことなる二人の少女──まあ、背の高いほうは「少女」かどうか怪あやしいのだが──は、無む言ごんのまま鼻をひこひこさせたり舌をひらひらさせたりし始めた。お互たがいの妖よう気きを測はかっているのだろうけど、なんとも奇き妙みような構図である。そんなことを他人ひと事ごとのように思っていると、二人は同時に「ああ」とうなずき、顔を見合わせた。

「……蛇へび？」

「ご名めい答とう。で、そう言うそっちはイタチ？」

「うん」

　おお、どうやら今のひこひこひらひらで自じ己こ紹しよう介かいは終わったらしい。「便べん利りなもんだね」と声をかければ、背せの低いほうの妖よう怪かい少女は再ふたたび僕へと目を向けた。

「ね、真しん一いち。この人が蛇だってことはわかったよ。だけどね、どうしてこの蛇……真一の服着てるの？」

　不信感丸出しで僕を見つめる強い眼まな差ざしに、背中が思わずぶるっと震ふるえる。「それはほら今から説明するところだから」と慌あわてる僕の傍かたわらでは、状じよう況きようがわかっているのかいないのか、僕のＴシャツとジーンズを身みにつけた蛇へび女によう房ぼうさんが楽しげにニヤついていた。




「──とまあ、そんな事情でたまたま顕けん現げん条じよう件けんが揃そろったもんで、恩おん返がえしのために人間の姿すがたで参さん上じようしたわけさ。よろしくね、クズリ」

「うん、こちらこそ……。ええと、何て呼べばいいのかな？」

「人間ネームは鱗うろこと書いてリンと読む、そう昨夜ゆうべ決めました。ちなみに姓せいは白しら塚つか」

「それは許きよ可かしてませんからね！　爬は虫ちゆう類るい図ず鑑かん見て、苗みよう字じは『山やま楝蛇かがし』に決めたじゃないですか。ちょうど蛇の名前だし、響ひびきも悪くないって言ってたくせに」

「ん、そりゃまあね。でもアタシ的には『禁きん愚ぐ古こ武ぶ羅ら』か『亜あ奈な混こん堕だ』がベストだったんだけどさー。強そうじゃん？」

「暴ぼう走そう族ぞくじゃないんですから」

　マンション廊ろう下かでの戦せん慄りつの一いつ瞬しゆんの後、「話が長くなりそうだから入って」と招まねかれたイタチさん宅たくのリビングルーム。神しん妙みように聞き入る高校生二人を前に、蛇さんは大おお仰ぎようなポーズを交えながら明るい口く調ちようで話し続けていた。長い手足をオーバーに動かすたびに服がどんどんずれていき、白い素す肌はだ──たまに鱗がちらちら見えるのには慣なれました──の露ろ出しゆつが広がっていくもんだから、どうにもこうにも目の毒どくである。僕はそっと目を逸そらし、そして今さら溜ため息いきを吐ついた。

「あの時じ代だい劇げきか昔むかし話ばなしみたいな和わ服ふくでうろつかれるよりはマシかと思って服貸したけど、これはこれで不自然だよなあ……」

　この蛇女房こと鱗さんは、僕より頭二つほど背が高く、その一方で腰こしや手足はめちゃくちゃ細い。要ようするに、サイズが全然合わないのだ。実際、さっきは鎖さ骨こつまで隠かくしていた僕のＴシャツの襟えり元もとからは、今やすっかり右肩が露出しきっているし、もともと臑すねの途と中ちゆうまでしか覆おおえていなかったジーンズは、細い腰に耐たえきれずどんどんローライズ化してきている。思わず目を逸らせば、イタチさんも同じことが気になったのか、赤い顔で指し摘てきした。

「ね、鱗りん……？　そろそろ服を直さないと、その……し、下着が見えちゃうよ？」

「おお、ご指し摘てきありがとね。でも大だい丈じよう夫ぶ、その点は心配ご無む用よう」

「え？　どういうこと？」

　きょとんと首を傾かしげたイタチさんを前に、鱗さんは申もうし訳わけ程てい度どにジーンズの腰こしをずり上げると、「理由は後ほど」とニヤついた。
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「とにかくさ、動物系けい同どう士し、今後とも一つよろしくねー。もっとも、その可愛かわいい姿すがたが素すなクズリと違ちがってさ、アタシのこれはあくまで仮かりの姿で、本ほん性しようはばっちり蛇へびなんだけど」

「へえ、そうなんだ？」

「うん。だからこんなこともできるのさ」

　そう自じ慢まんげに言った次の瞬しゆん間かん、鱗さんの首から上がざあっと鱗うろこに覆おおわれ、人の顔だったものが蛇のそれへと変化した。

「ひゃっ！」

　短い悲ひ鳴めいをあげ、イタチさんが口を押さえた。と、その反応が期き待たい通りで嬉うれしかったのか、鱗さん（と言うか怪かい人じんヘビ女）は長い鎌かま首くびをするりと伸ばしてイタチさんの首に巻き付けた。

「いいリアクションするねえ。ほーれほれほれ」

「ひゃ、ひゃうっ……！」

　蒼そう白はくな顔で硬こう直ちよくする少女の鼻先で、ちろちろ踊おどる赤い舌した。爬は虫ちゆう類るいの表情ってのはよくわからないが、楽しんでいやがるのは明らかだ。ほんとにもうこの人は！

「こら！　やめなさい！」

　というわけで僕は蛇へびの首もとを摑つかみ（直ちよつ径けい十センチの蛇を摑むのはあまり気持ちのいいものではないけれど）、イタチさんから引き離はなした。と、鱗りんさんはシャッと乾かわいた声を漏もらし、人間バージョンへと戻ってくださった。軽いスキンシップだったのにさ、とにやつく鱗さんを睨にらむ僕の隣となりで、イタチさんがゆっくり胸をなで下ろしている。

「ああ、びっくりした……。真しん一いち、よく平気だったね」

「慣なれた。昨日のうちにさんざん脅おどかされたから」

　感かん嘆たんの眼まな差ざしを向けてくれたイタチさんに、僕は疲つかれた溜ため息いきを返し、ついでに昨夜ゆうべの我わが家で繰くり広げられた怪かい奇きショーのことを説明した。今の「首から上は蛇」バージョンも怖いけど、「首から下は全部蛇」とか「形は人間のまま、全身に鱗がびっしり」はもっと心しん臓ぞうに悪かった、などなど。イタチさんは興きよう味み深げに聞き入っていたが、ふと「あれ？」とつぶやいた。

「恩おん返がえしの相あい手てに本ほん性しようを見抜かれちゃったら、帰らないといけないんじゃないの？」

「あー、どうやらセーフっぽいのさ、それ。完全に蛇モードになってるところを見られない限りはオッケーなのかな？　守らなきゃならないタブーは一いち応おうあるんだけども。つーわけで、不ふ肖しよう蛇女によう房ぼうこと山やま楝蛇かがし鱗、この旦だん那なの嫁よめとしてやっていくことになりました」

「へえ、便べん利りだね──って、真一。いま、鱗、真一のことを『旦那』って……」

「いやいやいやいや！　それはこの人が勝手に言ってるだけだから！」

　妙みように静しずかな詰きつ問もん口く調ちように震ふるえつつ、僕は必ひつ死しに弁べん解かいした。不信感に満ちた顔のイタチさんはなかなか新しん鮮せんだったし、ぞくっとするような美しさに満ちていたのは言うまでもないが、誤ご解かいされるのは非常に困る。と、それを聞いていた自じ称しよう僕の嫁はふいに頰ほおを膨ふくらませた。

「ぶう。昨夜、あんなにはっきり首を縦たてに振ったじゃないのさ」

「力ずくでしょうが！　あんなもんに何の効こう果かが」

「どっこいあれで契けい約やく成立なのさね。落ち着いた家で助かったわ、お義父とうさんもいい人だし」

「え！　真一、お父さんに会わせたの……？　びっくりされなかった？」

「……いや、それが全然慌あわてずに『風ふ呂ろ空あいたぞ』なんて言い出してさ。逆ぎやくに僕が驚おどろいた」

　はあ、と大きく肩を落とす僕。それを見た鱗さんは「しゃっしゃっしゃ」と鱗うろこをこすりあわせるような笑い声を発すると、自じ慢まんげに胸を張った。

「旦那がアタシを嫁と認めた時点で、旦那の家族はアタシを自然に受け入れてしまうのさ！　これぞ蛇女房の七つの能力ちからの一つ！」

「それを先に聞いてればもっと必死に抵てい抗こうしたのに……！　で、あと六つは何なんですか？」

「んっ？　それを聞くの、旦那？　えーと、赤せき外がい線せんと熱を感知できる、首が入るサイズの穴なら通り抜けられる、牙きばに毒どくがある──あ、麻ま痺ひ毒どくと出血毒を使い分けられるからこれで二つね。自分より大きなものを飲み込める、脱だつ皮ぴしたあとの抜け殻がらを財さい布ふに入れると金運が」

「それ妖よう術じゆつでも何でもなくて普通の蛇へびですよね。しかも色んな種類の蛇が混ざってるし」

　呆あきれた声で指し摘てきすれば、ソファーベッドに腰こし掛かけて楽しげに語っていた蛇女によう房ぼうさんは、「ふわあ」とあくびでごまかした。その悪びれない態度に、僕は隣となりの妖よう怪かい少女と顔を見合わせ、疲ひ労ろう混じりの苦にが笑いを浮かべた。何の因いん果がでこんな目に。少なくともイタチさんは（どこか冷たい態度をとりつつも）それなりに同情してくれているようで、今の僕の心はそれだけで支えられていた。ありがとう。そう感かん謝しやしていると、イタチさんはふいにしっかりした声を発した。

「それで、鱗りん？　これからどうするの？」

「ん、そりゃ旦だん那なの家に厄やつ介かいになるのさね。子どもの数なんかはまだ決めてないけど」

「「こっ！」」

　さらりと放たれた予想外の単たん語ごに、鶏にわとりみたいな声が重なる。意い表ひようを突つかれた僕がこっここっこと繰くり返している隣で、イタチさんは真まっ赤かな顔を鱗さんに向け、慌あわてた口く調ちようで「ダメだよ！」と叫さけんだ。それを受けた蛇女房は、床ゆかにまで届いた長い髪かみをふわりとたわませて不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげたが、

「どうしてクズリがそんな必ひつ死しに──って。あ、そっか。そゆことか。先せん約やく済ずみってことか」

　どうやら自じ己こ完かん結けつしてしまったようで、ふむふむとしたり顔でうなずいた。

「何を納なつ得とくしたんですか今！　そりゃまあ僕はイタチさん好すきですけど！」

「そ、そうだよ──じゃなくて！　真しん一いち、ちょっと黙だまってて！　だからね鱗」

「いやいや。なんつーか。悪いやね、ほんと」

　うろたえながら反論しようとした僕らだったが、静しずかな声が割わり込んだ。さっきまでのハイテンションとは一転、しおらしくなった鱗さんは、小さな肩をすくめて苦く笑しようする。

「うん。旦那にもいろいろ事情があるのよね、それはわかるのさ。で、そこにいきなり飛び込んできたアタシが邪じや魔まなのもよーくわかる」

「邪魔って、別にそこまでは──」

　僕は慌ててフォローを挟はさもうとしたが、鱗さんはそれを無む視しして「だけど」と続けた。

「こっちにも事情があるんだな。『恩おん人じんのところに嫁よめ入いりすることで恩を返す』だなんて、阿あ呆ほくさい上に時代錯さく誤ごなルールとは思うのさね、我われながら。正直、アタシだってできればもっと背の高くて賢かしこげな男が良かったし。せめて身長は百八十は欲ほしかった」

「……ほっといてくださいよ」

「へっへ、拗すねるな拗ねるな。とまあ、いろいろ理り不ふ尽じんな話なのはわかってんだけどさ。アタシは──蛇女房は──その限定ルールに基もとづいて顕けん現げんした妖怪だから、こうせざるを得ないって寸すん法ぽうよ。せっかく出られたからには、ヒューマンライフを楽しんでみたいし」

「ああ。それは、わかるかな」

　妖怪同士で通ずるものがあったのか、イタチさんがうなずいた。鱗さんは嬉うれしげに「でしょ」とにやつくと、ふいに髪かみの毛けの先でクエスチョンマークを作りながら首を傾げた。

「時にクズリ、君の顕けん現げん条じよう件けんは？　なんか約やく束そくとか契けい約やくとかあるっしょ？」

「あたし？　あたしはね」

　言ってもいいよね、とイタチさんが目で尋たずねてきたので、僕はどうぞと促うながした。別に隠かくすようなもんでもないしね。それを受けたイタチさんは、どこか恥はずかしげにぼそりと告つげる。

「……真しん一いちのね、絵のモデル」

「モデル……？　旦だん那なの？　それってつまり、絵に描かれるまでは無期限に顕現できて、おまけに行動制限は何もないわけ？　かーっ、何それ！　すげー自由度高いじゃん！」

　いいなー、と大きな声を上げながら、鱗さんはベッドに仰あお向むけに転がった。おそろしく細い腰こしと綺き麗れいなお腹なかがシャツの裾すそから覗のぞいたので、僕は慌あわてて視し線せんを逸そらす。ほんとにもう、と顔を赤くしていると、隣となりで黙だまって考え込んでいたイタチさんが顔を上げた。

「それで、真一。真一はどうするつもりなの？　やっぱり……一いつ緒しよに住むの？」

「え。えーと、それはほら、仕し方かたないかなーって」

　みっともなく言こと葉ば尻じりを濁にごしつつも、僕はおどおどうなずいた。「追い出されたら家の前で『犯はん人にんは白しら塚つか真一』と血で書き残して死んでやる」と一ひと晩ばんに渡わたって言い張られた以上、そうせざるを得ないと言うか……。と、僕の言葉を聞いたイタチさんは、ほっと嬉うれしげにうなずいた。

「良かった」

「でもね、僕は決して嫁よめにするとかそういうんじゃなくて──って、え？　今、何て」

　さっきまでの詰きつ問もんモードとは一転した柔やわらかい笑えみが、すぐ目の前に浮かんでいる。思わず尋ね返した僕を見つめ、イタチさんは「良かったって言ったんだよ」とくすっと笑う。

「あたしも妖よう怪かいだからね。せっかく顕現できたなら、少しでも長く此岸こつちに居たいっていう気持ちは、すごく、わかる。だから、真一がそう言ってくれる人で良かった」

「……なるほどね。イタチさんらしいな、それ」

　そういうことなら納なつ得とくだ。事情や性せい格かくは異ことなるけれど、イタチさんにしてみればある意味この蛇へび女によう房ぼうさんは自分と似にた境きよう遇ぐうの身み。で、そんな人を目の前にして、ただでさえ同情しやすいこの人が親しん身みにならないはずもない。相あい変かわらず優やさしいなあそして可愛かわいいなあと顔をほころばせていると、イタチさんはふと「そうそう」と言い足たした。

「あたしだって、真一や御み崎さきが誘さそってくれたから、美術部に入っていいよって言ってくれたから、ここに居られるんだよね。あの時はありがと、真一。──嬉しかったよ」

「へっ」

　明るい笑顔をまっすぐ向けられ、思わず顔が熱くなる。この不意打ちは卑ひ怯きようだろ！

「いえいえ、それはそのどういたしましてこちらこそイタチさんいてくれてありがとう」

　というわけで、しどろもどろになりながら感かん謝しやの言葉を返していると、ベッドにごろんと転がっていた鱗りんさんが、おずおずと片かた手てを挙あげて声を発した。

「あのー……なんか、急に声をかけづらくなったから静せい観かんしてたんだけどもさ。つまり、今、せいさいの許きよ可かが出たってことでオッケーなのかいな」

「「──せいさい？」」

　耳慣なれない言こと葉ばを僕らは同時に繰くり返した。頭の中に変へん換かん候こう補ほが次々浮かんでいく。「制せい裁さい」？　違ちがうな。「精せい細さい」？　違うだろ。それじゃ──「正せい妻さい」？　その二文字が脳のう内ないでパッと点てん灯とうした瞬しゆん間かん、イタチさんが「違うよっ！」と声を張り上げた。同じ答こたえに辿たどり着いたらしい。

「あ、あたしは真しん一いちの同じクラブの友だちだからね！　だいたい、真一の家に誰だれが住むかなんて、あたしが決めることじゃないし！」

「ひょほー、そんなに赤くなるとは。心配しなさんな、旦だん那なには何もしないって」

「そ……そうだよね。お父さんもいるんだし。ね、真一！」

「……父さん、仕事で週の半分くらいは泊とまりなんだけど」

「あ！　そうか、そうだっけ……！　だっ、だったらやっぱり」

「おー。やっぱ気になるんだ。可愛かわいいねえ畜ちく生しよう！　でも大だい丈じよう夫ぶ、蛇へびは約やく束そくを守るわよ。……もっとも、旦那から仕し掛かけてきた場合は別だけど。アタシも嫌きらいなほうじゃないし」

　にっひっひーと微笑ほほえみながら鱗りんさんは上体を起こし、髪かみの毛けでシャツの裾すそを持ち上げようとする。やめなさい、と僕とイタチさんが揃そろって叫さけんだのは言うまでもない。

「はいはい、わかりましたわよ、と。だけどさ、ほんとにご要よう望ぼうには答えるから、何でも言ってよね？　ただしお風ふ呂ろは覗のぞいちゃダメよ」

「覗きません！」

　そう言って目を背そむけた僕の顔はかなり赤かったと思う。イタチさんは今さら不安を覚えたのか、「ほんとに大丈夫かな」などとつぶやいていたが、ふと思い出したように顔を上げた。

「そうだ、真一。今日って何の用だったの？」

「ん？　ああ、そっか。言ってなかったよね」

　この蛇女によう房ぼうさんの紹しよう介かいに追われて、すっかり本題を忘れていたようだ。僕は頭を搔かいて照てれを紛まぎらわせながら、「えーと、実は」と口を開いた。




　　　　＊＊＊




「へー。最近のパンツって薄うすいのねー！」

　ショッピングモールの女性下着売場に、カラッと明るい声が響ひびいている。春休みとは言え平日の午前中、フロアにいるお客はそう多くなく、店内もいたって静しずかだ。おかげで、もともとよく通る声をしている上に、飛び抜けて背が高い鱗さんはたいへん目立っていた。

「こんだけ薄くて小さいと、逆ぎやくに頼たよりない気がするなー。そのへんどうなのさ、クズリ？」

「え？　どうって……その、何が？」

「だからほら。穿はき心地ごこちとか、このへんがオススメとかさ。先せん輩ぱいとして」

「そ、それは、その……鱗りんが、す、す、好すきなのを選べば、いいんじゃない……かな？」

「個人的には下した帯おびでいいじゃんかと思うわけよ。すーすーして気持ちいいし。でも旦だん那なは、『あんなタオルみたいなもんは下着とは認めない』って言いやがんのさ。全まつたく、そんなにパンツが好きなのかっつーの。爬は虫ちゆう類るいにはよくわかんねえ」

　聞いてるこっちが恥はずかしくなるような台詞せりふをしれっと口にしながら、長身の美女が下着を物色し続けている。そしてその隣となりでは、無理矢理下着選びに付き合わされた（と言うか、僕が懇こん願がんして来てもらった）イタチさんが真まっ赤かになって黙だまり込んでいた。ごめんなさいイタチさん。二人から少し離はなれた通路に立ちながら、僕は内ない心しんで謝しや罪ざいした。

　ずーっと男所じよ帯たいだった白しら塚つか家けに、曲まがりなりにも女性が住み込む（と本人が言い張っている）以上、女物の下着や服は絶対に必ひつ要ようになってくる。無いからには買いに行くしかないのだが、あいにく僕には何をどう選んでいいものかさっぱりわからない。というわけで僕はあの心優やさしい妖よう怪かい少女の助力を乞こうことにしたのであった。「パンツ？　うん、穿はいてないわよ。ほらほら」と言ってのけた鱗さんを見た時のイタチさんの動どう揺ようっぷりは、そうそう忘れられるものではありません。

　……まあ、僕としても同じクラブの女の子を「下着買いに行こうよ」と誘さそうのはどうかと思うけど、他に頼たよれる人がいなかったのだから許してほしい。他にも女性の知り合いはいないわけじゃないですが……経ふみ島しま先せん輩ぱいだと面おも白しろがってとんでもないことになりそうだし、滝たき沢ざわさんあたりに「ブラ選ぶの付き合って」とか声をかけた日には一生口を利きいてもらえない気がする。それでなくてもあの真面目まじめな犬いぬ神がみ使つかいには先日相そう談だんに乗ってもらったところだし──と、ホワイトデーの出で来き事ごとを回想していたら、ふいに声が飛んできた。

「おーい旦那ー！　胸むね当あては青と黒とどっちがいい？」

「どっちでもいいですから早く選んで買ってきてくださいっ！」

　なるべく他人を装よそおいたかったが、ああいう風ふうに露ろ骨こつに呼びかけられると無む視しを決め込むこともできない。真っ赤になった顔で叫さけび返すと、僕は再ふたたび溜ため息いきを吐ついた。しかし「胸当て」はないだろう、防具屋じゃないんだから。呆あきれていると、鱗さんはふと傍かたわらのイタチさんを──正確には、その胸むな元もとを──見下ろし、感かん慨がい深げに「ほう」とつぶやいた。

「……ど、どうしたの？」

　値ね踏ぶみするような視し線せんに不安を覚えたのか、イタチさんはそっと胸を隠かくすように腕うでを組む。と、鱗さんは何やら羨うらやましげにそれを見つめると、感かん心しんするように口を開いた。

「いや。やっぱ哺ほ乳にゆう類るいは胸でっかいなーと思ってさ」

「え？　そんな、あ、あたしは別に……って、ちょっと、髪かみの毛け伸ばさないで！」

「それに引き替えアタシはさ、見ての通り、申もうし訳わけ程てい度どのサイズっしょ？　もともと乳ちちを出す生き物じゃないから仕し方かたないっちゃ仕方ないんだけどさ、不公平じゃね？」

「そんなことあたしに聞かれても……鱗、わ、ちょ、ダメ！　ひゃっ」

　ふんふんとうなずく鱗りんさんの長い髪かみが、目の前の少女の胸むねをざわざわさわさわ這はい回り、イタチさんはそれに必ひつ死しで抵てい抗こうしている。台詞せりふだけ聞いてると気き恥はずかしいシチュエーションだけど、実際はかなり異い様ような光こう景けいだ。ほとんどホラーの世せ界かいである。

「って冷静に観察してる場合じゃないぞ僕！　こら、やめなさい！」

　はっと我われに帰った僕は、下着売場へ駆かけ込んだ。セクハラを続ける髪の毛けを摑つかんで止めれば、鱗さんは全まつたく悪びれることなくニヤつき、イタチさんは「……ありがと」と顔を赤らめる。その顔は確たしかに掛かけ値ねなしに可愛かわいかったのに、いつものように幸せな気分に浸ひたれなかったのは、これからの面めん倒どうを自然と想像していたからだ。ほんと、どうなるんだ、これから。
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「美術部三名、吸きゆう血けつ妖よう怪かい『恙つつが虫むし』掃そう討とう作戦より帰き還かんしました！」

「……と言っても、何匹か逃がしちゃったけどね」

「でもイタチさん、あれは仕し方かたないよ」

　明るい声とともに美術室のドアを引き明けた経ふみ島しま先せん輩ぱいが、軽い足取りで室内へと進む。僕とイタチさんはそれに続いてドアをくぐり、美術室へと足を踏ふみ入れた。

　ちなみに恙虫ってのは、甲こう羅らで覆おおわれた丸い体に無数の足と一対の牙きばを備えた、昆こん虫ちゆう型がたの妖怪だ。サイズは野球のグローブほど。群むれで湧わく上に人に嚙かみついて血を吸すう、厄やつ介かいな奴やつなのである。襲おそわれたからと言って死ぬわけではなく、むしろ被ひ害がい者しやが気付かないくらいにさりげなく血を吸うだけなのだが、だからって放置しておくわけにもいかない。

「しかし、本来は地中か洞どう窟くつの妖怪なのに、なんで学校に出るんだか」

「御み崎さき、ずっとそれ気にしてるよね」

「ですけど先輩。今までも結構無む秩ちつ序じよに出てたじゃないですか」

　たいがいの妖怪じゃ、もう驚おどろけなくなったもんなあ。鱗さんの言うとおり、人じん外がい慣なれしているのは確たしかなようだ。呆あきれながら戸を閉めれば、ふと軽やかな声が耳に届とどいた。

「お疲つかれ様さま、クズリちゃん、白しら塚つかくん。お邪じや魔ましてるわね」

「ああ、新あら井いさん来てたんですか。それに江え戸ど橋ばしさんに稲いな葉ば先生も」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような声を漏もらす僕の視し線せんの先では、長い髪の女子生徒が面倒見の良い笑えみを浮かべていた。その周まわりの席せきを見み渡わたせば、生き真面まじ目めそうな眼鏡めがねの青年、金きん髪ぱつを結ゆい上げたスーツの女性、にこやかな顔の男子生徒、そして気の強そうなショートカットの姿すがたが目に映る。

「奈な良ら山やまに滝たき沢ざわさんまで。何かあったの？」

「特に何があるってわけじゃないけどさ。ぼくはほら、吹すい奏そう楽がく部ぶがさっき終わったから」

「ああ。なんとなく集まってるってことか──って、滝沢さん、ライカは？」

　美術室がこの学校の妖怪関係者のサロンと化かすのは今に始まったことではないけれど、あの巨きよ大だいな犬いぬ神がみが滝たき沢ざわさんと一いつ緒しよにいないのは珍めずらしい。椅い子すを引きだし、イタチさんの隣となりに腰こし掛かけながら尋たずねれば、「園芸部でデート」とそっけない答こたえが返ってきた。

「園芸部……？　ああ、美み生うのところ？」

「うん。美生さん、大型犬が好すきなんだよ。こないだの一いつ件けんの後、いろいろ話した時に聞いたんだけど。で、ライカのやつもすっかり懐なついちゃってさ。最近はデレデレしっぱなしで、もう見てられないよ」

　イタチさんの問といかけに、肩をすくめる犬神使い。美生さん──化ばけ猫ねこの血を引く多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだいの妹さん、大人しくてちゃんと話の通じるほう──の穏おだやかな顔が脳のう裏りに浮かぶ。ライカはあれで女の子好きだし、美生さんのほうもなんとなく動物好きっぽいわけで、意外といいペアなのかもしれない。何にせよ、仲なか良よくしてるのはいいことだ。

「なるほど。本来の主人に愛あい想そがない分、ああいう優やさしげなタイプは新しん鮮せんなんでしょうね」

「ほっといてください先せん輩ぱい」

　江え戸ど橋ばしさんの向かいの席せきに落ち着いていた経ふみ島しま先輩を、滝沢さんがじろりと睨にらむ。僕は「まあまあ」と声をかけようとしたのだが、ふと稲いな葉ば先生の紅あかい瞳ひとみがこちらへ向いた。

「聞きましたわよ？　イタチの腰こし巾ぎん着ちやくの癖くせに、蛇くちなわの化け性しように手を出しているとか」

「くちなわ？　けしょう？」

　反はん射しや的てきに問とい返せば、イタチさんが「蛇へびの化け身しんって意味だよ」と教えてくれた。ああ、急に何の話かと思ったら。先週から我わが家に居い着ついた蛇女によう房ぼうさんのことを言ってるわけか。

「言っときますけど、あの人が勝かつ手てに住み込んでるだけですからね」

　僕は何もしてませんから、と手の平を振れば、今度は新あら井いさんが反応した。

「そうなの？　……だ、だけどその人は、ええと──白しら塚つかくんのアレなのよね？」

「あれ？」

「白塚の『奥おくさん』。ですよね、副会長」

「え？　う、うん、そうそう」

　奈な良ら山やまのフォローにうなずく新井さんの声は、いつも落ち着いている人とは思えないほど浮ついており、その顔もなんだか薄うす赤かった。ついでに言えば、腕うで組くみしたまま無む言ごんを決め込んでいる滝沢さんも──「ぼくは全然興きよう味みがないからね」と言い張ろうとしているらしいが──その赤い鼻先を見る限り、興味津しん々しんなのは明らかだ。野や次じ馬うま根こん性じよう旺おう盛せいな方々である。

　もっとも、僕だって、知り合いのところに蛇が恩おん返がえしに来たと聞かされたら、気になるに違ちがいない。みんなを責せめることもできないか。そう自じ嘲ちようしていると、「ほんとにー？」といぶかしむような声が投げかけられた。

「蛇って情じようが深い生き物だし、それが曲がりなりにも白しろの字に恩を返しに来てるわけでしょ。実はいろいろやってもらってんじゃないの？　ほら、夜とか夜とか夜とかに」

　まあいやらしい、とにやつく経島先輩。なぜ江戸橋さんが照てれているのだろうと疑問を感じつつ、僕は大きな大きな溜ため息いきを吐ついた。

「本気で何もされてないですよ。特に夜なんて絶対無理です。あの人、一日の三分の二は寝ねてますから。家事をやろうとしては途と中ちゆうで寝るもんで、後あと始し末まつが大変で大変で」

「はい？」

　一同（奈な良ら山やま以外）の呆あきれた視し線せんが一いつ斉せいに向けられる。唯ゆい一いつ、事情を知っているイタチさんだけが「そうなんだよね」と苦く笑しようするのを見ながら、僕は頭を搔かいた。

「蛇へび女によう房ぼうは家事が得意だって言い張るから任まかしてみたら、えらいことになりまして。確たしかに掃そう除じや料りよう理りの手て際ぎわはいいんですけど、すぐに意い識しきが途と切ぎれるんです」

「何そのドジ嫁よめ。寝ね不ぶ足そくなの？」

「それに近いですかね。本人が言うには、今はまだ冬とう眠みん期間だから、日中はともかく暗くなったらもう無理だとか。最初の頃ころは、何度か頑がん張ばって僕の布ふ団とんに忍しのび込もうとしたみたいですけど、眠気には勝てなかったそうで。最近はもう夜よ這ばいは諦あきらめたって言ってます」

　夜中にトイレに起きたら、階かい段だんで伸びていた下か半はん身しんが蛇の女性を踏ふんづけてしまった時のことを思い出す。あれにはさすがに悲鳴をあげました、と疲つかれ切った口く調ちようで告つげれば、経ふみ島しま先せん輩ぱいは「なんだそりゃ」と顔をしかめた。

「白しろの字、うちの新にい妻づまは美人だって言ってたからさ。好このみのタイプなのかなー、これはもしかしてリアルな異い類るい婚こんが見られるかなーと期き待たいしてたのに」

「確かに言いましたけどね、あれはそういう意味じゃないですよ。だいたい、どんな人でも綺き麗れいなところはあるんだし」

　と、僕はいったん言こと葉ばを切ると、みんなの顔をぐるりと見み渡わたし「たとえば」と続けた。

「新あら井いさんは頼たのもしい美しさがありますし、滝たき沢ざわさんはすごく凜り々りしい」

「え？　あ、その、ありがとう」

「ああもう、こいつは……」

　ぼそぼそと恥はずかしげにつぶやきながら、赤い顔が二つ並んで下を向く。ほんとのことを言ってるだけなんだから照てれなくてもなあ、と思いつつ、僕は先を続けた。

「で、稲いな葉ば先生は、オーソドックスな美人ですし──まあ、先生の場合、変へん身しん後ごのほうが超ちよう絶ぜつに格かつ好こういいんですが。また変身してくださいよ」

「大きなお世話です。いい加か減げん、審しん美び眼がんを磨みがき直しなさい」

　呆あきれたような視線を向けられてしまったが、いつものことなので気にしない。

「江え戸ど橋ばしさんは理知的な顔立ちが絵になりますし、奈良山はよくわかんない余よ裕ゆうが魅み力りよく的てき」

「ううむ……ありがたいような気味悪いような」

「やあ。それはどうもありがとう」

　もごもごと言葉を濁にごす会長の隣となりで、奈良山が飄ひよう々ひようと微笑ほほえんだ。

「そしてイタチさんはもう全面的に最高だよね。どこを取ってもどこから見ても！」

「──え！　そ、それは、その……ええと……そんなことは、ないと思うけど……」

「ある」

　はっきり断言すれば、イタチさんは指をもぞもぞと組み合わせながら目を背そむけてしまった。薄うす赤い頰ほお、小さく尖とがった鼻先、大きな瞳ひとみに丸い肩に栗くり色いろの髪かみ。やっぱり全すべてが美しい。

「ああもう滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいいなあ……。あ、そうそう、経ふみ島しま先せん輩ぱいはその底知れないふてぶてしさと年ねん齢れい不ふ詳しような容よう貌ぼうがいい感じなんじゃないですか？」

「なぜ私だけ疑問形！　しかも内容がテキトーくさい！」

　イタチさんの横顔に見み惚とれながら言い足たせば、何やら不満げな声が飛んできた。江え戸ど橋ばしさんが「いやあの俺は普通に、と言うか、かなり可愛いと思うのだが」とか何とかつぶやいているが、声が小さすぎてよく聞こえない。好すきならもっとはっきり言えばいいのに──と苦く笑しようしていると、ふいに学生服の胸ポケットで携けい帯たいが震ふるえた。誰だれだろう、と思って取り出せば、表示されていたのは自じ宅たくの電話番号だ。「誰？」と尋たずねるイタチさんに「家。たぶん鱗りんさん」とだけ答えると、僕は慌あわてて通話ボタンを押した。

「おーす旦だん那な。まだ学校？」

　聞き慣なれてしまった底抜けに明るい声が耳に届とどく。いつもと同じく能のう天てん気きな口く調ちようではあったが、どことなく罪ざい悪あく感かんが漂ただよっているのが気に掛かかる。また何か壊こわしたんですかと問といつめたくなる気持ちを抑おさえつつ、僕は押し殺した声を発した。

「……今日はどうしたんです？」

「わあお、声が怖こわいなあ。可愛い若わか妻づまがどうしても旦那様の声が聞きたくて電話したのに」

「冗じよう談だんはいいですから」

「ぶう。まあ冗談なんだけどさ、それにしても冷たくね？」

　わざとらしい不満の声。いつの間にか、奈な良ら山やまを除のぞくみんなが興きよう味み深げに携帯の周まわりに集まって聞き耳を立てていたが、そっちを気にしている余よ裕ゆうはない。黙だまって鱗さんの言こと葉ばを待まっていると、通話口の向こうから可愛く装よそおった声が届いた。

「実はあ、お土産みやげが欲ほしくって」

「またＤＶＤ借りていけばいいんですか？　先輩から借りたのがまだあったでしょ」

　密みつ林りんで巨きよ大だいな蛇へびが暴あばれるシリーズとか、飛行機の中を蛇の群むれが埋うめ尽つくすのとか。「好きなジャンルは蛇」とリクエストした鱗さんにも呆あきれたが、それに見合った作品を何本も用意してしまった経島先輩にはもっと呆れたもんだ。そんなことを思い出していると、我わが家やの蛇女によう房ぼうは「いや、そーゆーのでなくってさ」と言葉を濁にごしていたが、やがてぼそりと声を発した。

「……鍋なべ。あと、フライパン」

「はい？」

　何でそんなものを、と答えかけた瞬しゆん間かん、嫌いやな予感が背中を走った。言われてみれば、電話の向こうから、何やらじゅうじゅうと焼け付いた鉄を水で冷やす音がしているような！

「あ！　また焦こがしたんですか！」

「……お、おう。びんご」

　頑がん張ばって明るく振る舞まおうとしているんだけど申もうし訳わけないという気持ちは隠かくせないよねー、と、そんな複ふく雑ざつな心しん境きようを反はん映えいした声が耳に届とどく。またかよ。呆あきれて声を失っていると「いや今回は」と弁べん解かいが始まった。

「成功すると思ったのさ？　だけど、材ざい料りようを火に掛かけたあたりで、つい、うとうとと……。いやー、待まってるだけの時間って、なんであんなに眠くなるんだか。睡すい魔まって怖い」

「僕はあなたが怖いです！　つーか、鍋なべ焦げ付かすの何回目ですか！　あれほど料りよう理りはしなくていいって言ったのに！」

「だってさー、今日からお義父とうさん出しゆつ張ちようっしょ？　せっかくの夫ふう婦ふ水みず入いらずだし、手の込んだものを食べてほしいなーって。ああ、ごめんなさい、あなた……。くすんくすん」

「急に『あなた』とか呼んでもごまかされませんからね！　あと泣き声がわざとらしい！」

「やっぱりか。そんな気はした」

「反省してないですね鱗りんさん。とりあえず鍋とフライパン買っていけばいいんですね！」

「その物わかりの良さが素す敵てきよ宿やど六ろく。……あ、あと、食べるものも欲ほしいなー？」

「へ？　だって冷れい蔵ぞう庫こにはまだ──って、まさか、あれ全部焦がしたんですか？」

　肉とか野菜とか、一週間分の買い置きがあったはず。あれを使い切るなんてまず無む理りだよね？　そう希望を抱いだきながら答こたえを待っていると、ごそごそと戸と棚だなをかき回す音に続き、「ピンポーン」とベルが鳴った。あのヒマ人、わざわざ壊こわれた呼び鈴りんを引っ張り出してきたらしい。呆れかえって黙だまっていると、鱗さんの声がおずおずと響ひびいた。

「ご名めい答とうー！　……って、あれ、今の面おも白しろくなかった？」

「ちょっと面白かった自分が悔くやしいです」

　思わずそう答えれば、シャーッと嬉うれしげな声が耳に届く。僕は「すぐ帰りますからね、くれぐれも余よ計けいなことはしないように！」と念ねんを押し、ばかでかい溜ため息いきとともに電話を切った。

「……大変そうね、白しら塚つかくん」

　気き遣づかいに満ちた新あら井いさんの声が、僕の背中に優やさしく染しみる。素す性じようはどうあれ、明るい性せい格かくの美人と同どう居きよすると決まった時は、もうちょっとこうドキドキするような毎日を期き待たいしていたりもしたのだが（そりゃするだろう！）実際はこの有あり様さまだ。

「正直、大変です」

　徒と労ろうに満ちた声で答えながら、重たい腰こしをあげ、カバンを肩に掛ける。すみませんがお先に失礼します、とみんなに声をかけようとすれば、経ふみ島しま先せん輩ぱいが嬉しげにニッと微笑ほほえんだ。

「何だかんだ言って仲なか良よくなってんじゃないの。苦く楽らくを共ともにした夫婦っぽかったわよ。こりゃゴールインも時間の問題かもね、イタチちゃん」

「えっ？　う、うん……それは……」

　急に話を振られて戸と惑まどったのか、イタチさんは何か言いたげに先せん輩ぱいと僕とを見み比くらべる。どうしたんだろうと思って黙だまっていると、ふいに大きな瞳ひとみがこちらを向いた。

「真しん一いち。今から鱗りんのところに帰るんだよね？」

「うん、まあ。鱗さんのところというか、僕んちだけど。なんか台所が大だい惨さん事じっぽいし」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みにそう答えれば、なぜか焦あせり気ぎ味みの妖よう怪かい少女は「だよね」とうなずくと、意を決したように椅い子すから立ち上がった。

「だ、だったら、その……後あと片かたづけ、手て伝つだうよ！　行っても……いいかな？」
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「ふう。こんなもんかな」

　ガスコンロを磨みがく手を止め、僕は額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。完全に元もと通どおりとはいかないが、一いち応おう、使えるようにはなったと思う。みんなはどうだろう、と振り返れば、台所の床ゆかに掃そう除じ機きをかけていたイタチさんと目が合った。見み慣なれたセーラー服の上に男物のエプロンを重ねたその容よう姿しは、何だか異い様ように新しん鮮せんで、僕は思わず呼こ吸きゆうを止めた。と、その態度が不ふ審しんだったのか、かいがいしくも美しい妖怪少女は掃除機を動かすのを止めて首を傾かしげる。

「どうしたの、真一？」

「ああ正面からのアングルもまた──じゃなくて、とりあえず一ひと区く切ぎりは付いたかな、と思ってさ。ありがとう、イタチさん。先輩たちも、お疲つかれ様さまでした！」

　どういたしまして、と微笑ほほえみながら、イタチさんは掃除機のスイッチを切った。その後ろで、炭たん化かした何かをゴミ袋ぶくろに突つっ込んでいた経ふみ島しま先輩、雑ぞう巾きんで壁かべの汚よごれを磨みがいていた家か政せい夫ふスタイルの江え戸ど橋ばしさん（三さん角かく巾きんと前まえ掛かけがこんなに似に合あうとは思わなかった）が、やれやれと顔を見合わせる。

　なお、この二人がなんで我わが家やの台所にいるかと言うと、イタチさんが助じよ力りよくを申もうし出たとたん、あのジャージ眼鏡めがねが「面おも白しろそうだから私も行くー」と言い出したからである。その結果、「いいですけど、手伝ってくれるんですか？」「むろん労働力を提てい供きようするわ。江戸橋！」「俺か？」という流れになったのだ。すみません生徒会長。

「相変わらず勝かつ手てな人だよなー。まあ、人ひと手でが増えたのはありがたかったけど……」

「ん。何か言った、白しろの字？」

「いえ。江戸橋さんがこれほど有ゆう能のうな家政夫だとは思いませんでしたって」

「でしょー。ふっふっふ」

　なぜか経島先輩が自じ慢まんげに胸むねを張り、江戸橋さんは照てれ臭くさそうに咳せき払ばらいした。で、そんな彼らのさらに後ろに目を向ければ、食しよく卓たくに突つっ伏ぷしてぐうぐうと惰だ眠みんを貪むさぼる長身の美女の姿すがたが目に入ってしまうのであった。ガリガリに焦こげ付いた鍋なべとスチールたわしを手に持っているところを見ると、まだ使えそうな鍋なべを磨みがいて復ふつ旧きゆうさせるつもりだったものの、流しに辿たどり着く前に力尽つきたようだ。

「結局、最初から最後まで何にも手て伝つだわなかったよな、この人」

　疲つかれきった吐と息いきが思わず漏もれる。今日の鱗りんさんの服ふく装そうは、お気に入りのタンクトップにミニスカート。剝むき出しになった長い手足は煤すすと油あぶらにまみれまくっており、台所で起こった惨さん状じようの全ぜん容ようをあますところなく僕らに伝つたえてくれていた。知りたくもないが。

「ほんとにもう。……片かた付づけ終わりましたよ、鱗さん」

「しゃっ？」

　その両手から鍋とたわしをそっと取りつつ呼びかければ、テーブルに横たわっていた上じよう半はん身しんがびくんと跳はね起きる。まだ事じ態たいが摑つかめていないのか、きょろきょろと左右を見み渡わたす蛇へび女によう房ぼうさんに、イタチさんが優やさしく声をかけた。

「鱗、おはよ」

「ん……？　クズリ？　ああ、来てたんだ」

「うん。晩ばんご飯はんはあたしが作るから、休んでていいよ。お昼から起きてたなら、今日はもうそろそろ限界だよね、鱗」

　まぶたを擦こする鱗さんを見て、困こまったような笑えみを浮かべるイタチさん。僕はその隣となりでうんうんと深くうなずいた。寝ねててください、お願いだから。

「そうそう。あ、寝る前には風ふ呂ろで汚よごれを落として──って、え。夕食、イタチさんが作ってくれるの？」

　鱗さんへ話しかけるのを中断し、僕は弾はじかれるように真横を向いた。と、エプロンで手を拭ぬぐっていた妖よう怪かい少女は僕の剣けん幕まくにびくんと震ふるえると、どこか申もうし訳わけなさそうに口を開いた。

「う、うん……。だってほら、真しん一いちも疲れてるみたいだし、せっかくだからと思ったんだけど……迷めい惑わくだった？」

「ううん全然そんなことない！　そんなはずあるもんか！　ありがとう！」

　散さん々ざんな日だと思ったけど、まさかこんな嬉うれしいオチが待まっているとは！　鍋とたわしを手に、わーいと小こ躍おどりしながら流しに向かえば、呆あきれかえった経ふみ島しま先せん輩ぱいの声が背中に届とどいた。

「おーい蛇へびさんよ。あんたの亭てい主しゆ、よその女に夢む中ちゆうなんだけど。いいの、あれ？」

「ん？　ああ……御み崎さきか。うん、知ってる。別に害がいもないしいいかなーと」

「さよか。冷え切った夫ふう婦ふ関係ね、あんたらも」

「そこはほら、変へん温おん動物だからさ。ああ、眠ねむ」

　ふわああ、と大きなあくびを漏もらしながら鱗さんがゆっくり席せきを立つ。シャワー浴あびてきまーす、と言い残して風呂場に向かおうとした蛇女房さんだったが、ふと立ち止まって振り返ると、ニッと笑って僕を見つめた。

「今日は覗のぞいちゃ駄だ目めよ、旦だん那な」

「あ、はい──って、待まった！　『今日は』って何ですか！　一回も覗のぞいてませんよ僕！」

「またー。好すきな子の前だからってカッコつけちゃって。しゃっしゃっしゃ」

「……真しん一いち？」

「ああっイタチさんの目が怖こわい！　鱗りんさん、なんで」

　そういう誤ご解かいを招まねくようなことを！　そう反論しようとした時には、すらりとした後ろ姿すがたは既すでに風ふ呂ろ場ばに通じるドアへと消えていたのであった。はあ。




「え。蛇へび女によう房ぼうの撃げき退たい法ほうですか？」

　鍋なべをガシガシと擦こする手を止め、僕は思わず振り返った。と、ちょこんと食しよく卓たくについていた経ふみ島しま先せん輩ぱいは、けろっとした顔でうなずいた。浴室からは、シャワーの音が続いている。

「そ。撃退っつーと穏おだやかじゃないけど、異い類るい女房系の妖よう怪かいに帰っていただくための方法を、伝でん授じゆしておこうかなってね。私と江え戸ど橋ばしが夕食を御ご馳ち走そうになる代だい償しようの、ちょっとしたお節せつ介かい」

　そう言うと、先輩は「期き待たいしてるわねーイタチちゃん」とガス台の前の妖怪少女に声をかけた。その向かいの席せきでは、江戸橋さんが申もうし訳わけなさそうにうつむいている。いつの間にかこの二人も食べていくことになってるなあ。そうつぶやけば、煮に物ものの味を見ていたイタチさんが、くすっと小さく微笑ほほえんだ。

「別にいいよね、真一？　みんなで食べるのも楽しいし」

「あ、うん」

　セーラー服にエプロンを重ねたイタチさんの姿すがたに、たまらなく素そ朴ぼくな魅み力りよくを感じつつ──ああ、卑ひ怯きようなくらい可愛かわいいなあ──僕は再ふたたび先輩へと振り向いた。

「えーと。すみませんけど、僕は別に鱗さんを」

「追い出すつもりはないってんでしょ。わかってるわよ」

　僕の言こと葉ばを先読みするように、先輩の声が割わり込んできた。

「だけどね、決まりを知らなきゃうっかり追い出しちゃう可か能のう性せいもあるのよ。知ち識しきはあっても困らないんだから、あんたは黙だまって鍋を洗ってなさい。いい？」

　いいわね答こたえは聞いてない。そうぽんぽんとテンポ良く続く言葉で僕を黙らせると、ジャージの似に合あう妖怪博士はかせは一方的に口を開いた。

「異い類るい婚こん伝でん承しようは種類こそ多いけど、恩おん返がえしに来た押し掛かけ女房が去さる条じよう件けんってのは決まってるのよ。ズバリ、正体の目もく撃げき。『ナントカするところは決して見ないでください』って前置きした後に、必かならず本来の姿に戻るはずだから、それを夫おつとが見てしまえば──」

　そこでいったん言葉を句く切ぎると、先輩はふいに「ああ！」と叫さけんだ。

「──見るなといったのに遂ついに見てしまわれましたね。そう、私は貴方あなたに助けていただいた鶴つるでございます。ご恩を返すためにこの姿になって機はたを織おっておりましたが」

「しかし経島？　彼女──鱗さんと言ったか──は、既すでに自分が蛇と公こう言げんしているぞ」

　江え戸ど橋ばしさんの冷れい静せいな一ひと言ことが、「鶴つるの恩おん返がえし」のクライマックスに割わり込んだ。と、芝しば居いを遮さえぎられた先せん輩ぱいは、怒おこるでもなく「それはさ」と素すに戻る。相あい変かわらず仲なかの良い二人である。

「正体を『知られる』ことと『見られる』ことは別なんでしょうね。情じよう報ほう認にん識しきよりも視し認にんのほうが優ゆう位いに立つのは伝でん承しよう伝でん説せつではよくあることだし。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに何とやら、よ」

「そっか。言われてみれば、あの人、ちょいちょい体の一部を蛇へびに変えるくせに、完全に蛇の姿すがたになったことはないですもんね」

　なるほど、道どう理りで百パーセント蛇になった姿は見せないわけだ。僕はふんふんと納なつ得とくしていたが、ふと小さな違い和わ感かんに気が付いた。

「あれ？　でも鱗りんさん、何々してはいけません、なんて言ってないですよ？」

　先輩の話が正しいなら、僕はその警けい告こくをどこかで聞かされているはずでは？　僕から警告したことは何度もあるけど、言われた記き憶おくは全まつたくないぞ。そう思って首を傾かしげていると、「ああ、それなんだけど」と溜ため息いき混まじりの声が届とどいた。

「蛇女によう房ぼうの話っていろんなバリエーションがあるけどね、一番メジャーな伝承だとさ、亭てい主しゆに向かってこう言うのよ。──『私が子供を産うむところは、決して見ないでください』って」

「へえ、そうなんだ」

「ああ。道理でまだ聞かされてないわ──」

　と、何なに気げなくそう言いかけた瞬しゆん間かん、ようやく先輩の言葉の意味が脳のうに届いた。それってつまり、その台詞せりふを聞くためには、僕は──？　いやいやいやいやいやいや。それはまずい！

　思わず「ちょっと待まて」と振り返ろうとすれば、それより早くイタチさんが叫さけんだ。

「ちょ、御み崎さき、それって！　……そんな、その、真しん一いち、まだ、ほら、あたし、駄だ目めだよ！」

　お玉たまを振りかざしながら、全まつたく繫つながらない言葉を叫ぶエプロン姿の妖よう怪かい少女。イタチさんがお玉を振る度たびに煮に汁じるが飛んできてたいそう熱いが、あいにく僕もそれどころではなかった。

「そ、そうです先輩！　いや鱗さんが嫌きらいとかそういうんじゃなくて何というか人として！」

「うん、うんうん！　だってそんな真一は鱗とそんな、鱗だって、ほら、ねっ！」

「落ち着きなさいよ二人とも。つか、それを私に力りき説せつされても困る」

　焦あせった口く調ちようで意味不明な言葉を叫び続ける僕らを、それはもう冷ややかな目で見つめる経ふみ島しま先輩。そして残る江戸橋さんはと言えば、

「正体を見られた母親は、子供を生んですぐに去さってしまうのだろう……？　それでは、残される子が余あまりに哀あわれだ！」

　一人だけ違ちがう観かん点てんから極きわめて常じよう識しき的てきに憤ふん慨がいしていたのだった。いい人だ。




　そして、ひとしきり騒さわいだその後。

　僕とイタチさんが沈ちん静せい化かしたのを確かく認にんした経島先輩は、腕を組んで首を振った。

「あのね、今のはあくまで一例だから。要ようするに、なんかタブーがあるはずだから、それに注意しときなさいよってこと。添そい遂とげるにしても別れるにしてもね」

「はあ」

　先せん輩ぱいの忠ちゆう告こくに、僕は気の抜けた声を返した。ただでさえ疲つかれていたところにさんざん騒さわいだもんだから、ぐったりと背中が重たい。とりあえず磨みがき終えた鍋なべを水切りに立てて溜ため息いきを吐つけば、先輩は「そうそう」と言い足たした。

「蛇へびの変へん化げは煙草たばこのヤニで溶とけて死ぬ、なんて話もあるんだけどね……」

「それは酷ひどいよ、御み崎さき」

　すかさず真しん剣けんに切り返したのは、布ふ巾きんで両手を拭ぬぐっていたイタチさんだ。そりゃそうだ、とうなずけば、食しよく卓たくについたままの江え戸ど橋ばしさんも同調してくれた。

「全まつたくだ。鱗りんさんとは今日会ったばかりだが、俺は悪い人ではないと感じたぞ。気さくで話しやすいしな。少々、常識外はずれなところもあるようだが……それも個性のうちだろう」

「お、そう言ってくれるんだ。嬉うれしいねえ」

　ふいに割わり込んできたその軽やかな声に、場の全員がハッと振り返った。一同の視し線せんの先には、いつの間にかシャワーを終えていた鱗さんが、髪かみを拭ふきながら立っていた。ほこほこと湯ゆ気げを立てる体をパジャマ代わりのアロハで包つつみ、下か半はん身しんは下着のみ。相変わらず奔ほん放ぽうな格かつ好こうだったが、僕はいつものようにそれを咎とがめることができなかった。

　意い図とはどうあれ、僕らが「この人を出ていかせる」手段について話していたのは──そして、鱗さんが途と中ちゆうからそれを聞いていたのは──疑いようのない事実。気まずい空気が満ちていく中、真まっ先に口を開いたのはイタチさんだった。

「あ、あの、鱗……！　今のはね、その」

「こらこら。何を必ひつ死しになっちゃってんのさ、クズリ。相あいも変わらず可愛かわいいなーこの野や郎ろう」

　聞き慣なれた明るい口く調ちようが、イタチさんの必死の言こと葉ばをざっくり遮さえぎる。と、蛇へび女によう房ぼうさんは僕らをぐるっと見み渡わたすと、どこか気き恥はずかしそうにバスタオルで頭をがしがしと拭ぬぐった。

「アタシは気にしてないからさ。変な気き遣づかいはしないでいただきたい。それじゃ旦だん那な、アタシちょっと寝ねるから、ご飯はんが炊たけたら起こしておくれ」

「え？　あ──うん。わかった、おやすみなさい」

　ふいに声をかけられ、反はん射しや的てきにうなずく僕。それを見た鱗さんは「よろしく」と笑うと、

「あと、夜にちゃんと風ふ呂ろ入りたいからさー。お湯、溜ためといてくれると妻つまは嬉しい」

　そんなことを言いながら、寝しん室しつとして使っている仏ぶつ間まへふらふら歩いていったのだった。
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「ん」

　ふいにぱちりと目が開いた。もそもそとあたりを見み渡わたせば、リビングの座ざ椅い子すで寝ていたことに気が付いた。点つけっぱなしのテレビでは、銃じゆうを構えたおっさんが大だい蛇じやと向き合って静せい止ししている。鱗りんさんお気に入りのＤＶＤのメニュー画面だ。

「……そっか。イタチさん達が帰った後、たまには一いつ緒しよに見ようって言われて」

　で、そのまま寝ねちゃったらしい。悪いことしたなあ、と頭を搔かきながら、僕はのっそり立ち上がった。この時間なら、鱗さんはとっくに寝ているはずだ。

「明日、ちゃんと謝あやまらないとな。……ふわ」

　大きなあくびが自然と漏もれる。こりゃ鱗さんを笑えない。寝ぼけた頭で自じ嘲ちようしながら、だるい体を風ふ呂ろ場ばへ向けた。とりあえず風呂入って、それから寝よう。そう考えながら脱だつ衣い所じよへ入り、服を脱ぬいで洗せん濯たく籠かごに放り込む。ふと、ぱしゃん、と小さな何かが跳はねるような音が風呂場で響ひびいた気がしたが、呆ほうけた頭では考えがまとまらなかった。

「あれ？　風呂の電気、いつの間に点けたっけ？　──ま、いっか」

　独ひとり言ごとを漏らしながら、僕は浴よく室しつのドアに手を掛けた。古びたノブを摑つかんで回し、あくびとともに引き開ける。その瞬しゆん間かん、

「だ、旦だん那な？　うそ、まだ心の準じゆん備びが──」

　よく通った綺き麗れいな声が耳に届とどき、

「鱗さん？」

　僕の意い識しきが覚かく醒せいした。頭を覆おおっていた靄もやが晴れ、目の前の光こう景けいを脳のうが認にん識しきし始める。

「ごめんなさいっ！　まさか入ってるとは思わなくて、すぐ出ますから──」

　自然と言こと葉ばが途と切ぎれてしまう。タオルで前を隠かくした間ま抜ぬけな姿し勢せいのまま、僕は息いきを吞のんでいた。湯ゆ気げの立ち上る我わが家やの浴室、こじんまりとした湯ゆ船ぶねの中にいたのは、すらりと手足の長い長身の女性。ではなく。

「……ありゃま。見られちまったか」

　割わり切ったような明るい声が浴室に響ひびいた。湯船の中では、一メートルほどの細長い生き物が、優ゆう雅がにその身をくねらせている。エメラルドブルーの鱗うろこに、黒い四本のストライプ。濡ぬれた鱗が蛍けい光こう灯とうの光を美しく照てり返している。その姿すがたは、正しく、あの日助けたあの蛇へびだった。間ま違ちがいない、鱗さんの本当の姿だ。でも、なんで、それが今？

「そうか」

　反射的に答こたえが閃ひらめき、僕は思わず叫さけんでいた。鱗さんが──裸はだか同どう然ぜんの姿で僕の前をうろつき、平気で人の寝ね床どこに忍しのび込もうとするような人が──風呂だけは決して覗のぞくなと、そう繰くり返していたことに、今さらのように気が付いたのだ。からかうような口く調ちようだったので聞き流してしまっていたが、これが鱗さんにとっての──。

「その顔、どうやら説明は要いらないか。そ。風呂だと本ほん性しように戻っちゃうのさ、アタシ。というわけで、アタシが出ていくための条じよう件けんは『風呂を覗く』なのでしたー。ご名めい答とう！」

　湯船を軽やかに泳ぎつつ、聞き慣なれた明るい声を発する青い蛇。いつもと全まつたく変わらない口調が、逆ぎやくに胸むねに突つき刺ささる。ああ。そりゃ確たしかに迷めい惑わくを掛かけられたりはした。だけど。

　だけど──こんなにいきなり終わらせるつもりなんか、なかったのに……！

「ごめんなさい！　ごめんなさい、鱗りんさ」

「できれば最後にフルヌードくらいは見せてやりたかったけどさ。一度タブーを破やぶられると、もう変へん身しんできないのよねー。ごめんね、旦だん那な」

　鱗さんのいたずらっぽい声が、僕の謝しや罪ざいに割わり込んだ。思わず黙だまった僕を見上げると、小さな蛇は「最後なんだから明るくいこうぜ」と軽やかに笑った。

「短い間だけど楽しかったわよ。あと、今さらだけど……助けてくれて、ありがとね。最初の晩ばんは勢いきおいで押し切っちゃったけどさ、感かん謝しやしてるってのは、ほんとだからさ。さらっとあーゆーことができる男って、恩おん返がえし抜ぬきにしてもアタシはけっこー好すきよ、うん」

「あ、ありがとうございます」

　いきなり誉ほめられ、なんか変な声が出た。鱗さんは「だから胸むねを張はれっての」と笑っていたが、ふと小さな瞳ひとみをまっすぐ僕に向け、言った。

「そうそう。あと、クズリだけどさ」

「……イタチさん？」

「そ。あのさ、あんないい娘こはなかなかいないから、くれぐれも逃がさないよーに。これから最低三回ほど大きめのピンチが来るっぽいけどね、しっかり守ってやんなさい。去さりゆく妻つまからのアドバイス」

「僕、守ってもらってばっかりですけどね──って、え？　何ですか、その『三回』って」

　妙みように具ぐ体たい的てきな回数が気に掛かかる。湯ゆ船ぶねに顔を近づけてそう尋たずねれば、さっきまで自じ称しよう僕の妻だった冬とう眠みん明あけの爬は虫ちゆう類るいは「蛇へびの勘かん」とだけ笑うと、ふいに長い首を持ち上げた。

「ね、旦那。手を出して」

「え？　あ、はい」

　その穏おだやかな声に誘さそわれるように、タオルを持っていないほう、右手を僕はまっすぐ湯船に伸ばす。と、鱗さんはその細長い体を僕の腕へと巻き付かせ、流れるように這はい上がってきた。驚おどろく間もなく、形良く尖とがった顔が僕の鼻先に突つきつけられる。目と鼻の先に蛇がいれば、普通は怯おびえたりするものかもしれないが、そんな気持ちは微み塵じんも湧わかなかった。綺き麗れいだ──と息いきを吞のんだその瞬しゆん間かん、鱗さんは小さな顔から小さな舌したをしゅるりと覗のぞかせたかと思うと、

「えい」

　僕の鼻と口とを、ぺろりと舐なめた。ひやりと冷たい感かん触しよくに、僕は思わず目を瞬またたいてしまう。

　そして──恐おそらく相そう当とう赤くなった顔で──再ふたたびあたりを見み渡わたした時にはもう、あの騒そう々ぞうしくて楽しい紺こん碧ぺきの爬虫類の姿すがたは、浴よく室しつのどこにも見当たらなかった。いつもと違ちがうところといえば、普ふ段だんは締しめ切っている小さな窓まどが、ほんの少しだけ開いていたことくらい。

「せめて、別れの挨あい拶さつくらいさせてくださいよ……」

　誰だれに言うともなくつぶやけば、ふいに体がぞくりと震ふるえた。素すっ裸ぱだかでぼーっと突つっ立っていたんだから、寒くなるのも当然か。

　というわけで、冷えた体を温ぬるくなっていた湯ゆ船ぶねに浸つけると、淋さびしい息いきが自然と漏もれた。

　──どうやら、あの賑にぎやかな人が僕は結構好すきだったらしい。

　できればもう一度会いたいな。そう思ったのは、紛まぎれもない事実だった。
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「……うん。確たしかに、もう一度会いたいとは思いましたよ。思いましたけどね」

　風ふ呂ろ場ばでの突とつ然ぜんの別れから一ひと晩ばん明あけた翌よく日じつの朝。部ぶ活かつの前に立ち寄った生徒会室で、僕はでっかい溜ため息いきを吐ついていた。呆あきれているのは僕だけではない。副会長の新あら井いさんと生徒会顧こ問もんの稲いな葉ば先生は疲つかれた顔を見合わせており、イタチさんはたいへん気まずげに微笑ほほえんでいて、経ふみ島しま先せん輩ぱいだけが例外的に楽しそうだった。で、そんな一同の視し線せんが見つめる先では、

「いやー、やっぱ男は背が高くて知ち的てきじゃないと！　よろしくねっ、新しい旦だん那な様さま！」

「だから貴女あなたと結けつ婚こんしたつもりはないと言っている！　そもそもなぜ俺のところに！」

「恩おんを受けたら返さなきゃ。今朝、車に轢ひかれそうだったのを助けてくれたっしょ？」

「今朝？　玄げん関かん前まえで蛇へびが弱っていたので、近くの草むらに放り込んだが……」

「そう！　それをアタシは恩と見なしたのさ！」

　着物姿すがたの長身の美女が、生徒会長に抱だきついていたのでした。何してるんですか鱗りんさん。

　あれは罠わなだー、と叫さけびながら逃げようとする江え戸ど橋ばしさんだったが、そこに長い髪かみの毛けが絡からみつき、手足と口とをあっさり封ふうじる。かくして新あらたな犠ぎ牲せい者しやを捕とらえた鱗さんは、「よし」と満足げにうなずくと、僕らへと顔を向けて手を振った。

「おっ、そこにいるのはクズリに御み崎さきに元もと配はい偶ぐう者しや！　ちょうど良かった！　アタシの服さー、新しい旦那の家に届とどけてくれる？」

「ほー。昨日まで一いつ緒しよに暮くらしてた相手だってのに、再さい会かいの挨あい拶さつもなくいきなりそれですか。と言うか、昨夜ゆうべあっさり帰ったのはこういう思惑おもわくがあったわけですね」

「そいつは誤ご解かいよ元旦那」

「絶対噓うそだ……！」

「で、でもほら、また会えて良かったよ？　真しん一いち、寂さびしがってたし、あたしも嬉うれしいし」

　必ひつ死しにフォローするイタチさんの声は、なぜかひどく痛いた々いたしかったです。

　そして、蛇女によう房ぼうが自分の彼氏に求きゆう愛あいするのを目の前で見せつけられた経島先輩はと言えば、

「奴やつめ、神社の娘むすめと女おんな教きよう師しを侍はべらせるだけでは飽あきたらず、遂ついに人じん外がいに手を出したか」

　なぜか楽しげにつぶやいていたりしたのであった。

「私も先生も侍ってませんからね！」

「新あら井いの言うとおりです。しかし、いいのですか経ふみ島しま？　あれは一いち応おう貴女あなたの恋人では？」

「ん？　まあ、一応はそうだけどさ。面おも白しろそうだからいいかなって」

　経島先せん輩ぱいが笑えば、「話せるじゃん」と鱗りんさんが応じる。そんなドライなやりとりに、縛しばられっぱなしの江え戸ど橋ばしさんは、何やら悲しげなうめき声をもごもごと漏もらしたのだった。
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「いいか、鱗りんくん。俺だって、貴女あなたが──蛇へび女によう房ぼうが、『恩おんを受けた相手の家に住み込んで恩を返す』という行動原げん則そくに従したがわなければ人の姿すがたを保たもてないことは知っている。だから、その生き方に口を挟はさむつもりはない。両親や弟おとうとたちも喜よろこんでいるからな。……ただ、俺の布ふ団とんに潜もぐり込もうとするのは止めてほしいと、そう言っている。俺も男だ、間ま違ちがいが起きてからでは遅おそい」

　陽よう気きな春の日差しが差し込む美術室の一いつ角かくで、江え戸ど橋ばしさんが滔とう々とうと言こと葉ばを紡つむいでいる。机つくえを挟んだ向かい側がわ、日当たりの良い窓まど際ぎわの席せきには、長い髪かみの女性の姿。校内ではまず見かけないタンクトップ姿のその女性は、すらりとした体を揺すりながら不満げな声を漏もらした。

「だからさあ、アタシは全然事を起こしてくれても構わないっての。あ、もしかして旦だん那な、女に性せい欲よくがないと思ってる派は？　それは男の幻げん想そうであって」

「貴女が構わなくても俺が構う。それに」

　冷れい静せい沈ちん着ちやくな物言いが、鱗さんのニヤニヤ笑いに切り込んだ。きょとんと押し黙だまってしまった蛇女房を前に、江戸橋さんは「俺は貴女が心配なんだ」と溜ため息いきを吐ついた。

「もし、貴女の言う『事こと』を起こしてしまったなら、恐おそらく俺は酷ひどく後こう悔かいする。そして──ここからは俺の推すい測そくなのだが──貴女を原因として俺が本格的な苦く痛つうを感じてしまったなら、貴女は『俺への恩返し』という存そん在ざい意義を、自みずから否ひ定ていしたことになるのではないか？　そして、存在意義を失った妖よう怪かいは、もはや顕けん現げんし続けることは──」

「──つまり、あっさり消えちゃうってこと？　……言われてみれば、なるほどかも」

「だろう？　だから、むしろ貴女自じ身しんの無ぶ事じのためにも、恩返しの対たい象しよう者しやからある程てい度ど距きよ離りを取ったほうが賢けん明めいだと思うんだ。とりあえず、別の部へ屋やで寝ねるところから始めてみよう」

　納なつ得とくしかけた鱗さんに、江戸橋さんの畳たたみかけるような言葉が飛んでいく。鱗さん、僕のところに来た時は最初から別の部屋で寝てましたよね。そう内ない心しんで呆あきれつつ（そしてひがみつつ）、僕は生徒会長の説得テクニックに聞き入っていた。

　筋すじの通った論ろん理り展開、相手の身みを案じつつも自分の希望を通すテクニック、落ち着き払はらった口く調ちよう。どれをとっても、鱗さんに振り回されるだけだった僕とは雲うん泥でいの差さだ。さすがは生徒会長、変へん人じん揃ぞろいの部長会議を取り仕切ってきた手しゆ腕わんは伊達だてじゃない。あの移うつり気ぎな蛇女房が江戸橋家に押し掛けたと知った時は不安を覚えたが、完全に杞き憂ゆうだったらしい。

「そう言えば、あの稲いな葉ば先生が半年アプローチしても全まつたく動じなかった人だもんな。僕なんかが心配する必ひつ要ようなかったか」

　自じ嘲ちよう気味につぶやきながら、僕は手て元もとの大おお判ばん画用紙を見下ろした。ラフな線で描えがかれているのは、雄お々おしく勝ち名乗りを上げるリングスーツの女性の輪りん郭かく。女子レスリング部の新入部員勧かん誘ゆうポスターだ。ちなみにモデルはイタチさんの友人でもある部長の獅し子し岩いわアルマ嬢じようである。バランスよし構こう図ずよし、とうなずいて鉛えん筆ぴつを握にぎり直せば、隣となりの机つくえで山さん岳がく部ぶポスターに色を塗ぬっていたイタチさんが苦く笑しようした。

「照しよう平へい、すごくしっかりしてるもんね。……ただ、一人だけ弱い相手がいるけど」

　それは確たしかにそのとおり。僕は無む言ごんでうなずくと、一番日当たりのいい席せきに陣じん取どったジャージの背中に目を向けた。僕らの話を聞いているのかいないのか、生徒会長の小さな彼女は、鼻はな歌うた交まじりでノートパソコンのキーを叩たたき続けている。何をそんなに熱心にやってんだか知らないが、ちょっとくらい手て伝つだってくれてもいいんじゃないだろうか。

「……後こう輩はいがポスター描かきに追われてるのは見りゃわかるだろうに」

　鉛えん筆ぴつを回しながらぼそりとつぶやけば、唯ゆい一いつ助じよ力りよくを申もうし出てくれた優ゆう秀しゆうな部員が「御み崎さきは仕し方かたないよ、頑がん張ばろう」と励はげましてくれた。

　あ、ちなみに美術部にはあと二人ほど部員がいますが、幽ゆう霊れい部員の穂ほ村むらはバイトだし（そもそもあの男に絵え心ごころはないと思う）、技術的には申し分ない奈な良ら山やまには断られてしまったのでした。まあ、新学期までに揃そろってりゃいいんだから、このペースなら間に合うはず。というわけで僕が再ふたたび女子レス部のポスターに向き直った時、

「おっ！　なんか出た！」

　江え戸ど橋ばしさんの話に耳を傾かたむけていた鱗りんさんが、ハッと窓まどへと顔を向けた。開け放たれていた窓の外へと、ただでさえ長い髪かみが凄すさまじい勢いきおいで伸びた。僕らがぽかんと見つめる中、鱗さんが「ヒット！」と叫さけんだかと思うと、髪はするする縮ちぢんでいく。そして、窓の外から帰ってきた毛先には、三十センチほどの大きさの奇き怪かいな節せつ足そく動物がしっかり捕ほ縛ばくされていた。

「ちぇー、また恙つつが虫むし？　ま、これはこれでいいけどさ」

　つまらなそうに舌した打うちを漏もらすと、鱗さんはもぞもぞ蠢うごめく昆こん虫ちゆう妖よう怪かいを手で摑つかみ、無む造ぞう作さに口に放り込んだ。小さな口がぐわっと広がり、巨きよ大だいな虫を覆おおい隠かくす。ごくん、と喉のどが動けば、細い首が一いつ瞬しゆんだけゴム風ふう船せんのように膨ふくれあがったが──蛇が蛙かえるを丸飲みする場面が思い浮かんだのは言うまでもないです──すぐに元もとのサイズに戻った。

「──げふ。やー、やっぱり飯めしは生き餌えに限るさね。こんなにご飯はんがうろうろしてるだなんて、ほんと、いい学校だ」

「……妖よう怪かいを食うのはやめてくれと言ったろう」

「だって美味おいしいんだもん。安心しなって、知恵と知性があるのは食わないからさ」

　不ふ穏おんな言こと葉ばで夫おつとの注意を受け流すと、鱗さんはふいににんまり微笑ほほえんだ。

「そうそう、昨夜ゆうべ、旦だん那なの帰りを待まって学校の周まわりをふらふらしてたら、すげー美味しそうなのがいて！　背せ丈たけはアタシよりちょっと大きいくらいかなー？　搗つきたてのお餅もちが立って歩いてるような風ふう体ていの妖怪で、目も口も手も足もなくってさ。穴あな掘ほって逃げやがったもんで、捕つかまえられなかったんだけど、いい匂においでねえ……。おーい御崎ー、あれって何？」

　うっとりとした顔のまま、蛇へび女によう房ぼうは妖怪博士はかせに呼びかける。と、経ふみ島しま先輩はパソコンのモニターから目を離はなすことなく「んーとね」と口を開いた。しっかり話は聞いていたらしい。

「今の蛇の話だと『ぬっぺっぽう』かしら。地下に逃げたって点はよくわかんないけど、外がい見けん的てきな特とく徴ちようから言えばそれかな、と。墓はか場ばに出る腐ふ肉にくの妖怪って言われることが多いわね」

「……墓はか場ばで腐ふ肉にく？」

　それのどこが美味うまそうなんですか。そう反論しようとすれば「まあ待まて白しろの字」とすかさず声が飛んできた。わしわしと頭を搔かきながら、経ふみ島しま先せん輩ぱいは僕らのほうに体を向けた。

「絵画資料しか残ってない妖よう怪かいだから、特性なんかはわかんないのよ。腐肉云うん々ぬんってのは後こう世せいの研けん究きゆう者しやが勝手に想そう像ぞうしただけだし、絵を見る限り、餅もちっぽくて美味そうと言われたら、そうかなと思える気はする。ちょっと待ってね、確たしか画が像ぞうデータがあったはず」

　そう言うと先輩は再ふたたびパソコンへと向かい、かちゃかちゃとキーを叩たたき始めたが、ほどなくして「あ、メールだ」とつぶやいた。

「こりゃまた懐なつかしい名前……と言うほどでもないか。──って明日？　えらく急ね」

　と、先輩は椅い子すの上で体を回して再び僕らに向き直り、「いきなりですが」と口を開いた。

「明日の昼からって空あいてる？　ちょっとしたお誘さそいが来たんだけど」

「俺は特に用事はないが」

「よくわかんないけどアタシも暇ひまでーす。元もと旦だん那なは？」

「午後なら空いてますよ、部ぶ活かつは午前中だけですし。しかし、お誘いって誰だれから？」

「それは明日のお楽しみー。ま、あんたもよく知ってる人物とだけ言っておこう」

　そう言ってほくそ笑んだ経島先輩は、最後に「イタチちゃんは？」と声をかけた。と、けろっとした返事が来るかと思いきや、返ってきたのはどうにも歯は切ぎれの悪い言こと葉ばだった。

「あ、ごめんね、あたしはちょっと……」

　奥おく歯ばにものの挟はさまったような口く調ちように、僕と経島先輩は顔を見合わせ首を傾かしげた。用事があるのはともかくとして、イタチさんのこんな態度は珍めずらしい。どうしたんだろうと思っていると、鱗りんさんがいきなりイタチさんの肩に手を回してニタッと笑った。

「さてはクズリ！　あれか！　デートか！」

「でーと……？　ち、違ちがうよ！」

　蛇へび女によう房ぼうの問といかけを、照てれ屋な妖怪少女が真まっ赤かになって否ひ定ていする。それを聞いた鱗さんは拍ひよう子し抜ぬけしたように手を離はなしたが、イタチさんは赤くなった顔を下に向け、消え入りそうな声で「……だと思う……たぶん」と言い足たした。
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「ああ良かったまだ帰ってなかった！　滝たき沢ざわさん！　大変だ、イタチさんが危ない──かどうかはまだわかんないんだけどもしかしたら危ない可か能のう性せいが高いんだ！　だから、どうか君の、犬いぬ神がみ使つかいの力を僕に貸してくださいお願いしますこの通り！」

　壁かべに手を付いて体を支ささえ、荒あれた声で僕は叫さけんだ。全力疾しつ走そうしてきた体は疲ひ労ろうを訴うつたえていたし、肺はいがフル稼か働どうしていたおかげで声はガラガラだったが、そんなことはどうでもいい。と、廊ろう下かの突つき当たり、音楽室脇わきの備び品ひん庫この鍵かぎを閉めていた小こ柄がらな人ひと影かげが、びくっと震ふるえながら振り向いた。

「な、何だよ、白しら塚つか？」

　活動的なショートカットの下、強い意志を感じさせる大きな瞳ひとみが、訝いぶかるようにこちらを見み据すえる。その隣となりでは、蒼そう白はくな顔の青年が不健康そうに揺れていた。

「初めまして少年。僕は病びよう弱じやくで有名なニュー吹すい奏そう楽がく部ぶ部長の野の更ざら志しというものさ」

「……部長、白塚とは何度か会ってますよね？」

　深々と一礼する野更志部長へ、滝たき沢ざわさんが冷たい横目を向ける。だが野更志さんはそれをばっさり無む視しすると、優ゆう雅がな手つきでタクトを取り出した。

「さて滝沢君。部ぶ活かつ後ごの君との逢おう瀬せは僕にとって大事な時間だが、今こ宵よいは息いきの荒あらい彼が君の助じよ力りよくを求めている様よう子す。さればここは涙なみだを飲んで僕が身みを引く、それも一つの愛の形か！　というわけで聞いてください、『即そつ興きよう曲きよく第六十八番──なんか面めん倒どうそうなので僕は帰るよ』」

「はいはい、お疲つかれ様さまでした。と言うか、それくらい普通に言ってもらえませんか」

　謎なぞめいた曲を口ずさみ始めた青年を見つめ、冷ややかに告つげる滝沢さん。しかし、自じ称しよう病弱で有名な青年はそれに応おうじることなく、ふらふらと僕の隣を歩き去さり、階段へと消えた。

「ちゃんと前見て歩いてください、部長！　……それで、どうしたのさ白塚？　また厄やつ介かいな妖よう怪かいでも出たとか？」

　部長を見送っていた視し線せんを僕に向け、滝沢さんが首を傾かしげる。歩きながら話そう、と促うながされたので、僕はこくりとうなずいた。幸さいわい、荒あれていた呼こ吸きゆうはそろそろ平常に戻っている。

「あ、うん。妖怪というか──まあ、イタチさんのことなんだけど」

「……まさか、また二人の仲なかがどうとかこうとか」

　隣を歩く滝沢さんが、じろっと僕へ横目を向ける。この前みたいな相談ならお断りだよ、と言われた気がしたので、僕は慌てて首を左右に振った。その真しん剣けん味みのこもった態度を見て、滝沢さんはキッと凜り々りしい顔に切り替わったが、

「イタチさんが……イタチさんが、デートを申し込まれたんだ！」

「はあ？」

　僕の雄お叫たけびを聞いた瞬しゆん間かん、心しん底そこ呆あきれかえった声を発した。「知らんがな」と言いたげな視線が、ざくざく僕に突つき刺ささる。数すう秒びようの沈ちん黙もくの後、真面目まじめな犬いぬ神がみ使つかいは重たい口く調ちようで語り始めた。

「あのね白塚。それをぼくに言って何をどうしろと。だいたい伊達だてさんは性格良くて可愛かわいいんだから、誰だれかに告こく白はくされても不ふ思し議ぎじゃないよ」

「え？　あー、それは確たしかに。正直、もっと人気あってもいいと思う」

　滝沢さんの問といかけに、僕は反はん射しや的てきにうなずいた。あれだけ最高なイタチさんなのに、男子連中からの評ひよう判ばんは「話しやすいのはいいけど、なんか全体的に地じ味みじゃね？」とかそのレベルだったりする。ちなみに今のは友人代表、幽ゆう霊れい部員の穂ほ村むらの意見です。

「どうしてあいつら、イタチさんの良さに気付かないんだろう──って、そうじゃなくて！」

　いつの間にか本題から逸それていた。僕は慌あわてて思考の軌き道どうを修しゆう正せいすると、階段を下る滝たき沢ざわさんの隣となりで「問題は」と神しん妙みような声を発した。

「──デートの相手が、多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかだってことなんだ」

　と、一階と二階の間の踊おどり場に差し掛かかっていた滝沢さんは、ぴたりと足を止めた。それに釣つられて立ち止まれば、犬いぬ神がみ使つかいは不ふ可か解かいそうに眉まゆをひそめ、神妙な口く調ちようでつぶやいた。

「あのさ。四月一日にはまだ早いよ、白しら塚つか」

「……へ？　あー、いやいや、噓うそじゃないから！」

　いぶかしむ視し線せんを受けながら、僕はぶんぶんと腕うでを振った。

　もっとも、滝沢さんがそう思うのも無む理りはない。なにしろ僕が口にしたのは、つい数週間前までイタチさんや滝沢さんと（あと僕とも）敵てき対たいしていた相手の名前なのだから。

　多々羅木豊。

　化ばけ猫ねこの血を引く多々羅木兄妹の兄にして、剣けん道どう部ぶのエース。先せん祖ぞ伝でん来らいの半はん妖よう体質を隠かくすのを厭いとい、危険な妖よう怪かいを蔓延はびこらせることで怪かい異いの存在を校内──ひいては世せ間けん一いつ般ぱんに知らしめようとしていた人物だ。化ばけ猫ねこ譲ゆずりの極きよく端たんな肉体強化能のう力りよくには、僕もイタチさんも何度も苦しめられた。と言うか最終的には殺されかけた。この間、妖怪「蚊帳かや吊つり狸だぬき」の閉へい鎖さ空間で滝沢さんとイタチさんに敗れてからは目立った動きを見せていないが、おっそろしく頭の固そうな人物なので、そう簡かん単たんに心変わりしたとも思えない。

　と、そんな相手がですね、仮かりにも自分を打ち倒した相手にデートを申もうし込んでくるなんて、誰だれが想そう像ぞうできただろう。正直、申し込まれた本人から聞いた僕でさえ未いまだに信じられないくらいだ。階段を下り、昇しよう降こう口ぐちに向かいながら頭を搔かけば、滝沢さんは不安そうに眉まゆをひそめた。

「それってほんとにデートの申込みなの？　果はたし合いとかじゃなくて？」

「あー、イタチさんも聞き直したらしいんだけど、『二人で話をしたいだけだ』って言われたそうで。で、あんまり深しん刻こくそうに語るもんだから……」

「申込みを受けちゃったわけか。伊達だてさんらしいとは思うけど」

「……だよね」

　だって放っておけない気がして、と苦く笑しようした妖怪少女の顔を思い出し、僕は大きく溜ため息いきを吐ついた。分け隔へだてなく優やさしい性格はイタチさんの美び点てんの一つだけれど、今回のはさすがにお人好よしすぎる。で、それを聞いたジャージ眼鏡めがねと蛇へび女によう房ぼうがデートだデートだ逢あい引びきだと盛り上がったもんだから、ついついこっちも不安になってしまったのです、はい。

「と言うかさ、デートじゃないほうがむしろ不安なんだけど。イタチさんは『ちょっと会って話すだけだから大だい丈じよう夫ぶ。一人で来てくれって言われたからには一人で行かないと』って言うんだけど、僕はめちゃくちゃ心配で」

「まあ、相手が相手だからね」

「だよね？　でも、付いてくるなってはっきり言われた以上、見える範はん囲いをうろうろしてるわけにもいかないし……。というわけで滝たき沢ざわさん！　明日の午後、僕にライカを」

　そう言いながら頭を下げようとすれば、

「──憑つけてくれ、って？　断る」

　上うわ履ばきを脱ぬいでいた犬いぬ神がみ使つかいは首をきっぱり横に振った。

「伊達だてさんに見つからない距きよ離りから、こっそり監かん視しするつもりなんだろ。ライカと合体すれば白しら塚つかの感覚は強化されるから、かなり遠くからでも見張れるし」

　違ちがうのか、と視し線せんで問とわれたので、僕は無む言ごんでうなずいた。

　ライカの憑ひよう依いで強化される能力は、その人の体質や犬神憑きとの相あい性しようしだいで変わり、僕の場合は五ご感かんだけが強くなる。さらに言えば、なぜかイタチさんを探たん知ちする力だけが異い常じように発達してしまうわけで、今回の監視には最さい適てきなのだ。そんな思いをこめてこくこくと首を縦たてに振っていると、靴くつを履はき終えた滝沢さんは肩をすくめて溜ため息いきを吐ついた。

「白塚、気持ちはわかるけど心配しすぎ。だいたい、待まち合わせの覗のぞき見だなんて……伊達さんにばれたら本気で嫌きらわれるんじゃないの？」

「イタチさんが無ぶ事じならそれくらいは構わない！」

「どうせ嫌われたら落ち込むくせに。第一、もし何かあっても、伊達さんは充分に強いんだから。それは白塚がよく知ってるだろ」

「そりゃまあ、そうだけど……。多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかが何を思ってイタチさんを誘さそったのかわかんないのがさ、どうも不安で。物ぶつ騒そうなこと考えてるんじゃないかなーって」

　重たい口く調ちようでつぶやきながら、上履きをスニーカーに履き替える。普通に考えたらリベンジだろうが、もしかしたら多々羅木豊が真しん剣けんにイタチさんに惚ほれてる可か能のう性せいもあるわけで、それはそれで恐ろしい。「猫ねこの発はつ情じよう期きだったりしてね」とニヤニヤ笑った経ふみ島しま先せん輩ぱいの顔がふいに脳のう裏りに浮かび、僕は頭を左右に振った。

「イタチさんって、押しには弱いからなあ……」

「どこが。伊達さんって、思ったことはズバッとはっきり言う人だよ」

「え、そう？　だってほら、いっつも照れてあわあわしてるイメージがあるけど」

　思わず反論すれば、滝沢さんは「それは白塚が相手の場合だけ」とざっくり言い返し、すたすたと先を歩いていく。このルート、グラウンド脇わきの部ぶ室しつ長なが屋やへ向かっているらしい。

「あれ、滝沢さん？　まっすぐ帰るんじゃないの？」

　首を捻ひねりながら問いかければ、前を歩く滝沢さんは「要ようするに、多々羅木の真しん意いが気になるんだろ」と肩かた越ごしに振り返った。僕がうなずくのを確かく認にんすると、犬神使いはふいに立ち止まり、いつの間にか目の前にそびえていたプレハブを指さし、言った。

「なら、本人に近い人に聞いてみればいいよ。今日は水やり当番らしいから」

「近い人？　──ああ、そういうことか」

　園芸部の看かん板ばんが掲かかげられたプレハブを見ながら、僕はなるほどねと納なつ得とくした。

　視し線せんの先では、ジャージ姿すがたの三つ編あみ少女が、半はん透とう明めいの巨きよ大だいな犬いぬにじゃれつかれながら、プランターに水をやっている。と、僕らの姿に気が付いたのか、美み生うさんは嬉うれしげに微笑ほほえみながら上じよう品ひんに会え釈しやくした。久しぶり、と挨あい拶さつする僕の耳に、滝たき沢ざわさんの声が届とどく。

「同じ家で暮くらしてる兄妹きようだいなんだから、もし多た々た羅ら木ぎが、白しら塚つかが心配するようなことを企たくらむほど思い詰つめてたら、美生さんも何か知ってるはずだろ。正直、そこまで心配する必ひつ要ようはないと思うけどね。……と言うかさ、ぼくも偶たまには心配されたいよ」

　なんだか実感のこもった溜ため息いきを漏もらすと、犬いぬ神がみ使つかいは「帰るよ、ライカ」と愛あい犬けんを呼ぶ。その隣となりでは、事情をわかっていない美生さんが、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげていた。




　　　　＊＊＊




「ええと、確たしかこのあたり……の、はずなんですけど……。ああ、まさか帰ってしまわれたんでしょうか？　どうしましょう、どうやって謝あやまれば……？　でも、謝っても許していただけるとは限りませんし、でもでもご迷めい惑わくをおかけしたからにはお詫わびしないと……」

　よく晴れた春の日の昼下がり、市立美術館に併へい設せつされた公園の一いつ角かく。

　ウエーブのかかった長い髪かみを揺らしながら、おとなしそうな風ふう貌ぼうの少女がおろおろとあたりを見回していた。強化された耳に届いた独ひとり言ごとを聞く限り、待まち合わせの相手が見つからなくて困こん惑わくしているようだが、いくらなんでもそこまで困らなくてもいいのにな。苦く笑しようを漏もらせば、頭の中で咎とがめるような犬の声が響いた。

（わん！）

「──え？　あの細やかな気き遣づかいが彼女のいいところなんだ、それを笑うなんて許せない？　はいはい、ごめんなさい。しかしライカ、お前すっかり懐かい柔じゆうされたな」

　脳のう内ないに直接伝つたわる犬神の意志に、僕は呆あきれた声を返した。どうやらこの犬神、ああいうおとなしくて優やさしいタイプの子が相そう当とう好すきらしい。まあ普ふ段だんの主人は正反対の性せい格かくだから無む理りもないか。そんな失礼なことを考えながら、僕はツツジの植え込みの陰かげから身みを乗り出した。

「おーい、美生さん！　こっちこっち！」

　手を振りながら近づけば、おろおろしていた少女はびくっと震ふるえ、おずおずとこちらへ顔を向ける。犬っぽいヒゲの生えた顔で笑いかければ、泣きそうなくらいに焦あせっていた美生さんは「良かった……」とゆっくり息いきを吐はいた。いちいちオーバーな人である。

「遅おくれてしまって申もうし訳わけありません。園芸部を出た後、校外の更衣室で着替えを済すませたところで、見た事のない男性に道を聞かれてしまったもので……」

（うう！）

「え、何それ。ナンパ？」

　警けい戒かい心しん剝むき出しの声を漏もらすライカを内ない心しんでなだめつつ、僕は思わず聞き返した。と、僕とライカとに案じられた化ばけ猫ねこ混まじりのお嬢じよう様さまは、きょとんとした顔で小こ首くびを傾かしげると、すぐに「違ちがいますよ」と小さく笑った。

「四月から赴ふ任にんされる新任の先生と仰おつしやっていました。職員室の場所がわからない、と」

「なんだそりゃ」

　拍ひよう子し抜ぬけしつつ安心しつつ、ふと似にたような話を聞いたことを思い出す。イタチさんと経ふみ島しま先せん輩ぱいも裏うら山やまでそんな人に会ったとか言ってなかったっけ？　よっぽど方向音おん痴ちなのかとまだ見ぬ新任教きよう師しを案じていると、美み生うさんは「そうそう」と言い足たした。

「あと、背せの高い女性の方にもお会いしました。餅もちのような妖よう怪かいが逃げてこなかったか、と凄すごい剣けん幕まくで聞かれたもので、知らないと答えたら『また地下に逃げたやがったか、ぬっぺっぽう！』と叫さけび、走り去さられてしまいましたが。ほんと、いろんな人がいるものですね」

「……春だからね」

　おそらくそれは先日までの僕の妻つまで、今では（美生さんの憧あこがれの人である）江え戸ど橋ばし生徒会長の嫁よめなんですが、それを言うとややこしくなる気がする。ぎこちない笑いでごまかせば、美生さんは再ふたたび嬉うれしげにうなずいた。

「でも、ちゃんとお会いできて良かったです。てっきり時間と場所を間ま違ちがえたかと思って、不安になってしまって……。こちらに午後一時でよろしかったのですよね？」

「うん。早く着いたもんで、念ねんのために隠かくれてたんだけど。イタチさんたちは二時に美術館って約やく束そくらしいから、もうちょっとしてから隠れれば大だい丈じよう夫ぶだよ。実際、まだ来てないし」

　そう言いながらヒゲをぴくぴく震ふるわせれば、美生さんは珍めずらしげに僕の顔を覗のぞき込んでくる。その反応が面おも白しろかったのだろう、頭の中でライカが自じ慢まんげに「わん」と一声吼ほえた。




　さてさて。なぜ僕ら二人がこうして待まち合わせているのかと言うと。

（わん！）

　え？　あーはいはい、訂てい正せいね。えーと、なぜ僕ら二人と一匹ぴきがこうして待ち合わせているのかと言えば──どうやら今度はオッケーらしい──話は、昨日きのうの園芸部部室前に遡さかのぼる。

　滝たき沢ざわさんによって美生さんと引き合わされた僕は、多た々た羅ら木ぎ兄の真しん意いを率直に尋たずねてみたのだ。犬いぬ神がみ使つかい的には「心配する必ひつ要ようなかったろ？」という展開を期き待たいしていたんだと思う。ところが、僕の話を聞いた瞬しゆん間かん、美生さんは手にしていたじょうろを取り落としたのだ。

「兄がそんな話を持ちかけていたなんて……全まつたく存じませんでした。荒鴉ベリーがいなくなったことで、兄の気持ちにも区切りがついたかと思っていたのですが、確かにクズリさんとの再戦を考えている可か能のう性せいは充分に有あり得えます。申し訳ありません、また兄が迷めい惑わくを……！」

「いや、まだそうと決まったわけじゃなくて。だいたい、多々羅木豊ゆたか──お兄さんからも、そんな話は聞いてないんだろ？」

「それは赫あか音ねさんの仰おつしやる通りですが、兄は全部一人で決めてしまうので……。昨年、家を取り仕切っていた祖そ父ふが入院してからは、何でも自分で背せ負おい込むようになってしまって……」

「お祖父じいさん？　御両親は……？」

　滝たき沢ざわさんが尋たずねれば、「幼おさない頃ころに揃そろって亡なくなったのです」と短い答こたえが返ってくる。それを聞いた僕と滝沢さんが気まずげな顔を見合わせる間にも、美み生うさんの独ひとり言ごとは先へ進んでいた。

「私たちは祖父に育てられたのですが、祖父の入院以来、兄は多た々た羅ら木ぎ家けの家か長ちようとして責せき任にんを感じてしまっているようで……。ああ、どうしましょう、止めないと！」

　大きな三つ編あみをふわふわ揺らしつつ、どうしましょうどうしましょうとジャージの園芸部員が身をよじる。相そう談だんを持ちかけた僕を凌しのぐ狼ろう狽ばいっぷりに、こっちの不安もどんどん加速していく。おまけにライカまでもが心配そうに僕らの顔を見み比くらべ始めたりするもんだから、園芸部の部室前は妖よう怪かいと半妖と人がトリオでおろおろするという不ふ思し議ぎな空間に変へん貌ぼうした。

　で、ただ一人冷静さを保たもっていた滝沢さんが「連れてくるんじゃなかった」と頭を抱かかえるのと、ほぼ同時。美生さんはキッと顔を上げ、意を決したように口を開いた。

「決めました！　白しら塚つかさん──私も行きます！　兄の感覚の届とどく範はん囲いはわかっていますから、そのぎりぎりの場所から見張りましょう。あ、服ふく装そうは制服だと目立ちますね。目立たないものを用意いたします。いいですね白塚さん？」

「え？　あ、はい！」

　いつもと違ちがう剣けん幕まくに、思わず直立不動で答えてしまう。思い詰つめやすいタイプとは知ってはいたが、この勢いきおいはさすがに予想を超こえていた。と言うかちょっと格かつ好こういいぞ。

「頑がん張ばりましょう！　幸さいわい、私の左目を開放すればかなり遠くまで見み渡わたせますし、白塚さんはライカちゃんと合体すれば耳と鼻が利きくのですよね？　なら、二人で組めば安心ですねっ！　というわけで赫音さん、明日は二人の合体、どうかよろしくお願いいたします！」

「わ、わかりました」

　僕と同様に気け圧おされたのだろう、あっさりうなずいてしまう滝沢さん。美生さんは「ありがとうございます」とその手を取ると、隣となりに浮かぶ犬いぬ神がみをまっすぐ見つめて言い切った。

「ライカちゃん、明日はお互たがい頑張りましょうね！　クズリさんを守らないと！」

「わんっ！」

　おう、と言いたげにライカが唸うなる。かくして、すっかりテンションの上がった犬猫人トリオが「えいえいおー」と気き勢せいを上げるその横では、

「完全に相談相手をミスった……！」

　流れに取り残された滝沢さんが一人、疲つかれきった様よう子すで溜ため息いきを吐いていたのだった。

　そしてその後、念のために「多々羅木家の人って、発はつ情じよう期きあるの？」とうっかり尋ねたら、美生さんは真まっ赤かな顔を左右に激しく振り、僕は犬神コンビにこってり叱しかられたのでした。

　デリカシーなくてすみませんでした。




　──とまあ、そんな具ぐ合あいでデート監かん視し作戦は決定した。そして時は流れて（と言うほどでもないが）今日のいま、僕らは多た々た羅ら木ぎ兄あにがイタチさんを呼び出した場所に、前もって集合しているというわけだ。

「あのさ美み生うさん。昨夜ゆうべ、お兄さんの様よう子すって……？」

「いつもと変わりませんでした。でも、兄は自分の考えを外に出さない人ですから」

　なるほど、確たしかに彼はそういうタイプっぽい。ライカと揃そろって納なつ得とくしていると、美生さんはぐるりと周しゆう囲いを見み渡わたした。

「でも、ほんとに人ひと気けがないんですね。美術館は今日はお休みなんですか？」

「いや、開いてるけど、平日はこんなもんだよ。今は常じよう設せつ展てんだけだし、この公園だって何があるわけでもないしさ。桜さくらでもあればお花はな見み客きやくで賑にぎわってるんだろうけどね」

　そう言うと、僕は犬いぬ神がみ補ほ正せいで強化された五ご感かんで周囲の気け配はいを探さぐった。美術館の中には数人の気配があったし、美術館裏うらのベンチに老人がひとりいるようだったが、その程てい度ど。もちろんイタチさんの気配はまだまだ遠い。そうライカと確かく認にんしあっていると、本日のパートナーはふと不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「あの、白しら塚つかさん？　お花見というものは、普ふ通つう、自じ宅たくでするものではないのですか？」

「はい？　……いや、普通は外でやるんじゃないかな、自宅に桜の木がないから」

　呆あきれた声を漏らさないよう苦く心しんしながら説明すれば、美生さんは「そうなんですね」と感かん嘆たんした。その発想、さすがは旧きゆう家かのお嬢じよう様さま。……で、発想の違ちがいと言えばですね。

「そうだ、美生さん。今さらだけど、この格かつ好こう……」

「よくお似に合あいですよ。──あ、サイズが合いませんでしたか？　申もうし訳わけありま」

「いやいや、そういうことじゃない！　謝あやまらなくていいからね！」

　すかさず頭を下げようとする美生さんを慌あわてて制止しつつ、僕は自分の体を見下ろし、そして美生さんに目を向けた。二人の体を覆っているのは、糊のりの利きいた黒スーツ。胸むねポケットにはサングラスが刺ささり、革かわ靴ぐつやネクタイさえも真っ黒だ。ちなみにこの衣い装しよう、昨日きのう、美生さんから借り受けた──正確には、強ごう引いんに渡わたされたものです。僕がパンツで美生さんがタイトスカートという点を除のぞけば、完全にお揃そろいのスタイルであった。何だこの面おも白しろコンビ。

（うー、わんわん）

「──え？　美生さんはスタイルがいいから新しん米まいの女スパイに見えるけど、僕は体格が貧ひん相そうなもんだからどう見ても法ほう事じ帰りの高校生だ、コンビには見えない？　ほっとけよ」

　冷やかすように吼ほえたライカをあしらうと、僕は「えーと」と頭を搔かいた。

「こんな格好でうろうろしてると、逆ぎやくに目立つんじゃないかなあ……と」

「それなら大だい丈じよう夫ぶです」

　はっきりしない口く調ちようでもそもそと尋たずねれば、僕と同じスーツで身みを固めた美生さんは──確かに新しん米まいの女スパイに見える（ただし、たぶんドジ）──自信ありげに胸むねを張った。

「今から、兄とクズリさんの様よう子すをこっそり探さぐるわけですよね？　つまりスパイです。スパイと言えばこのスタイルです。そういうものなのです」

　胸ポケットから引き抜いたサングラスを掛かけると、美み生うさんは、えへん、とうなずいた。

「はあ、そうですか」

[image: ]

　言いたいことはいろいろあったが、いつも気き弱よわなこの人が自信満々で微笑ほほえんでいる姿すがたは大変凜り々りしく美しい。というわけでライカと二人揃そろって貴き重ちような笑え顔がおに見とれていると、美生さんはこちらをまっすぐ見返し、何やらおずおず話しかけてきた。

「あ、そうだ。今、白しら塚つかさんはライカちゃんと合体されているんですよね？」

「うん。体質のおかげで見た目はほとんど僕だけど、一いち応おう、半分はライカだよ。ほらほら」

　そう言いながらヒゲを震ふるわせ、ついでに口を開いて尖とがった牙きばを示す。耳や尻尾しつぽが生はえればわかりやすいけど、と笑えば、美生さんはごくりと息いきを吞のみ、意を決したように口を開いた。

「──あのっ！　ぶ、ぶ、不ぶ躾しつけなお願いとは存じますが！」

　いきなりの必ひつ死しな態たい度どが、僕とライカを押し黙だまらせる。思わず身構えた僕を見つめると、

「あっ……あ、あ、あ、あの！　あ、あた、頭を……！」

　化ばけ猫ねこ混まじりの園芸部員は、真まっ赤かな顔でこう言い切った。

「頭を！　撫なでても！　良いですかっ！」

（──わん？）

「──はい？」

　脳のう内ないで二つの声が重なった。ぽかんと呆あつ気けにとられる僕（つーか僕ら）の前で、美み生うさんは両の拳こぶしを握にぎりしめながら熱く真面目まじめに語り始めた。

「その、ええと、大きな大おお型がた犬けんを、こう『よしよし』ってやるの、ずっと夢ゆめだったんです……！　ですが、多た々た羅ら木ぎ家けは実は化ばけ猫ねこの血ちを引く家なのですけど、犬いぬってほら猫と相あい対たいする存そん在ざいですから、先せん祖ぞ代だい々だい飼かってはいけないことになっていて」

　終わらない長文を語り続ける半はん妖よう少女。僕もライカも知ってる事実を「実は」と前置きして紹しよう介かいするあたり、テンパってるのがよくわかる。だいたい、それって結けつ構こうな秘ひ密みつなのでは。

「ライカちゃんは実体がないから触さわれなくて、でも今は白しら塚つかさんと合体してるわけですから、白塚さんには失礼なお願いだとは思ったのですが、優やさしい人だからもしかしたらって」

　……なるほど、だいたい話はわかった。まあ、僕は全然構かまわないけど、ライカは──。

（わんっ！　わんわんわんわん！）

　聞くまでもなく元気な肯こう定ていが返ってきた。むしろ「代われ」と急せかされた。はいはい。

　と言うわけで僕はおずおずと腰こしをかがめ、美生さんの前にぬっと頭を突つき出した。

「はい、どうぞ」

「わっ。……ど、どうも」

　間ま抜ぬけなやりとりだなあと思いつつ、僕は心の中の操そう縦じゆう席せきから後こう退たいする。二回目ともなれば慣なれたもので、僕の肉体の操縦権はあっさりライカに委ゆだねられた。具ぐ体たい的てきには、僕はいきなり舌したを突き出し、へっへっへ、と犬のように唸うなり始めた。どう見ても怪あやしい人なのだが、美生さんは全まつたく動じることなく（むしろ逆ぎやくに目を輝かがやかせ）、綺き麗れいな手をそっと僕の頭に伸ばす。

「し……失礼しますね、ライカちゃん」

　そんな一ひと言ことと同時に、頭がくしゃりと押さえられた。一いつ瞬しゆん、どきん、と心しん臓ぞうが跳はねる。

「……わあ……うふふ……」

　この上なく嬉うれしげな吐と息いきとともに、柔やわらかい掌てのひらの感かん触しよくが、髪かみを優しく、次し第だいに深く、さわさわと撫なで回していく。……え、ええと、これは想そう像ぞう以上に恥はずかしいですね！　思わず逃げそうになったが、あいにく今この体の主しゆ導どう権けんはライカのものだ。まあ、美生さんもライカも喜んでるみたいだし、イタチさん達が来るにはまだしばらく時間がある。ちょっとくらいはいいだろう──と、僕は思ったのだが。

「……よしよし……」

「へっへっへっへっへ」

　確たしかに、少しならいいかなと思いましたよ。しかしですね。

「……うふ……」

「へっへっへっへっへ」

　こいつら、いつになっても終わる気け配はいがないのはどうしたものか！

　と言うか、そろそろターゲットが来る時間じゃないのか！　イタチさんは時間厳げん守しゆの人だし、多た々た羅ら木ぎ兄あにもそこらへんは厳げん格かくっぽいし！　エンドレスに頭を撫なで回し続ける小さな手の温ぬくもりに照てれつつも、僕は慌あわててあたりの様よう子すを探さぐってみた。……ふむ、イタチさんの気配はまだ公園に近づいていないよう──ん？　ベンチにいたはずの老人がいつの間にか近づいている？　ライカのやつ、完全にサーチ忘れてやがるな！　ああ、せめて知ってる顔じゃありませんように！　必ひつ死しの願いを籠こめつつ、気配の方向へ視し線せんだけを向けたらば。

「よう。お熱いのう、ご両人」

　ソンブレロにポンチョ姿すがたの見知らぬ爺じいさんが、煙管きせるを片かた手てにニヤついていた。

　見たところ六十代半なかばだが、伸びた背せ筋すじや締しまった手足は年ねん齢れい不ふ相そう応おうの逞たくましさを感じさせ、銀のヒゲをたくわえた顔は何だか無む駄だにフレンドリーだ。ニタニタと嬉うれしげにこちらを見み据すえるその視線は、知人──或あるいは同じ境きよう遇ぐうの友人──に向けるものだったが、あいにくこんな西せい部ぶ劇げきのエキストラみたいな人に知り合いはいない。……いないよな、うん。

　と、そこまで確かく認にんした時だ。笑っていた爺さんが、ふと、呆あきれるようにヒゲを弾はじいた。

「しかし坊ぼう主ず、イタチのお嬢じようさんから乗り換かえたんか？　お前さんもわしと同どう様よう、一いち途ずなタイプと思っとったがなあ。犬いぬっぽくなったのはイメチェンか？」

「へ？　『わしと同様』？　──って……あ！　あああっ！」

　思わず大きな声を出せば、それがきっかけになったのか、体の主しゆ導どう権けんがフッと戻った。驚おどろいた美み生うさんが「にゃっ！」と手を引っ込めるのを感じつつ、僕は上体を跳はね上げた。

「まさか……慈じ吾ご朗ろうさんですか？」

　いや、この顔と声は間ま違ちがいなく本人なんだけど、この登場はあまりに唐とう突とつだ。正月の旅行を思い出しつつ、訝いぶかりながら尋たずねれば、

「正解。雪ゆき女おんなの夫おつとにして八十一の国際機関から追われる男、箕みの輪わ慈吾朗その人じゃ。好すきな女性のタイプはロングヘアー、年ねん齢れいの守備範はん囲いは前後五十年！　久ひさしいのう坊主、そして初めまして、ロングかつグラマラスなお嬢さん！　ぶっちゃけわしの好このみのタイプじゃ！」

　必要以上の自じ己こ紹しよう介かいとともに、ポンチョの爺さんは親しげな顔で微笑ほほえんだ。まっすぐ伸ばした指先が美生さんに向いていたのは言うまでもない。気け圧おされながら「こっ、こちらこそ初めまして、多々羅木美生です」と会え釈しやくする美生さんの前に、僕はさりげなく進み出た。

「そのリアクション、全然変わってないですね……。しかしなんでこんなとこに？」

「中ちゆう南なん米べいをうろうろしとったんじゃがな、花はな見みがしとうなってなあ。しかし、『なんでこんなとこに』は無いじゃろう。八や雲くもが眼鏡めがねの嬢ちゃんにメールしとったはずじゃぞ？」

「え？　ああ、経ふみ島しま先せん輩ぱいが昨日きのう言ってたのって、八雲ちゃんのことでしたか！」

　そう言えば、あの話はすっぽかしちゃったな。頭を搔かいて反省すると、僕は首を傾かしげた。

「で？　慈吾朗さんはこんなとこで一人で何してるんですか？」

「八や雲くもが嬢じようちゃん連中と遊びに行く間、狐きつねさんと吞のむ約やく束そくだったんじゃが、振られてしもうてな。一人寂さびしくポケット瓶びんを煽あおっておったら、黒いカップルがおかしなことを始めたもんで」

　つい観察をな、とヒゲをしごきつつ、年の割わりに若い視し線せんが僕らを──いや、美み生うさんを──いやいや、美生さんのジャケットの下の胸むねの膨ふくらみを、まっすぐ見み据すえる。

（うう……！）

　この爺じじいは危険だと頭の中でライカが唸うなった。概おおむね同意できたので、僕が再ふたたび美生さんを庇かばうように前に出た、その時だ。

　──麦むぎ畑ばたけのような爽さわやかな妖よう気きが、鼻と耳と第六感とに伝つたわった。

「しまった！　いつの間にか、もう近い！」

「え？　あの、白しら塚つかさん？　いったい急にどう」

「イタチさんが来たっ！　そろそろ公園の入り口だ！　美生さん、準じゆん備びを！」

　おっとりした疑ぎ問もん文ぶんを遮さえぎり、僕は一いつ気きに言いきった。と、それを聞いたとたん、美生さんはびくっと背せを硬こう直ちよくさせると、おたおたと胸ポケットからヘアピンを取り出して前まえ髪がみを留とめた。

「え……えいっ！」

　妙みように可愛かわいい気合とともに、美生さんの左目が翠みどりの光を放つ。そして次の瞬しゆん間かん、美生さんは「にゃわっ！」と悲ひ鳴めいを上げてのけぞっていた。どうやらサングラスの中で眼がん光こうが反はん射しやしたらしい。僕は「それ、外はずした方がいいよ」と声をかけると、息いきを吸すって五ご感かんを研とぎ澄すませた。

　──よし、準備完了。僕らは顔を見合わせ、張り込み場所として選んでいた植え込みの陰かげへ駆かけ込む。イタチさん達の待まち合わせ場所である美術館の前からは、直線距きよ離りにして六十メートルほどの場所。並なみの相手なら、まず気付かれない距離だ。イタチさんも多た々た羅ら木ぎ兄あにも並の相手じゃないけれど、そこは幸こう運うんを祈いのるということで！　そう思って息いきを殺していると、

「なあなあ、何が始まったんじゃ？　イタチのお嬢さんが来るんか？」

　のんびり立ちつくす慈じ吾ご朗ろうさんが、緊きん張ちよう感かんゼロの声を投げかけてきた。

「そ、それはですね……！　ライカちゃん、白塚さん！　あのおじさま、どうしましょう？」

「え？　えーと、そうだね」

　これからここで何が始まる予定なのかはまだわからないが、あのフランクな爺さんが目立つ場所にへらへら立ってたら雰ふん囲い気きを壊こわすことは確かく実じつだ。ああもう、この際さい仕し方かたない！　僕は隠かくれ場所を飛び出すと、ポンチョの襟えりを摑つかんで引き寄せた。爺さんを植え込みの陰に連れ込んで座すわらせ（本ほん能のう的てきに美生さんの隣となりに座ろうとしたので、慌あわてて間に割わり込みました）、二人がかりで「しーっ」と黙だまらせる。と、事情はわからないなりに真しん剣けんさを感じたのか、慈吾朗さんは黙ってソンブレロを取った。さすが八や雲くもちゃんとともに無数の修しゆ羅ら場ばをくぐってきた男だ。

「話が早くて助かります──って、こら！　なに美生さんの肩かた抱だこうとしてんですか！」

「ちっ。別にええじゃろ、減へるもんじゃなし。なあお嬢さん？　いやさ『美生』」

「えっ？　え、ええと、それは、まあ……」

「わー、雰ふん囲い気きに流されちゃ駄だ目めだ美み生うさん！　爺じいさんもいきなり名前で呼ばない！」

　大だい丈じよう夫ぶなのか、この面子めんつで。溜ため息いきを吐つくのと同時に、芝生しばふを踏ふみしめる足音が二つ、強きよう化かされた耳に届とどいた。




「──急に呼び出してすまなかったな、伊達だて」

「ううん。いいよ別に」

　長身長ちよう髪はつの学生服の男と、セミロングのセーラー服の少女が二人、美術館の前で穏おだやかに言こと葉ばを交かわしている。少なくとも今のところはいきなり妖よう力りよくバトルが始まりそうな気け配はいはない。ひとまず安心していると、少女は両手で提さげたスポーツバッグを後ろに回し、男を見上げた。

「……えーと、『豊ゆたか』って呼んでいいのかな」

　少女が落ち着いた声で問といかければ、学ランの青年は無む言ごんでうなずいた。

　なお、言うまでもなく学生服は多た々た羅ら木ぎ兄あにこと多々羅木豊（もう面めん倒どうなので多々羅木って呼ぼう）、そしてセーラー服はイタチさんである。

　多々羅木の学ラン姿すがたは初めて見たが、悔くやしいことになかなか絵になっていた。もともと剣けん道どうで鍛きたえている偉い丈じよう夫ふなだけに、黒一色のシンプルな装しよう束ぞくがよく似に合あっている。一方のイタチさんはと言えば、いつも通り溢あふれんばかりの控ひかえめな可愛かわいさを発はつ揮きしているわけで、そんな二人が静しずかに並ならんでいるとですね……。

「ほー。なかなか似合いの古こ風ふうカップルじゃなあ。見た目では完かん敗ぱいしたな坊ぼう主ず」

　慈じ吾ご朗ろうさんが吞のん気きにつぶやくのも無む理りはない光こう景けいになってしまうのであった。

　ああ、と思わず天を仰あおぐ僕の耳に、イタチさんの声が届く。

「あのね、最初に聞いておきたいんだけど……。もう、あたし達と戦たたかうとか、そんな」

「心配するな。もうあのような真似まねはしない」

　不安げな問いかけに、武ぶ骨こつな声がスッと割わり込む。そうなんだ、と安心した笑えみを浮かべるイタチさんから視し線せんを逸そらすと、かつて僕らと敵てき対たいした男はギリッと奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

「今となって思えば、俺は、あの鴉からすに唆そそのかされていたのだろうな。確たしかに、人に仇あだ成なす妖よう怪かいを放ほう逐ちくすれば、皆みなは否いや応おうなく妖怪の存そん在ざいを──奇き異いな危険物として──認みとめたことだろう。だが、それではいかんのだ。俺の目的は、化ばけ猫ねこ混まじりの多々羅木の血ちを堂々と誇ほこること。白はく眼がん視しを招まねくようでは、代々の御ご先せん祖ぞに申もうし訳わけが立たん」

　強い自じ責せきとともに紡つむがれる自じ戒かいの言葉。その内容に、僕は思わず聞き入っていた。隣となりで猫ねこ目めを開放している美生さんも、声は聞こえなくても兄の態たい度どでわかるのだろう、ちょっと涙なみだぐみながら嬉うれしそうにうなずいている。慈吾朗さんだけは首を捻ひねっているけど、それはまあ仕し方かたない。とりあえず良かったなライカ、と声をかければ、犬の声が頭の中で元気に響ひびいた。

（わん）

　で、そんな僕らの思いは、一番近くで聞かされたイタチさんも同じだったようで。多々羅木の独どく白はくが終わるのと同時に、セーラー服の妖よう怪かい少女はふっと優やさしげな笑えみを浮かべた。

「そう言ってくれて嬉うれしいよ、豊ゆたか。美み生うも、きっと喜よろこぶと思う。……それで、話って？」

　先月来らいの懸け念ねんが取り払はらわれたのだろう、尋たずねる声は軽く明るい。それを受けた多た々た羅ら木ぎは、「開館中」の札ふだが下がった自動ドアへと顔を向けた。中に入ろう、ということらしい。




「──すると伊達だて、この美術館は初めてではないのか」

「うん。真しん一いちと一いつ緒しよに、何度かね」

「シンイチ？　ああ、お前にくっついていた美術部員の……？」

「そうだよ。最初に来たのは秋の特別展だったかな。豊は？」

「昔むかし、父母に連れられて来たのが初めだ。静しずかなのでな、考え事には向いている」

「考え事？　じゃあ、気に入ってる絵があるとかじゃないんだ」

「美術には特に興きよう味みはない。美術館独特の、静せい謐ひつな空気は嫌きらいではないが」

「ふうん……。あ、これ、真一が好すきな絵なんだよ」

　しいんと静まりかえった展てん示じ室しつ、飛び立つ瞬しゆん間かんの海うみ鳥どりを描えがいた大きな油ゆ彩さい画がの前で交かわされる会話が、強化された耳へ滑すべり込んでくる。イタチさんが僕の好きな絵を覚えてくれていたことに感かん激げきしつつ、僕は傍かたわらの美生さん（そして勝かつ手てに付いてきた爺じいさん）に向かって首を小さく横に振った。

　現在、追つい跡せき開始から四十分ほどが経たったが、通路の角かどに隠かくれる尾び行こう者しやに気付かれた様よう子すはなく、そして目立った動きも起きていなかった。時とき折おり、利用客や係かかり員いんにおかしなものを見るような目つきを向けられることさえ気にしなければ、今のところ問題はない。だが、かと言って油ゆ断だんは禁きん物もつ、安心するのはまだ早い。僕は曲まがり角に身みを隠すと、再ふたたび耳に意い識しきを集中した。

「あ、そうだ、豊。今、お父さんとお母さんのこと言ってたけど」

「それがどうかしたか」

「うん。やっぱり、豊と一緒で、化ばけ猫ねこの力を持ってて、それで苦労したのかな……って。ほら、多々羅木の家の人って、昔むかしから大変だったって言ってたから」

　この一族の境きよう遇ぐうに同情しているのだろう、耳に届とどいたイタチさんの声は静かなトーンに切り替わっている。だが多々羅木は、それに感かん謝しやするでもなく、相あい変かわらずの冷たい口く調ちようで「多々羅木の血を引いていたのは母だが」と答えただけだった。

「言っておくが、気き遣づかいは無む用ようだ。母や祖そ父ふとは違ちがい、俺はこの血ちを誇ほこりに思っているからな。俺は、多々羅木を継ぐ者として、この異い能のうの力を守り、そして伸のばしたい」

「そっか。……うん、そうだね。隠すより、そっちのほうがいいかもね」

　イタチさんはそう言ってうなずいたが、ふと隣となりの男へと穏おだやかな顔を向け──待まち合わせの時から比くらべると、ずいぶん親しげな表情だ──「でもね」と言い足たした。

「豊、何度も『俺は』って言ってるけど、一人で全部抱かかえ込むのって、大変だよ」

「人を頼たよれと？　あいにくその必ひつ要ようはない。……しかし伊達だて、何がそんなにおかしいんだ」

「え？　ああ、あのね。こうして話せて良かったなって」

　そう言うと、イタチさんは肩の力を抜いてくすっと笑った。

（うう、わん）

「──ああ。意外といい感じだな。……悔くやしいけど」

（わん。うー、わん？）

「え？　いや、今の部へ屋やが最後の展てん示じ室しつ。あとは出るだけ」

　ライカとぼそぼそ会話しつつ、僕はかがみこんだまま眉まゆをひそめた。確たしかに、このままだと何事もないままデートが終わってしまいそうで、それならそれで安心なのだけど……。

「どうもすっきりしないんだよな……。結局、多た々た羅ら木ぎは仲なか直なおりしたかっただけ？」

「いえ、違ちがうと思います」

　僕の小さな独ひとり言ごとに、猫ねこ目めを発光させた隣となりの少女はきっぱり首を横に振った。そうなの、と視し線せんで尋たずねる僕にうなずき返し、美み生うさんは怪け訝げんそうにつぶやいた。

「今の兄は、何か言いたいことがある時の顔をしていますから。……ただ、あんな態度はすごく珍めずらしいです。普段はもっと、思ったことはずばっと口にする人なのに……」

「そんなもん、告こくるタイミングを計はかっとるんじゃろ」

　ふいに慈じ吾ご朗ろうさんが口を挟はさんだ。思わず振り向いた僕と美生さんを前に、ポンチョ姿すがたの爺じいさんは「他に何がある」とヒゲを弾はじいた。

「事情はよう知らんがな。あの兄ちゃん、イタチの嬢じようちゃんに惚ほれたんじゃろうよ」

「惚れた？　でもあいつ、ちょっと前までイタチさんや僕と敵てき対たいしてたのに──」

「好すいてしまえば関係なかろう。それにな、さっきから見ておると、悪いカップルではないぞ。険けん悪あくなムードも漂ただよっておらんし、初回のデートにしては上じよう出で来きじゃ。なあ美生ちゃん？」

「えっ？　それは、よくわからないのですけど……」

「いや、ちょっと待まった慈吾朗さん！」

「しっ、落ち着け坊ぼう主ず。いい女に惚れるっちゅうのはな、競きよう争そう率りつの高いレースに参加するのと同じなんじゃよ。お前さんの年なら、それくらいはわかっとるじゃろう？」

　そう言うと、慈吾朗さんはそれはもう優やさしく僕の肩を叩たたいた。思わず「……はい」とうなずいてしまう僕。と、ふいに脳のう内ないでライカがせき立てるように吼ほえた。

（わん！）

「兄とクズリさんが移い動どうしました。外に出るみたいです」

　顔を突き出して様よう子すを探さぐっていた美生さんが振り返って告げる。僕は無む言ごんでうなずき返すと、心の中に浮かんだ不安な気持ちを無む理り矢や理り抑おさえ、静しずかに立ち上がった。




「──ね、豊ゆたか。今日って、あたしに何の話だったの？」

　美術館を出て公園をしばらく歩いた後、ベンチの前でイタチさんがいきなり尋たずねた。

「あたしに用があるんだよね？　何か言いたそうにしてるのはわかるんだけど……なかなか言ってくれないから」

　とりとめも差し障さわりもない会話をいきなり断たち切る、唐とう突とつかつ明めい快かいな質しつ問もん。それに虚きよを突つかれたのか、多た々た羅ら木ぎは絶ぜつ句くして立ち止まったが、驚おどろいたのは植え込みの陰かげに隠かくれていた僕らも同どう様ようだった。ものすごい単たん刀とう直ちよく入にゆうな質問である。なるほど、「思ったことはズバッとはっきり言う人」って評ひよう価かは正しかったらしいな。滝たき沢ざわさんを見直していると、沈ちん黙もくしていた多々羅木はイタチさんに向かって小さく頭を下げた。

「……すまん。どう持ちかけるべきか、考えあぐねていたものでな」

「やっぱり？　美術館の中でもそんな感じだったもんね」

「ああ。切り出すタイミングを摑つかみかねていたのだが……気を遣つかわせてしまったか」

　そう述べた多々羅木の口く調ちようは、明らかに今までのものとは変わっていた。どうや遂ついに本題らしい。隣となりにかがんだ美み生うさんが「いよいよです」と拳こぶしを握にぎり、頭の中ではライカが短く吼ほえる。どうなるんじゃろうなあ、とにやつく爺じいさんを無む視しして耳に意識を集中させれば、ベンチに座すわるように促うながす多々羅木の声が耳に届とどいた。セーラー服の少女が腰こしを下ろすのを確かく認にんすると、学生服の男はその前に立ち、「なあ、伊達だて」と静かに口を開く。

「先の蚊帳かや吊つり狸だぬきでの一戦、俺に止とどめを刺したのはお前と聞いているが、それは事実か？」

「蚊帳吊狸の……？　でもあれは、赫あか音ねとライカが一いつ緒しよになって、『わんっ』って」

「ああ。犬いぬ神がみの声に不意を付かれて吹き飛ばされたのは覚えている。不覚だった」

　多々羅木は悔くやしげに顔をしかめて頭を振る。僕だったらへらへら笑って話しそうな場面なのに、何とも真面目まじめなことだ。思わず感心していると「だが、聞きたいのはその後だ」と言こと葉ばが続いた。おっと、集中集中。

「荒あれ鴉がらすが俺の体に憑ひよう依いし、立ち上がったのだろう？　あらましだけは聞いた。そして、それを下したのが──伊達だとも」

　一点一点を確認するように、多々羅木はゆっくりと言葉を紡つむぐ。と、僕の横にしゃがみ込んでいた慈じ吾ご朗ろうさんは、「なるほどなあ」とヒゲをしごいた。

「やっと事情がわかってきたわい。つまり、あの兄ちゃんは持ち前の化ばけ猫ねこパワーでイタチの嬢じようちゃんに勝しよう負ぶを挑いどみ、惨ざん敗ぱいしたっちゅうことか。難なん儀ぎな人生送っとるのう」

「いや、慈吾朗さんと八や雲くもちゃんには負け──って。え？　聞こえてるんですか？」

　ぎょっと驚きながら隣のポンチョに目を向ける。六十過ぎの爺さんには、と言うか人間にはこの距きよ離りから話し声を聞き取るなんて無む理りなはずでは？　そんな思いを籠こめて見つめてやれば、修しゆ羅ら場ば慣なれした爺さんは「そりゃ聞こえはせんが」と肩をすくめた。

「読どく唇しん術じゆつを少々たしなんでおるものでな。日本語なら、口の動きでだいたいわかる」

「へえ……。でも、この距離からそれが見えるだなんて、凄すごいんですね、おじさま。私の左目でも、そこまではっきり見えないのに」

「ふふふ、まあな。ちなみにお嬢じようさん、わしの視し力りよくは左右とも二十八あってのう」

「靴くつのサイズじゃないんですから」

　にたにた笑いながら美み生うさんに近づく爺じいさんをブロックしつつ、僕は呆あきれた声を漏もらした。相変わらず底知れない爺さんだ。内ない心しんでライカとうなずき合うと、再ふたたび盗とう聴ちよう作業に戻る。意い識しきを向けた先では、神しん妙みような顔の多た々た羅ら木ぎがイタチさんを未いまだ問といつめていた。

「──どうなんだ、伊達だて」

「え？　どうって言われても」

「だから。最終的に俺を倒たおしたのは、お前なのかと聞いている」

「あ……うん、それはそう。だけどね、豊ゆたか」

　と、イタチさんが何かを言い足そうとした時だ。多々羅木はきっぱりと「それだけ聞けば充分だ」と言い切ったかと思うと、唐とう突とつにベンチから立ち上がり、イタチさんの前へと歩み出る。真しん剣けんな空気に押し黙だまったセーラー服の少女を見下ろした学生服の青年は、

「──頼たのむ。俺と一いつ緒しよになって多々羅木家を継ついでくれ！」

　まっすぐ、深々と頭を下げ──って。

（わん？）

　はい？

　……あの学生服は、今、何て言いました？

　多々羅木の発音はきわめて明めい快かいだったし、ライカの力で強化された耳はそれを確かく実じつに聞き取っていたにもかかわらず、脳のうが理解を拒こばんでいる。さすがにそう来るとは思ってなかった！

　と、今の一ひと言ことにはイタチさんもさすがに面めん食くらったらしく。しばしの間、多々羅木を見上げたまま固まっていたが、ややあって困こまったような笑みを浮かべた。

「えーと。そ、それって、その……どういうこと、かな？」

「俺の子を産うんでくれと言っている」

　再び放たれる衝しよう撃げきの告こく白はく！　ただし今度のインパクトはさっきの二倍だ！　つーか、いきなりにも程ほどがあるだろ！　プロセスを山ほどすっ飛ばしすぎだし、そもそも段階を踏ふんでもそれは駄だ目めだろうってかまあ僕が決めることじゃないんだけどさすがにそれはないだろう君！

（──グルウウウウウウウウッ！）

　ライカが牙きばを剝むいて唸うなりをあげる。完全に凶きよう暴ぼうな肉にく食しよく獣じゆうと化した犬いぬ神がみの怒いかりは僕の心にシンクロし、全身に獣けものの力が滾たぎっていく。すぐ隣となりでは美生さんが「今、兄は何と言ったのですか……？」とか言いながら首を傾げていたが、説明している暇ひまはない！

（グルウウウウッ、ワン！）

「──ああ、そうだなライカ！　長期戦だと勝ち目は無ない、チャンスは一瞬」

（ワオン！）

「──真後ろから頸けい動どう脈みやくを狙ねらって一いつ気きに仕留める！」

　おそろしく物ぶつ騒そうかつ卑ひ怯きような台詞せりふを漏もらしつつ、二本の足に力を籠こめる。多た々た羅ら木ぎは確たしかに強きよう敵てきだが、不意を付けば相あい打うちには持ち込めるはず！　かくしてあっさり覚かく悟ごを決めた僕とライカが、獣けものじみた唸うなりとともに地を蹴けって走り出そうとした、その時だ。

「それは嫌いやだな。ごめんね、豊ゆたか」

　あっさりとした、それでいてなおかつきっぱりとした拒きよ絶ぜつの言こと葉ばが耳に届とどき、僕らの足にブレーキを掛かけた。思わず植え込みの中につんのめりそうになったが、慈じ吾ご朗ろうさんがすかさず支えてくれる。すんません、と頭を下げる僕の耳に、イタチさんの声はまだ聞こえていた。

「あたし、誰だれかと一いつ緒しよになるなんてまだ考えてないから。豊の真面目まじめなところは嫌きらいじゃないけど──と言うか、美術部のみんなに見習ってほしいくらいだけど……。ごめん」

　いつもと同じ穏おだやかな口く調ちようが、暴走寸すん前ぜんだった僕らの気き勢せいをばっさり削そいでいく。安心したような拍ひよう子し抜ぬけしたような奇き妙みような気分のまま、ふと隣となりを見れば、慈吾朗さんが美み生うさんに耳打ちを続けていた。読どく唇しん術じゆつで読みとった内容を伝つたえているらしい。さりげなく美生さんの肩を抱いているのがちょっと気になったが、

（わん！）

　ああ、そうだなライカ。今はそれよりあっちの続きだ。

　──とりあえず唐とう突とつな結けつ婚こんエンドは回かい避ひされたようで何よりだけど、わからないのは多々羅木の真しん意い。いったい何のつもりであんなことを？　と、求きゆう愛あいされたばかりの妖よう怪かい少女もそこが気になったようで、「それに」とやんわり首を傾かしげた。

「豊も、あたしのこと好すきなわけじゃないよね？　どうして急にそんなこと言ったの？」

　実に真まっ当とうな質問だ。と、正面から尋たずねられた多々羅木は、拒きよ絶ぜつの言葉を浴あびて以来押し黙だまっていた口をゆっくり開き、深い声を吐はき出した。

「多々羅木の家の──いや、多々羅木の血のためだ」

「え？　多々羅木の血って、化ばけ猫ねこの……？」

「ああ。言ったろう、両親は厭きらっていたこの血だが、俺は誇ほこりと思っている。血に備そなわった異い能のうの力こそ、多々羅木の家そのものだ。これを絶たやさぬよう守っていく──いや、より強く盛もり立てていくことが、多々羅木を継つぐ、俺の役目だ」

　ベンチの前に立ちつくしたまま、重く静しずかに語り続ける多々羅木家の現当主。その正面に座すわったイタチさんは、ただ黙って耳を傾かたむけている。

「だから、鼬いたちの妖怪であるお前の力を借りたいのだ。その血が加われば、多々羅木は更さらに強くなる。お前が俺を嫌うならそれでいい。子さえ残れば俺はお前に家か督とくを譲ゆずることも──」

「だからね。あたしは好きでもない人と一緒になるのは嫌だよ」

　気き遣づかいに満ちつつも強い意志を籠こめた一ひと言ことが、多々羅木の言葉を断ち切った。絶ぜつ句くした学ランの男をまっすぐ見み据すえると、妖怪少女はふっと優やさしい笑みを漏もらす。

「それに豊ゆたか、勘かん違ちがいしてるよ。あのね……あたし、そんなに強くないんだよ？」

「何？　しかし、荒あれ鴉がらすが憑ひよう依いした俺を倒したのは──」

「それ、あたし一人の力じゃないんだ。真しん一いちがいなかったら、あたしは負けてた」

「シンイチ……？　あの絵え描かきか？」

　妙みように嬉うれしげに語られたその言こと葉ばがよほど意外だったのか、多た々た羅ら木ぎは息いきを吞のんだ。隣となりの美み生うさんが「そうなんですか？」と驚おどろき、慈じ吾ご朗ろうさんは「そんなはずなかろう」とニタニタ笑う。ほー、そんなに信じられませんか。まあ、気持ちはわかりますけど。

「だから、ね。あたし、豊が思ってるほど強くない」

「……そうか。そうだったのか」

　申もうし訳わけなさそうに肩をすくめたイタチさんを前に、多々羅木は重苦しい声でつぶやいた。

「もう終わりか？　意外と盛もり上がりに欠けたのう」

「何を期き待たいしてたんですか慈吾郎さん。あと美生さんの肩を抱かない！」

　油ゆ断だんも隙すきもない爺じじいである。慈吾朗さんを睨にらみ付け、僕がその手を払はらいのけた、その時だ。

（ウウ？　──ワオンッ！）

　唐とう突とつに、ライカが警けい戒かい心しんに満ちた唸うなりをあげた。

　何の騒さわぎだと驚く間もなく、鼻と耳とがぴくりと震ふるえ、猛もうスピードで接近してくる妖よう気きの塊かたまりを感かん知ちする。え、このタイミングで新あら手ての妖よう怪かい？　だけど……どこから？

「急にどうしたんですか？　白しら塚つかさん、ライカちゃん？」

　僕の様よう子すを不ふ穏おんに感じたのだろう、美生さんは首を傾かしげたが、それに返事している余よ裕ゆうはない。謎なぞの妖気は未いまだに接近中だ。しかも、この方角は──。

（ワオオオオオオオン！）

「地下！　それも──真下からかっ！」

「え？　ましたって何が──って、にゃ、にゃああああああっ？」

　隠かくれていることなんかすっかり忘れていた。僕はライカと意志をシンクロさせ、おろおろしている美生さんを反はん射しや的てきに抱かかえ上げると（一いつ瞬しゆんの差で慈吾朗さんに勝ちました）植え込みを飛び出し、それはもう派は手でに転がった。そして、

「にゃっ？　あ、あ、あの白塚さん、ライカちゃん、これは一体……？」

　お姫ひめさま抱っこ状じよう態たいの美生さんがにゃーにゃーと恥はずかしげ縮ちぢこまり（うああ柔やわらかい！）、

「おのれ小こ僧ぞう、おのれ犬いぬ神がみ！　よくも先を越しおったな！」

　同時に待たい避ひした爺じいさんが心底悔くやしげに僕らを睨んだ、その瞬しゆん間かん。

　目の前の芝生しばふと土が弾はじけ、乳にゆう白はく色しよくの塊がぶるんと地下から飛び出した。

「にゃっ！」

（ワオオオオオンッ！）

「下がって、美生さん！」

　びくっと体を震ふるわせた猫ねこ目め少女をそっと下ろして背中で庇かばい、低く唸うなって牙きばを剝むく。まっすぐ向けた視し線せんの先では、地中から現れた不ぶ気き味みなモノが、二メートルほどの体をゆらりゆらりと揺らしていた。

　人ひと型がたの粘ねん土ど細ざい工くの出で来き損そこないと言うべきか、それとも手足らしき出っ張りを備そなえただけの肉にく塊かいと呼ぶべきか。何とも形容しがたい姿すがただったが、鼻に感じるこの気け配はいは紛まぎれもなく妖よう気き。つまりこいつは明らかに妖よう怪かいだ！　……なお、今の僕がかなり機き敏びんに動けてるのは、半分くらいライカだからです、言うまでもなく。普段だったら転んでましたね。

（ワンッ！）

「──余よ計けいなことを考えて気を抜くな？　ごめん」

　警けい告こくする犬いぬ神がみに、僕は短くうなずいた。今のところ襲おそってくる気配はないが、だからと言って油ゆ断だんは禁きん物もつ。見たことのない妖怪には、用心しすぎて困ることはない。見たところ、知性はなく本能のまま動くタイプらしいが、その手の奴やつに限って危険だったりするから要よう注ちゆう意い──と、そんなことを自分に言い聞かせたのと同時に。

「待まてコラアアアアアアッ！」

　轟とどろくばかりの怒ど声せいとともに、

「さんざん逃げ回ってくれやがって！　しかあああああし！　ようやく年ねん貢ぐの納おさめ時どきね、ぬっぺっぽう！　つーか地上ではトロっちいくせに地下では猛もうスピードってどんな能力だ！」

　肉塊が現れたばかりの穴あなの中から、長ちよう髪はつ長身の女性が一人、飛び出した。すらりと細長い体を覆おおうのは、タンクトップにショートパンツのみ。露ろ出しゆつした手足は土にまみれて真っ黒だ。と、その声を聞いたとたん、肉塊妖怪ぬっぺっぽう（たぶん）は本能的な恐きよう怖ふを感じたのか、肉付きのいい体をぶるんと震ふるわせ逃げようとしたが、

「往おう生じよう際ぎわが悪いっつーの！　必ひつ殺さつ、《ガラガラヘビの捕縛サイドワインデツド・バインド》！」

　無む駄だに格かつ好こういい技わざ名めいに応じて放たれた女性の髪かみが、乳にゆう白はく色しよくの巨きよ体たいを絡からめ取る。縛しばられながらもぶよぶよと抵てい抗こうする肉塊を前に、女性はにたりと微笑ほほえんだ。小さな口が耳みみ元もとまで裂さけ、禍まが々まがしい色の液体を滴したたらせた牙が二本、ジャキンと立ち上がる。

「良い夢ゆめ見なよ！　《クサリヘビの神経毒パラライザー・オブ・ザ・ヴアイパー》！」

　またも聞き慣なれない技名とともに、突つき立てられる毒どくの牙。ほどなくして巨大な肉塊の動きが止まるのを確かく認にんすると、女性は髪を元もとの長さに戻し、じゅるりと舌したを躍おどらせた。

「さてさて。では、いただきましょうかね。んー、これはさすがに丸飲みはキツイかなあ」

「どう見ても無理ですよ鱗りんさん」

「やっぱそう思う？　仕方ない、ちょっとずつちぎって食うか──って、んっ？」

　獲え物ものを吟ぎん味みしていた蛇へび女によう房ぼうの顔が、きょとんと僕らに向けられる。その反応を見る限り、ギャラリーの存そん在ざいには全まつたく気付いていなかったようだ。

「ありゃまー、元もと旦だん那なじゃん。今日は犬いぬっぽいね」

「ありゃまじゃないです！」

　ほんとにもうこの人は。僕が思わず呆あきれた声を漏もらせば、ずっと呆ぼう然ぜんとしていた美み生うさんは（無理もないとは思う）猫ねこモードを解かい除じよしていた目を僕に向け、恐る恐る口を開いた。

「ええと……白しら塚つかさん、こちらの方は？　お知り合いなのですか？」

「あー、蛇へび女によう房ぼうの鱗りんさん。見ててわかったかも知れないけどさ、蛇の妖よう怪かいの人なんだ」

「うん。ほうほー、はひへはひへー」

「食べながら挨あい拶さつしない！　……まあ、ちょっとインパクト強いけど、悪い人じゃないから」

　怖がらなくてもいいよ。そう続けようとすれば、サラリと渋しぶい声が割わり込んだ。

「女性に悪人はおらんよ、ロングの美人ならなおさらじゃ。というわけで初めまして、麗うるわしい蛇の娘むすめさん。箕みの輪わ慈じ吾ご朗ろうと申もうします。邪じや魔まじゃ、そこをどけ小こ僧ぞう」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口く調ちようとは裏うら腹はらな力強い腕うでが、僕をぐいっと押し退のける。ポンチョ姿すがたの爺じいさんは、もぐもぐと口を動かし続ける蛇女房に手を振ると、ふと傍かたわらの肉にく塊かいに目を向けた。欲ほしけりゃどうぞ、と促うながす鱗さんに微び笑しようを返し、爺さんはヒゲを弾はじいて首を捻ひねる。

「時に娘さん。こいつを『ぬっぺっぽう』と呼んでおったが……こりゃ『太たい歳さい』ではないのか？」

「たいさい？　や、アタシはあんまり詳くわしくないんでわかんないけどさ。そーなの？」

「おそらくな。これと似にたモノを大陸で見たことがあってのう。一定の周期で地下を移動する不定形の塊かたまりで、ひとたび食しよくせばあっという間に剛ごう力りき無む双そうという魔法の体質改かい善ぜん剤ざい……じゃったかなあ。昔むかしのことなんではっきり覚えとらんが」

「ごーりき無双？　でもアタシ、もりもり食ってる割には全然強くならないけど」

　首を傾かしげた鱗さんは「ほら」と左手で力こぶを作ってみせた。土にまみれた細ほそ腕うでは、確たしかに全然ふくらんでいない。と、慈吾朗さんは「その効こう果かは人間限定なのかもしれんな」とつぶやくと、ごく自然に鱗さんの腕の土を払はらった。

「ま、娘さんは強くならんでも充分魅み力りよく的てきじゃよ。しかし勿もつ体たいない、せっかくの柔やわ肌はだが」

　さりげなく口く説どきモードにシフトしつつ、慈吾朗さんの手が長い足へと伸びていく。だが、美生さんが「にゃっ」と短く照てれる間もなく、鱗さんの髪かみが老人の腕を締しめ上げていた。

「ちっ、思いの外ほかガードが堅かたい。下した心ごころが漏もれておったか」

「漏れるも何も丸まる見みえでしたけど。何やってるんですか、慈吾朗さん」

　と、思わず呆あきれた声でつぶやいた時だ。

「……それはこっちの台詞せりふだな」

　真面目まじめと武ぶ骨こつを足たして二で割らなかった感じの声が、僕らの後ろから投げかけられた。

「賑にぎわしい声がしたから来てみれば……」

　その静しずかな口調に、今さらのように背せ筋すじが震ふるえる。

　そう。そうだ。鱗さんの登場のおかげですっかり忘れてしまっていたが。僕らは、今日、監かん視しに来たのではなかったか？　監視というのはつまり見つかったらアウトなわけでして。

（わん）

　あちゃー、と言いたげなライカの声が脳のう内ないに響ひびく。そして、蒼そう白はくになった顔を美み生うさんと見合わせ、出来る限りゆっくり振り向いたその先では、

「これは何の騒さわぎだ、美生」

　これ以上ないくらいに顔をしかめた多た々た羅ら木ぎと、

「それに、真しん一いちとライカも……？　どうしたの、二人ともそんな格かつ好こうで？　おまけに鱗りんと、それに──え。うそ！　慈じ吾ご朗ろうっ？」

　きょとんと驚おどろくイタチさんとが、並ならんで立っていたのであった。

　そりゃ、あれだけ騒げば気付かれるよなあ。ただでさえ、もともと勘かんのいい二人だし。見つかったもんは仕し方かたないが、さあ、どう説明したものか？　というわけで心の中でライカとぼそぼそ相そう談だんしていると、ふいに多々羅木は咎とがめるような視し線せんを美生さんに向けた。

「美生。これは一体何の真似まねだと問とうている」

　威い圧あつ感かんに満ちた固い声。それを聞いた瞬しゆん間かん、黒のスーツに包まれた柔やわらかな体が、びくんっ、と強こわ張ばったのがわかる。「あ」とか「その」とか、意味を成さないか細い声を漏もらす妹を見下ろしながら、兄の言こと葉ばはまだ続く。

「俺を尾つけていた、ということか？　犬いぬ神がみまでも利用するとは手の込んだ話だな」

「ち、違ちがうんです、兄さん……！　私、ただ、クズリさんが」

「俺は『付いてくるな』と言ったはずだが？　それとも、兄が信用できなくなったか」

　問もん答どう無む用ようのきつい口く調ちようが、美生さんをどんどん追いつめていく。部外者の僕でさえ怯おびえるほどの威圧感だ。ただでさえ兄に強く出られない美生さんにとってはかなり堪こたえているようだった。まあ、確たしかにデートの監かん視しなんて誉ほめられた話じゃない。だけど。

（わん）

　うん。これはさすがに責せめすぎだ。僕はライカとうなずき合うと、ごくりと息いきを吞み込んだ。そして「ちょっと待まてよ」と、そう声をかけようとしたのだが。

「まあまあ。そう熱くなるな、兄さん」

　場にそぐわない陽よう気きな声が、すいっと自然に割わり込んだ。

　誰だれだお前は、と詰きつ問もんする多々羅木の視線を無む視ししつつ、ポンチョの爺じいさんが美生さんの後ろに立っている。年の割わりに矍かく鑠しやくとした手で震ふるえる肩を優やさしく叩たたくと、慈吾朗さんは多々羅木を見み据すえてニイッと笑った。

「お初はつじゃな、化ばけ猫ねこ混まじりの青年くん。通りすがりのメキシコ人じゃ、なんつって」

「……誰かは知らないが、今は妹と話しているのだ。邪じや魔まをしないでいただきたい」

「断る。なぜならば、わしもお前さんに話があるからのう。嫌いやなら殺せ、さもなくば聞け」

　からかうような笑みと口く調ちようが、迫はく力りよくに満ちた宣せん告こくを受け流す。「よう頑がん張ばった」と美生さんの背中をポンと叩いて前に出ると、慈吾朗さんはふいに険けわしい視線を多々羅木に向けた。

「一部始終は見せてもろうたぞ。お前さんが誰だれに迫せまろうが妹を泣かそうが知ったことではないがな、一つ聞かせてもらおうか。……お前さん、そもそも何がしたいんじゃ？」

「聞いていたのならなぜそれを問とう？　俺は、多た々た羅ら木ぎ家けのためを思って」

「うん。問題はそこじゃ」

　いつの間にか、使い込んだ煙管きせるが学生服の男の喉のど元もとに突つきつけられていた。予想外の威い圧あつ感かんに黙だまり込んだ多々羅木を見つめ、慈じ吾ご朗ろうさんはなんともわざとらしく肩をすくめた。

「家か名めいや血ち筋すじを全部捨てたわしにはわからんし、わかりたいとも思わんがな。家でも血でも女でも、何かを守りたいから強くなる、ちゅうのが本ほん筋すじじゃろう。自分ちの血けつ統とうを強くするために女を口く説どくなんぞ、そりゃ本ほん末まつ転てん倒とうでなおかつ失礼じゃよ。競きよう走そう馬ばじゃあるまいし」

　と、そこで慈吾朗さんは傍ぼう観かんしていたセーラー服の少女へと「なあ？」と声をかけた。急に振られて驚おどろいたのだろう、きょとんと反はん応のうするイタチさんを見て、爺じいさんが笑った、その時だ。

「──知ったような口を叩たたくなっ！」

　瞬しゆん間かん、多々羅木の右目に緑の光が灯ともったかと思うと、目に見えない速度で慈吾朗さんの煙管が弾はじかれた。鍛きたえられた手が爺さんのポンチョの襟えりを摑つかみ、武ぶ骨こつな顔が激げつ昂こうに歪ゆがむ。

「いいか、異い能のうの力は──忌いむべきものでは決してなく──多々羅木家の誇ほこりそのものなのだ！　それを受け継ついだ者が、更さらに強めんとして何が悪い！　いつか堂々とこの力を誇るためにも、多々羅木家を継ぐ者として、血けつ統とうの強化は当然の義ぎ務むで──」

「だーかーら。良いとか悪いとかじゃなくて、ただ、順じゆん序じよがおかしいと言うとるんじゃよ」

　あのスピードで迫せまられてもなお、爺さんの口く調ちようは全く変わっていなかった。場ば慣なれしているだけのことはある。さすがに面めん食くらったのか、「順序だと……？」と問い返した多々羅木の声は、ほんの少し、平へい静せいを取り戻しつつあった。

（うう、わん）

「──え？　……ああ、確たしかに昔むかしの滝たき沢ざわさんはあんな感じだったよな」

　頭の中で響ひびくしみじみした鳴き声に、思わずうなずく。やっていることこそ違ちがうが、多々羅木の極きよく端たんな思い詰つめっぷりは、正義の妖よう怪かいハンターとしてイタチさんを狙ねらってきた時の犬いぬ神がみ使つかいにそっくりだ。真面目まじめな異い能のう使い同士、意外と気があったりするかもな。そんなことを考える僕の視し線せんの先で、慈吾朗さんが「そう、順序が逆ぎやくじゃ」と摑まれながら笑った。

「家か名めいにせよ血筋にせよ、意味があるから残したい、そんでもって強くしたいというなら、わからんでもない。じゃがお前さんの場合、『残す、なおかつ強くする』というのが目的になってしもうとる。お前さんはな、若いくせに自分を後回しにしすぎなんじゃよ」

「自分を……後回し？　俺がか？」

　慈吾朗さんを締しめ上げていた多々羅木の手から、一いつ瞬しゆんだけ力が抜ける。と、その隙すきを突つくように、優やさしげな声がスッと静しずかに割わって入った。

「そうだよ、豊ゆたか。あたし、豊はもっと自分のこと考えていいと思う」

　慈じ吾ご朗ろうさんの襟えり首くびを摑つかんだ腕うでに、イタチさんはそっと自分の手を添そえた。伊達だて、と息いきを吞のんだ猫ねこ目めの青年を見み据すえ、妖よう怪かい少女は穏おだやかに、それでいてしっかりと言こと葉ばを続ける。

「さっきは、抱かかえ込みすぎてるって言ったけど、それと同じ。豊ゆたか、家のために頑がん張ばらなくちゃいけない、って思いに縛しばられすぎてる気がして、見てて辛つらいから。……あたしは、友だちに気楽な人が多いから、そう思えるだけかもしれないけどね」

　くすりと浮かぶ穏やかな微笑ほほえみ。小さな手が太い腕を慈吾朗さんから引き離はなしていく。気き勢せいを削そがれたのか考え直したのか、多た々た羅ら木ぎの右目の光が静しずかに消えていくのを見ながら、イタチさんは明るい声できっぱり言った。

「ほんとに自分が何をしたいか、ゆっくり考えてみたらどうかな。あたしだったら、いつでも話は聞くから。ね？」

「伊達……」

「まあ、それがええじゃろうな」

　そう言葉を挟はさんだのは、ポンチョの襟を直していた慈吾朗さんだ。その手がまっすぐ公園の出口を指し示しているのは、さあ行け、ということらしい。多々羅木は、しばし黙だまって立ちつくしていたが──ややあって、静かに、深々と頭を下げた。剣けん道どうで鍛きたえているだけあって、堂どうに入った綺き麗れいな礼だ。

「──少し、一人で考えてみることにする。迷めい惑わくを掛けたな、伊達。それに、美み生う」

「ううん。大だい丈じよう夫ぶ」

「私こそ、隠かくれて監かん視ししたりして……。ごめんなさい、兄さん」

　二人の優やさしい言葉を受け、多々羅木は「すまん」と再さい度ど頭を下げた。そんな光景を黙って傍ぼう観かんしていると（口を挟はさみようがなかったのだ）、ふいに鼻先に乳にゆう白はく色しよくの塊かたまりが突つき出された。

「ぬっぺっぽう食べる？　もうほとんど残ってないけど」

「要いりませんよ。つーかこの状じよう況きようでずっと食ってたんですか」

　呆あきれた視し線せんを鱗りんさんに向けてみれば、二メートルほどあった肉にく塊かいは既すでにバスケットボールほどしか残っていなかった。さすがというか何というか。ちょっと味あじ見みさせろと愚ぐ痴ちるライカをなだめていると、既に歩き出していた多々羅木が、ふと立ち止まって振り返った。

「──ご老人。お名前をお聞かせ願えますか」

「箕みの輪わ慈吾朗。何の力もないくせに、ただ愛する雪ゆき女おんなを守るため、八十一の公共機関を相手に戦い続ける愛の戦せん士しと言ったところじゃ。あ、粂くめ神がみんとこがなくなったから、八十か？」

　胸を張って適てき当とうきわまる自じ己こ紹しよう介かいを言い放つ自じ称しよう愛の戦士。と、それを聞いた多々羅木は、ほんの少しだけ、口くち元もとを歪ゆがめて小さく笑うと──すごいレアな表情だと思った──踵きびすを返して歩き去った。僕らが静かに見送る中（約一人、もぐもぐやってるのがいましたが）、武ぶ骨こつな背中は少しずつ小さくなっていき、やがて視し界かいから消えた。

（わん）

「──そうだな。今度こそ一いつ件けん落らく着ちやくだ」

　気を抜いたようなライカの声に苦く笑しようを返し、やれやれと息いきを吐はく。スーツとかネクタイって無む駄だに疲つかれるんだよなあ。肩をごきごき回していると、

「真しん一いち。あたし、まだ説明してもらってないけど」

　セミロングの少女の顔が、目の前にぬっと現れた。抜いたはずの気が一いつ瞬しゆんで張りつめ、背中に嫌いやな汗あせが流れた。くうん、と弱々しく唸うなったライカが僕の中で縮ちぢこまっていく。

「あたし、『心配しすぎだよ、付いてこなくていいから』って言ったよね？　それなのに何してたの？　真一だけならともかく、ライカまで一いつ緒しよになって……」

　鼻を伸ばせば届とどきそうな距きよ離りで、僕を見み据すえてお説教するイタチさん。怒いかりと呆あきれと照てれが入り交まじったその声はやっぱりとことん美しかったが、今はそれを口にするべき時じゃない。しかし「ライカまで」って僕は犬いぬ神がみより信用されてないのか。

「聞いてる？　大だい丈じよう夫ぶだって言ったら、信用してよ。心配してくれるのは……それは、その、嬉うれしいけど、でもやっぱり」

「ごめんっ！」

　ところどころで照れながらエンドレスに続くお説教に、僕の謝しや罪ざいの言こと葉ばが割わり込んだ。

「今回はどう考えても確実に僕が悪かった！　ごめんなさい！」

　どんな理由があろうが、来るなって言われたのに付いてこられたら怒おこるのも無理はない。しょぼんと黙だまり込んでしまったライカの分まで、僕は力ちから一いつ杯ぱい謝あやまった。イタチさんがどんな顔になっているのかは気になりながらも頭を下げ続けていると、ややあって「ふう」と苦く笑しよう混まじりの溜ため息いきが届とどいた。

「……もういいよ、真一。それにライカも」

　その声に引かれるように恐おそる恐る目線を上げれば、困ったような笑みを浮かべたイタチさんと目が合った。見み慣なれた笑顔に安心しつつ、僕はそーっと上体を起こし、頭を搔かいた。その隣となりでは、美み生うさんが慈じ吾ご朗ろうさんに向かってぺこっと頭を下げている。

「ありがとうございました。おかげで、兄の肩の荷にも少し下りるかも知れません」

「礼を言われることではないがな。物ぶつ騒そうなお邪じや魔ま虫むしには早々に退たい散さんしてもらわんと困る」

「え？　物騒なお邪魔虫──？」

　何のことかしら、と首を傾かしげる黒スーツの少女の肩を、爺じいさんがさりげなく（なおかつ力強く）抱き寄せる。にゃっ、と驚おどろく美生さんの前で、渋しぶい顔がニッと微笑ほほえんだ。

「さてお嬢じようさん。ここで会ったのも何かの縁えん、よろしければお茶などいかがかな」

「え？　ええと、その……おじさま？」

「できれば名前で呼んでくれると嬉しいのう。リピートアフタミー、じごろう」

「こらこら！　やめなさい爺さん！　ええい、さっきの説得に感動した自分が情なさけない！」

　ライカに促うながされ、僕は慌あわてて美生さんを老人の魔ま手しゆから引き離はなす。面おも白しろかったのにー、と文もん句くをこぼす鱗りんさんを無む視しし、反はん省せいの色のない爺じいさんを睨にらんでいると、ふと鼻と耳が懐なつかしい妖よう気きを感知した。隣となりを見れば、イタチさんもそれを感じたらしく「あ」と小さくつぶやいている。これってやっぱり──と口にする間もなく、公園を冷たい風が吹き抜けた。

　そして、春には似に合あわない白い冷気が通り過ぎたその後には。

「一人で放っておくのも可哀かわい相そうかと思い、早めに予定を切り上げて迎むかえに来てやれば……！　孫まごほども年の離はなれた相手に、一体全体、何をやっているのですかこの老ろう害がい人間は！　もう歳だから他の女は口く説どかないと、私は三日前にそう聞いたのですが！」

　氷ひよう結けつした慈じ吾ご朗ろうさんの前で、ワンピース姿すがたの少女が激げき怒どしていたのでありました。

　外見年ねん齢れい十五歳の雪ゆき女おんなにして慈吾朗さんのパートナー、八や雲くもちゃんである。正月に見た着物姿とは違ちがった普通の女の子っぽい服装は清せい楚そで上じよう品ひんで可愛かわいかったけど、冷え切った怒いかりはそれをあっさり凌りよう駕がしており、要ようするにたいへん怖かった。
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「……な、ナイスタイミング、八雲ちゃん」

「あら白しら塚つかさん、それに伊達だてさんも。ご無ぶ沙さ汰たしております」

「あ、うん。久しぶりだね」

「ええ。そしてそちらのお嬢じようさん、うちの馬ば鹿かがご迷めい惑わくをお掛かけしました」

　礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつする八雲ちゃんだったが、一いつ瞬しゆん後ご、その顔には再ふたたび怒いかりが燃え上がる。小さな体に似合わない怒りの視し線せんが、凍こおり付いた夫おつとをまっすぐ睨んだ。

「今日という今日はさすがに愛あい想そが尽つきました！　一週間ほど凍こおっていなさい！」

「一週間？　ちょっと八や雲くもちゃん、それはさすがにやりすぎではないかと……！　ねえ？」

　恐おそる恐る口を挟はさんだ僕は、イタチさんに慌あわてて同意を求めた。だが、うなずく声が返ってくるかと思いきや、心優やさしい妖よう怪かい少女は顔をしかめると、神しん妙みような声でつぶやいた。

「八雲が怒おこるのもわかるよ」

「だよね、さすがに一週間は──って、え？　アリなの？」

　意外な答こたえに、思わず声が裏うら返がえった。そう来ましたか。

（わん）

　怯おびえるようにライカが鳴いた。ああそうだな、イタチさんは確たしかにはっきり物を言う人だ。それはよくわかりました。そう深く痛つう感かんする僕とライカの後ろでは、

「事情はよくわかんないけどさ、女を敵てきに回すと怖いってことか」

「そうらしいですねえ」

　鱗りんさんと美み生うさんがしみじみとうなずいていたのであった。




　　　　＊＊＊




　あ、そうそう。鱗さんが食べ残したぬっぺっぽうだか太たい歳さいだかわかんないアレは、イタチさんの家の冷蔵庫に収しゆう納のうされた。と言うか押しつけられた。そして翌よく日じつ、たまたまイタチさん宅たくに遊びに来た友人がうっかりあれを囓かじってしまい、結果、女子レスリング部の部長が超ちよう怪かい力りきのスーパーガールになってしまったりもしたのだが──まあ、それはまた別の物語である。

「しかし獅し子し岩いわさん、何だかわかんないアレをよく食べたよね。しかも生なまで」

「パン生き地じみたいでおいしそうに見えたんだって……」

　はあ、と肩を落とすイタチさん。いやしかしパン生地って食べ物じゃないですから。
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「へー。イタチさん、新しい冷蔵庫買ったんだ」

「だってほら、前のはアルマが壊こわしちゃったからね……。こう、ばこっと」

「ああ、例の獅し子し岩いわさん強化事件か。イタチさんちの床ゆかを踏ふみ抜いて、四階から一階まで一いつ気きに落ちたって聞いたけど、ほんと？」

「……うん。太たい歳さいって凄すごいよね、アルマはどこもケガしなかったんだから。ただ、下の階の人たち、すごくびっくりしたみたいだけど」

「そりゃそうだろうね」

　うららか、という形容詞がよく似に合あう、三月最後の日の昼下がり。大おお仰ぎような屋や敷しきが建たち並ならぶ閑かん静せいな通りを、僕とイタチさんは二人でのんびり歩いていた。

「と言うかさ。獅子岩さん、大だい丈じよう夫ぶなの？　太歳って体質変えちゃうんだよね」

「とりあえず。普段は力を『せーぶ』するよう、キツネが暗あん示じを掛かけたから」

「おー、さすが大物妖よう怪かい。すごいとこに住んでるだけのことはあるな」

　どことなく悔くやしげなイタチさんに苦く笑しようを返しつつ、僕はあたりを見み渡わたした。もともと武ぶ家け屋や敷しき街がいだったこの一角は、何度かの再開発を経へて今では新しん旧きゆう和わ洋ようの入り乱みだれる高級住宅街となっていた。右を見ても左を見ても飽あきることなく塀へいが伸び、その向こうには偉えらそうな建物たちがどーんどーんと鎮ちん座ざしている。門もん柱ちゆうから生えた監かん視しカメラは当たり前で、赤せき外がい線せんだかレーザーだかで警けい備びされてそうな気け配はいを漂ただよわせた屋敷も多い。しかし、家にしろ庭にしろ、これだけでかいと手入れが大変だろうに。やっぱ家政婦さんとかいるんだろうか。

　と、小しよう市し民みんじみた感想を思い浮かべつつ、僕は隣となりのセーラー服の少女に「そう言えば」と話しかけた。白と水色を基き調ちようとした制服は、春の日差しによく映えている。やっぱ綺き麗れいだ。

「あの太歳って、まだ残ってるんだっけ？」

「うん、新しい冷蔵庫に入ってるよ。……ほんとは捨てたかったけどね、鱗りんや御み崎さきが『もったいない！』って言い張るから。腐くさったら捨てるって言ってあるけど」

「相変わらず勝手な連中だなあ……。あ、そこの角を右」

　稲いな葉ば先生からもらったメモを確かく認にんしつつ、手にした長いパイプの先で道を示す。自分の身長ほどの長さのこれは、大おお判ばんサイズの絵を丸めて入れるケースだ。ちなみに中身は、訪たずねる先の家や主ぬしの絵である。ただし変へん身しん後ごバージョンの。

　つまり僕は今、先日、ようやく描かき上げた九きゆう尾びの狐きつねの絵を、モデルの家へ配達しているところなのでした。で、隣の妖怪少女はその付つき添そい。もともと一人で行くつもりだったけど、目的地を聞いたイタチさんが「あたしも付いていく！」と言い出してくれたのだ。何をそんなに警けい戒かいしているのかはわからないが、この人と一いつ緒しよで僕が嬉うれしくないわけがない。

　かくして僕らは、呆あきれる経ふみ島しま先せん輩ぱいや妖怪捕ほ食しよく中ちゆうの鱗さんを学校に残し、稲葉先生宅へ向かっているわけだ。こっちでいいの、と尋たずねるイタチさんに、地図を確かく認にんしてうなずき返す。

「この塀へい沿ぞいに進むと見えてくるはずだよ。無む駄だに高い建物だからすぐわかるって」

「ふーん。でざいなーずまんしょん、だっけ。よく知らないけど、豪ごう華かな部へ屋やなの？」

「らしいよ。三学期にさ、酒の配達に行った穂ほ村むらがすごい興こう奮ふんしてた」

　美術部の誇ほこる幽ゆう霊れい部員にして我わが校屈くつ指しのアルバイターから伝つたえ聞いた内容を思い出す。まあ、あの男は「風ふ呂ろがガラス張りで超ちようエロかった！」としか言っていないのですが。

「ほんと、誠せい二じはよく働はたらくね……。それにしても」

　と、しみじみ感心していたイタチさんは、ふと道の脇わきの塀へいに目をやった。小さな手で白しろ塗ぬりの土塀をそっと撫なでると、庶しよ民みん派はの妖よう怪かい少女は感かん嘆たんしたようにゆっくり息いきを吐はいた。

「この壁、ずうっと続いてる……。すごいおっきなお屋や敷しきだよね、ここ」

「あ、それは僕も思った」

　苦く笑しようしながら立ち止まり、僕も土塀に目をやった。けっこうぶらぶら歩いてきたが、この塀が途と切ぎれる気け配はいは未いまだにない。少なく見積もっても、下手へたな公園か学校くらいの敷しき地ちを囲っている計算だ。羨せん望ぼうを通り越こして呆あきれつつ、僕はゆっくり息を吐いた。

「ほんと。一体、どんな人が住んでるん」

「にゃーっ！」

「だろう──って。え？」

　唐とう突とつに耳に届とどいた可愛かわいい悲鳴に、僕は思わず隣となりの少女と顔を見合わせた。

　今、明らかに聞き覚えのある声が、この塀の向こうから聞こえなかった？　そう目で問とうと、イタチさんはすかさず首を縦たてに振った。あ、やっぱり？

「と言うか、あんな悲鳴をあげる人はそうそういないよなあ」

「だ、だよね。それに妖よう気きもちょっと感じるし……。じゃあ、ここが、美み生うの家？」

　確たしかに、由ゆい緒しよ正しい旧きゆう家かとは聞いてはいたが、これは予想を遙はるかに超こえる豪ごう邸ていで──。

「ひゃああああっ！」

　と、再ふたたび響ひびいた声が、僕らの驚きよう嘆たんを打ち切った。どうやら、声の主ぬしがのっぴきならない状態にあるのは確たしかなようだ。テンパりやすい人ではあるが、放っておくのも後あと味あじが悪い。イタチさんが妖気を感じたってことは、妖怪がらみの何かが起きている可か能のう性せいもあるんだろうし。

「どうする、イタチさん？」

　不安を覚えつつ尋たずねてみる。と、友人思いの妖怪少女はまっすぐ僕を見返し「決まってる」とうなずいたかと思うと（その凜りんとした顔に見み惚とれたのは言うまでもない）、左右を見み渡わたし、

「……とりあえず入り口を探さがそうよ、真しん一いち」

　大きな溜ため息いきを吐ついたのだった。……そうか、まずそれがあるのか。




「もっ、申もうし訳わけありません、あいにく間に合っておりますので……と言いますか、今、ちょっと取り込んでおりまして……にゃわっ！」

　ようやく見つけた門の前、「多た々た羅ら木ぎ」と記しるされた表ひよう札さつの下のインターホンを鳴らして待まつこと数分。どこにあるのかわからないスピーカーから、やたら切せつ羽ぱ詰つまった声が響ひびいてきた。

「えーと、『間に合ってる』……？　美み生う、何か勘かん違ちがいしてるみたいだね」

「これだけでかい家だと、いろいろ来るんだろうなあ。で、マイクはどこにあるんだろう」

　名乗りたいのは山々だけど、それをどこに言えばいいのかわからない。というわけで二人がかりで門もん柱ちゆうをぺたぺた撫なで回していると、表ひよう札さつの上の小さなカメラがウイーンと唸うなって僕らを見下ろした。おお、と驚おどろきつつレンズに向かって手を振ってみれば「それに兄も外出しておりますし、わひゃあああああ」とか何とか騒さわいでいた声の調ちよう子しが一変した。

「あら？　クズリさんに──それに、白しら塚つかさん？　すみませんでした、最近、変な人がよく来るもので……。ええと、そ、それで、何か御ご用ようでしょうか？」

「いや、たまたま通りかかったらニャーって悲鳴が聞こえたもんで」

「それに、ちょっと妖よう気きも感じたから……。お節せつ介かいとは思ったけど、どうかしたのかなって」

　ねえ、と同意を求めるイタチさんに、僕はこくりとうなずき返す。と、インターホンの向こうから、ほっと大きな安あん堵どの溜ため息いきが、そして申もうし訳わけなさそうな声が届とどいた。

「あの……勝手なお願いとは存じますが……もしよろしければ、す、少し、お力をお貸しいただけませんでしょうか……？」

　うん、もちろん元もとからそのつもり。というわけでそう告つげると、美生さんは「ありがとうございますっ、すぐにお迎むかえに上がりますので！」と叫さけんでマイクの接続を切った。今の剣けん幕まくからすると、どうやら事態は予想以上に緊きん迫ぱくしている様子です。




「……なるほど。茶さ道どう部の友だちから茶ちや釜がまを貸してくれないかと頼たのまれたもんだから」

「久しぶりに蔵くらを開けたら、古道具たちがいつの間にか妖怪になってて」

　空からの木き箱ばこが無数に転がる庭の一角。ずらりと並んだ蔵の一つの、開け放たれた扉とびらの前にて。

　稲いな葉ば先生の絵を玄げん関かんに置いた後、ここへ案内された僕らは、たった今説明されたばかりの内容を繰くり返していた。

「で、そうとは気付かずに箱をいくつかひっくり返しちゃったら」

「その付つく喪も神がみたちが蔵から逃げ出して屋や敷しき中を走り回ってるので」

「必ひつ死しになって追いかけ回してる最中だったと」

　そういうことだよね、と確かく認にんすれば、僕らを招まねき入れてくれた家や主ぬしは無む言ごんでしょんぼりうなずいた。左だけ前まえ髪がみをあげており、優やさしそうな左目が露あらわになっている。その手て元もとには、手足を生はやした不ぶ気き味みな茶ちや碗わんをがっちり摑つかんだままだ。

「茶道部でずっと使っていたお釜が、先月の終わりになくなってしまったとかで。誰だれかが盗んだんだろうか、古いだけで価か値ちもないのにねって茶道部の先生はそう仰おつしやってましたけど、古道具の価値は人それぞれですから……」

　そう語る美生さんの今日の服ふく装そうは、上じよう品ひんな黄緑のブラウスにこれまた清せい楚そな白のスカート。ゆったりとしたデザインではあるけれど、胸の下をリボンできゅっと絞しぼってスタイルをさりげなくアピールしているあたりがなかなか高ポイントで、正直ドキドキした。地じ味みな印いん象しようの割わりに（と言うと失礼ですが）意外とグラビアモデルな体型なんですよね、この人。

　もっとも、その胸むな元もとでは茶ちや碗わんの妖よう怪かいがジタバタ藻も搔がいており、昆こん虫ちゆうじみた足を生はやした鍋なべなんかが視し界かいの端はしを駆かけ抜けたりするもんだから、興きようを削そぐことこの上ない。僕は「それはそれとして、道具の値段の話はまた聞くけど」と口を挟はさみ、茶碗妖怪を指さした。

「僕らは具体的にどう手て伝つだったらいいのかな。付つく喪も神がみを元もとの道具に戻す方法とかあるの？」

「ええ。もともと入っていた箱はこに戻せば、大人しくなるみたいなんです」

　そう言うと美生さんは傍かたわらに転がる空から箱ばこから丁ちよう度どいいサイズのものを選び、茶碗妖怪を押し込んだ。蓋ふたをして紐ひもで縛しばれば──なるほど、確たしかに静しずかになった。

「私の左目で動きを止めることはできるのですが、一体ずつしか捕つかまえられませんし……。どうしようかと、途と方ほうに暮くれていたところなのです」

　念動力を放つ左目を弱々しく発光させつつ、美生さんは疲つかれた息いきを漏もらした。それくらいなら手伝える、と安心するイタチさんにうなずき、僕はふと思い出したように問といかけた。

「そう言えば、お兄さんは？　あの人のスピードならあっという間に終わりそうだけど」

「兄ならクラブの強化合宿です」

「ああ、豊ゆたかって剣けん道どう部ぶだっけ。いつまで行ってるの？」

　イタチさんが首を傾かしげると、美生さんはいきなりびくっと震ふるえた。明日には帰ってくるのです、と深しん刻こくな声でつぶやいたかと思うと、切せつ羽ぱ詰つまった顔が僕らに向く。

「このことを兄が知ったら、また怒おこられてしまいます……。なので──どうか！　それまでに何事もなかったように！　助けると思って、この通りお願いいたします！」

「は、はいっ！」

　怯おびえきった懇こん願がんに気け圧おされ、思わず直立不動で返事する。あの厳げん格かくで頭の固い兄あに貴きが家か長ちようだといろいろ大変なんだろうな、と同情しつつ、僕は屋や敷しきの庭を見み渡わたした。転がっている箱の数からすると、逃げた付喪神は十匹ぴき程てい度ど。幸い、走り回る以外に能のうのない連中っぽいので、三人がかりならそう時間も掛かかるまい。

「じゃ、始めようかイタチさん」

「そうだね。まず庭から回ってみようよ。美生、それでいい？」

「はい、お願いいたします……。あ、それと、勝かつ手てなお願いとは存じますが、入らないでいただきたいところがあるのです」

「ああ。美生さんの部へ屋やとか？」

　何なに気げなく答えたら「当たり前だよ！」とイタチさんに叱しかられた。ごめんなさいと頭を下げる僕を見て、美生さんは楽しそうにくすっと微笑ほほえみ──その表情に、僕は呼こ吸きゆうを止められた。

　普段はおどおどしてる人だけに、笑顔はレアでなおかつ魅み力りよく的てきだ。しかもこの優やさしげな風ふう貌ぼうは、春の日和ひよりにあまりにも似に合あいすぎていて、それはまるでパステル調の──。

「……あの、もしもし？　白しら塚つかさん？」

「あ、まただ……？　もう、真しん一いち！　戻ってきなさい！　早く！」

「何よりも淡あわい色しき彩さいが相応ふさわしい──っと、ただいま」

　いつもより怒いかり気ぎ味みのイタチさんに肘ひじで小こ突づかれ、僕ははっと我われに帰った。友人の前で同じクラブの仲なか間まがほいほい放心してりゃ、恥はずかしく思うのも当然か。気を付けよう、と自じ戒かいする僕をじろっと睨にらむと、イタチさんは美み生うさんへと向き直った。

「ごめん美生、それで、どこに気を付けたらいいのかな」

「えっ？　ええとですね、家から数えて四番目の蔵くらなのですけど……。先せん祖ぞ代だい々だい、封ふう印いんされているのです。多た々た羅ら木ぎ家けの御ご先せん祖ぞ様さまが、化ばけ猫ねこの力で危険な妖よう怪かいを封ふうじたとか聞きますが」

　そう言って眉まゆをひそめると、美生さんは「私もよくわからないんですよね」と小さく笑った。しかし封印された蔵と来ましたか。さすが異い能のうの力の伝つたわる旧きゆう家か、もう何でもありである。

「……普通の家にはあんまりないよね、そういうの」

「ああ、お家によって服の畳たたみ方が違ちがうようなものですよね。では参まいりましょうか」

　勝かつ手てに納なつ得とくしつつ、美生さんは付つく喪も神がみ捕ほ獲かくに歩き出す。その後に続いたイタチさんが「ちょっと違うと思うなあ……」とつぶやいていたが、それには僕も同感だった。




　　　　＊＊＊




「暴れるな！　つーか擂すり粉こ木ぎが飛ぼうとするな！」

　鶏にわとりのような羽根を羽ばたかせるバット状の妖怪の胴どうを摑つかんで、細長い桐きりの箱はこにぐっと突つっ込む。はみ出た羽根の先を無理矢理押し込み、すかさず蓋ふたをあてがえば、紐ひもを持ってスタンバイしていたイタチさんが木箱を蓋ごと十じゆう字じに縛しばってくれた。と、振しん動どうしていた箱があっという間に沈ちん静せい化かする。よし、と満足げに息いきを吐はきつつ、僕は木箱を持ち上げた。

「イタチさん、こいつで最後？」

「えーと……うん、そうみたいだね。もう箱は一つも残ってないし」

　あたりを見み渡わたしながらイタチさんがうなずく。確かに、さっきまで空の木箱が散さん乱らんしていた蔵の前には、今は何も残っていない。ちょうどその時、先に捕つかまえたのを片付けていた美生さんが蔵から出てきたので、僕は「終わったよ」と抱かかえた木箱をぽんぽんと叩いた。

「これ、棚たなの空あいてるところに積んでおけばいいんだよね？」

「え？　ええ、はい……！　ああ、ありがとうございます、本当に助かりました！」

　ぺこぺこと頭を下げまくるお嬢じよう様さま。そこまで感謝しなくても、と苦く笑しようしていると、美生さんはふとおずおずと視し線せんを上げた。

「あの……クズリさんも白しら塚つかさんも、お時間はございますか？　せっかくお手て伝つだいいただいたのですから、お茶くらいはお出ししたいのですが……」

　それを聞き、僕はイタチさんと顔を見合わせる。稲いな葉ば先生は今日の午後ならずっと部へ屋やにいるって言ってたから、そんなに急ぐ必ひつ要ようはない。せっかくだから呼ばれていこうか、とうなずき合えば、美み生うさんはぱあっと明るい笑えみを浮かべた。おお。

「──やっぱ美生さんって笑ってるほうが綺き麗れいだな」

「え？　白塚さん、きゅ、急にニャにを……？」

「真しん一いち。また心の声が漏もれてる」

「前まえ髪がみあげてたほうが絶対に──へっ？　あ、ごめんなさい」

　イタチさんの指し摘てきに頭を下げる。顔を赤くした美生さんは「母家おもやの縁えん側がわ、中庭へおまわりになってお待まちくださいね」と言い残して去さってしまった。

「うーん。ほんとのこと言っただけなんだから、そんなに照てれなくてもいいのに」

「あれ、言われたほうはすごく恥はずかしいんだからね。真一の場合、お世せ辞じじゃなくて完全に本気で言うから、なおさら。正直なのは、真一のいいところなんだけど……」

　なぜかイタチさんまで照れていた。ほんの少しだけムッとしているようにも見えるその顔は、無む論ろんこの上なく可愛かわいかったが、さすがにそれを口にすると怒おこられる気がした。




　その後、木き箱ばこを片かた付づけた僕らは、縁側へと向かった。内側から見ても立りつ派ぱな門を臨のぞみながら雄ゆう大だいな屋や敷しきをぐるりと迂う回かい。門や蔵から見れば屋敷の裏うら側がわにあたる一角、つまり中庭へと足を踏ふみ入れると、何本もの桜さくらが豪ごう奢しやに咲さき乱みだれており、僕らはしばし圧あつ倒とうされた。

「わあ……凄すごいね、これ」

「うん。中庭って規き模ぼじゃないよなあ」

　二人揃そろって息いきを吞のみつつ、黒木造りの縁えん台だいに腰こしを下ろす。建物は多いし庭は広いし桜は凄いし、いちいち大たい層そうな家である。そりゃ封ふう印いんされた蔵もあるって話ですよね、と妙みような具ぐ合あいに納なつ得とくしつつ、僕は「あのさイタチさん」と心持ち小声で尋たずねた。

「禁きん断だんの四番蔵って見に行った？」

「あ、うん、ちょっとだけね……。中の妖よう気きは漏もれないようになってるみたいだけど、危ない気け配はいはすごく感じたよ。何かがいるのは確かだと思う。真一は？」

「……壁かべに耳を付けてみたら、大おお勢ぜいが歌ってるのが聞こえた」

「歌？　どんな内容？」

「すぐ離はなれたから、それは何とも。なんかノリは宗しゆう教きようっぽかったけど」

「ふーん……。どんな妖怪がいるんだろうね」

　興きよう味み深ぶかげに首を捻ひねるイタチさん。経ふみ島しま先せん輩ぱいか奈な良ら山やまにでも聞いてみようか、などと話していると、軽やかな声が投げかけられた。

「お待またせいたしました」

　その声に振り返れば、美み生うさんがお盆ぼんを手に立っていた。お盆の上には古びた茶ちや碗わんや丸っこい容器、お皿さらに盛もられた丸い和わ菓が子しに小振りのポット、そして竹でできた泡あわ立だて器みたいなものと巨きよ大だいな耳かき状のもの（名前がわからないんです）が並んでいる。

　おお。てっきり緑茶かコーヒーだと思っていましたが。

「抹まつ茶ちや？」

「ええ。……あ、もしかしてお嫌きらいでしたか？」

　お盆をそっと縁えん側がわに置くと、美生さんは申もうし訳わけなさそうに口くち元もとを押さえる。いちいち動作が上じよう品ひんだなあと感心しつつ、僕は「全然」と手の平を振って笑った。

「好すき嫌きらい自体ほとんどないし、ありがたく頂いただきます。あ、イタチさんは？」

「あたし、飲んだことなくて……美味おいしいの？」

　期待と不安の入り交まじった問といかけに、僕は美生さんと顔を見合わせた。たぶんまずくはないと僕が言うより早く、美生さんはにっこり笑って「美味しいです」と言い切った。

「クズリさんの初めてのお抹茶でしたら、私、責任重大ですね」

　嬉うれしそうにつぶやきながら、美生さんは耳かきもどきでお茶の粉こなをすくって茶碗に移す。その動どう作さの淀よどみのなさに感心しつつ、僕は庭へと視し線せんを向けた。

「この桜さくらは凄すごいよね。家でお花見って聞いた時は驚おどろいたけど、納なつ得とくできた」

　実際、酔よっぱらいやゴミの溢あふれる公園なんかより、よっぽどいい環かん境きようだ。せっかく花見に帰国したのに、と美術室で愚ぐ痴ちっていた八や雲くもちゃんを思い出す。まだ近くのホテルにいるらしいし、呼んであげられたらいいんだけどなー。あと、凍こおらされたまま公園に放置されたあの爺じいさんは果はたして生きているんでしょうか。舞まい散ちる薄うす桃もも色いろを眺ながめつつ慈じ吾ご朗ろうさんの身みを案あんじていると、イタチさんが「そうそう、お屋や敷しきの中も凄かったよ」と真面目まじめな顔で口を開いた。ほー、それは気になる。僕は付つく喪も神がみの捕ほ獲かくでは庭担たん当とうだったので家には上がってないのだ。

「びっくりしたよ、真しん一いち。古くて綺き麗れいな簞たん笥すが、端はしから端までずうっと並んでる部へ屋やがあってね……。美生、あれって全部着物なの？」

「ええ、あそこは和服の部屋ですから。振ふり袖そでから訪ほう問もん着ぎから羽は織おり袴はかままで揃そろっています」

　そんなはずはないよねと言いたげな問いかけを、あっさり肯こう定ていするお嬢じよう様さま。ぽかんと絶ぜつ句くしたイタチさんを見つめると、美生さんはお茶を泡立てながら「そうです」とつぶやいた。

「クズリさん、よろしかったら着てみます？　興きよう味みがお有ありのようでしたし」

「え、ほんとに……？　あ、ううん、いいよ。悪いし」

「そんなことありません。着物はこまめに袖そでを通さないと化ばけると言いますしね、白しら塚つかさん」

「いや、それは迷めい信しん──でもないか。でもないね、うん」

　ついさっきまで付喪神を追い回していたことを思い出し、僕は苦く笑しよう混まじりにうなずいた。道具が化ける理由はよく知らないが、使われる回数が減へったと愚ぐ痴ちりだしたダンベルなんかもいたわけで、美生さんの言うことにも一いち理りある。そう、そして、それに何よりも──。

「僕はイタチさんの着物姿すがたが見たいなあ。すごく見たい」

　心の底から本ほん音ねが漏もれた。異い様ようにうっとりしたその一声に、二人の少女が顔を見合わせた。あらあら、と楽しそうに口くち元もとを隠かくす美み生うさんの傍かたわらで、イタチさんは「……っ！」と絶ぜつ句くしていたが、ややあって上うわ目め遣づかいの視し線せんを僕へと向けた。

「ね、真しん一いち。ほんとに……？」

「もちろん！　秋祭りで浴衣ゆかた見たけどさ、めちゃくちゃ綺き麗れいだったし。きっと似に合あうと思うんだ。あ、いや、別に今の服ふく装そうが嫌いやとかじゃなくてね！　イタチさん、制服でも可愛かわいいし！　袖そでから覗のぞく白い手首、短めのスカートから伸びる足のライン、そして風にふわりと揺れる青い襟えりと鎖さ骨こつと髪かみのコントラストと来たらこれがもう最高すぎるほど最高で僕は正しよう気きを保たもつのが」

「わ、わかったよ！　わかったから──ねっ！　ほら、美生が見てるから！」

「まあ、これがあの有ゆう名めいな……あ、申もうし訳わけありません！　すぐに席せきを外はずしますので！」

「え？　そ、そういうことじゃないよ！　変な気を回さなくていいから！　残って美生！」

　お盆ぼんで顔を隠かくして引き下がろうとする美生さんを、イタチさんは必ひつ死しに呼び止める。真っ赤な顔での懇こん願がんを受け、気き遣づかいに満ちたお嬢じよう様さまは意外にすんなり帰ってきた。荒あらげた呼こ吸きゆうを落ち着けている僕を珍めずらしげに眺ながめると、美生さんは再ふたたびイタチさんへと話しかけた。

「ほんとに気き兼がねなさらなくていいんですよ。着付けは私が手て伝つだいますし、男物もありますから白しら塚つかさんとお揃そろいで……あ、そうです、野の点だてもいいですね」

「のだて？　何それ？　妖よう怪かい？　ひっふー」

　深呼吸しつつ尋たずねれば、イタチさんが恥はずかしげに「外でのお茶会のことだよ」とつぶやいた。へえ、そうなんだ。しかし、こういう現代語解説は前は僕の担たん当とうだったんだけど、最近逆転されつつあるような。どんどん役立たずになっていく白塚真一の明日はどっちだ。

「ええ、クズリさんの仰おつしやるとおりです。ほら、蔵くらから出した茶ちや釜がまも、茶さ道どう部ぶにお貸しする前に一度使っておきたかったですし、ちょうどいいかなと思いまして。ね？」

　そっと手を合せ、美生さんが嬉うれしそうに笑う。兄の帰き宅たく前まえに付つく喪も神がみの捕ほ獲かくを終わらせたことでテンションが上がっているのか、いつもの数倍押しが強い。結果、もともとまんざらでもなさそうだったイタチさんが「じゃあ、お願い」と苦く笑しようするのは時間の問題であった。わーい着物だ、と内ない心しんで喜よろこびつつ（まあ顔には出てましたが）、僕はひょいっと片かた手てを挙あげた。

「そうだ、美生さん。せっかくだし、みんな呼んでもいいでしょうか」

「……みんな？」

　誰だれのことでしょうかと言いたげに、抹まつ茶ちやをイタチさんに勧すすめていた美生さんが首を傾かしげる。僕は「雪女の八雲ちゃんは知ってるよね」と頭を搔かいた。

「あの人、落ち着いた花見がしたいって言ってたから、ここなら喜ぶかなって思ってさ。で、どうせなら美術部とか生徒会の人、それに滝たき沢ざわさんとライカあたりも呼んじゃえばって」

　どうかな、と尋たずねるまでもなかった。ふんふんと聞いていた今日のホストの表情がぱっとほころび、掌てのひらがパンと打ち合わされる。

「いいですよ。いえ、いいですね！　うん、すごく楽しそう！」

「ほんとに？　ありがと、美み生う」

　僕の代わりにイタチさんが答えた。僕はちょっと遅おくれて「ありがとう」と頭を下げると、さっそく携けい帯たいを取りだした。えーと、まずは八や雲くもちゃんか慈じ吾ご朗ろうさん……って、よく考えたらあの夫婦の連絡先なんか聞いてないぞ。まあいいや、こういう時は経ふみ島しま先せん輩ぱいだ。あの人ならきっと話を広げてくれるはず。勝かつ手て極きわまる信しん頼らいに基もとづき、僕は通話ボタンを押した。呼び出し音が数回響ひびいた後、唐突に「電話は掛けてくるなって言ったでしょう」と重い声が耳に届とどいた。

「私も、やり直せるものならやり直したい。だけど私たち、住む世界が違ちがいすぎるのよ。貴方あなたは世界を股またに掛ける証しよう券けんマン、そして私は木もく星せいのガス雲で生まれたゲル状生命体」

「どんなカップルだ！　──って、しまった！　受け流すつもりがついツッコミを！」

「ぬははは今日も私の勝ちのようだねヴァンクリフ警部！　次は十八番ホールで会おう！」

　とどろき渡わたる勝ち誇ほこった声。だからあんたは結けつ局きよく誰だれなんだと突つっ込みたいのは山々だが、それだと話が続かない（そもそも始まってさえいない）。僕は必ひつ死しに心を落ち着かせると、ようやく「先輩、今からって暇ひまですか？」と切り出した。そんな僕を見て苦く笑しようすると、イタチさんは抹まつ茶ちやの茶ちや碗わんを手にしたまま、美生さんへと話しかけた。

「ここに豊ゆたかと二人だけで暮くらしてるんだよね。掃そう除じとか大変じゃない？」

「そうですねえ。三月までは通いの家か政せい婦ふさんがいらっしゃったのですが、ご家族の事情で引っ越こしてしまわれて。祖そ父ふの代だいからお世話になっていた方で、家事は万ばん能のうな上、多た々た羅ら木ぎの血ち筋すじのこともご存知だったので、私も兄も色々と助けていただいたのですが……」

「へえ。代わりの人がいればいいんだろうけど……そんな人、なかなかいないもんね」

　同情しているのだろう、イタチさんがしみじみつぶやく。美生さんはこくりと首を縦たてに振ったが、すぐに「あ、そうでした」と付け足たした。

「兄と二人だけというわけではないんでした。もう一人、男の子が」

「男の子？　……弟さん？」

「いいえ、そもそも人間なのかどうか……。たまに障しよう子じの向こうを横切ったり、夜中に寝しん室しつの端はしに黙だまって立っていたりするだけなので、ちゃんとご挨あい拶さつしたことはないんですよね。荒あれ鴉がらすのベリーがいた間は姿すがたを見せなかったのですが、最近また出始めたようで」

「え。なっ、何それ……！　妖よう怪かい？」

　嬉うれしそうに語る美生さんと対たい称しよう的てきに、イタチさんの顔が不安と恐きよう怖ふに染そまっていく。そりゃそうだろう、明らかにホラーじゃないですか。しかし肝心のお嬢じよう様さまはと言えば、慣なれているのかズレているのか「そうみたいですね」とけろりとうなずいた。

「調べてみたら、『座ざ敷しきわらし』っていう妖怪さんみたいです。兄は『実じつ害がいがないなら捨て置け』と言ってますし、幸しあわせを招まねいてくれる存そん在ざいと聞きましたから、私も別にいいかなって」

「ああ、危ない妖よう怪かいじゃないんだ。ならいいよね」

　実にあっさり納なつ得とくするイタチさんである。いいのか。

「でしょう？　多た々た羅ら木ぎ家けが今までこの屋や敷しきを維い持じできているのも、あの子のおかげかなって思うんです。たまにトラブルもありますし、困こまりごともないわけではないですが、概おおむね安あん泰たいですから。それにほら、子供を追い出すのも可哀かわい相そうでしょう？」

「うん、それはそうだよね」

　安心して語り合う二人の少女。僕としては、福ふくを招まねこうが見た目が子供であろうが、深夜に無む言ごんで枕まくら元もとに立つようなものとは同どう居きよしたくないのだけれど、この人たちはなんと心が広いのだろうか。自分の狭きよう量りようさに呆あきれつつ、僕は先せん輩ぱいへの連絡を終えて電話を切った。

　そして「先輩、適てき当とうに声かけて今から向かうってさ」と告つげようとした時だ。

　──ドンドンドンドンドン！

「頼たのもおおおおおおおおうッ！」

　凄すさまじい勢いきおいで門が叩たたかれ、同時に割われんばかりの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。ノックなんて生なまやさしいもんじゃない。岩いわか何かで扉とびらを殴なぐりでもしなければ、こんな音は出やしない。

「にゃっ……また来た！」

　瞬しゆん間かん、びくん、と美生さんの体が震ふるえて縮ちぢこまる。慌あわてて友人を守るように寄り添そったイタチさんが「またって、よく来るの？」と声をかけると、怯おびえる少女はこくりとうなずいた。

「春休みになってから、ほとんど毎日なのです……！　インターホンも鳴らさずに、ああして乱らん暴ぼうに……！　兄は『相手にするな』の一点張りですけど、私、怖くて……」

「滅め茶ちや苦く茶ちやだな。嫌いやがらせってことか？　でも、なんでこの家に？」

　聞いてる限りは借金取りか暴力団みたいなやり口だが、因いん縁ねんを付ける理由がわからない。失礼と思いつつ尋たずねてみると、うろたえっぱなしの美生さんは慌あわてて首を左右に振った。

「そこがわからないから怖こわいんです……。『天てん狗ぐのプライドを掛かけて勝しよう負ぶしてもらうぞ』とか言われても困りますし──それに、門もん柱ちゆうのカメラで見たら、これが尋じん常じようじゃない格かつ好こうなんです！　春先とは言え、マントとトランクスだけなんて絶対に普通の人じゃありません！」

「……てんぐのぷらいど？」

「……それに、マントとトランクス？」

　僕とイタチさんの脳のう裏りに、同時にとある男の顔が浮かんだ。言われてみれば、今の声にはどこか聞き覚えが──。

「おーい、今日こそ勝負してもらうぞ！　多々羅木家の武ぶ勇ゆう伝でんを聞いて腕うで試だめしに来た相手に、その対応はないだろうがコラー！　木この葉は天てん狗ぐの求ぐ道どう丸まるを舐なめんじゃねえぞ！」

　あ、どうやら当たりらしい。まだこのへんにいたのか、あいつ。

　僕らは長い溜ため息いきを吐つくと、二人で同時にブラウス越ごしの小さな肩をそっと叩たたいた。え、と顔を上げる美み生うさんにイタチさんが「大だい丈じよう夫ぶ」と声をかける。続いて僕があの馬ば鹿かの素す性じようを説明しようとすれば、

「いい加か減げんに開けろってのに、看かん板ばん貰もらっちまうぞ──ん？　何だ、扉とびらが開いてるじゃねえか。なるほど、入ってこいってこったな！　よおーし、お邪じや魔まします！」

　自じ称しよう奈な良ら山やまの弟で子しの声と足音が、それはもう元気良く響ひびいた。

「……え、うそ？　入ってきた？」

「あ！　そう言えば、お二人をお招まねきした後、扉の鍵かぎを掛けていなかったような……！」

　蒼そう白はくな顔の美生さんが口を押さえて立ち上がり、慌あわてて走り出した。僕とイタチさんもその後を追う。音の出で所どころにあたる玄げん関かんは、この縁えん側がわから見ればちょうど屋や敷しきの裏うら側がわ。様よう子すが全然見えないことをもどかしく感じる間もなく、元気な声が再ふたたび響く。

「お？　こっちから幽かすかな妖よう気きが……？　ふんふん──ほほーう、この蔵くらの中か！　ってことは家や主ぬしもこの中ってことだな！　おもしれえ！　さあ出てこい！」

　極きわめて短たん絡らく的てきな思考に基もとづく発言、そして炸さく裂れつする破は壊かい音おん。それに続いて聞こえてきたのは再び解放された付つく喪も神がみたちが大喜びで飛び出す音だろう。しかも多い！

　……ええと、さっきは十匹ほど逃げ出しただけであの騒さわぎだったわけで、壁かべをぶち抜くような衝しよう撃げきを受けたなら確かく実じつに蔵の中のほとんどの箱はこはひっくり返ったろうから……。

「なんだか、何が起こっているのか考えたくなくなってきました」

　隣となりを駆かける美生さんが、真まっ青さおな顔でつぶやいた。それは同感。イタチさんは一声「急ごう」と短く叫さけぶと、走るスピードを一いつ気きにあげたが、今さら急いでも仕し方かたない気がした。

　実際、蔵の前に到着した僕らが見たのは、

「おおっ、遂ついにお出ましか多た々た羅ら木ぎ一族！　当とう主しゆは代だい々だい剣けん術じゆつ使づかいの男と聞いてたが……なんだ、それっぽいのはいねえな。まあ何でもいいか！」

　喜き々きとしてファイティングポーズを取る金色の目の馬ば鹿かと、その周しゆう囲いを賑にぎやかに駆け回る無む数すうの付喪神たちの姿すがただったわけで。ああ。三者三様のポーズで打ちひしがれる僕らを前に、今日も元気な求ぐ道どう丸まるは嬉うれしげにマントを脱ぬぎ捨てると、太い眉まゆを「ん？」とひそめた。

「イタチの姉さんに白しら塚つか真しん一いち？　あー、あいにく俺は一度戦たたかった相手とは拳こぶしを交まじえない主義なんだ。というわけで今日の相手は多々羅木家のお前！　さあ、いざ勝しよう負ぶ！」

「にゃっ？　わ、わ、わ、わ、私ですか……っ？」

　まさかそんな用よう件けんとは思ってなかったのだろう（そりゃそうだ）、美生さんは激はげしく動どう揺ようするが、そんなもんで動じる求道丸ではない。なにしろ経ふみ島しま先せん輩ぱいと江え戸ど橋ばしさんという文ぶん系けいカップルに問もん答どう無む用ようで殴なぐりかかった男である。相手がおろおろ怯おびえる女の子であっても容よう赦しやするはずが──と思っていると、案あんの定じよう「さあっ！　さあさあ！」とか叫びながらごつい拳を握にぎりやがった。この一方的な態たい度ど、紳しん士し的てきで落ち着いたお師し匠しよう様さまとはなんかもう雲うん泥でいの差さだ。

「ちょ、ちょっと求道丸！　こんなことしちゃ駄だ目めだよ！　ね？」

「イタチさんの言うとおり！　つーかお前、奈な良ら山やまからいったい何を学んで──いてっ！」

　大おお口ぐちを開けた鉄てつ瓶びんの妖よう怪かいに足を嚙かまれ、僕は説得を中断して悲鳴を上げた。慌あわててそいつを振り払はらえば、後頭部に銅ど鑼らの妖怪が食らい付いてきた。イタチさんはシーツみたいな妖怪にまとわりつかれてもがもがやっているし、美み生うさんはおろおろしっぱなしだし、求ぐ道どう丸まるは体を小刻きざみに揺らしてゴングを待まっているし、何だかもう大騒さわぎである。

「ぷはっ！　真しん一いち、とりあえずこの付つく喪も神がみを何とかしないと……！」

「あ、うん！　このままじゃこいつら、屋や敷しきの外にも逃げかねないし」

　銅鑼にヘッドロックを仕し掛かけつつ、僕はうんざり首を振った。問題は周しゆう囲いの百ひやつ鬼き夜や行こうを全まつたく気に掛けずに身構えているあの馬ば鹿かだけど、あいつには少々痛いたい目を見てもらおう。というわけで僕は、にゃーにゃーとテンパる美生さんに「やっちゃえば？」と促うながした。

「やっちゃう？　戦たたかえと仰おつしやっているのですか……？　無理です、兄じゃあるまいし！」

　千ち切ぎれるんじゃないかという勢いきおいで美生さんは首を左右に振る。「話がわかるじゃねえか白しら塚つか真一」と白い歯はを見せて笑う求道丸を無む視しし、僕は震ふるえる肩を励はげますように叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶ。たぶん美生さんなら圧あつ勝しようだ」




　で、五分後。

「──参まいりましたあッ！」

　相変わらず百鬼夜行状態の続く多た々た羅ら木ぎ家けの庭にて、トランクス一いつ丁ちようの屈くつ強きような男が庭石に頭をがっつんがっつん叩きつけていた。その前には、左目をぼんやり発光させた髪かみの長い少女が一人、おろおろと佇たたずんでいる。

「あ、あの……やめてください、そんな」

「一いつ見けんして、妖よう気きも弱いし鍛きたえた体でもないと、そう侮あなどっておりましたが！　まさか俺が一発も入れられないまま──いや、足の指一本動かせないまま討うち果たされるとは！　数々の無ぶ礼れい、心より──心より、お詫わびいたします！」

　ブラウス姿すがたのおっとりした勝者の声に耳を貸さず、鍛きたえ上げた体で土ど下げ座ざを続ける半はん裸らの怪かい人じん。その周りでは道具の妖怪がわらわら元気に駆かけ回る。ものすごいシュールな構こう図ずである。

　──一いち応おう解説しておくと、この二人の勝しよう負ぶは始まるのと同時にあっけなく終わった。

　化ばけ猫ねこ譲ゆずりの美生さんの左目は、視し界かいに入ったものを自在に操あやつる力を持つ。資し質しつの問もん題だいか練習不足か、一人までしか固定できないらしいが、それでも充分大した能力だ。

　で、対する求道丸は、基き礎そ体力こそハイスペックではあるが、近づいて殴なぐるしか能がない。相手が身しん体たい能力強化を使う多々羅木の兄なら、力の天てん狗ぐと技わざの多々羅木の一いつ騎き打うちになったんだろうけど……今回は明らかにカードの相あい性しようが悪すぎた。グーでパーに挑いどむようなもんだ。

　というわけで、二人が向かい合い、美生さんの左目が緑に光った瞬間にもう勝負は付いていた。求道丸が空間に磔はりつけにされて、それでおしまい。正確には、ギブアップを認めない相手に業ごうを煮にやした美み生うさんが、「えいっ」と求ぐ道どう丸まるの首と腰こしをゴキリと半回転させてようやく決着したのですが、要ようするに挑ちよう戦せん者しやの完敗だったのでした。強いぞ我われらの猫ねこ娘むすめ。

「ですから、私はそんな……それより、そろそろ頭を上げてくださいませんか？」

「おお、勝利に驕おごらず敗者を労いたわるとは──！　これぞ誠まことの強者の姿すがた！　痛いたみ入ります！」

「いえ、そろそろ庭石が割われてしまいそうなので。替かえると高いんですよね」

　意外にドライな美生さんである。もっとも求道丸には言こと葉ばの後半は届とどいていなかったようで、「はいっ」と叫さけんで顔を上げた。太い眉まゆの下、ただでさえ金色の瞳ひとみがヒーローに憧あこがれる子供のようにキラキラ輝かかやいており、言っちゃなんだがいい顔だ。

「自分の力をひけらかさず、驕ることもせず、常つねに謙けん虚きよなその姿し勢せい……この求道丸、骨ほねの髄ずいまで感服しました！　どうか、どうか師し匠しようと──いや、師匠は是ぜ害がい坊ぼうお一ひと方かただけと決めていますから──ならばそう！　『姉あね御ご』と！　姉御と呼ばせていただきたい！」

「にゃっ？　あっ、あ、姉御……ですか？」

　きょとんとした顔のまま、美生さんが絶ぜつ句くした。求道丸は満面の笑えみでそれにうなずくと、城じよう主しゆに謁えつ見けんする武将のように片かた膝ひざを付き、再ふたたび静しずかに頭を下げる。また面めん倒どうなのに懐なつかれたなあ。美生さんに同情しつつ、僕は手にしていた数珠じゆずの妖よう怪かいを木き箱ばこに押し込んだ。

「よいしょっと。イタチさーん、あと何箱くらい残ってる？」

「え？　ええとね、一、二、三……ああっ、もう！　たくさん！」

　すっかり慣れた手つきで蓋ふたをしつつ尋たずねれば、蔵の中で湯飲みを追いかけていたイタチさんが疲つかれた声を返してくる。僕はうんざりした溜ため息いきをこぼすと、半はん裸らの背中に声をかけた。

「おい求道丸。そっちの話が終わったんならちょっとくらい手て伝つだえよ」

「あん？　白しら塚つか真しん一いち、なんで俺がお前の命令を」

「……手伝ってくださらないんですか？」

「いえ姉御！　滅めつ相そうもありません、喜んで！」

　ははーっ、と一礼する求道丸。その対応の差は何なんだ。「僕も一応お前に勝ったことはあるんですが」とつぶやけば、金色の三白眼に睨にらまれた。

「師匠に聞いたぞ。あの時の金かな縛しばり、あれ、たまたまそこにいた妖怪って話じゃねえか。まあ、勝しよう負ぶの条じよう件けんをちゃんと決めなかった俺も悪いから、今さらどうこう言うつもりはねえが」

「なんでもいいから手伝って！　この調ちよう子しだと日が暮くれるよ！」

　蔵の中から響ひびいたイタチさんの声が、天てん狗ぐの言葉を打ち切った。求道丸は「失敬」と頭を下げ、目の前を駆かけ抜けた擂すり鉢ばちを追って走り出す。そして僕が美生さんと顔を見合わせ、

「正直、もうちょっと人ひと手でが欲ほしいよね」

　そう肩をすくめた時だ。軽やかなチャイムが多た々た羅ら木ぎ家けの庭に鳴り響き、

「どうもー。お呼びに預かり、奇き麗れいどころを集めて参さん上じようしました『雪ゆき女おんなと花はな見みし隊たい』でーす」

「爺じじいもおるぞー。いやあ、美生ちゃんちで花見とは、生きてて良かったのう、八や雲くも！」

「付いて来なくていいといったでしょう！　やっぱり凍こおらせておけばよかった……！」

「まあまあ」

　聞き覚えのある声がわいわいと聞こえた。──あ、人ひと手でだ。




　　　　＊＊＊




「……ふへー、疲つかれた」

　ほっと大きな息いきを吐はき、僕は縁えん側がわに腰こしを下ろした。いつの間にか日は沈しずみ、時じ刻こくは夕方を通り越こして既すでに夜。視し線せんを空から落としてみれば、多た々た羅ら木ぎ家け自じ慢まんの桜さくらが電気仕じ掛かけの灯とう籠ろうで上じよう品ひんにライトアップされていた。

「いやあ、夜よ桜ざくらもいいもんだね」

「うん、確たしかに──って、ああ、奈な良ら山やまか。どこ行ってたんだ」

　座すわったまま尋たずねると、ふらっと現れた友人は「ちょっと庭とか蔵くらとかね」と微笑ほほえんだ。長く縛しばった後ろ髪がみを春風に揺らしながら、桜並なみ木きをバックに立つ着流し姿の奈良山はなんだか異い様ように絵になっていた。正しよう直じき僕ぼくとは大おお違ちがいだな。思ったままを口から漏もらせば、年ねん齢れい不ふ詳しようの同どう級きゆう生せいは「参まいったなあ」と肩をすくめた。

「今はほら、白しら塚つかも同じような衣い装しようだろ。流れで『じゃあみんなで着物を着よう！』ってことになったんだからさ。それに俺と白塚じゃ、背せ格かつ好こうもそんなに変わらないと思うけど」

「でも、やっぱ違うよ」

「格かくと実力は外がい見けんに如によ実じつに現れますからね」

　唐とう突とつに切り込む無情な言こと葉ば。ほっといてくださいよと視線を向けた先、庭の縁えん台だいでは、艶あでやかな着物の美人が僕を見ながら鼻で笑っていらっしゃった。

「馬ま子ごにも衣装とは言いはしますが。貴方あなた、売れない落らく語ご家かの弟で子しのようですわね」

「そう言う稲いな葉ば先生は大おお奥おくのボスみたいですね。さすが九きゆう尾びの狐きつね」

「もう一度言ってみなさい」

　紅あかい瞳ひとみがギラリと光る。反はん射しや的てきに「すみません」と謝あやまれば、振ふり袖そで姿すがたの稲葉先生は呆あきれたように首を振った。結ゆい上げた金きん髪ぱつはいつもと同じだが、赤と金の派は手でな着物はこの人持ち前のゴージャスな雰ふん囲い気きをしっかり補ほ強きようしており、要ようするに実じつに偉えらそうだった。いや、似に合あってないわけじゃないし、綺き麗れいなのは確かなんですけどね？　とか何とか内ない心しんで言い訳わけしていると、幕ばく府ふの黒くろ幕まくみたいな雰ふん囲い気きを漂ただよわせた大物妖よう怪かいは不満げに傍かたわらの湯ゆ飲のみを取った。

「いつになっても絵を持ってこないと思ったら……。だいたい、花はな見みで酒さか盛もりと聞いたから足を運んでやりましたのに、いざ来てみれば付つく喪も神がみの捕ほ獲かくを手て伝つだえとはどういう了りよう見けんですか。詐さ欺ぎですわよ」

「まあ、無ぶ事じに済すんで良かったではないですか。それに酒盛りとは言っていませんが」

「お茶会って話だったっけ？　何でもいーじゃん、飲み食いできるのはいいことだ！」

　文もん句くをこぼす先生をなだめたのは、隣となりの縁えん台だいで休んでいた眼鏡めがねの青年と、豪ごう快かいに胸むな元もとをはだけさせた長身長ちよう髪はつの女性の二人。江え戸ど橋ばしさんと鱗りんさんの押し掛かけ夫ふう婦ふコンビである。

　江戸橋さんが選んだ（と言うか、女性陣じんによってたかって見み繕つくろわれた）服ふく装そうは、紫むらさきの羽は織おり袴はかまのフルセット。着流し一枚の僕とは対たい照しよう的てきなその重じゆう装そう備びは、気き苦ぐ労ろうの多そうな顔と相あいまって、なぜか「若わか年どし寄より」という言こと葉ばを思わせる。そんな彼に寄り添そう鱗さんは青の……まあ、登場時に着てたのとあんまり変わらないので、説明は省しよう略りやくということで。別にいいよね。

「あ！　そこの元もと旦だん那な、いまアタシをないがしろにしたな！」

「だって鱗さんの着物って何度か見たし──え？　いや、なんでわかったんですか！」

「蛇へびの勘かんは鋭するどいのさ！　必ひつ殺さつ、《アミメニシキヘビからの招待状インヴイテーシヨン・フロム・レテイキユレイト・パイソン》！」

　聞き慣なれない技わざ名めいとともに放たれた長い髪かみが、一いつ瞬しゆんで僕の顔に巻き付き、締しめ上げる。ぬっぺっぽう（太たい歳さいだっけ）を捕つかまえた「サイドワインデッドなんとか」とどこが違ちがうんですか、と突つっ込む暇ひまもない早はや技わざだ。もがもがと呼こ吸きゆう困こん難なんに苦しんでいると、「おー、さすが蛇！」と豪ごう快かいな声が飛んでくる。目鼻を塞ふさぐ髪を振りほどいてみれば、屋外用お茶会セットをテーブルごと肩に担かついだ求ぐ道どう丸まるの姿すがたがあった。

「髪の毛けを操あやつるとは面おも白しれえ。いずれお手合わせ願いてえな」

　鉄てつ瓶びんや茶ちや釜がまの並んだ机つくえを軽々と庭に下ろしつつ、素す肌はだに半はん纏てんをまとった天てん狗ぐは興きよう味み深げな視し線せんを蛇女によう房ぼうへと向ける。と、その後頭部にゴツンと酒さけ瓶びんの一撃が炸さく裂れつした。

「女は戦たたかう相手じゃないぞ、美人だったら尚なお更さらじゃ。わかったら支し度たくを続けんかい」

　諭さとすように語りつつ、ごんごんと天狗の頭を叩たたくのは作さ務む衣え姿すがたの慈じ吾ご朗ろうさんだ。求道丸は痛いたみを感じた様よう子すもなく「俺にはよくわかんねえなあ」と首を捻ひねりながら準じゆん備びに戻っていった。

「無ぶ粋すいな男じゃなあ。アレが美み生うちゃんに勝しよう負ぶを挑いどんだと聞いた時は肝きもが冷えたぞ。無ぶ事じで良かったが、もしあの白い肌はだに傷きずを負おわせておったならば、わしは即そく刻こく奴やつに毒どくを盛もったな」

「復ふく讐しゆうの手段が意外と陰いん湿しつなんですね」

「わっはっは、そう誉ほめるな小こ僧ぞう！　おーいお鱗さん、酒買うてきたぞー」

　なぜか自じ慢まんげにヒゲを弾はじくと、慈吾朗さんは買い出しの戦せん利り品ひんを庭に下ろした。中身は見事に酒ばかり。未み成せい年ねん所しよ帯たいの多た々た羅ら木ぎ家けには当然ながらアルコールがない。僕らは全然構わないのだが、老人と狐きつねと蛇がそれでは困ると主張しやがったのだ。

「とりあえずこれだけあれば足たりるじゃろ。しかし、嬢じようちゃんたちはまだかいな？」

「まあ、着付けに慣なれてないと時間が掛かかるのは仕し方かたないさね。アタシとキツネは先に終わったから出てきたんだけどさ」

　そう言って帯おびを叩いた鱗さんは、ふと嫌いやらしい含ふくみ笑いを漏もらし、男性陣じんを見回した。

「あのさ。すげえ華はなやかだったよ、着替え。下着姿の娘むすめたちがさあ、こう、みんなできゃいきゃいと。いやー、若い哺ほ乳にゆう類るいの肌って最高だよねえ。張はりがあって柔やわらかそうで──」

「な──な、なっ、何を急に！」

　真っ先に反応したのは、意外にも江え戸ど橋ばしさんだった。おやおや彼女のヌードを想そう像ぞうしちゃいましたか、と鱗りんさんに覗のぞき込まれ、堅かた物ぶつの生徒会長は真まっ赤かな顔を慌あわてて背そむけた。そこに真ま顔がおで詰つめ寄ったのは、作さ務む衣え姿すがたの爺じいさんだ。

「キツネさんと美み生うちゃんと輝ひかるちゃんについて詳くわしい報ほう告こくを求める」

「ふふふ、それはお金次し第だいね、お爺ちゃん」

　真しん剣けんな口く調ちようの爺さんを、鱗さんは楽しげにかわした。八や雲くもちゃんに聞かれたらまた怒おこられますよ、と呆あきれていると、蛇へび女によう房ぼうは小さな瞳ひとみを僕に向け、しゅるっと舌したを覗のぞかせた。

「ところで元もと旦だん那な。赫あか音ねとか輝とか、それに本ほん命めいのクズリのお話、聞きたくない？」

「もちろん。特にイタチさんを重点的におねが──むがっ！」

　脊せき髄ずい反はん射しやで口が動いた。すかさず口を押さえたが、時とき既すでに遅おそし。だだ漏もれした欲よく望ぼうをしっかり聞き取った鱗さんは「わかりやすいねー」と満足げにうなずく。その後ろでは、呆あきれかえった稲いな葉ば先生が、救すくいようのない馬ば鹿かを見る目を僕らに冷たく向けていた。思わず「違ちがうんです」と言いかけたが、考えてみれば全然違わないので何も言えない。結局、僕は、脳のう内ないに自動的に浮かぶ極ごく楽らく図ずを必ひつ死しに打ち消す作業を続けることしかできなかった。……あ、いや、こっそりライカに聞こうだなんて思ってないから！　羨うらやましいとは思ったけど！

　とか何とか心の中の誰だれかに必ひつ死しで反論していると、ふと、僕の隣となりに座すわっていながら全まつたく会話に加くわわっていなかった男が、ふと「おや」とつぶやいた。

「──噂うわさをすれば、だね」

　飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさないまま、奈な良ら山やまは屋や敷しきの中へ視し線せんを向ける。と、それに呼こ応おうするかのように、幾いくつもの衣きぬ擦ずれの音が、そしてどやどやと賑にぎやかな話し声が聞こえてきた。待まってました、と慈じ吾ご朗ろうさんの拍はく手しゆが響ひびく中、障しよう子じがガラリと引き開けられ、

「おー野や郎ろうども、待たせたな！　さあさあ宴うたげの始まりだ！　ヒャッハー！」

「だからさ経ふみ島しま、なんであんたはそんなにテンション高いのよ。ねえ八や雲くもちゃん」

「……ほんと、若いっていいですね」

　小こ袖そで姿すがたの小こ柄がらな少女を筆ひつ頭とうに、

「御み崎さきはいつも元気だもんね。あれ、どうしたの赫音？」

「あのさ、ノリで着替えてみたけど、ぼくはやっぱりこういのは似に合あわないんじゃ──」

「うー、わんわん」

「ライカちゃんの言うとおりです。よくお似合いですよ」

　着物姿の女性陣じんがぞろぞろと姿を現した。

　──おお、絶ぜつ景けい。

　春めいた薄うす桃もも色いろの着物（訪ほう問もん着ぎというらしい）を清せい楚そに着こなし「どうかな？」と少し不安げにこちらを見つめるイタチさんを目にした瞬しゆん間かん、僕の意い識しきは一いつ気きにオーバーヒートし、数十秒間記き憶おくが飛んだ。奈な良ら山やまが支ささえてくれなかったら庭石に頭をぶつけていたことだろう。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ、真しん一いち？　善よし人ひと、ありがと」

「いえいえ。ほら白しら塚つか、起きないと逆ぎやくに失礼だよ」

「──んあ？　ああ、ありがとう、助かった」

　友人に感かん謝しやしつつ、僕はぞろぞろと庭に下りつつある皆さんに目を向けた。もちろんイタチさん以外の皆さんも一いち様ように華はなやかで、その煌きらびやかさたるや、暗かった庭が一いつ気きに明るくなったようにさえ思えたほどだ。……いや、稲いな葉ば先生と鱗りんさんも確たしかに綺き麗れいな人なんですがね？

　で、その気持ちは僕以外の男性陣じんも同じだったようで。

「ほう……」

「うひゃあ、こいつは寿じゆ命みようが延びるわい。眼がん福ぷく眼福」

　江え戸ど橋ばしさんは絶ぜつ句くしていたし、慈じ吾ご朗ろうさんは満まん面めんの笑えみで口くち笛ぶえを吹いている。奈良山は、まあ、いつも通りだったけれど、どことなく嬉うれしそうな感じがしないでもない。そして求ぐ道どう丸まるはなぜか全力で法ほ螺ら貝がいを吹いていた。何かの祭まつりと勘かん違ちがいしてませんか君。

「おー、いいリアクションね。誰だれが誰を見て喜よろこんでるのかはともかくとして」

　そう言いながら江戸橋さんに歩み寄ったのは──髪かみを下ろしているもんで誰かと思ったが、眼鏡めがねと背せ丈たけから判断すると──経ふみ島しま先せん輩ぱいだ。小さな少女が「どう？」と小こ袖そでをひらひらさせれば、羽は織おり袴はかまの青年はもごもごとつぶやき、真っ赤な顔を空に向けてしまった。文ぶん末まつの「……と思う」の部分しか僕らは聞きとれなかったが、言いたいことはよく伝つたわってきました。
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「こいつ、この嗜し好こうさえなけりゃなあ。絶対勝ち目ねーじゃん、アタシとか」

「ほんとですねえ……」

　鱗りんさんがつぶやけば、美み生うさんがしみじみ同意した。意外と気の合う二人である。

「初うい々ういしい反応ですわね。可愛かわいらしいような、羨うらやましいような、むず痒がゆいような」

　椿つばき文もん様ようの留とめ袖そで姿すがたの八や雲くもちゃんが苦く笑しようしながら、縁えん側がわにそっと腰こし掛かける。着物姿は前も見たが、今日は髪かみを結ゆい上げているのでなんだかずいぶん雰ふん囲い気きが違ちがった。これはこれで可か憐れんだな、と見とれる僕の視し線せんの先、お団だん子ごに結った小さな頭を爺じいさんの手がそっと叩たたいた。

「お前も可愛いぞ、八雲。わしにとってはお前が常つねに一番じゃ」

「や、やめなさいもう、人前で──って、それを他の女を見ながら言いますかっ！」

　怒いかりとともに吹き抜ける零れい度どの北風が、慈じ吾ご朗ろうさんを凍こおり付かせる。と、その技わざの冴さえに唸うなりつつ、求ぐ道どう丸まるが「姉あね御ご」こと今夜のホストの前へ進み出た。

「姉御。お茶会の準じゆん備び、全すべて整えてございます」

「ありがとうございます、求道丸さん。……全部お任まかせしちゃってすみません」

　申もうし訳わけなさそうに笑う美生さんの着物は、昼間の洋服と同じ黄緑色。春の草原を思わせるシンプルな柄がらは、穏おだやかで控ひかえめなこの人にはよく似に合あっていた。

「美生って、やっぱり綺き麗れいだよね」

「うん……って、え？」

　真ま横よこから届とどいた声に振り向けば、イタチさんがすぐ隣となりにいた。いつの間にか庭に下りてきていたらしい。予想外のその近さに、肋ろつ骨こつを破やぶって飛び出そうな勢いきおいで心しん臓ぞうが跳はね、心の全てが持って行かれそうになる。と言うか九割ほど持って行かれた。ああ。

「イタチさんも──いや。イタチさんは──いや、イタチさんが綺麗だよ。すごく」

　僅わずかに残った思し考こう回かい路ろをフル回転させ、どうにかこうにかそれだけを口にする。それを聞いたイタチさんは「ありがと」とだけ言い、慌あわてて目を逸そらしてしまったが──ややあって薄うす赤い顔を僕へ向け、小さな声でぼそりと尋たずねた。

「……ほんとに？」

「もちろん！」

　光の速さで即そく答とうする僕。反応速度に驚おどろく妖よう怪かい少女にすかさず向き合うと、僕は小さな手を取った。思いっきり抱だき締しめたいのは言うまでもないが、さすがにそれは我が慢まんだ白しら塚つか真しん一いち！

「こんな噓うそなんか吐つけないし、そもそも噓を吐く意味がないよ。あ、いや、誰だれと比くらべてとか、見た目だけなのかとか、そういう話じゃなくてね？　イタチさんはさ──何て言うのかな──そう。全部いいんだよ」

　熱い思いを吐と露ろしつつ、ピンク色の袖そでから伸のびる手をきゅっと握にぎる。目の前で恥はずかしげに佇たたずむ少女が、今ここにいてくれるという事実に、僕は全力で感かん謝しやを叫さけんだ。

「……うー、わんわん」

「こらライカ。気持ちはわかるけど邪じや魔ましちゃ駄だ目めだ」

　呆あきれかえったその声が、僕の意い識しきを引き戻し、イタチさんの手を引っ込めさせた。見られてたのかと思いつつ振り返れば、赤い着物を凜り々りしく着こなした滝たき沢ざわさんと目が合う。その隣となりでは、長い髪かみのお姉さんが面めん倒どう見みの良さそうな笑えみを浮かべていた。

「おー、やっぱ滝沢さん格かつ好こういいなー。綺き麗れいで凜々しくて凄すごくいい」

「……だ、だからさ白しら塚つか、そういうのは要いらないってば。ぼくは別に……」

「そう言われても事実だからなー。なあライカ？　で、新あら井いさんだけ袴はかまなんですね」

「実はあんまり着たことなかったから、一度くらいはって思ってね」

　生徒会副会長は照てれた顔でそう言うと、紺こん色いろの裾すそをぽんと叩たたく。少しだけ恥はずかしそうな口く調ちようが可愛かわいいな、と口に出さずに思いつつ、僕は「あれ？」と首を傾かしげた。

「新井さんちって神社ですよね？　巫女みこさんの衣い装しようとか着ないんですか？」

「うん。うち、そういうのは基本的に姉が全部やってるから」

　肩をすくめる神社の娘むすめ。それを聞いたイタチさんは「お姉さん？」とつぶやいた。

「輝ひかるって、たしか妹さんもいるんだよね？」

「そうそう。噂うわさの美人三姉妹なわけよ」

「どこから出てきたの経ふみ島しま。だいたいね、そんな噂は聞いたことありませんから」

　いきなり顔を突つっ込んできた小さな人を、新井さんが冷ややかな顔で見下ろす。と、それを聞いた経島先せん輩ぱいは「ほほーう？」と嫌いやらしくニヤついて友人を見上げた。

「否ひ定ていしないってことは、自分が美人と自じ負ふしているということか！　どうよ蛇へび！」

「ちょっと哺ほ乳にゆう類るいだと思っていい気になっていやがりますね眼鏡めがね！」

　先輩の問といかけに、これまたどこからともなく現れた鱗りんさんが、グラスを片手にシャーッと吼ほえる。小さいのと大きいのの両方に威い嚇かくされた新井さんは「そういうことじゃないわよ」と首を横に振ると、なにげなく傍らのイタチさんに同意を求めたのだが、

「ねえ、クズリちゃん？」

「いいえ。副会長は綺麗だと思いますよ、少なくとも俺は」

　なぜか答えたのはたまたま通りかかった奈な良ら山やまだった。相変わらず居い場ば所しよの定まらない男である。で、そのまま立ち去さった天てん狗ぐを見送り、新井さんのほうへ振り向けば──あれ？

「新井さんは？」

「今までここにいたんだけどね……。あ、あそこ」

　イタチさんの指さす先、桜さくらの下に設えられた縁えん台だいへと目を向ければ、そこには確たしかに真まっ赤かな顔の新井さんの姿すがたがあった。興こう奮ふんした口く調ちようで稲いな葉ば先生に何かを報ほう告こくしているようだけど、あいにく声までは聞き取れない。急にどうしたんだろうね、とイタチさんがつぶやいたが、それは僕にもわからなかった。




　　　　＊＊＊




「だからね八や雲くもちゃん。私は別に何もないってば。ねえ経ふみ島しま──って、あれ？」

「経島なら、多た々た羅ら木ぎくんから鍵かぎを借りて書しよ庫こへ向かったぞ。貴き重ちような文ぶん献けんが一いつ杯ぱいだー、と、それはもう嬉うれしそうに叫さけんでな。手て伝つだおうとしたら追い返されたので、その後は知らんが」

「相変わらずね。仕し方かたないから代わりに証しよう言げんしてよ、江え戸ど橋ばし。私最近普通よね？」

「曖あい昧まいな質しつ問もんだな……。まあ、様よう子すが変わったようには見えないのは確たしかだが」

「半世紀を生きた雪ゆき女おんなの眼がん力りよくを甘あまく見てはいけませんわよ？　成せい功こうを祈いのりますわね」

「だーかーらー！　ま、まあ、意い識しきしてないわけじゃ、ないけど……ほら、少し気になるかな、くらいのことだし、先月にお返しもらってから何が進んだわけでもないし……ねえ？」




「ですからね、あの方向音おん痴ちの新人はいったいどれほど阿あ呆ほうなのかと、私はそう怒おこっているのです！　こちらは仕事を教えてやろうと職しよく員いん室しつで待まっているというのに、奴やつはいつもいつも遅おくれてきて『えらいすんません』の一ひと言ことだけですわよ？　全まつたく近ちか頃ごろの若い者は！」

「そりゃ酷ひどい。キツネさんの個人指し導どうが受けられるなら、わしは万ばん難なんを排はいして駆かけ付けるがなあ。その際さいはぜひタイトスカートでお願いしたい。軍ぐん服ぷくに鞭むちがあればなおベストじゃな」

「相変わらずあからさまな爺じじいですわね……。と言うか貴方あなた、軍人には恨うらみがあるのでは？」

「売るほどあるが、それとこれとは話が別じゃ。というわけで、もう一杯どうですかいな」

「注つぎなさい」




「え？　では、鱗りんさんって──え、江戸橋会長の、奥おくさん……なのですか？」

「あくまで設定上はね。ぞろっとした白いカーテンみたいの着て、アレの隣となりで教会で誓ちかったりしたわけじゃないから──ん？　あの装しよう束ぞくって何つーんだっけ？　エンドレスウォー？」

「えんどれす……？　もしかして、ウエディングドレスのことでしょうか？」

「あ、そうそう、それそれ！　ただ、旦だん那なと一いつ緒しよに住んでるとうっかり退たい散さん条じよう件けんクリアしちゃいかねないからさ、最近は一人暮ぐらしにも憧あこがれてるんだけど。これがなかなか難むずかしい」

「ああ。お料りよう理りやお洗せん濯たくが面めん倒どうなんですね」

「こらこら。これでも女によう房ぼう妖よう怪かいよ、生活力は人ひと並なみ以上さね。冬とう眠みんタイムも終わったから眠ねむ気けもないしさ。ただ、クズリやキツネみたいに生活費ひをひねり出す力がないもんで」

「ふうん……。あ、それでしたら、うちなんかどうでしょう？　離はなれは空あいていますし、家事を手伝っていただけると、私は助かります」

「お、マジで？　オッケー任まかせろ引き受けた！　メイド服でも割かつ烹ぽう着ぎでも着てやるわよ！」







「はい、お茶のお代わりどうぞ。それで滝たき沢ざわさん、犬いぬ神がみくんは何て？」

「ありがとう、奈な良ら山やま。──ライカが言うには、今の多た々た羅ら木ぎは昔むかしのぼくみたいだって」

「豊ゆたかと赫あか音ねが……？　どういうこと？」

「普通じゃない力があると、何かをしなくちゃいけない気になるってことだろうね。使命感とでもいうのかな。それに追いやられて視し野やは狭せまくなるし、いつの間にか極きよく端たんな行動を取っても気付かなくなる。──違ちがうかい？」

「ぼくもよくわかってないけど、奈良山の言ってることはだいたい正解だと思う。思い詰つめると、周まわりって見えなくなるから。……ただ、美術部は思い詰めなさすぎる気もするけど」

「やあ、これは手て厳きびしいね」

「ぼく、最初は呆あきれたから。命いのち懸がけで妖よう怪かい退たい治じしてるのに、なんでこんなに軽いんだって」

「うー、わんわん」

「そ、それはたぶん御み崎さきと真しん一いちのせいだと思う……」




　縁えん台だいで、庭先で、桜さくらの下で、あるいは簡かん易いのお茶ちや席せきで。

　ある人は恥はずかしげに、ある人は楽しそうに、またある人は飄ひよう々ひようと。

　お茶会だか酒さか盛もりだかわからないこの会が始まって小一時間、夜よ桜ざくらの舞まい散ちる庭園のあちこちで、和わ服ふく姿すがたの老ろう若にやく男なん女によが気の合う仲間と語らっていた。夜桜の舞い散る中に浮かぶその光こう景けいはとても華はなやかで楽しげで、どこを見ても顔がほころぶ。どこかの輪わに（できればイタチさんのいるグループに）加くわわればどんなに楽しいだろうなと、自然に思える。それはもう心の底から思える。にも関わらず。

「おいコラ聞いてるか白しら塚つか真一！　いいか、そん時、師し匠しようはだなあ！」

　……なぜ僕は庭の隅すみで半はん裸らの天てん狗ぐにからまれているのでありましょうか。

「さっき聞いたよ！　下級な種しゆ族ぞくと馬ば鹿かにされてきた木この葉は天狗を見下すことなく対等に扱あつかってくれて、感かん激げきしたお前は弟で子し入いりを誓ちかったんだろ？　だからさ、そろそろこの腕うでを」

「その通り、わかってるじゃねえか白塚真一！　なら次は一本ダタラと殴なぐり合った話を」

「全然人の話を聞いてないなお前！　そしてその話は五回目だ！」

　太い腕で首をがっしりホールドされながら、僕は悲ひ痛つうな叫さけびをあげた。

　ああ。着物姿のイタチさんとゆっくり話したいだなんて、そんな天国のような贅ぜい沢たくは望みはしない。新あら井いさんや滝沢さん、美み生うさんや八や雲くもちゃんあたりと楽しくお茶を飲みたいだなんて、そんな大それたことを言うつもりもない。稲いな葉ば先生や鱗りんさんとでも楽しいだろうし、江え戸ど橋ばしさん、奈良山の相あい手てでも全然オッケーだ。この際さい慈じ吾ご朗ろうさんかライカと一対一でも構わない。だからせめて、この暑あつ苦くるしい筋きん肉にく一いち代だい男おとこから解放してくれませんか！　重たい吐と息いきを漏もらしつつ、僕は庭を見み渡わたした。みんな結構うろうろしてるくせに、誰だれもこっちには来ないもんなあ。

「……あ、そうだ。なあ求ぐ道どう丸まる。大事な姉あね御ごにスケベな爺じいさんが近づいてるぞ」

「そこで俺は銃じゆう弾だんを摑つかみ取りながら……なぬ？　どこだ！」

「ほらほら、あそこ。守ってやんない──うわ」

　ものは試ためしとその一ひと言ことを発したとたん、いきなり体が庭に投げ出された。借り物の着物が汚よごれないよう土や砂すなを払はらって起き上がれば、着物の少女と談だん笑しようする作さ務む衣えの老人目がけ、庭を爆走していく求道丸の背中が見えた。おお、躍やく動どうする剝むき出しの背はい筋きんは意外と美しい。

「作戦成功。慈じ吾ご朗ろうさんすみません」

　小さな声で謝あやまりつつ立ち上がり、木製の縁えん台だいに腰こしを落ち着ける。ずっと摑まれていた首をトントンと叩たたけば、安あん堵どの溜ため息いきが自然と漏もれた。

「ふー、やれやれ。……もう、あの天てん狗ぐに酒飲ませたの誰だれだよ」

「自分で勝かつ手てに飲んじゃったみたいだよ。大変だったね、真しん一いち」

「ほんとに。求道丸も悪い奴やつじゃないんだけどさ──って、イタチさん？」

　今さらのように驚おどろく僕。と、気がつかないうちに隣となりに座すわっていた妖よう怪かい少女は、手にしていた小振りの茶ちや碗わんを僕へと差し出してくれた。

「はい。お茶会なのに、真一、まだお茶飲んでなかったよね？」

「あ、うん。ずーっと求道丸に捕つかまってたもんで……。ありがとう、イタチさん」

　細やかな心遣づかいに感激しつつ、僕は茶碗に手を伸ばした。どうぞ、と微笑ほほえむイタチさんの顔が、袖そでの長さに戸と惑まどう仕し草ぐさが、そして茶碗を受け取る瞬しゆん間かんにちょっとだけ触ふれ合った手の温ぬくもりが、やさぐれかけていた僕の心を一いつ気きに空色に塗ぬり替えていく。ああ幸せだ。

「──ありがとう。いただきます」

　再ふたたび一いち礼れい。今度はしっかり、心を込めて頭を下げ、そして濃のう緑りよくの液体を口に含ふくむ。と、ほどよい熱と爽さわやかな苦にがみが口の中にさあっと広がり、なんだか気持ちが落ち着いた。

「結構なお点て前まえで。おいしかったよ」

「どういたしまして。淹いれてくれたのは美み生うだけどね。ほんとは並ならんで座って飲むんだけど、とても無む理りですねって笑ってた」

　その様よう子すを思い出しているのだろう、イタチさんはくすりと微笑むと、騒そう々ぞうしく盛もり上がっている一いち団だんへと視線を向けた。散っていたグループがなんとなく再結集しはじめたようで、大きい人から小さい人までが桜さくらの下に大集合して騒さわいでいる。

「元気だよね、みんな……。真一、あたしたちも行こっか」

「うん──あ、いや。ちょっとだけ待って」

　イタチさんに促うながされるように腰を上げ、僕はそのまま立ち止まっていた。あの輪わに加くわわりたいのは言うまでもないが、今、自分の目に映うつっている風ふう景けいはすごく貴き重ちような気がして、なぜか視し線せんが動かなかった。これは──いい絵だ。

　年も背せ丈たけも種しゆ族ぞくも性別も職しよく業ぎようも体格もばらばらな人が（半分くらいは人じゃないんですが）、わいわいと楽しげに語らっているその光こう景けいを、僕は自然と心の中のスケッチブックに描かき写うつし始めていた。急に静しずかになった僕を見て、イタチさんがふいに苦く笑しようした。

「……そういうことか。真しん一いちだもんね」

「わかった？　そうそう、そういうこと。絵になってるなあと思ってさ。全体の構こう図ずもいいんだけど、みんながみんな綺き麗れいで格かつ好こういいんだよね──すごく。ただ、イタチさんと、それに経ふみ島しま先せん輩ぱいがいないのは残念だけど。それに、僕がいないほうがいい絵になるし」

「そういうこと言っちゃ駄だ目め」

　僕の言こと葉ばを断たち切るように、唐とう突とつに真しん剣けんな声が飛んできた。さっきまでとは違ちがう口く調ちように、写しや生せいを中断し声の方向へ顔を向けると、大きな瞳ひとみがまっすぐこちらを見つめていた。少し悲しげな顔で僕を黙だまらせ──そして同時に見み惚とれさせ──イタチさんはきっぱりと口を開く。

「あのね、自分を悪く言っちゃ駄目。あたし、そういうこと言う真一は嫌きらいだよ」

「えっ？　あ……うん。わかったよ。ごめん」

　予想外の語ご気きに押されつつ、どうにかこうにかそれだけを答える。と、それを聞いたイタチさんは、肩の力を抜き「わかってくれたらいいよ」と微笑ほほえんでくれたので、僕もほっと息いきを吐はいた。ああ、やっぱりこの人は笑え顔がおがいい。

　……だがしかし、その笑みに魅み了りようされた僕が何なに気げなく次の言葉を発した瞬しゆん間かん、

「じゃあさ、自分を悪く言わなけりゃ好すきってこと？」

「──え」

　イタチさんの顔がいきなり強こわ張ばった。

「なっ、何を……！　それはその……だから、あのね、うん、だけどほら」

　意味を成なさない言葉を無む秩ちつ序じよに漏もらしながら照てれた顔が真下を向き、袖そでから覗のぞく白い指がこれでもかとこね回される。その極きよく端たんに可愛かわいい反はん応のうを目まの当たりにして、僕はようやく先ほどの発言の重みに気が付いた。うっかり何を聞いてやがるんだ白しら塚つか真一！　卑ひ下げするなって言われたところだが、これは馬ば鹿かにせざるを得えないぞ！

「ごめんイタチさん！　今のは聞かなかったことにして！」

　謝あやまりながら両手を伸ばし、困こん惑わくしていくイタチさんの手を摑つかむ。細い指先がカッと熱くなるのを感じつつ、僕はもう一度頭を下げた。

「今のは僕が悪かった！　軽いノリで聞くようなことじゃなかった、ごめん」

「い、いいよ、そんな……！　真一は、その、いつも言ってくれてるんだし、あたしも……」

「僕がいつも言ってる？　ああ、イタチさんが好きってこと？」

　その言葉を発した瞬間、目の前の顔が、ぼふん、と赤く染そめ上げられた。同時に、コマ送りで見ないとわからないほどにほんの少しだけ首がこくりと縦たてに動き、上うわ目め遣づかいの大きな瞳が一瞬だけ僕を見つめてすぐ逃げていく。その可愛さたるや──あ、ごめんなさい、もう無む理り。

「そんなの好きに決まってるよ！　言うまでもないほど心の底から！」

　制せい御ぎよできない衝しよう動どうが、僕の体を突つき動かした。ひゃっ、と驚おどろく着物の少女をぐいっと抱だき寄せ、僕はそのまま──。

「こら。他人よそ様さまの家の庭先で恋れん愛あいドラマのクライマックスやってんじゃないわよ」

「僕はイタチさんが大だい好すぶごふうっ！」

　冷れい静せいな声とともに、いきなり帯おびの後ろが摑つかまれた。一いつ気きに腹はらが締しめ付けられ、異い様ような息いきが口から漏もれる。怯おびえながらも「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」と気き遣づかってくれるイタチさんに感かん謝しやしつつ、ゆっくり後ろを振り向けば、呆あきれた視し線せんを投げつける眼鏡めがねの少女の姿すがたがあった。

「あんたら、ほんとに油ゆ断だんも隙すきも──ん？　どしたの？　私に惚ほれた？」

「……いえ、どこの泥どろ棒ぼうかと思いまして。その大荷物は何ですか？」

　思ったままを口にすれば、イタチさんもうんうんとうなずく。と、それを聞いた書しよ庫こ帰りの経ふみ島しま先せん輩ぱいはニッと微笑ほほえみ、背せ負おっていた馬ば鹿かでかい風ふ呂ろ敷しき包づつみを縁えん台だいに下ろした。たすきで縛しばった小こ袖そでから伸びた細い手が、Ｖサインをバシッと決める。

「大だい収しゆう穫かく！　データベース漁あさりもいいけど、やっぱ一次資し料りようはテンション上がる！」

　鼻はな歌うた交まじりで説明しながら、古びた和わ綴とじの本や巻まき物ものを次々と取り出す経島先輩。適てき当とうに一冊さつを選んで灯とう籠ろうの下で開いてみたが、のたくったような字だらけでさっぱり読めなかった。イタチさんが覗のぞき込んできたが、顔をしかめたところをみるとやっぱり解読できないようだ。

「御み崎さき、これってどういうことが書いてあるの？」

「ローカルな口こう碑ひ伝でん承しようや噂うわさ話ばなしから実じつ録ろく妖よう怪かい退たい治じ譚たんまで、各種色々エトセトラ。多た々た羅ら木ぎ家けの先せん祖ぞって収しゆう集しゆう狂きようでなおかつ筆ふでまめだったみたいでさ、えらく正確に記き録ろくしてあんのよ。あ、ちなみに白しろの字の見てるのは化ばけ狸だぬき退治の記録ね。人を惑まどわす不ふ埒らちな狸を化け猫ねこの力でもって懲こらしめ、もう悪あく事じはいたしませんと誓ちかわせたとゆーエピソード。みんなのために戦たたかったのに結局人じん外がい視しされたとゆーオチが泣かせる」

「昔むかしから苦労してたんですね、ここの人……。しかし、よくさらさら読めますね」

「そこに驚おどろかれてもにゃー。あ、それからこっちは伝でん説せつ由ゆ来らいの不ふ思し議ぎアイテムとその目もく録ろくね。使っても減へらない徳とつく利り、未み来らいを映す鏡かがみ、ひとりでに鳴る鈴すず……と。あと、『身長と引き替えに願いを叶かなえる下げ駄た』ってのがあるはずだけど、それは見つかりませなんだ」

　そう言いながら先輩が風呂敷から取り出したのは、本と同どう様ように古びた道具だった。まさか付つく喪も神がみじゃあるまいな、と一いつ瞬しゆん身み構がまえてしまったが、どうやら動く気け配はいはないようだ。

「どこらへんが不思議なんです？　どう見ても単たんなる古道具ですが」

「みたいだね。ただの錆さびた鏡だし、これ」

　掌てのひらサイズの丸い鏡をひっくり返しながらイタチさんが首を傾かしげる。戦せん利り品ひんを並べ終えた経島先輩は「んなことはわかってるわよ」と苦く笑しようした。

「この道具が伝説と関連づけて語られているとゆー事実に、私は興きよう味みがあるのです。伝説の分ぶん布ぷとか成立年代とか伝でん播ぱの過か程ていを調べるには、物証は有力な証しよう言げん者しやだからね。まあ、そこらへんの話はまたの講こう釈しやく。さあ、いっちょ飲んで騒さわぐか！」

　気き勢せいをあげた経ふみ島しま先せん輩ぱいが歩き出し、イタチさんと僕とが後を追う。お帰りなさい、と手を振ってくれた新あら井いさんに会え釈しやくを返すと、僕は皆さんを見み渡わたした。改あらためて見ると結構な人数だ。

「こうして見ると、ずいぶん増えましたよね。妖よう怪かい関係者」

　感かん嘆たん混まじりの声を漏もらせば、美み生うさんに鍵かぎを返していた経島先輩が「確たしかにね」と振り向いた。その笑え顔がおはこの人には珍めずらしく自然で素そ朴ぼくで、言っちゃなんだが意外に綺き麗れいだった。

「去きよ年ねんの夏までは美術部有ゆう志しプラス生徒会の一部だけだったもんねー。妖怪もイタチちゃんだけだったし。それが今やこの人数か。ほんと、いつの間にやら賑にぎやかになりやがって」

　腕うでを組んで嬉うれしげにうなずく小こ柄がらな先輩。そうですね、とうなずいていると、先輩はふいに声を潜ひそめて「……実は一人くらい多かったりして」と不ふ穏おんな声を発した。せっかくしみじみしてたのに、何でそうやって怖こわがらせようとするんですか。

「そんなわけないでしょう。いいですか、まず、先輩とイタチさんと僕がいますよね。あと奈な良ら山やまがいて、この四人と、あと、最近見てない穂ほ村むらが美術部」

　確かく認にんするように指で示しながら名前を呼ぶ。呼んだかい、と首を傾かしげる奈良山に「何でもないよ」と答えていると、他のみんなも振り向いた。

「すみません、ちょっと人数を数えてるだけですからお構かまいなく。えーと、それから……付き合いの長い順だと、江え戸ど橋ばしさんと新井さんの生徒会コンビに、稲いな葉ば先生」

「む、そうなるか」

「まあ、そうよね。経島とはもっと前から知り合いだけど」

「この偉い大だいな妖よう狐こをつかまえて『も』とは何ですか！　最初に呼びなさい最初に！」

「えらい酔よってますね先生……。で、秋に滝たき沢ざわさんとライカと知り合って、お正月に会ったのが八や雲くもちゃんと慈じ吾ご朗ろうさん」

「ぼくが伊達だてさんにひどいことしたのって、文化祭の後だったっけ。……あの時は、ごめん」

「わん……」

「皆さん、その節せつはお世話になりました」

「キツネさんや輝ひかるちゃんに知り合えたのは人生最高の幸運じゃったな。あと美生ちゃんも！」

「さいですか、それを僕に言われても。そんで求ぐ道どう丸まるに襲おそわれて、多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだいの──今は美生さんしかいないけど──と戦たたかって、鱗りんさんに押し掛かけられて」

「ほー。意外と戦ってるんじゃねえか、白しら塚つか真しん一いち」

「すみません、兄と私がご迷めい惑わくを……」

「またそうやって暗くなるー。でかい胸むねなら張らなきゃ損そんよ、シャーッ！」

「そこの蛇へび、美生さんを威い嚇かくしない！　──で、これで全員だから……って、あれ」

　一人ずつカウントしていったはずなのに、まだ数えてない人ひと影かげが一つ残ってる……？

「誰だれだお前」

　桜さくらの木の陰かげに佇たたずむ小こ柄がらな影かげ──どうやら着物姿の子供──を見つめたまま、喉のどから震ふるえた声が出た。それに釣つられたみんなが慌あわてて振り向けば、小さな影はびくっと震えた。光は届とどいているはずなのに、目を凝こらしても顔つきがはっきり見えないのが気き味み悪い。

「何だこれ？　これってやっぱり──」

「ああ、その子？　座ざ敷しきわらし。さっきからいたんだけど、意外と気付かれないもんね」

「妖か……はい？　もしもし鱗りんさん、いま何て？」

　しれっとした蛇へび女によう房ぼうの声が、僕らの緊きん張ちようを打ち破やぶる。いきなり何を言い出すんだ。と、イタチさんの手元の鏡かがみを興きよう味み深げに覗のぞき込んでいた鱗さんは、悪びれることなく顔を上げた。

「やー、さっき犬いぬ神がみと屋や敷しき探たん索さくしてたらさ、ライ公の鼻とアタシの妖気探知器官ヤコブソンが気け配はいを探知したわけよ。こいつ、アタシらを見るなりいきなり逃げようとしやがったんだけど、そこにアタシの必ひつ殺さつ技わざ《情熱のアフリカコブラバーニング・ブラツクマンバ》が炸さく裂れつし、ガキの五体を絡からめ取った！」

「技わざの名前を統とう一いつしましょうよ。……で？　そのまま連れて来ちゃったんですか？」

　まあ、確たしかにこの屋や敷しきにはそんなのがいると聞いてはいましたよ。いましたが、気配だけしか残さないはずの妖よう怪かいを、見つけてしかも縛しばり上げますか。呆あきれかえって絶ぜつ句くしていると、鱗さんは「だってさあ」とカラッと笑った。

「食うわけにもいかないじゃん。言葉は話せないみたいだけどさ、身振り手振りで悪い奴やつじゃないってのはわかったから、せっかくなので連れてきたわけ。なー、ライ公？」

「うう？　……うう、わん」

　いきなり同意を求められ、ライカは尻尾しつぽを丸めて耳を下げた。言い訳わけがましく漏もれる鳴き声に、滝たき沢ざわさんが「はいはい」と冷たい目を向ける。どうやら「俺は離はなしてやれと言ったのにあの蛇は聞く耳を持たなかったんだよ」とか言っているらしい。それも立りつ派ぱな共きよう犯はんだからな。

「座敷わらしって幸運を呼ぶ妖怪ですよね……。こんな扱あつかいしちゃっていいんですか？」

　明日あたり多た々た羅ら木ぎ家けが没ぼつ落らくしたらどうしよう。初めまして、と座敷わらしに挨あい拶さつしている美み生うさんを眺ながめつつ（相手も無む言ごんでぺこぺこしているのが異い様ようだ）、不安な声で尋たずねれば、我われらが妖怪知ち恵え袋ぶくろは、あっさり「大だい丈じよう夫ぶでしょ」と言い放った。

「出たり消えたりするスキルはあるんだから、心しん底そこムカついてたらとっくに逃げてるわよ。まあ、そもそも座敷わらしにも色々あって、一いち様ように福の神かみとは限らないんだけど」

「ほう、そうなのか？　姿すがたを見るといいことがある、という話しか知らないのだが」

　相あい槌づちを打ったのは江え戸ど橋ばしさんだ。うん、僕もそう思ってましたが。違ちがうんですか？

「江戸橋が言ってるのは、近代以降に都つ合ごう良く改かい変へんされちゃったパターンね。座敷わらし系けい統とうの妖怪はもともと禍か福ふく両方の属ぞく性せいを持ってるわけよ。たとえば、家を出ていく時にしか姿すがたを見せないってタイプは多いんだけど、この場合は出現イコール没ぼつ落らく開始なんだからむしろ貧びん乏ぼう神がみの仲間じゃねえかって話は有名だし。ねえ？」

「初はつ耳みみですが。どこの世界で有名なんですか」

「貴方あなたとは住む世界が違ちがうのよ。──他には、上じよう半はん身しんだけの真まっ赤かな子供が夜中に土ど間まを這はい回り、目もく撃げきすると殺されるなんてのもいたっけ。これ、学校の怪かい談だんとか都と市し伝でん説せつでもよくあるパターンだから、その元もとネタじゃないかと私は踏ふんでるんだけど。テケテケだっけ？」

　……うわあ、それは見たくないなあ。江え戸ど橋ばしさんと青い顔を見合わせていると「それなら食っちゃってもよさそうね」と嬉うれしそうな声が飛んできた。反はん省せいしてねえな蛇へび。

「ですからね鱗りんさん、何でもかんでも捕つかまえて食べようとしないでくださいよ。いつか痛いたい目見ますよ、絶対に。だよねイタチさん。……あれ？　もしもーし？」

「──え？　な、何っ？　呼んだ？　あ、うん、そうだよね！　そう、そうそう」

　どうしたんだろうと思って声をかければ、手て元もとの鏡かがみを見つめていた妖よう怪かい少女は弾はじかれたように反はん応のうした。小さな鏡を慌あわてて後ろに隠かくしつつ、くどいくらいに首を縦たてに振る。

「いや、そこまで強く共きよう感かんしてくれなくても。……しかし、イタチさんが鏡に見入るだなんて珍めずらしいよね。まあ可愛かわいいから無む理りもないとは思うけどさ」

　僕がイタチさんならずっと鏡を見てる自信があるもんなあ。理り不ふ尽じんな妄もう想そうをしつつうなずいていると、赤い顔で黙だまり込んでいたイタチさんの隣となりで、鱗さんが「ん」と眉まゆをひそめた。

「……今、変なの映うつってなかった？　確たしかにクズリなんだけど、その着物じゃなくて、ぞろっとした白いカーテンみたいの着て──あの装しよう束ぞくって何つーんだっけ？　エンドレス？」

「し……知らないよ！　変なものなんて、映ってなかったし！」

「そうだっけ？　まー、そりゃそうか。飲みすぎたかなあ……、便べん所じよ行ってこよ」

　鱗さんはさっくり自じ己こ完かん結けつして歩き去さってしまい、なぜか照てれたイタチさんが残される。事情がわからないので声をかけあぐねていると、いきなり稲いな葉ば先生が僕の襟えり首くびを摑つかんだ。

「聞いているのですか！　全く何ですかあの頼たよりない新人は！　少しは仕事の苦労を」

「えー、まだその愚ぐ痴ち続いてたんですか……？　しかし先生、ずいぶん酔よいましたね」

　飲んでるのはいつものことだけど、それにしたってベロベロすぎる。呆あきれた視し線せんで見上げてやれば、ワインの瓶びんを手にした振ふり袖そで姿すがたの英語教きよう師しはふいに明るく微笑ほほえんだ。

「今日は年度の締しめくくりですからね。景けい気きよく終わっておかなくては」

「あ、なるほど」

　そっか、今日は一いち応おう高校一年生最後の日になるわけか。意外と早いもんである。

　イタチさんやその他の楽しい人たち（半分くらい妖怪ですが）と出会えたこの一年間にしみじみ感かん謝しやしつつ──そして、来年はイタチさんと同じクラスになれますようにと祈いのりつつ──僕は「先生、たまにいいこと言いますね」とうなずいたのだった。







[image: 第四話　早春強風注意報　──或いは、悪魔ヶ風の事]







「ちょいちょい、そこの男子生徒。美術部に用があるんやけど、美術室ってどっちや」

「はい？　僕ですか？」

　四月に入ったとは言え、まだしばらくは春休み。もちろん新入生はどこにもおらず、クラス分けの発表も始業式までお預あずけだったりするもんだから一年生気分が全然抜けない、そんなうららかな日の午前中、特別教室棟とうにて。水すい泳えい部ぶの新入部員勧かん誘ゆうポスターを届とどけようと廊ろう下かを歩いていた僕は、焦こげ茶色のジャケット姿すがたの青年に呼び止められていた。

「美術室ならこの上ですけど……美術部に何か？　と言うか、どなたです？」

　筒つつ状じように丸めたポスターで天てん井じようを示しつつ、いぶかるように僕は尋たずねた。と、僕より頭一つほど背せの高いその青年は「確たしかに名な乗のるのが先やな」と肩をすくめた。背はそう高くもないが、手足も体も太いので、印いん象しようとしては大きく見える。

「寺てら林ばやし茂しげる、四月からの新しん任にん教きよう師しや。専門は書道なんやけど、美術部の顧こ問もんもさせてもらうことになったさかいな。部長に挨あい拶さつくらいしとこうかと思て」

　そう言いながら、見知らぬ青年……ではなく、寺林先生は短く切り揃そろえた頭をがしがしと搔かいた。関かん西さい弁べんでなおかつ道に迷まよってるってことは、稲いな葉ば先生が愚ぐ痴ちっていたのはこの人か。確かに頼たよりない感じはしないでもないな。失礼な感想を抱いだきつつ、僕はぺこっと会え釈しやくした。

「顧問の先生だったんですか。どうも初めまして、美術部の部長の白しら塚つか真しん一いちです」

「なんや、自分が部長やったんかいな。ほな話が早いわ。改あらためてよろしく」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな一礼に、僕は「こちらこそ」と頭を下げた。しかし専せん門もんが書道ってことは、今年も顧問は名前だけなんでしょうか。そう尋ねようと思ったら、先生が先に口を開いた。

「そんでな。前任の南みなみヶが丘おか先生からは、美術部は勝かつ手てにやっとるさかい、放っといたらええと聞いたんやけど……そうなんか？　それでええんやったらこっちも楽やけど」

「さすが南ヶ丘先生。はい、それでいいですよ。その扱あつかいは慣なれてますから」

　小さく笑いながらうなずく僕。それを見た新任顧問は、ほっと胸むねをなで下ろした。

「助かるわ。こっちも何やかんやで忙いそがしいんや、予定がどんどん狂くるってなあ……」

　はあ、と溜ため息いきを吐つき、寺林先生は大きな肩を落とした。新社会人って大変なんだな。




「おー、さすが美術部、大したもんだな。サンキュー」

　約やく束そくの時間より五分ほど遅おくれて到とう着ちやくした屋内プールで、水着にガウンを羽は織おった男が手て渡わたしたばかりの新しん勧かんポスターを広げて唸うなった。プールに響ひびく賑にぎやかな水音を聞きながら、僕は「そうでもないよ」と苦く笑しようする。

「正直、やっつけ仕事になった気はするけど、新学期には間に合ったから許してよ。あ、そこのスペースは、連絡先とか書くのに使ってもらえれば」

　絵の右下の空白を指させば、クラスメートの──正確には、一年生では同じクラスだった──水泳部員の中なか原はらは「了りよう解かい」とうなずき、同どう情じよう気ぎ味みの視し線せんを僕へと向けた。

「白しら塚つか、他の部からも頼たのまれてるんだろ？　そんなに親しくないのに頼んじまって悪かったよな。部長が稲いな葉ば先生から薦すすめられたとかで、頼んでみてくれって言うもんで」

「あの先生、また勝かつ手てなことを……。いや、僕も面おも白しろかったからいいけどさ。それに、もうほとんど描かき終わって、残ってるのはニュー吹すい奏そう楽がく部ぶくらいだし」

　頼まれた時期は早かったんだけど、知り合いのいるところはつい後回しになっちゃうんだよなあ。滝たき沢ざわさんに内ない心しんで詫わびつつ、筆ふでダコの出来た指で鼻先を搔かいていると、

「何見てるんスか？　絵？　おおー、ダイナミックに上手うまいっスね」

　ふいに気さくな声が飛んできた。振り返る間もなく、中なか原はらの手元のポスターを覗のぞき込むように、にゅっと頭が突つき出される。ヘアバンドでまとめられた短い髪かみを見た瞬しゆん間かんは男子部員かと思ったが、セーラー服を着ているところを見るとどうやら女子だ。唐とう突とつに現れたショートの人は、粗あらいタッチで描かれたスイマー（モデルは水すい泳えい部ぶのホープ、四月からは三年の名な張ばりさんである）をじっくり眺ながめていたが、脇わきから伸びた手がその襟えりをそっと引いた。

「……先せん輩ぱいに対して失礼だよ、ハル」

　小さな声でそう告つげたのは、前まえ髪がみ長めのボブカットに眼鏡めがねの大人しそうな女子生徒だった。綺き麗れいな赤あか毛げは室内プールの照しよう明めいによく映はえていたが、どうも顔色が悪い。と、眼鏡さんに突つかれたショートの子は「はい？」と首を傾かしげて僕と中原を見み渡わたすと、いきなり頭を下げた。

「あ、スンマセンっした、センパイ！　自分、新入生の市いち目もくハルカと言うものっス！　センパイの絵がカッコ良かったもんで、つい我われを忘れ！」

「ほんとに？　ありがとう、そう言ってもらえると──って。新入生？　二人とも？」

　きょとんとした声で尋たずねれば、眼がん前ぜんの二人はこくりと素す直なおにうなずいた。どうやらほんとに新一年生らしい。しかし始し業ぎよう式しきも入学式も済んでない時期なのに、なぜ新入生が水泳部の練習場所にいるんだろうか。

「見学にしても早すぎない？」

「ああ。市目は特別。ほとんど毎日見学に来てんだ。スポーツ推すい薦せんだけあって熱心でよ」

「おー、なるほど。さすが水泳部、美術部とは違ちがうね」

　あの弱小美術部は、推薦どころか一学期が始まっても新入部員が来るかどうか怪あやしいからなあ。憧あこがれるような溜ため息いきを吐ついた僕に「ドンマイ部長」と声をかけると、ガウン姿すがたの水泳部員は手て元もとの絵を丸まるめて更こう衣い室しつのほうへと歩き去さる。その後ろ姿を見送った後、僕はプールサイドに立つ二人の一年生に向き直り、おずおずと一いち礼れいした。

「改あらためて、初めまして。白塚真しん一いち、美術部です」

　上級生なんだから敬けい語ごじゃないほうがいいんだろうかとも思ったが、よくわからない。そもそも自分が二年だって自じ覚かくがまだないんだよなあ、と首を捻ひねっていると、ヘアバンドにショートの子が「敬語じゃなくていいっスよ」と笑った。あ、やっぱり？

「さっきも言いましたけど、市目ハルカっス。水泳部入部予定」

　少年的な顔に人ひと好ずきのする笑えみを浮かべ、押忍おす、と拳こぶしを振り下ろす市いち目もくハルカ嬢じよう。身長は僕とあまり変わらないが、妙みように押しの強い子だ。流りゆう線せん型けいを思わせるスポーティーな体形は、さすがスポーツ推すい薦せん枠わく。特に、短めのスカートから伸のびる足の筋きん肉にくは突つけば弾はじけそうなほどに締しまっており、僕は思わず「おお」と見入った。今度モデルを頼たのんでみよう。

「うーん、できれば水着でお願いしたいところだけど」

「……ハルの足がそんなに気になりますか、先せん輩ぱい」

「さすがにいきなりそれを頼むのはなあ──へ？　あ、ごめんごめん、つい！」

　冷えた声が僕を現実に引き戻す。慌あわてて顔を上げ、取り繕つくろうように「えーと、君も水泳の推薦？」と尋たずねると、ボブカットに眼鏡めがねの子は血けつ色しよくの悪い顔をゆっくりと横に振った。だろうなあ。柔やわらかみの目立つ小こ柄がらな体格は、言っちゃなんだが、体育会系けいな感じではない。

「私、単たんなる付き添そいですから。正確には連れ回されているだけです」

「何そのオレが悪い的な発言。別にいいっしょ、春休みは暇ひまなくせに」

「それはそうだけど……。よろしくお願いします先輩。粂くめ神がみ良りよう子こです」

　悪びれない友人に溜ため息いきを吐き、礼れい儀ぎ正しく自じ己こ紹しよう介かいする粂神さん。襟えり首くびを隠かくす後ろ髪がみがさらりと揺れる。しかしほんとに顔色悪いな、この子。だるそうだし声も重いし。

「もし具ぐ合あい悪いんだったら保ほ健けん室しつ行ったほうが──ん？　今、『粂神』って言った？」

「え？　ええ、はい……」

「……だよね？　それはつまりあの妖よう怪かいコレク──じゃなくって、古こ典てんの講こう師しの？」

　余よ計けいなことを言いかけた口を押さえ、無ぶ難なんな質しつ問もんに切り替える。と、いきなりテンションの変わった上級生を前に、眼鏡の少女は眉まゆをひそめながらもうなずいた。

「古典を教えていた講師なら、父です。四月からは大学の非ひ常じよう勤きん講師になりましたが」

「やっぱりあの一族か……。そうだ、まどかちゃん元気？　壁かべとか這はってない？」

「壁？　妹いもうとを何だと思っているんですか。それ以前に、どうして妹の名前を先輩が」

「え？　だってほら──あ！」

　しまったと気付いた時には遅おそかった。もともとフレンドリーでもなかった雰ふん囲い気きが、さらに冷たく切り替わる。まあ、初対面の男子高校生が小学生の妹の名前を気さくに呼んでれば、姉としては怪あやしく思うのも当然だろうが、だからって「君の父上は元もと・雪ゆき女おんなハンターにしてマッドな妖怪コレクターであり、妹さんは元・ストーキング妖怪しょうけらなんだよ」などと釈しやく明めいできるはずもない。狼ろう狽ばいしながら適てき当とうな言こと葉ばを探さがす僕を、粂神さんは怪け訝げんそうに見つめていたが──ふいに、その体がぐらりと揺れた。

「え？　粂神さん？」

「おっと危ない！」

　糸の切れた人形のようにプールサイドに倒れ込みそうになる体を、市目さんがすかさず抱かかえて止める。間かん一いつ髪ぱつ！　粂神さんが倒たおれる一いつ瞬しゆん前まえ、風が吹き抜けたような気もしたが、室内プールで風が吹くはずもない。気のせいかと頰ほおを搔かきつつ、僕は友人を支える新入生を賞しよう賛さんした。

「凄すごい反応だね、市いち目もくさん。さすがスポーツ推すい薦せん」

「慣なれてるっスから。……あと、自分のことは下の名前呼び捨てでお願いするっス」

　さん付けで呼ばれるとダーッと逃げていきそうな感じで嫌いやなんスよ、と溜ため息いきを吐つくと、市目さ……もといハルカは（なんか照てれるな）、抱かかえていた友人をそっと立たせる。水すい泳えいで鍛きたえた手で肩を優やさしく叩たたかれ、粂くめ神がみさんは「いつもごめん」と弱々しくつぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　いつもってことは、よくあることなの？」

　気き遣づかうように尋たずねてみると、顔色の悪い少女は、眩暈めまいに耐たえながらうなずいた。風邪かぜでも引いてるのかと思ったが、体質的なものなのか。

「こいつ体弱いんスよ。なんかに取り憑つかれてるんじゃないかってくらいにすぐ倒たおれる」

「やめてよ、そんな非科学的な話」

　粂神さんのきつい視し線せんが、ハルカを睨にらんで黙だまらせた。どうやら彼女、お父さんや妹さんとは違ちがってその手の話は嫌きらいなようだ。

「まあ、そっちのほうが普通かもな。そうだ粂神さん、保健室の場所ってわかる？」

　あんまり調ちよう子しが悪いようなら案内したほうがいいだろう。そう思って声をかけた時、「真しん一いち」と僕の名前がふいに呼ばれた。聞き慣なれた声に振り返れば、プールの入り口からこちらに向かって歩いてくるセミロングの少女の姿すがたが目に映うつる。

「イタチさん？　どうしたの？」

「御み崎さきがね、部長の帰りが遅おそいから呼んでこいって……あ、初めまして」

　僕への用よう件けんを中断し、イタチさんは傍かたわらに立っていた二人に笑え顔がおで会え釈しやくした。一年生ズもぺこりと応こたえる。自じ己こ紹しよう介かいを終えた後、イタチさんは二人を（比ひ較かく的てき重点的に粂神さんを）まじまじ見つめていたが、僕が「何の用？」と声をかければこちらへ向き直った。

「あのね真一。美術部にも、新入生が来たよ」




「まさかもう見学に来るとは思ってなかったなー。来たのって男？　女？」

「え？　え、えーとね……どっちも一人ずつ。元気な男の子と、背せの高い綺き麗れいな女の子」

「ふーん、そっか」

「……あれ、真一？　あんまりびっくりしないの？」

　イタチさんと言こと葉ばを交かわしつつ、特別教室棟とうの階段を上る。ちょっと休めば大だい丈じよう夫ぶです、と言った粂神さんと別れ、僕らは美術室に向かっていた。

「そりゃ驚おどろいたけど。ただ、真面目まじめに絵をやりたい人なら、正直、絵かい画が同どう好こう会かいとかに行ったほうがいいいと思うんだよね。美術部うち、ちゃんとした指し導どう者しやもいないしさ」

　我わが美術部は、名前こそまともだけど、実際に美術やってる部員は半分程てい度どで残りは妖よう怪かいマニアとバイト三ざん昧まいの幽ゆう霊れい部員という、極きわめて適てき当とうなサークルだ。顧こ問もんに指し導どうする気がないことはさっきはっきりわかったし、しかも活動時間の大たい半はんは妖よう怪かい対たい処しよに取られる。若い才さい能のうを伸び悩なやませることにかけては最さい適てきすぎる環かん境きようである。と、そんな思いを吐と露ろすれば、イタチさんは「そっか」と苦く笑しよう混まじりにうなずいた。

「真しん一いち、いっつも絵を描かく時間がないって言ってるもんね」

「まあ、妖怪を放っておくわけにもいかないし、たまにいい絵も見られるから、別にそこまで不満もないけど。第一、イタチさんが一いつ緒しよなら僕は何の文もん句くもないよね？」

「そっ、そんなこと、あたしに聞かれても……」

「あ、ごめん。だからさ、僕は何の文句もないんだよ。むしろ毎日が幸せすぎて怖こわい」

　最近はご無ぶ沙さ汰ただけど、妖怪と戦たたかうイタチさんはめちゃくちゃ凜り々りしくて格かつ好こういいんだよなあ。うっとりした顔でつぶやけば、隣となりを歩く妖怪少女は赤い顔で視し線せんを逸そらしてしまった。

「……どうして、そういうことを普通に言えるんだろう……。あたしなんか……」

「ん。何て？」

「なっ、何でもないっ！　ほら真一、もう美術室だよ！」

　顔を覗のぞき込もうとしたら、いきなり背中をぐいっと押される。おわ、とふらつきつつ一歩前に出ると、なるほど確たしかに美術室の戸は目の前だった。ってことは、この中に新入生がいるわけか。落ち着けよ、緊きん張ちようするような柄がらでもないだろ。そう自分に言い聞かせ、僕は今まで幾いく度どとなく開けてきた戸に手を掛かけると、ガラガラと──。

「遅おそくなりました！　美術部部長の白しら塚つか真一です」

「よう白塚真一！　師し匠しようは来ねえのか？　それと、どっかに強い妖怪出てねえか？」

「おーっす元もと旦だん那な！　どうどうこの制服？　似に合あう？　似合う？」

　──ガラガラと開けた戸を反はん射しや的てきに閉め、僕は真ま後ろを振り返っていた。まさか今のが新入生じゃないよね。そう目で問とえば、イタチさんは何も言わず、ただ気まずげに苦く笑しようする。

「いえーい、ドッキリ大成功！　柄がらにもなく緊張してやんの！　諸しよ君くん、協力ありがとう！」

　扉とびらの向こうでは、経ふみ島しま先せん輩ぱいの笑い声がそれはもう楽しげに響ひびいていた。




「改あらためまして自じ己こ紹しよう介かいしますね。多た々た羅ら木ぎ家けの住み込み家か政せい婦ふ兼けん居い候そうろう、新一年生の山やま楝蛇かがし鱗りんです。よろしくね、先輩っ！」

「同じく！　住所不定、白はく狼ろう山ざん求ぐ道どう丸まる！」

　すらりと長身の女子生徒が満まん面めんの笑えみで手を振り、ボクサー風の男子生徒が拳こぶしを合わせて一礼する。二人が見つめる先には、疲つかれ果はてた顔の僕が椅い子すにどんより腰こし掛かけていた。

「……なんでいるんですか二人とも。だいたい入試とか受けてないでしょ」

「そこはほら、九きゆう尾びの狐きつね様さまのお力でしっかり合格したことになってるのさね。ほら、ここって妖怪食い放題スポットじゃん？　新学期が始まってからも出入りしたいなーと思ってさ。花はな見みの席せきで頼たのんでみたら、桜さくらの葉っぱを入学証しよう明めい書しよに変えてくれたってわけ」

「そういうこった！　さすが大だい妖よう怪かい、術じゆつの規き模ぼもでかけりゃ器うつわもでかいな」

「それ酒の勢いきおいだろ絶対に！」

　あのキツネはトラブルを増やしたいのか減らしたいのかどっちなんだ。何度目かの溜ため息いきを吐ついた後、ゆっくり顔を上げれば、「ん？」と嬉うれしげに首を傾かしげる鱗りんさんと目が合った。その背はい後ごでは求ぐ道どう丸まるがシャドーボクシングを始めている。どちらも（十代後半っぽいデザインではあるけれど）去年まで中学生だったとは絶対に思えない雰ふん囲い気きをバリバリ漂ただよわせている。入学早々こんなのと机つくえを並べるハメになる新入生に、僕は心から同情した。

「おーい白しろの字。まあ、フレッシュな新人期き待たいしててドアを開けたら蛇へびと天てん狗ぐだったら落らく胆たんするのはわかるけどさ。そこまで落ち込まなくてもいーじゃん。ねえ？」

「うん。あたしはちょっと楽しみだけど。妖怪の友だちが増えると嬉しいしね」

　美術部の先せん輩ぱい女子生徒コンビが顔を見合わせうなずき合う。僕はそちらに振り向くと「僕も妖怪だからどうこうって言ってるわけじゃないです」と肩をすくめた。

「たとえばこれが八や雲くもちゃんなら、素す直なおに歓かん迎げいしましたよ。可愛かわいいし、常じよう識しき人じんだし」

「何だと白しら塚つか真しん一いち？　俺に常識がないってのか！」

「そう思うならシャツを着ろそして靴くつを履はけ！」

　シャドーボクシングを止めてこちらを睨にらむ求道丸に、僕ははっきり言い返した。瞳ひとみの色を黒くしているあたりは芸げいが細かいが、割われた腹ふつ筋きんを剝むき出しにして凄すごまれても困こまる。素す肌はだに学ラン、額ひたいに鉢はち巻まき、ベルトの替わりに太い注連しめ縄なわ。君はどこの番長ですか。

「そうそう、あんた目立ってるよ」

「……いや、そう言う鱗さんもたいがいおかしいですが」

　呆あきれた声を漏もらせば、求道丸を小こ突づいていた鱗さんはきょとんとした顔を上げた。

「え、どこが？　ちゃんと学校指定のセーラー服よ？」

「明らかにサイズが二回り以上小さいですけどね！」

　赤くなった顔を背そむけつつ言い放つ。長身の鱗さんが着用しているのは、何を思ったか、経ふみ島しま先輩クラスの人向けの制服だった。おかげで、細いお腹なかと腰こしは丸見えだし、長なが袖そでのはずの上着はもうほとんど七しち分ぶ袖そでで、下か半はん身しんに至いたっては短パンのほうがまだ隠かくせるんじゃないですかというレベルの開放感だ。なまじスタイルのいい人だけに、正せい視しするのは恥はずかしい。

　と、イタチさんも同じことを思っていたようで、困ったような笑えみを浮かべて首を傾かしげた。

「男の子は困るよね、それ……。鱗、どうしてそのサイズにしたの？」

「自分に合うのに丸まるを付けろって紙を渡わたされたから、素直にスネークのＳに」

「種しゆ族ぞくを答えてどうするんですか！」

　その発想はなかったぞ。呆あきれかえって絶ぜつ句くした後、僕は改あらためて新人（と呼びづらい）を見渡した。この人たちが何を着ようが知ったことではないが、聞くべきことは聞かないと。

「……で？　そもそも美術部に入る気はあるんですか？」

「ないわよ、そんなもん。校内見学のついでにちょっと寄っただけ」

「同じく！」

　この上なくきっぱりとした返答に逆ぎやくに心が洗われる。さいですか、と冷え切った答こたえを返してやさぐれる僕の肩を、イタチさんが優やさしく叩たたいて励はげましてくれた。ありがとう大だい好すきだ！

「し、真しん一いち、心の声が出てる！　……それで、求ぐ道どう丸まるも鱗りんも、クラブは入るつもりなの？」

「いや、それは何とも。先ほど、女子レスリング部の部長なる女じよ傑けつに『いい体だな！』と誘さそわれましたが、説明を聞いて断りました。あの薄うす皮かわみてえな装しよう束ぞくはさすがに恥はずかしい」

　思い出しながらうなずく求道丸。それを聞いたとたん、イタチさんは赤い顔を伏せた。

「何やってるんだろう、アルマ……」

「そもそも女子レス部に男を誘さそうなって話よね」

「ですね先せん輩ぱい。しかしお前、その格かつ好こうでレスリングのユニフォームを恥ずかしがるなよ」

　友人の振る舞まいに呆あきれるイタチさんに、同意する経ふみ島しま先せん輩ぱいと僕。女子レス部が部員不足に喘あえいでいるのは知っているが、よりによってこれに声をかけますか、獅し子し岩いわアルマ部長。

「まあ、あの人が好このみそうなタイプなのはわかるけど……。鱗さんは？」

「アタシ？　んー、まだ何とも考えてないけどさ」

　こっちは変なのに誘さそわれてないだろうかと心配しつつ尋たずねてみれば、鱗さんは首を捻ひねりながら椅い子すの上であぐらをかいた。だから足を組むとスカートの中が！　慌あわてて視し線せんを逸そらす僕を見て、自じ称しよう一年生はＹ字形の舌をしゅるっと覗のぞかせた。

「まあいやらしい。でも大だい丈じよう夫ぶよー、今日はパンツ穿はいてるから。ほらほら」

「見せんでよろしい！　あと、高校生やるんだったらパンツは毎日穿きなさい！」

「はいはい。にしても、ほんとに居い心地ごこちいいねえ、ここ。いろいろ出そうだし」

　舌したをちろちろ躍おどらせながらにやつく蛇へび女によう房ぼう。学校って妖よう怪かいを食べる場所じゃないですよ、と睨にらんでやれば、鱗さんはニッと笑ってうなずいたが、ふとポンと膝ひざを叩たたいた。

「そうだ。さっき、この部へ屋やに来る途と中ちゆうでさあ、妙みような匂においのとすれ違ってさ」

「新顔妖怪？　なになに、何坊ぼう主ず？　何女？　何入にゆう道どう？　何小こ僧ぞう？　何鬼おに？」

　キラキラした目でいきなり食い付く経島先輩だったが、鱗さんはあっさり首を横に振った。

「明らかにただのヒトのくせに、それっぽい気け配はいの風を漂ただよわせてんのさ。不ふ健けん康こうそうな上に土臭くさい匂においだから、取って食うつもりはないけども」

「当然です。つーか美味うまそうでも食っちゃ駄だ目めですからね！」

　こっちは危険な妖怪を苦労して退たい治じしてるってのに（まあ、半分くらいは犬いぬ神がみコンビの功こう績せきですが）、そんな身み勝がつ手てな理由で身み内うちに生徒を減へらされたらたまったもんじゃない。じろりと鱗さんを睨んでいると、何やら考え込んでいたイタチさんが顔を上げた。

「ね、鱗。その子って、もしかして、おかっぱで眼鏡めがねの、大人しそうな……？」

「へ？　──あ、はい、うん、当たり。なんでわかった、クズリ？」

　長い髪かみの毛けでクエスチョンマークを作りつつ、鱗りんさんはきょとんと首を傾かしげる。と、イタチさんは僕へと顔を向け「プールにいたあの子だよ」と促うながした。え、それってつまり。

「ハルカ──じゃないか、眼鏡めがねってことは、粂くめ神がみ良りよう子こさん？　あの具ぐ合あいの悪そうな子？」

「そうだよ、真しん一いち。あたしもね、あの子とすれ違ちがった時、薄うすい妖よう気きは感じたんだ。気のせいかなって思ったけど、鱗もそう言うんだったら、やっぱり……」

　そこで言こと葉ばを句く切ぎると、イタチさんは心配げな瞳ひとみを僕に向けたまま黙だまってしまい、僕も思わず不安になった。それはそれとして悩なやむイタチさんは正面から見るとすごく綺き麗れいだ。

「粂神ってまたあの一族？　どんだけ妖よう怪かいに好すかれてんのよ、あの家は」

　興きよう味み深げに首を突つっ込んできたのは経ふみ島しま先せん輩ぱいだ。

　鱗さんとイタチさんの話を聞くと、妖怪博士はかせは顎あごに手を当て眉まゆをひそめた。そしてシャドーボクシングを続ける求ぐ道どう丸まるの呼吸音だけが続くこと数十秒の後（いるなら会話に加くわわれ！）、先輩は眼鏡を押し上げつつ口を開いた。

「──ふむん。その子はおそらく『悪あく魔まヶが風かぜ』に吹かれてるんでしょうね」

「「「……あくまがかぜ？」」」

　聞き慣なれない上に禍まが々まがしい響ひびきに、三つの声が綺麗にハモる。それを聞いた経島先輩は「ギャラリーが多いと楽しいわね」と喜よろこぶと、声のトーンを真面目まじめモードに切り替えた。

「名前のイメージほど危険な妖怪じゃないのよ。悪お寒かんや発熱、眩暈めまいなどなど、体調の悪化を引き起こす風の妖怪。こいつにやられることを『風に打たれる』とか『風に会う』って言うんだけど、聞いたことは」

「ないです」

「でしょうね。特定の日にだけ吹くのなら『精しよう霊ろ風かぜ』か『幽ゆう霊れ風かぜ』って名前になるけど、特性は同じ。ざあっと吹き抜けるだけの一いつ過か性せいの妖怪なんだけど、その粂神ちゃんの場合はたまたまそいつに何度も吹かれてしまったもんだから、頻ひん繁ぱんに体の調ちよう子しを崩くずしていると思われます」

　流りゆう暢ちような解説に黙だまってうなずく僕ら三人。しつもーん、と真っ先に手を上げたのは鱗さんだ。

「先生、実体がないってことは食えないんですかー？」

「そこはどうでもいいです！　でも先輩、なんで粂神さんだけが被ひ害がいに？」

「そうだよね。えーと、風を吹き出す何かが近くにあるとか……？」

「いや、そんなもんわかんないわよ。悪魔ヶ風を吹き付ける妖怪の話もないじゃないけど、そんなのが出たならすぐわかるだろうし……。単たんに運うんが悪いんじゃない？」

　何だそりゃ。先輩の適当な回答に、僕とイタチさんは顔を見合わせた。

　吹き抜けるだけの妖怪ってことなら、特別な対たい処しよも要いらないだろうし、そもそも手の打ちようがない。──あとは、願ねがわくば、このまま静しずかに止んでくれますように。
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「って願った直後にいきなりこれかー！」

　唸うなりをあげて迫せまり来る黄色い風を横っ飛びで避よけながら、僕は思わず叫さけんでいた。保ほ健けん室しつの床ゆかを無ぶ様ざまに転げて先生用のデスクにぶつかり、そのまま慌あわてて起き上がる。よし、体調に変化はなし。何とか今のもかわせたか。ほっと安あん堵どの息いきを吐はけば「まだ終わってないよ！」と緊きん迫ぱくした声が耳に届とどいた。

「風を吹き出す本体を何とかしないと！」

　耳と尻尾しつぽを実体化させたイタチさんが叫さけぶ。ずいぶん久々な気がする臨りん戦せんモードの妖よう怪かい少女が見つめる先には、簡かん素そなベッドに横たわる眼鏡めがねの一年生の姿すがたがあった。周しゆう囲いでこれだけ転げ回っても全まつたく反応しないところを見ると、完全に昏こん睡すいしているらしい。

　──なお、ベッドの上の少女は、言うまでもなく粂くめ神がみ良りよう子こさんである。

　経ふみ島しま先せん輩ぱいに悪あく魔まヶが風かぜの話を聞いた後、部ぶ活かつを終えて帰ろうとしていた僕らは昇しよう降こう口ぐちでふらつく粂神さんを発見した。「ハルは水すい泳えい部ぶの練習に」と語る顔色は初対面時に比くらべても格かく段だんに悪く、見かねた僕らは彼女を保健室へ案内せざるを得なかった。

　あいにく保健室の主あるじこと賢かしこ淵ぶち先生は不在だったが、幸さいわいベッドは空あいていた。この学校、健康な人が多いのか、保健室はたいがい開店休業なのである。内線電話の脇わきのホワイトボードには「部活巡じゆん回かい往おう診しん中ちゆう。連絡はこちらまで」と教員用携けい帯たい電話の番号が走り書きしてあったが、妖よう怪かい相手に保健の先生呼んでも仕し方かたない。というわけで経島先輩に連絡しつつ、とりあえず粂神さんをベッドに寝ねかせれば、眼鏡の下の瞳ひとみはすぐに閉じられてしまった。

　そして、神しん速そくで駆かけ付けた経島先輩が興きよう味み津しん々しんの顔を覗のぞかせ、血けつ色しよくの悪い顔を見下ろしたイタチさんが「大だい丈じよう夫ぶかな」と不安げにつぶやいた、その瞬しゆん間かん。

　ヒュゴウ、と不吉な音を立て、どこからともなく風の塊かたまりが現れたかと思うと、妙みように黄色い風が保健室の中を吹ふき荒れ始めたのであった。空気の流れに色があるってのもおかしな話だが、実際に黄色く見えるんだから仕方ない。

「ああもう！　こんなことならおとなしく美術室で多た々た羅ら木ぎ文もん書じよの続きを解読してりゃよかったー！　もう少しでＶＳ化ばけ狸たぬき編へんを読み終えられたのに……！」

　もう一つのベッドの影かげに隠かくれた経島先輩が悔くやしげに吼ほえ、そろそろと移い動どうを始める。少しずつドアに近づいていく小さな人影に、僕は「どこ行くつもりですか先輩！」と呼びかけた。

「ちっ、見つかった……？　大だい丈じよう夫ぶ、わかってるわよ」

「今、舌した打うちしましたよね！　駄だ目めですよ、この風が学校の中に吹き荒れたらどうなるか」

　右手の木もく軸じくシャーペンを強く握にぎりしめつつ、粂神さんの頭上でゴウゴウとうねるモノ──悪魔ヶ風の本体──に目を向ける。地球の気流モデル図か血けつ液えきの循じゆん環かん図ずを思わせるそれは、不吉な音で唸うなりながら常つねに形を変えていく。まあそれはいいとして、問題なのは、だ。

「……こいつ、どんどん勢いきおいが増してないか？」

　自分の思い込みだったらいいなあ。そう思ってつぶやけば、悪あく魔まヶが風かぜを攻せめあぐねていたイタチさんが「真しん一いちもそう思うよね」と振り向いた。……あ、やっぱりそうなのか。嫌いや々いやながら納なつ得とくしていると、デスクの下から先せん輩ぱいの解説が聞こえてきた。

「この学校、妖よう怪かい好ずきする土ど壌じようだからね、水を得た魚さかな状じよう態たいなのかも。──ん、待まてよ。『土壌』？　黄色い風？　そっか、今までは気にしてなかったけど、こいつは純じゆん粋すいな属ぞく性せいの……」

「なんでそんなに冷れい静せいに考えこめるんですか先輩！　くそ、こんな妖怪、一体」

　──どうすりゃいいんだ。そう口にしようとした時、悪魔ヶ風が一ひと際きわ大きな唸りをあげ、黄土色の強風がイタチさんへと吹き付けられた。危ない、と思わず叫さけぶ僕。とっさに真横に飛んでそれをかわしたイタチさんは、流れるように身みを起こすと、右手を突つき出し──

「ん。あ。お。もしや！　ストップ、イタチちゃん！」

「──ァッ！」

　先輩の静止と同時に、聞き取れないほど高い声を発し、指を打ち鳴らしていた。間かん髪ぱつ入れず、オレンジ色の炎ほのおが不吉な風の塊かたまりを一いつ気きに包つつむ。やったか、と拳こぶしを握にぎった僕だったが──その期き待たいはあっけなく裏うら切ぎられることとなった。

「え。何、これ……きゃああっ！」

　オレンジの炎を取り込み、老人のような姿すがたへと変わった悪魔ヶ風が、さっきまでとは桁けた違ちがいの風をイタチさんへと吹き付ける。予想外の展開に啞あ然ぜんとしていたイタチさんは、完全に隙すきを突かれていた。濃のう密みつな黄色い風が少女のスレンダーな体たい軀くを揺らし、スカートと尻尾しつぽを踊おどらせる。そして一瞬後、悪魔ヶ風が吹き抜けるのと同時に、

「……あ、もう駄だ目め……。ごめんね真一、御み崎さき……」

　力の抜けきった言葉とともにイタチさんは崩くずれ落ちてしまった。細身の体軀がぺたりと床に横たわると、苦しげな寝ね息いきを立て始め、耳と尻尾がふわりとかすれて消えていく。

「イタチさん！」

「待った！」

　反はん射しや的てきに飛び出そうとした僕だったが、経ふみ島しま先輩がそれを制した。なんで止めるんですかと聞くまでもなく、先輩は「大だい丈じよう夫ぶ」と言い切った。

「悪魔ヶ風はあくまで一時的に体調を悪化させるだけの──駄だ洒落じやれじゃないわよ──妖怪よ。イタチちゃんの命に別条はないはず。だから落ち着きなさい、被ひ害がい者しや増やしてどうすんの」

　まっすぐこちらを見み据すえる視し線せんはびっくりするほど冷静で、かっと熱くなった僕の心を鎮ちん静せい化かさせるには十じゆう分ぶんだった。確たしかに、今飛び出しても無む駄だなだけだ。悔くやしいけど。

「……わかりました」

「よろしい。……時に白しろの字。今、イタチちゃんのパンツ見た？」

「え？　まあ、それは──いや見てません！　つか見えませんでした！」

「そんなに必ひつ死しに否ひ定ていしなくても。しかし、元気なあの子が一いつ瞬しゆんで昏こん倒とうするなんて、さすがは悪あく魔まヶが風かぜ──いや、今は『風の神』か」

　いつものようにさりげなく僕に隠かくれつつ、経ふみ島しま先せん輩ぱいが歯は嚙がみする。なぜいつもそこに隠れるんだと呆あきれると、僕は「かぜのかみ？」と問といかけた。

「悪魔から神様にバージョンアップってことですか？」

「ちゃうちゃう、悪魔ヶ風は風そのものの名めい称しようで、風の神はそれを吹き出す妖よう怪かいの名前。そもそも日本語では『悪』とか『神』って言こと葉ばには『凄すごい』って意味しかないしね、種類が変わったわけじゃないのよ。悪魔ヶ風は露ろ骨こつに土つち属ぞく性せいの妖怪だから木もつ火か土ど金こん水すいの相そう生せい説せつ的てきにイタチちゃんの鼬てん火かで元気になって元げん凶きようが顕けん在ざい化かしたって寸すん法ぽう。わかった？」

「いつにも増してわかりません」

　ジャージの人を形だけでも庇かばいつつ、呆あきれた声で短く返答。えーと、属性が何だって？　だが先輩は、僕の意見を見事に無む視しすると「そう言えば白しろの字」と学生服の背中を突ついた。

「あんたさ、さっきから悪魔ヶ風くらってなかったわよね」

「え？　まあ、必ひつ死しに避さけてましたから。おかげで体中が痛いたいです」

　細長い顔の老人のような姿すがたを浮かび上がらせる悪魔ヶ風改あらため風の神を見み据すえつつ、机つくえの足にぶつけた肩をそっと押さえる。教室の半分ほどの広さの保健室とは言え、ベッドや机やその他諸もろ々もろがごちゃごちゃとあるので、逃げ回るスペースはあまりない。まだ悪魔ヶ風を浴あびずに済すんでいるのは幸運としか言いようがありません。

「……と言っても、そろそろ息いきは上がってきたし、いつまで逃げられるか」

「あのね、相手は至し近きん距きよ離りから吹く風よ。妖怪モードのイタチちゃんならともかくとして、常じよう人じんの反はん射しや速度で避よけられるもんですか。文化部一直線のあんたの場合なおさら無理よ」

　先輩のズバッとした一ひと言ことが僕の言葉に割わり込んだ。「しかし実際に無ぶ事じなんですけど」と肩かた越ごしに振り返れば、二つに結わえた髪かみが僕の背中にスッと隠れた。

「だからさ、あんたは悪魔ヶ風を避ける何かを持ってるはずなのよ、自分じゃ気付いてないみたいだけど。……屋根の上に縛しばってあった草くさ刈かり鎌がまとか、うっかり持ってきてない？」

「そんなもんをうっかり取れますか！　だいたい見たことないです！」

　呆あきれた怒ど声せいを漏もらせば、背中から「風切り鎌はオーソドックスな風対策なんだけどにゃー」と残念がる声が届とどいた。そう言われても、今僕が持ってるのなんて、シャーペンくらいのもんですが……こいつは関係ないよなあ。僕はちらりと右手に目を向け、落らく胆たんした。

　絵を描かく道具なら鉛えん筆ぴつが好すきだけど、あの折おれやすい文ぶん房ぼう具ぐは携けい帯たいには向かない。というわけで僕は、握にぎり心地ごこちが鉛筆に似にたこの木もく軸じくのペンを愛用していた。妖怪描いたり刀かたなを描いたりした回数も数知れず、結構な修しゆ羅ら場ばをともにくぐった頼たよれる相あい棒ぼうだ。だがしかし。

「シャーペンで風が払はらえりゃ苦労はないですよね……」

　と、やるせない口ぶりとともに、何なに気げなく右手のペンをかざした時だ。

　──びくん、と、風の神の姿すがたが震ふるえ、身構えた。いや空気の流れがそういう形を取ってるだけの妖よう怪かいが身構えるも何もないのだけど、しかし……この反はん応のうはどう見ても？

「んっ？　そうか！　白しろの字、その手のそいつをあのぼやけた爺じじいに突つっ込みなさい！」

「え？　ですけど、あの黄色い風が」

「大だい丈じよう夫ぶ！　土つち属ぞく性せいは木き属ぞく性せいに弱いのよ！　早く！」

「あ──は、はいっ！」

　意味がわからないまま、経ふみ島しま先せん輩ぱいの命令に突つき動かされ、僕は足を踏ふみ出した。そこで倒たおれているイタチさんも心配だし、こうなりゃ駄だ目めで元もと々もとだ！　握にぎっていたペンをくるっと回し、ベッドの上に浮かぶ風の神目がけて、その先せん端たんを一いつ気きに──。

「これでどう──え、うわああああああっ！」

　瞬しゆん間かん。風の神の細い口から、凄すさまじい暴風が吹き出した。

　無む色しよく透とう明めいなので悪あく魔まヶが風かぜではないものの、一歩前まで近づいていた僕を吹き飛ばすには充分だった。無ぶ様ざまにも先輩を巻き込んでひっくり返った僕だったが、無色な風の攻こう撃げきはまだ終わらない。追つい撃げきするように吹き付けてきた細い烈れつ風ぷうが、服の袖そでから襟えりから入り込み、ゴウッと音を立てて吹き荒れ──障しよう害がい物ぶつを吹き散らして、消えた。

　そして風が止んだ後に残ったのは、

「逃げたか。しかし、悪魔ヶ風を吹き付けるだけの妖怪かと思ってたけど、オーソドックスな強風も使えるのねー。パンツとブラだけ残ってるところを見ると、体に密みつ着ちやくしてるものは吹き飛ばされないと……ん。どした白の字。顔が赤いわよ」

「そりゃ赤くもなりますよ！　少しは恥はじらってください先輩！」

　要ようするに、上から下まで脱ぬがされた僕と経島先輩なのであった。

　どちらも下着だけは残っているあたりが助かったと言えば噓うそではないが、誰だれが感かん謝しやなどするものか！　風の神への恨うらみを心の中で叫さけびつつ、僕は慌あわてて窓まどに駆かけ寄って分ぶ厚あつい遮しや光こうカーテンを引き、そして磨すりガラスのはまったドアの鍵かぎをガチャンと下ろした。

「よし、とりあえず第三者の侵しん入にゆうは防いだ！　……で、これからどうしましょうか」

「そうね、とりあえず──って、こら。話す時は相手の目を見なさい」

「断ります！　つーか見たら見たで怒おこるでしょ！」

「無む論ろん」

　けろりとうなずく幼おさない声。勝かつ手て極きわまる眼鏡めがねから目を背け、僕は頭を抱かかえた。ちなみに今の僕の服ふく装そうは洗いざらしのトランクス一枚のみ。そして経島先輩は、水色のスポーツブラにボクサーパンツという、地じ味み極きわまりない出で立ちであった。正直、全まつたく色いろ気けが感じられない。

「……先輩。僕が言うのも何ですが、もうちょっと華はなやかなの選んだらどうですか」

「そーゆーのはもっと色っぽい奴やつに言いなさい。私だって自分の見た目はわきまえてるし、これはこれで機き能のう的てき──ってあんた！　いつの間にか見てやがったな？」

　今さらのように「きゃあっ、やだあ」とか可愛かわいい声で叫さけぶ先せん輩ぱいを意い識しき的てきに無む視しし、僕は改あらためてまわりを見み渡わたした。ベッドでは粂くめ神がみさんが昏こん睡すい中ちゆうで、床ゆかの上にはイタチさんの姿すがた。空あいているベッドに寝ねかせるべきだとは思うけど、うっかり目を覚まされることを思うと近づけなかった。何しろ今は裸はだかですから。ごめんイタチさん。

　で、後ろでぶつぶつと風の神対たい策さくを講こうじている経ふみ島しま先輩は言うまでもなく下着姿で、おまけにこの室内で唯ゆい一いつの男である僕もしっかりパンツ一いつ丁ちようだ。この現場を誰だれかに見られたら僕の人生は九十九パーセント終わるなと、そう確信できる状じよう況きようである。右手のシャーペンは無ぶ事じだったが、それが何になると言うんだろうか。

「制服は完全に細こま切ぎれだしなあ……誰かに着替え持ってきてもらうしかないか」

　思考がそのまま口からこぼれる。頼たのむなら、奈な良ら山やまか滝たき沢ざわさんあたりだろうか。まあ、あの真面目まじめな犬いぬ神がみ使つかいは一目見た瞬しゆん間かんに僕を張はり倒たおすだろうが、話せばわかってくれるはず──って、待まった。どうやって呼ぶんだ？

　ハッと気付いて視し線せんを床ゆかに落とせば、空むなしく床に散ちらばる、かつて携けい帯たい電話だったものたち（複数形）が目に映うつる。僕は思わずがくんと膝ひざを突ついていた。

「しまった、制服のポケットに入れとくんじゃなかった……！」

「ま、悔くやんでも仕し方かたないわよ。私もやられたし」

　小さな手が僕の剝むき出しの肩をぽんと叩たたく。振り返れば、先輩が壁かべの内線電話に手を伸ばしているところだった。白い背中が目に入ったので慌あわてて視線を逸そらし、上うわ擦ずった声で「どこに掛かけるんです？」と尋たずねてみれば、返事ではなく受話器に話しかける声が聞こえた。

「もしもーし、江え戸ど橋ばし？　うん、経島。いきなりなんだけど、ちょっと保健室来てくんない？　詳くわしいことはこっちで話すから。お願いね。ん？　あーはいはい愛あいしてる愛してる」

　軽いノリでそう告つげると、経島先輩は受話器を置いた。なるほど、生徒会室か。

「確たしかに無ぶ難なんな人じん選せんですねー。しかし最後の適てき当とう極きわまりない告こく白はくはどうなんですか」

　さらっとあれが言える関係には憧あこがれるけど、この状じよう況きようで言う台詞せりふでもなかろうに。ちょっと照てれた声でつぶやけば、先輩は「あー、あれか」と苦く笑しようした。

「付き合ってから一度も言ったことなかったからさ。せっかくだしと思って」

「え！　今のが初めてだったんですか……？」

　……ほう、それはそれはまた何というか。江戸橋さんもえらいのに惚ほれたもんである、と同情していると、ほどなくして廊ろう下かを急ぐ足音が響ひびき、そしてドアががちゃりと音を立てた。

「鍵かぎが掛かかっている──？　おい、経島？　俺だが」

　控ひかえめなノックとともに響いた声は、紛まぎれもなく生徒会長のものだ。僕は先輩に「出ますよ」と告げて立ち上がると（下着姿の女の子に出で迎むかえさせるわけにもいかないので）、ドアの鍵を外した。どうぞ、と小さな声で告げれば、静しずかに戸が開き、江戸橋さんの顔が覗のぞいた。

「さっきの電話は一体……？　ん、白しら塚つか？」

　細いフレームの奥おくの瞳ひとみがきょとんと驚おどろく。僕は「すみません」と片かた手てを立て、事情を説明しようとしたのだが──その時、保健室の中を見み渡わたした江え戸ど橋ばしさんの目がギラリと光った。

　……え、何、その怖こわい顔？　一年近い付き合いですが、そんな顔見たことないですよ？　それに、なんで手を握にぎってるんです？　わけがわからず怯おびえる裸はだかの僕を、生徒会長は鬼おにのような目で見下ろすと、

「歯はを食いしばれ、白塚ァアアアアアアアッ！」

　凄すさまじいばかりの咆ほう吼こうとともに握った拳こぶしを振り抜いた。

　瞬しゆん間かん、僕の右の頰ほおに走る衝しよう撃げき。意外にいいパンチしてるじゃないですか、と場ば違ちがいなことを思いつつ、僕は保健室の床ゆかの上を派は手でに転がった。その一瞬、視し界かいの端はしに、ガタガタと震ふるえる（フリをしていた）下着姿すがたの少女が映うつり、僕はようやく事態を理解した。

　あのですね経ふみ島しま先せん輩ぱい。そういう芝しば居いはやめなさい。あいたたた。
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「すまなかった！　この通りだ白塚！　踏ふむなり蹴けるなり訴うつたえるなり好すきにしてくれ！」

　悲ひ痛つうな声を振り絞しぼり、生徒会長が生徒会室の床に頭を擦こすりつけている。ポーズと言い声といい、一点の曇くもりもない完全な土ど下げ座ざだ。心の底から申もうし訳わけなく思っているのが丸見えで、放っておいたら腹はらでも切るんじゃないかと心配になる。生徒会長の頭の先、応おう接せつ用ようのソファに腰こし掛かけていた僕は「もういいですってば」と繰くり返した。

「誤ご解かいは解とけたし、着替えのジャージも取ってきたもらったんだし、それに──つッ！」

　左頰に走る突とつ然ぜんの激げき痛つうが、僕の言こと葉ばを遮さえぎった。

「だから消しよう毒どく中ちゆうに喋しやべらないの」

　やりにくくて仕し方かたない、とつぶやいたのは、ピンセットで脱だつ脂し綿めんをつまんでいた新あら井いさんだ。消毒液を僕の左頰の裂れつ傷しようへと塗ぬり込み、痛み（あと、新井さんの顔が意外に近いことから来る照てれ）で僕を黙だまらせると、副会長は床に這はいつくばる同級生へと視し線せんを向けた。

「いくら頭に血が上ったからって、いきなり全力で殴なぐる人がありますか。白塚くん見てみなさいよ、顔の右半分は打だ撲ぼくで腫はれてるし、左は床で擦って傷きずだらけだし」

「面めん目ぼくないッ……！」

「ほんとよー。話も聞かずに実力行こう使しだなんて野や蛮ばんにも程ほどがある。びびったわよ私」

「あのね経島。あんたが一番悪いんでしょうが！」

　反省する様よう子すのない元げん凶きようを、新井さんの視線が射い竦すくめる。そうだそうだもっと言ってやってください、と内ない心しんでエールを送っていると、制服姿の経島先輩は肩をすくめて頭を振った。

「場を和なごませるジョークのつもりだったんだけど、まさかパンチが飛び出すとはねー。まあ、結果的にみんな無ぶ事じで良かったじゃん。粂くめ神がみさんちの良りよう子こちゃんも回かい復ふくしたし」

「それはそうですけど……」

　あの後、粂神さんは意い識しきを取り戻したものの、まだ体調は優すぐれないようだった。もう少し休んでから帰ります、とベッドの上でつぶやいた声を思い出し、僕はちょっと不安になった。

「何よ、その深しん刻こくな顔。あんたが気に病やんでも仕し方かたないでしょ、白しろの字。イタチちゃんも復ふつ活かつしたんだから、あの子もおそらく元気になるわよ。ねえ？」

「だと思うけど……。ごめんね、さっきはあっさりダウンしちゃって」

　僕と新あら井いさんの向かいのソファで、イタチさんがうなずいた。さっきまで保健室の床ゆかに昏こん倒とうしていたとは思えない、健けん康こうではっきりした口く調ちように、ほっと安あん堵どの息いきがこぼれる。悪あく魔まヶが風かぜの影えい響きようは効きくのも早いが抜けるのも早いようで、肌はだの張りも顔色もすっかりいつも通りだ。良かった良かったとにこにこ喜よろこぶ僕を見て、新井さんが苦く笑しようした。

「幸せそうな顔ですこと。白しら塚つかくん、もうちょっと怒おこってもいいのよ？」

「いいですよ。僕、イタチさんが無事なら幸せですから。良かったね、イタチさん」

「え？　あ……ありがと、真しん一いち」

　白い頰ほおが薄うす赤く染そまり、照てれた視し線せんがするっと逃げていく。ああ可愛かわいいなあ。

「ほんとにもう、見てるこっちが恥はずかしい……。よし白塚くん、消しよう毒どく終わったわよ」

「ありがとうございました」
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　頼たよれる副会長に向かって深々と一いち礼れいする。新あら井いさんは「どういたしまして」と笑って救きゆう急きゆう箱ばこの蓋ふたを閉めると、ふと不安げに僕らを見み渡わたした。

「それで、その『風の神』だっけ……？　まだ退たい治じされたわけじゃないのよね？」

「うん。目くらましで私らの服脱ぬがして、その隙すきを突ついて隠かくれたみたいよ」

　そう答えたのは、制服姿がおそろしく新しん鮮せんな経ふみ島しま先せん輩ぱいだ。年ねん齢れい不ふ相そう応おうに若い（と言うか幼おさない）顔立ちは、白と青が基き調ちようの爽さわやかなセーラー服に言っちゃ何だが似に合あっている。もし今が初対面だったら新入生と勘かん違ちがいしたことだろう、うんうん。

「これは私の推すい測そくだけど、風の神は普ふ段だんは誰かの体に潜ひそんでるんじゃないかと──どうした白の字。人の顔見てふんふんと、気き味み悪いわね」

「まあ口を開けばすぐに……あ、すみません。制服姿が意外に可愛かったもんでつい」

　こちらを睨にらむ先輩に軽く頭を下げれば、唐とう突とつに「当然だ」と静しずかな声が床から届とどいた。だから、いつまでそこに這はいつくばってるんですか、江え戸ど橋ばしさん。逆ぎやくに罪ざい悪あく感かんが募つのるので、早いとこ会長席に戻ってほしいです。疲つかれた溜ため息いきを吐つくと、僕は再ふたたび経島先輩へ顔を向けた。

「風の神が誰かに隠かくれてるって言ってましたけど、それって──」

「良子だよね、やっぱり」

　僕の言こと葉ば尻じりを奪うばったのは、経島先輩の隣となりで考え込んでいたイタチさんだ。まあ、それが妥だ当とうな推すい測そくだよな。今のところ、被ひ害がいに会ってるのはあの子だけだし。僕が無む言ごんで同意すると、新井さんが「んー？」と首を傾かしげた。

「よくわかんないんだけど、その神……いや、妖よう怪かいなのかしら？　とにかくそれは、取り憑ついた相手を弱らせてるってこと？　そんなことしてどうするの？」

「目的なんかないんでしょ。風の神はね、神って名前こそ付いてるけど、目に付いた人間に悪あく魔まヶが風かぜを吹き付けて体たい調ちようを崩くずさせるだけの妖怪だから。何かの拍ひよう子しでたまたま憑かれちゃったら、運うんが悪かったわねってことよ」

「……また、とんでもない神様ですね。名前変えた方がいいんじゃないですか」

「だからこの神にはゴッドの意味はないってのに。とまあ、そんな局きよく所しよ災さい害がいみたいな妖怪だから、あんまり賢かしこい行動を期待しても仕し方かたないかな、と。たぶんあの半はん透とう明めいの爺じじいは、普段は粂くめ神がみちゃんに隠かくれてて、何かの拍子にフラッと出てきては手近にいる人間──言うまでもなく、宿やど主ぬし本人ね──に悪魔ヶ風を浴あびせてるんじゃないかと思われます。以上、推すい察さつ終了」

　ご静せい聴ちようありがとう、と経島先輩はニヤついたが、僕らはあいにく笑う気にはなれなかった。いくらなんでも理り不ふ尽じんすぎる話だろ、これ。可哀かわい相そうにも程ほどがある。

　しかもあの風、今日見た限りでもちょっとずつ強力になってたわけで、放置しておくと被ひ害がいが広がっていくのはほぼ確実だ。新年度早々学級閉へい鎖さとかになる前に対たい処しよしたいのは言うまでもないが……しかし、どうすりゃいいものか。

「あ！　滝たき沢ざわさんに頼たのんで、ライカの声で」

「それはどうかしら。犬いぬ神がみのお清きよめボイスは至し近きん距きよ離りからじゃないと効きかないでしょ？　射しや程てい距離は悪あく魔まヶが風かぜのほうが断然上なんだから、勝算は薄うすいわね」

　悔くやしげにうなずく経ふみ島しま先せん輩ぱい。何とかしてあげたいね、とイタチさんがしんみりつぶやいた。その労いたわりに満みちた優やさしい声に、僕は自分の無力を痛つう感かんし──。

「そうだ先輩！　僕のシャーペンが効いてましたよね、あれってどういう仕組みです？」

　今さらのように思い出し、僕はハッと顔を上げた。と、慣なれない制服で居い心地ごこちが悪いのか、ソファーの上でもじもじしていた先輩は「お、そう言えば」と手を打った。

「悪魔ヶ風ってね、五行説せつで言うところの土の属ぞく性せいなのよ。で、五行相そう剋こくの循じゆん環かん図ずに従したがえば、土は木に弱いのね？　だから白の字の木もく軸じくシャーペンは悪魔ヶ風を切り払はらえたわけ」

「ふーん……。悪魔ヶ風って言うくらいなのに、風属性じゃないんですか？」

「はい？　五行説は万ばん物ぶつを木、火、土、金、水の五つの属性に分類して、その中で活性化と弱体化──つまり相そう生せいと相剋を関連づける知ち識しき体たい系けいよ。風属性なんてありません。地水火風空の密みつ教きよう系けい五大でもなけりゃ、地水火風の四大元げん素そでもないんだから。ちゃんと区別しなさい」

「はあ、すみません。しかし、風が土属性ってのはどうも納なつ得とくしがたいような……」

「そういうもんなんだから諦あきらめろ。しかし、地中から湧わく恙つつが虫むし、地下を移動する太たい歳さいと続いて、今度は土属性の悪魔ヶ風か。なーんかここんとこ土つち気けじみたのが続いてるわね」

　僕をばっさり黙だまらせると、先輩は「むう」と考え込んでしまった。そこに声をかけたのは、こっちはこっちで悩なやんでいたイタチさんである。

「ね、御み崎さき。木でできた何かを使えば、風の神はやっつけられるのかな……？」

「ん？　そりゃ倒せるでしょうね」

　期き待たいに満ちた顔を上げたイタチさんの声を受け、経島先輩が言いきった。そうだよね、と意気込んでうなずく妖よう怪かい少女に、妖怪博士はかせは励はげますように笑え顔がおを返した。

「見た目は人型だけど、しょせんは悪魔ヶ風の塊かたまりだから。次に顕けん在ざい化かした時、木ぼく刀とうとか木の枝えだで引っぱたいてやれば一いち撃げきよ。問題は──」

　と、そこでいったん言こと葉ばを切り、先輩はわしわしと頭を搔かいた。二つに分けて結ゆわえた長ちよう髪はつが軽やかに揺れ、眼鏡めがね越ごしの瞳ひとみが僕へ向く。……ああ、なるほど。あのことか。

「──悪魔ヶ風はともかくとして、単たんなる強風を吹き付けられた場合。吹き飛ばされて死ぬってレベルじゃないけどさ、脱ぬがされるのはイヤでしょ、イタチちゃん？」

「え？」

「しかもあれの目の前で」

　そう言うと、先輩はゆっくり僕を指さした。問とわれたイタチさんは、ほんの一いつ瞬しゆんきょとんとしたが──すぐに顔を真まっ赤かに染そめ、無む言ごんのまま、首を激はげしく縦たてに振った。

「まあ、そりゃそうよね」

　新あら井いさんのやるせない一ひと言ことが生徒会室に響ひびく。「準じゆん備びしておいたほうがいいかな」とつぶやくイタチさんの声に、僕は何も答えられなかった。

　それはそうと、江え戸ど橋ばしさんはそろそろ頭を上げてください、お願いですから。




　　　　＊＊＊




「……木もく製せいの何かを身みにつけろ？」

「うん。あ、別に材ざい木もく抱かかえて暮くらせってんじゃなくてね。木き彫ぼりのストラップでも割わり箸ばしでもいいんだけどさ。あんたの体調を守るためにはそれが一番手っ取り早いかなーと」

「すみません先せん輩ぱい。意味が全まつたくわかりません」

「でしょうね！　まあ、気休めかジンクスだと思ってもらえれば」

「私、その手の話は嫌きらいですから。それでは失礼します」

「ちょっと待まったあ！」

「しつこいですね。これ、実は宗しゆう教きようの勧かん誘ゆうだったりするんですか？」

「馬ば鹿か仰おつしやい。この経ふみ島しま御み崎さき、神しん仏ぶつの類たぐいを面おも白しろがったことこそあれど、信じたことはただの一度もありゃしません。これはあくまで民みん俗ぞく学がく的てきなアドバイス」

　沈しずみかけた太陽の照てらす生徒昇しよう降こう口ぐち。通学用カバンを手にした僕とイタチさんが見守る先では、制せい服ふく姿すがたの経島先輩が眉まゆをひそめる粂くめ神がみさんを説せつ得とくしていた。よくわかんないっスー、と言いたげな顔で事態を傍ぼう観かんしているのは、水すい泳えい部ぶ帰りのハルカだ。ちらちら僕を見ているのは、顔のケガが気になるんだろう。無む理りもないかと苦く笑しようしつつ、僕は顔色の悪い後こう輩はいに熱ねつ弁べんを振るうジャージに視し線せんを向けた。

　──粂神さんに、木もく属ぞく性せいのアイテムを携けい帯たいさせる。

　先ほどの生徒会室での作戦会議（あるいは生徒会長謝しや罪ざい会見）で出た結論がこれだった。

　風の神を退たい治じできればベストだけど、あいつがどんなタイミングで出てくるかはわからない（あと、服を脱ぬがせる強風もある）。ならば憑つかれた被ひ害がい者しやに悪あく魔まヶが風かぜ撃げき退たい用ようのお守りを常じよう備びしていてもらうのが一番手っ取り早いのではないか、というわけだ。かくして僕ら美術部は、友人と一いつ緒しよに帰ろうとしていた粂神さんを呼び止め、説得を開始したのであった。説得役は、もちろん美術部の誇ほこる詭き弁べん論ろん者しや、経島先輩その人だ。

　あ、ちなみに江戸橋さんと新あら井いさんは生徒会長室に残してきました。江戸橋さんは付いてきたそうだったが、経島先輩に「新一年生に生徒の会長副会長がオカルトマニアの変人と思われちゃ困こまるでしょ」と言われて、ようやく諦あきらめたようだ。

「先輩の言うことは正しいんだけど……それって僕らは変人扱あつかいされろってことだよな」

　その手の視線には去年一年で慣なれたし、そもそもこの学校（特に僕の周しゆう囲い）には変わり者が結構多いのでそんなに気にはならないとは言え、今年もやっぱり美術部はこの扱あつかいか。自然と肩を落とせば、イタチさんが「仕し方かたないよ」と苦笑した。

「だって、放っておくわけにもいかないし」

「……ほんと、優やさしいよね、イタチさん」

　傍かたわらに立つ妖よう怪かい少女の顔に浮かぶ、ちょっと困こまったような笑えみ。それを見た瞬しゆん間かん、僕の心がずきっと痛いたんだ。僕はどう思われても構わないし、経ふみ島しま先せん輩ぱいも実際変人だからいいとして（異い論ろんは認めません）、目の前のこの優しい人までもが奇き人じんカテゴリーに入れられるのは理り不ふ尽じんな気がする。思わず「なんかごめんね」とつぶやけば、イタチさんは首をしっかり横に振った。

「謝あやまることじゃないよ。あたし、真しん一いちや御み崎さきと一いつ緒しよにいるの、楽しいし」

「え。そうだったら嬉うれしいけど──ほんとに？」

「こんな噓うそなんか吐つかないよ。吐く必ひつ要ようもないし……って、なんだか真一の台詞せりふみたいだね」

　いつかの僕を思いだしたのだろう、くすっと小さな笑みがこぼれる。夕日に照てらされたその控ひかえめな笑顔が目に映うつり、視し神しん経けいを経けい由ゆして脳のうに届とどいたその瞬間、僕の呼こ吸きゆうはぴたりと止まった。去年に出会ったイタチさんが、今も──進級した今になっても、まだここにいてくれるという事実に、僕はようやく気が付いたのだ。「ありがとう」という思い、「大だい好すきだ」という叫さけびが胸むねの奥おくで暴あばれだし、世界の全すべてに感かん謝しやを叫びたくなってくる。今なら、吹き抜ける春風がひりひりと頰ほおの傷きずを撫なでる感かん触しよくも、全身に残る打だ撲ぼくの痛みさえも──。

「……あ、あのー、センパイ方？」

「喜よろこびに変える自信が僕には──ん。なに？　呼んだ？」

　おずおずと呼びかける声が耳に届き、僕はハッと我われに帰った。いかんいかん、またか。

　真まっ赤かな顔でうつむくイタチさんから声の方向へと向き直れば、スポーツバッグを担かついだショートカットの少女の姿すがたが目に映る。ヘアバンドの下の太い眉まゆは「声かけて良かったんスかねえ」と強く訴うつたえていた。どうやら気を遣つかわせてしまったらしい。

「ごめんハルカ。何か用？」

「あ、いや……もういいんスか？　なんか急に二人の世界がクライマックスし始めたもんで、うおーさすが高校生、これは邪じや魔ましちゃまずいのかなーとも思ったんスが……」

「気にしないでいいよ。僕の場合、よくあることだから」

「え？　マジっスか？」

「うん。僕にとってこのイタチさんは何よりも誰だれよりも──」

「わーっ！　ちょ、ちょっと黙だまって真一！　ね！　ねっ！」

　唐とう突とつに柔やわらかい手で口が塞ふさがれた。ぐむ、と息いきを漏もらす僕を強引に押し退のけると、なぜか息を切らせたイタチさんは素早くハルカの前に進み出る。

「ご、ごめんねハルカ！　この人ちょっとこんなだから！　それで……何だった？」

「え？　そのっスね、オレ、まだ状じよう況きようがよくわかってないんスけど──センパイ方は、良りよう子この体の調子たいちようを治なおすよーなアドバイスをしに来たってことでいいんスか？」

　ヘアバンドの上からかりかりとこめかみを搔かきつつ、首を捻ひねるハルカ。それを聞いたイタチさんは、ほんの一いつ瞬しゆんだけ考えたが、すぐに「うん、そうだよ」とうなずいた。

「余よ計けいなお世話かも知れないけど、何か役に立てればって。ね、真しん一いち？」

「はい？　あーうんそうそう、その通り。先せん輩ぱいとして後輩の体調は気になるし。美術部に、実じつ践せん的てきなお呪まじないに詳くわしい先輩がいたからさ、駄だ目めで元もと々もとと思って」

　木製アイテムは駄目元どころかしっかり効きくのは確かく認にん済ずみなのだが、まさか「実は君の友人には妖よう怪かいが取り憑ついていてね」などと説明するわけにもいかない。やむなく勢いきおい任まかせの作り話を並べていると、ハルカは「そっスか」とあっさりうなずき、礼れい儀ぎ正しく一いち礼れいした。その意外と言えば意外な反応に、僕はぽかんと絶ぜつ句くした。

「ん？　どしたんスか、白しら塚つかセンパイ、伊達だてセンパイ」

「あ──いや。もっと疑ったり怪あやしんだりするもんかと思ってたから、驚おどろいて」

　ねえ、と同意を求めれば、イタチさんは首を縦たてに振る。それを見たハルカは「ツレに気を遣つかってもらって悪い気はしないっスよ」と笑うと、ふいに顔をしかめて言い足たした。

「……ただ、良りよう子こが信じるとは思えないっスけど」

「あ、そうだよね……。よく知らない人から、急にこんなこと言われても」

「いやいや、そーゆー話じゃないっス」

　同情気ぎ味みにうなずくイタチさんを遮さえぎるハルカ。どういうこと、と目で問とえば、ヘアバンドの似に合あう水すい泳えい部ぶ体験入部生は鍛きたえた肩を軽くすくめた。

「良子はガチのオカルト嫌ぎらいっスからねー。親父おやじさんが妖怪マニアだった反動だとかで、その手の話には全まつたく耳を貸さないんスよ。ん？　親父さんはマニアじゃなくてプロだったっけ？　いやでも、妖怪のプロっておかしいっスよね。あれ？」

　友人から聞いた話を思い出そうとしているのだろう、ハルカは腕うでを組んで首を捻ひねった。一方、僕とイタチさんは「ああ」と納なつ得とくしながらうなずき合った。粂くめ神がみさんの父、即すなわちマッドで執しゆう念ねん深かったあの妖怪ハンターは、確たしかに格かつ好こうの反面教きよう師しだろう。あんなのと一いつ緒しよに暮くらしていれば（今はまともになったらしいが）、そりゃ筋すじ金がね入いりの現実主義者になるのも無理はない。

「こりゃ先輩も苦戦しそうだな」

「だよね……」

　不安げな声でうなずき合う僕ら。大だい丈じよう夫ぶかな、と視し線せんを向けたその先では、経ふみ島しま先輩と粂神さんの論争が未いまだ続行中だった。

「いい加か減げんにしてください、妖怪なんているわけないのに。非科学的すぎます！」

「非科学的？　あんたさっきからそれをよく言うけどね、科学は現実を見み据すえて分ぶん析せきするためのテクニック兼けんツールよ。視し界かいを狭せばめる枠わくじゃないの。某ぼうイギリス人曰いわく、全ての不ふ可か能のうを消去すれば、最後に残ったものがいかに奇き妙みようでも──」

「──それが真実となる、ですか。科学的推論の基本ですね。それで？」

「おお、やるわね、あんた。だからさー、あんたの体質にも体調管理にも問題が見当たらない以上、これはもう超ちよう自然的な何かによるものだと考えるしかないわけで」

「飛ひ躍やくしすぎです。お話になりませんね！」

「筋すじ道みちだった論理は時としてとんでもない答こたえを生むものよ。たとえばガモフとガリレオは」

「何を持ち出しても無理ですから。都つ合ごうのいい証しよう拠こだけを並べていいのなら、どんな適当な結論だって導みちびけます。ですがそれは、人類が一万年かけて会え得とくした科学的な視し点てんを捨て去さることに他なりません！　先せん輩ぱい！　貴女あなたは退たい化かしている！」

　まっすぐ経ふみ島しま先輩を指さし、粂くめ神がみさんが言い放つ。体の弱い常じよう識しき人じんかと思っていたが、さすがはあの父の娘むすめ。道こそ違ちがえど、根っこの部分は似に通かよっているらしい。

「ほほー、言ってくれんじゃないの。ならば、妖よう怪かい馬ば鹿かの蓄たくわえた無む駄だな知ち識しきと詭き弁べんの技術、その血けつ色しよくの悪い顔に叩たたき込んでやっから覚かく悟ごしなさい！」

「望むところです！　科学は古ふる臭くさいオカルトなんかに負けませんからっ！」

　挑ちよう発はつする経島先輩、そしてそれを真まっ向から受ける粂神さん。意外と熱い子だったんだね、とイタチさんがしみじみつぶやいた。うん、確たしかに。第一印いん象しようとはえらい違いだ。

「いいですか先輩。説明できない現げん象しようが起きて、その原因として妖怪を想起する。そこまでは私もわかります。結果から原因を推すい察さつするのは人の本能ですから。ですけどそれはあくまで想像、そんなものが実在するはずなんか」

「なくもないんだな、これが。粂くめちゃん、観察者効こう果かってご存ぞん知ぢ？」

「急に量りよう子し論ろんですか？　観察あるいは推すい測そくするという行こう為い自体が観察対象の在ありように干かん渉しようし、観察結果に基もとづいて対象の実じつ相そうが変容するという理論ですよね。それが何か？」

「わかりやすい解説どうも。だからさ、この世界の観察者──即すなわち一定数の人間が『あ、なんかいるかも』と思ったら、それが世界に作用し、存そん在ざいしていなかった妖怪を実在させる……ってのはどうかな、と。人の思いが妖怪を生むってのは定番だしね」

「え？　ちょっと待まってください」

「いや待たない。ついでに言えば、この理り屈くつだと、自じ我がを備えた妖怪は自分で自分の存在を認識できるわけだから、一度顕けん現げんしちゃえば半はん永えい久きゆう的てきに実在できるのね。かくして雪ゆき女おんなや天てん狗ぐは今日も元気に野の山やまを駆かけるのであった、めでたしめでたし。以上、Ｑ．Ｅ．Ｄ証明終了！」

「勝手に終了しないでください！　今のは屁へ理り屈くつです！」

「学問の世界じゃ筋すじが通れば勝ちなのよ！　さあ、悔くやしかったら言い負まかしてみなさい！」

　経島先輩が中指を立てて勝ち誇ほこれば、粂神さんは「くっ」と悔しげに歯は嚙がみした。いつの間にか、すっかり打ち解けてしまったようである。まあ、それはそれでいいんだけどさ。

「……御み崎さき、完全に目的忘れてるよね」

　溜ため息いきとともにイタチさんが苦く笑しようした。……だよなあ。

　軌き道どう修しゆう正せいしたほうがいいとは思うものの、会話の内容が高こう次じ元げんすぎてどう突つっ込んでいいのかさえわからない。「主しゆ観かんと客観は根こん源げん的てきには同質であり無限に並へい列れつして存在する可か能のう性せいとしての多た元げん宇う宙ちゆうの実相を一時的に収しゆう束そくさせる機能を有ゆうする」ってどういう意味ですか。

　というわけで僕とイタチさんが口を挟はさめず突つっ立っていると、同どう様ようにぽけーっと見入っていたハルカが「そうだ」とこちらを向いた。

「白しら塚つかセンパイ、今日、水泳部の新しん歓かんポスター描かいてたじゃないっスか。あの格かつ好こう良かったヤツ。でも、センパイって美術部っスよね？」

「うん、そうだけど。あっちこっちのクラブに頼たのまれて描いてるんだよ」

　向こうに比くらべてずいぶん日常的な話題である。まあ、そっちのほうがいいけどな。安心しながら説明すれば、ハルカは感心したようにうなずき、ふと付け足たした。

「美術部のポスターってどんな絵描いたんスか？」

「へ？　美術部？」

「何スか、その反はん応のう。自分のクラブのポスターっスよ？　ほら、運動部のは想像つくんスけど、文化系けいってどんな絵なのかと思って」

　そう言ってハルカは首を傾かしげた。だが僕はその質しつ問もんに答えることなく、イタチさんと青ざめた顔を見合わせた。「やばい、すっかり忘れてた！」「いろいろ忙いそがしかったからね……」という無む為いなアイコンタクトが瞬しゆん時じに飛び交かったが、それが何になるというのか。

「──たとえば雪ゆき女おんなは熱量保存の法ほう則そくに反はんしているわけですよね」

「だからさ、一時的に物理法則そのものを書き換えちゃうのが妖よう怪かいだとすれば──」

　あっちはあっちでしつこく盛もり上がっていたが、正直それどころではない気がしてきた。粂くめ神がみさんと悪あく魔まヶが風かぜのことももちろん心配だけど、今のところは元気そうだし、あと数日は大だい丈じよう夫ぶだろう。とりあえず明日からはポスター頑張って描こう、うん。
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「と思った翌よく日じつに、またこう来たか……」

　頰ほおの絆ばん創そう膏こうを替えてもらおうと訪おとずれた保健室にて、僕は重たい溜ため息いきを吐ついた。

　その隣となりでは「顔の手当は自分じゃ難むずかしいよね。保健室の先生はたぶんいないし、手て伝つだうよ」と付き添そってくれたイタチさんが、不安げな瞳ひとみをベッドに向けていた。あ、ちなみに養よう護ご教きよう諭ゆの賢かしこ淵ぶち先生は今日もしっかり不在でした。大丈夫なのかこの学校。

　で、そんな二人が見下ろす先には、ベッドで昏こん睡すいする赤あか毛げのボブの少女の姿があったのでした。言うまでもなく粂神さんだ。掛かけ布ぶ団とんが床ゆかに落ちているところを見ると、どうやら保健室に辿たどり着いてベッドに横たわったところで意い識しきを失ったらしい。その顔は明らかに昨日きのうよりも蒼そう白はくで、悪魔ヶ風がどんどん強力になってることが見て取れた。

「こりゃもう後回しにするとか言ってる場合じゃないな」

「だよね」

　思わずぼそりとつぶやけば、イタチさんが短く答える。幸さいわい、風の神は顕けん現げんしていないようだけど、いつ出てくるかわからない。僕は木もく軸じくのシャーペンをカッターシャツの胸むねポケットから取り出し（一いつ張ちよう羅らの学生服は昨日破やぶれてしまったので今日はシャツだけなのです）、イタチさんを庇かばうようにそっとかざした。

　それを見たイタチさんは一いつ瞬しゆんきょとんと驚おどろいたが、すぐに「ありがと」と小さく微笑ほほえんで僕へと寄り添そい──瞬しゆん間かん、肩が少しだけ触ふれ合った。その感かん触しよくが異い様ように嬉うれしくて思わず真横に飛びつきそうになったけど、この状じよう況きようでさすがにそれはアウトだぞ。なんとか自分を抑おさえていると、ふと、慰なぐさめるような声が耳に届とどいた。

「今日もポスター描かけなさそうだね……。美術部の描こうって、昨日話したところなのに」

「だよなあ……。でもまあ、仕し方かたないよ。こっちを放っておくわけにもいかないし」

　苦く笑しようしつつ頭を搔かく。そりゃ新入部員は欲ほしいし、そのためには新歓ポスターを描いておくべきなんだろうけど、助けてあげられるかも知れない人を見捨てて描くようなもんでもない。だいたいポスター貼はったところで新人が来るとも限りませんしね！　そう自分を納なつ得とくさせていると、ふいにイタチさんがくすっと笑った。

「真しん一いち、あたしのこと優やさしすぎるってよく言うけど……。真一もお人ひと好よしだよね、すごく」

「へっ？　そ、そう？」

　いきなりの意外な話題に、なんだかおかしな声が出た。それを聞いたイタチさんは、優しい顔を僕に向け「そうだよ」と再ふたたび笑った。

「知ってる？　美術部で一番ケガしてるのって真一なんだよ？　いっつも妖よう怪かい相手に危ない目にあってるし、自じ慢まんできるわけでも、誉ほめてもらえるわけでもないのに……真一、絶対『もう嫌いやだ』って言わないよね」

「ああ。そりゃイタチさんがいるからだよ」

「そんなところが、あ、あたしはね……って、え」

「だからさ、イタチさんと一いつ緒しよにいられるからなんだってば。それだけ」

　正直なところ、もしも妖怪対たい処しよが単たん独どく任にん務むだったなら（たとえ妖怪と渡わたり合う力を持っていたとしても）あっさり職しよく務む放ほう棄きしていた自信がある。誰だれより好すきな人を、何よりも大事な人を傍そばで見ていられるという特とつ権けんがあるから、僕は今ここにいるのです。そう真面目まじめに語れば、イタチさんは赤い顔を僕から背そむけ、すすーっと離はなれてしまった。

「もう……！　きょ、今日こそ誉ほめようと思ったのに……！」

　恥はずかしげに独ひとり言ごとを漏もらしつつ、イタチさんは掃そう除じ用具のロッカーへと向かうと、一本のほうきを取り出した。何のつもりだろうと見つめていると、スレンダーな妖怪少女は──少し離れた距きよ離りから見ると姿し勢せいの良さが際きわ立だつなあ──ほうきに両手を添そえ、木製の柄つかを槍やりのように突つき出す。その姿を見て、僕はようやく合が点てんがいった。

「そっか。木なら風の神を倒せるもんね」

「うん。だから、出てきたところをこれで突つけばいいかなって」

「なるほど。あ、でも……あの風は？」

　昨日の惨さん劇げきと頰ほおの痛いたみを思い出してしまい、声が小さくなった。と、それを聞いたイタチさんは、自信満々だった顔をかあっと赤らめ、ほうきの柄つかをぎゅっと握にぎってうつむいた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……だと、思う。うん」

　か細い声が耳に届とどく。よくわからないけど、何か準じゆん備びしてきたってことか？　まあ、本人がそう言ってるんだから信用しよう。となれば後は敵てきの出現を待まつばかり、なのだけど。

　肝かん心じんの風の神が全然出てくる気け配はいがないのはどうしたものか。このまま待って出てこなかったら馬ば鹿かみたいだよな、と脱だつ力りよくしかけていると、ふいにズボンのポケットで携けい帯たいが震ふるえた。

　右手のシャーペンを胸むねポケットに差し込んでから携帯を取り出す。表ひよう示じされていたのは見覚えのない番号で──って、昨日買ったばっかりの携帯なので、まだ誰だれの番号もアドレスも登とう録ろくしてないんだっけ。経ふみ島しま先せん輩ぱいみたいにバックアップ取っときゃよかったなあ。今さらのように後こう悔かいしつつ、僕は使い慣なれないそれを耳に当てて「白しら塚つかですが？」と告つげた。

「おー、白しろの字？　あのさ、あんた今イタチちゃんと保健室にいるのよね」

「あ、先輩ですか。ええ、そうですけど」

「よし。でね、帰りが遅おそいからもしかしてと思って聞くんだけど──今まさに目の前で粂くめ神がみ良りよう子こが昏こん睡すい中ちゆうだったりしない？　で、あんたらは風の神を待ってるところとか」

　ぽんぽんとリズミカルに続く声。よくわかるなあと感心しつつ「はい」と答えれば、先輩の声がいきなり神しん妙みようなものへと切り替わった。

「さっき、粂神まどか──白の字の前でのびてるヘルメット頭の妹ね、念ねんのため──に、電話で聞いてみたのよ。姉ちゃんは家でも体が弱いのかって。答はノーだった。わかる？　彼女、学校でだけ具ぐ合あいが悪くなってるの。常つねに風の神に付きまとわれてるなら、そんなことは有あり得えない。つまり私たちの推すい理りは最初の時点で誤あやまってたってわけ」

「え？　ちょ、どういうことですか？」

　話の流れが速すぎて理解が全然追いつかない。情じよう報ほうを整理しながら聞き返していると、ふと保健室のドアがガラガラと開いた。こんな時に誰だよ、と慌あわてながら視し線せんを向けた先には、

「良子、やっぱここにいたっスか。あ、センパイ方、どーもっス」

　太いヘアバンドの似に合あうショートの一年生が、ぺこりと頭を下げていた。何だ、ハルカか。こんにちは、と応おうじるイタチさんを横目で見ながら、僕は先輩の声に耳を傾かたむけた。

「よく聞きなさい白の字。警けい戒かいすべきは粂神良子じゃなかったの。彼女は純じゆん然ぜんたる被ひ害がい者しやで、風の神の隠かくれ家がとして選ばれていたのは、いつも彼女と一いつ緒しよにい」

　──バキン。

　ふいに耳みみ元もとをすり抜けた細い風が、買ったばかりの携帯電話を弾はじき飛ばした。

「真しん一いち！　今の──ひゃっ！」

　たじろぐ間もなく、再ふたたび放たれる絞しぼり込んだ烈れつ風ぷうが、今度はイタチさんの手にしていたほうきを──悪あく魔まヶが風かぜ撃げき退たい用ようの必ひつ殺さつ武器を──弾はじき飛した。ぞくりと背中に悪お寒かんが走る。これはもしかしてそういうことか！　嫌いやな予感を覚えつつ、風の吹き付ける方向へと振り向けば、

「な、何スか、これ！　なんでオレから風が出てんスか？」

　案あんの定じよう、ハルカの体から強風を纏まとった半はん透とう明めいの老人がぼんやり滲にじみ出ていた。

「風の神……！」

　武器を奪うばわれたイタチさんが、身み構がまえながら敵てきの名を呼ぶ。と、自分が呼ばれたことに気付いたのか、風の神は細く伸びた口くち元もとを醜みにくく歪ゆがめると、ずるりと宿やど主ぬしから抜け出した。解放された反動か、「ふわっ」とよろけるハルカの手を、イタチさんが素早く引き寄せる。

「ハルカ、こっちに！　真一！」

「オッケー！」

　二人の少女に駆かけ寄りつつ、胸むねポケットの木もく軸じくシャーペンを引き抜く。吸きゆう血けつ鬼きに十じゆう字じ架かを突つきつけるように愛あい用ようのペンをかざしながら、僕は風の神をじっと見つめた。少しずつ強力になっているのか、昨日は目を凝こらしても見えなかったディティールが、今はしっかり見て取れる。風を吹き出す口先はアリクイのように細長く、骨ほね張ばった体はまるでミイラだ。粗そ末まつな布を腰こしに巻き、下か半はん身しんはかすれて消え──と敵の姿を観察していると、ぐいぐいとシャツの襟えりが引っ張られた。

「せせせせせ、センパイっ！　な、何スか、何なんスか、こいつ！　つか何なんスかこれ！」

「妖よう怪かい『風の神』。ハルカに取り憑ついて、粂くめ神がみさんを弱らせてた犯はん人にんだ」

　この際さい、誤ご魔ま化かすのも面めん倒どうくさいので簡かん潔けつに回答。それを聞いたハルカは「よおかい？」と目を丸くすると、今度はイタチさんの襟を引いた。

「え、いや、でも、なんで二人ともそんなに落ち着いてるんスか？　妖怪っスよ妖怪？　あ、あの、もしかして伊達だてセンパイ……これも『よくあること』だったりするんスか？」

「……まあね。でも、大だい丈じよう夫ぶだよ。慣なれてるからね」

　優しく笑い、イタチさんはスウッと深く息いきを吸すった。瞬しゆん間かん、周しゆう囲いの空気が凜りんと引き締しまり、スレンダーな体を包むようにオレンジ色のフレアが躍おどった。息つく間もなく、ふさりとした耳と尻尾しつぽが浮かび上がり実体化する。

「ぎょっ！　だっ、だだだだっ、伊達センパイっ？」

　ハルカが奇き妙みような声こえで叫さけんだ。驚おどろきすぎてまともな言こと葉ばが出ないらしいが、今は説明している時間はない。とりあえず目の前のこいつを何とかしないと──と僕が身構えた瞬間、イタチさんは視し線せんをちらりと床ゆかの上のほうきに向け、床を蹴けって飛び出した。

「これで突き刺さしさえすれば──って、あっ！」

　どうやらその動きは読まれていたらしい。風の神の放つ無む色しよく透とう明めいの旋せん風ぷうが、ほうきをベッドの下へと弾き飛ばす。そして、その絞り込まれた風は、武器を奪われて立ちすくむイタチさんにも容よう赦しやなく襲おそいかかっており──。

「しまった！　逃げろイタチさん！」

　叫さけんだ時には遅おそかった。反はん射しや的てきに両手を前にかざしたイタチさんだったが、風が相手では意味がない。引き締しまった強風は制服の袖そで口ぐちや襟えり元もとへと容赦なく滑すべり込み、そのセーラー服を一気に細かい端は切ぎれへと変える。

「ひゃっ！」

　短い悲鳴が耳を突ついた瞬しゆん間かん、僕は反はん射しや的てきに両目を塞ふさいだ。そりゃ見たくないと言えば大おお噓うそになる、なるけれど場と状じよう況きようと相手の気持ちをわきまえろ馬ば鹿か！　そう必ひつ死しに自分を押さえつけていると、ふと、僕に隠かくれていたハルカのつぶやく声が耳に届とどいた。

「──伊達だてセンパイ？　それ、わざわざ着てきてたんスか？」

「うん、これなら脱ぬがされないから！　……ちょ、ちょっと恥はずかしいけどね」

　そう答えたのはイタチさんだ。えーと、なんだかよくわかんないけど、下着にはなってないってことなのか？　湧わき上がる疑問に抗あらがえず、つい目を開いた僕が見たのは、

「レスリングのユニフォーム……？」

　ぴったりフィットしたボディスーツを身みに纏まとって、風の神の吐はき出す悪あく魔まヶが風かぜを避よけ続ける妖怪少女の姿すがただった。今、思わず疑ぎ問もん系けいで叫んでしまったけど、聞くまでもなく答こたえは明らかだ。タンクトップとスパッツと競きよう泳えい用よう水着を足して三で割わったようなあの形態は見み間ま違ちがえようがないし（正式名めい称しようはシングレットって言うんだっけか）、空を思わせる青色に炎ほのおのマーキングが入ったデザインは、我わが蒼そう明めい高校女子レスリング部のユニフォームのオリジナルだ。

　なるほど。どうやらイタチさん、友人の女子レス部部長に頼たのんであれを借りていたらしい。わざわざ着込んでおくだけでなく、戦せん闘とうに備えて尻しつ尾ぽ用ようの穴あなを空あけておく周しゆう到とうさがすごく泣かせる。と言うか、それよりも。

「格かつ好こういい、可愛かわいい、そして美しい……！　さすが……さすがだよイタチさん！」

「へっ？　し、白しら塚つか……センパイ？」

　自然と口が動いていた。ぎょっとした顔のハルカが僕を見つめていたが、そんなことはどうでもいい。体たい操そう服ふくでも気き絶ぜつしかけた（そして水着では完全に気絶した）僕にとって、今のイタチさんが纏っているあれは、余りにも破は壊かい力りよくが高すぎた。強さと柔やわらかさを併あわせ持ったスレンダーな体たい軀くが、しなやかで無む駄だのない肉付きが、いま僕の目の前で余すところなく表出され、しかも飛んで跳はねて動いている。おまけに耳と尻尾しつぽも具ぐ現げん化かしており、オレンジ色のフレアまでもが煌きらめいているという充じゆう実じつっぷりだ。ああ、これは……！

「これは一体全体、何の御ご褒ほう美びだ！　くそっ！」

「白塚センパイ？　ちょ、しっかりしてくださいっス！」

「駄だ目めだ、気を失うな、意い識しきを保たもて白塚真しん一いち！　こんな光景はこの先絶対にお目に……じゃない！　イタチさんが戦たたかってるのに気き絶ぜつしてどうすんだ！　せめて足は引っ張ぱるな馬ば鹿か！」

「聞いてない？　伊達だてセンパーイ、白しら塚つかセンパイがうわごとを！　妖よう怪かいのせいっスか？」

「え？　だっ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　真しん一いちはね、そ、そういう人だから！」
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　おろおろとうろたえるハルカに対し、悪あく魔まヶが風かぜを転がって避よけていたイタチさんが真まっ赤かな顔で叫さけぶ。それを聞いた新一年生は、放ほう心しん一歩手前だったり妖怪と戦せん闘とう中ちゆうだったりする上級生を眺ながめると「……高校生ってすごいっスねえ」とうなずいた。

「ううん……。その納なつ得とくの仕し方かたはちょっと違ちがうと思うなあ」

　低く身み構がまえながら、ぼそっとつぶやくイタチさん。ベッド下のほうきを拾って反はん撃げきしようとしているのだが、風の神がそれを許さない、という状じよう況きようらしい。相手がベッド上に陣じん取どっている以上、それは難むずかしいんじゃないだろうか。飛びかけた意い識しきの端はしっこでそんなことを考えていると、イタチさんも同じ結論に達したのか、強い意志を籠こめた瞳ひとみを僕へと向けた。

　あ、そんな、駄だ目めだ、今まっすぐ見られたら、僕は──！

「真一！　それ貸して！」

　凜りんとした声を保健室に響ひびかせ、イタチさんは僕に──正確には、手にしたままのシャーペンに──向かって手を伸ばし、そして走り寄ってきた。上じよう気きした肌はだが、一枚の布だけで覆おおわれた躍やく動どうする体たい軀くが、妖よう気きを探さぐる丸い耳が、躍おどる栗くり色いろの髪かみが、どこまでも真しん剣けんな双そう眸ぼうが、ぐんぐん僕に迫せまってくる。そして、まっすぐ伸びた白い腕うでの先、熱を帯びた指が僕の手に触ふれ──。

「あ。駄目だ」

　──瞬しゆん間かん、意い識しきが一いつ気きにオーバーヒートする。

「ごめんイタチさん大だい好すきだ！」

　その全まつたく意味の通らない一ひと言ことを残し、僕は床ゆかへと崩くずれ落ちた。

「ちょ、ちょっと真しん一いち！　せめてシャーペン渡わたしてから倒たおれてよ！」




　　　　＊＊＊




「あのね真一。倒れちゃった真一の手からシャーペン取るの、ほんとに大変だったんだから。なんとか風の神はやっつけられたから良かったけど、これからこういうことがあったら」

「……本当にごめんなさい」

　一いつ件けん落着後の保健室（と言っても、起こされた時にはもう全部終わってたんだけど）。お説せつ教きようを続けるレスリングスーツ姿すがたのイタチさんを前に、僕はひたすら頭を下げていた。

「でも、今日はけっこう頑がん張ばって耐たえたほうだと思うんだけどなあ……」

「妖よう怪かいと戦たたかってる時に気き絶ぜつしないでって言ってるの。わかってるかな」

「はい」

　直立不動で即そく答とう。イタチさんの声はにこやかだけど、それが返って恐おそろしい。まあ、誰だれだって戦せん闘とう中ちゆうにキーアイテム持ってる人間が卒そつ倒とうしたら困るとは思うので、無む理りもないけど。

「あたしだけじゃ守りきれないこともあるんだから、気を付けてよ。あたしだってね、真一が……なのは、し、知ってるし……それはその、う、嬉うれしい、けど……あの」

　と、急に小さくなるイタチさんの声。「僕が何？」と聞き返す間もなく、目の前の顔が真まっ赤かに染そまり、その視し線せんがすーっと下を向いてしまう。どうしたのかな、と首を傾かしげていると「白しら塚つかセンパイ！」と元気な声が響ひびいた。声に釣つられてそちらを見れば、

「オレ、風が出せるようになったんスよ！　ほらほら！　どうっスか！」

「やめなさいハル！　有あり得えない！　こんな現げん象しよう絶対に有り得ないんだから！」

「そう言われても困るっスよー。ほれほれ」

「ちょ、ちょっと！　スカートは駄だ目めだってば！」

　掌てのひらから吹き出す風で、ベッドに腰こし掛かけた粂くめ神がみさんの髪かみや制服をひらひらさせて遊ぶハルカの姿があった。……何で？

「風の神は退たい治じしたのに？」

「ずっと憑つかれてたせいで、体質が移っちゃったみたいだね……。本人はあんまり気にしてないし、悪あく魔まヶが風かぜは出せないみたいだから良かったけど」

「え。あれ、そんなあっさり片付けちゃっていいの？」

「いいの。それより真一！　話の続き！　あのね、いつも真一は──」

　と、腰こしに手を当てたイタチさんが再ふたたびお説教モードに入りかけた、その時だ。

「いかつい虫に嚙かみつかれて血ち吸すわれるし、階段で変な人ひと影かげ見たと思うたら倒たおれてるし、教室の配置はわかりにくいし……何やねん、この学校。あ、賢かしこ淵ぶち先生、傷きず薬ぐすりをちょっと──」

　ぶつぶつと文もん句くをこぼしつつ、美術部顧こ問もんでもある小こ柄がらな青年が姿すがたを現したかと思うと、

「何やっとんねん、自分ら」

　ポカンと口を開けて絶ぜつ句くした。

　……うん、その反はん応のうはよくわかりますよ寺てら林ばやし先生。ここにいるのは、手から風を出してる子と、それにスカートをめくられて慌あわてている子。さらには、なぜかレスリングスーツの女子生徒と、それに怒おこられている男子生徒が一人ずつ。確たしかに理解不能な光こう景けいだろうなあ。

　僕はしみじみ寺林先生に同情しつつ、イタチさんと顔を見合わせたのだった。

　さあ、どう説明したもんですかね。
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「イタチさん、大だい丈じよう夫ぶかな、心配だな……」

　新学期開始をいよいよ明日に控ひかえた、春休み最後の日の朝。昇しよう降こう口ぐちへと向かう階段を降りながら不安げな声を漏もらせば、傍かたわらに浮かんでいた半はん透とう明めいの巨きよ大だいな犬いぬが「わふー」と重たい息いきを吐はき出した。どうやらこの犬いぬ神がみも僕と同じ心しん境きようらしい。顔を見合わせ共きよう感かんしていると、すぐ隣となりから冷めた声が飛んできた。

「部ぶ活かつを休んだだけで、白しら塚つかもライカも心配しすぎ。伊達だてさんだって風邪かぜくらい引くよ。部長が朝からクラブさぼってお見み舞まいに行くなんて、ぼくはどうかと思う」

　腕うでを組んでつぶやいたのは、ショルダーバッグを右肩に掛かけ、フルートのケースを手に提さげたショートカットの少女だ。ライカにせっつかれてお見舞いに行くハメになったことに不満があるのか、その表情はいつもより少し険けわしかった。

「そうは言うけど滝たき沢ざわさん。イタチさんが体からだ壊こわして休んだことなんて、今まで一度もなかったんだよ？　そりゃ様よう子すが気になるのも当然だって。なあライカ！」

「わん！」

「だろ？　なのにあのジャージ眼鏡めがねは『パス！　今、多た々た羅ら木ぎ家け文もん書じよの解読が佳か境きよう中ちゆうの佳境なのよ！　男に化ばけた悪い狸たぬきをようやく倒し、二度と悪さはしませんと誓ちかわせた上で、その妖よう力りよくを封ふうじ込めた石を埋うめたところまでは読んだんだけど、意外に先が長く──』って」

　振り向きもせずに答えやがった非情な背中を思い出し、僕は怒いかりの溜ため息いきを吐つく。滝沢さんは「経ふみ島しま先せん輩ぱいらしいな」とかすかに微笑ほほえんだが、すぐにクールな顔に戻った。

「先輩も白塚も、どっちもどっちだと思うけどね、ぼくは。先週、伊達さんは体調を崩くずさせる風の妖怪と戦たたかったんだろ。その影えい響きようが今になって出たとかじゃないのかな」

「悪あく魔まヶが風かぜのこと？　あれはそんなに後を引くような妖怪じゃないと……おっと、見み越こした」

　会話を中断した僕は、階段にぬぼーっと突つっ立っていた妖怪のびあがりをおなじみのキーワードで撃げき退たいした。思えばこいつとも一年近い付き合いだ。嬉うれしくもなんともないけどな。内ない心しんでそんな愚ぐ痴ちをこぼしているうちに、昇降口に着く。靴くつ箱ばこからスニーカーを引っ張り出して履はき替えていると、立ち止まって靴箱を見上げる滝沢さんの横顔が目に入った。

「滝沢さん？　どうかした？」

「ああ。この一年Ａ組の靴箱、明日からは使わないんだって思って」

「え？　あ、そうか。明日からは二年の靴箱だもんなー。早いなあ」

「逆ぎやくだろ。この学校、クラス分けの発表遅おそすぎるよ」

「それはそうかもね。滝沢さん、二年生でも同じクラスになれるといいよね」

「……え？　ぼ、ぼくはどっちでもいいけど。ほら行くよ」

　薄うす赤い顔をぷいっと背そむけ、靴を履き替えたクラスメートがガラス戸をくぐる。僕は慌あわててスニーカーに足を収おさめ、滝沢さんの後を追った。

　校門へ通じる舗ほ装そう路ろには、新入部員勧かん誘ゆうポスターが貼はられた臨りん時じ掲けい示じ板ばんがずらりと並ならび、ちょっとしたお祭りのようだった。美術部のポスターがないのはちょっと気になるけれど（結局間に合いませんでした）、自分の描かいた絵が並んでいるのは素す直なおに嬉うれしい。というわけで満足しながらうなずいていると、滝たき沢ざわさんが思い出したように「そうそう」とこちらを向いた。

「白しら塚つかが描いてくれたニュー吹奏楽部うちのポスター、評ひよう判ばん良かったよ。お礼れいを言っておいてくれって頼たのまれてたのを忘れてた。ありがとう」

「え？　いやいや、どういたしまして。……まあ、あれはモデルをそのまんま描いただけで、あんまり工く夫ふうしてないんだけどさ。すごく楽だった」

　苦く笑しようしつつ頭を搔かけば、滝沢さんは「だろうね」とうなずき、掲けい示じ板ばん上のとあるポスターへと視し線せんを向けた。そこに描かれているのは、幽ゆう鬼きの如ごとき形ぎよう相そうで青白い髪かみを振り乱みだし、千ち切ぎれんばかりにタクトを振るう瘦やせぎすの男。モデルはもちろん、自じ称しよう「病びよう弱じやくで有ゆう名めい」なニュー吹すい奏そう楽がく部部長、野の更ざら志し臨りん十じゆう郎ろうさんその人である。

「しかし、自分で描いておいて言うのも何だけど……かなり怖こわいな、これ」

「大だい丈じよう夫ぶ、噓うそは吐ついてないから。ほんと、あの人は元気なんだか弱いんだか」

　溜ため息いきを吐く部長代理。病弱なだけあってほいほい休む部長の代わりに、実質的な事じ務むはほとんどこの人がやってるんだっけ。お疲つかれ様さま、と同情すれば「そっちこそ」と返された。

「美術部の部長もかなり大変そうだよ。で、そっちはどう？　新入部員は入りそう？」

「……まだ何とも。一年生と言えば、求ぐ道どう丸まると鱗りんさんがたまに来るけど」

「あの二人は遊びに来てるだけだろ」

　無む情じような指し摘てきがばっさり割わり込む。確たしかに、と苦笑しながら校門を抜け、道路に出る。

「そうなると、他に知り合った新入生は……ハルカは水すい泳えい部ぶ一本道だし、粂くめ神がみさんは」

（真しん一いち）

「科学部系けいって言ってたから美術はちょっと──ん？」

　すごく聞き慣なれた声で名前を呼ばれ、僕は反はん射しや的てきに立ち止まった。ひどく小さな声だったけど、今のは確かにあの人だ。しかし、一体どこから？

　あたりを見回しても、目に映うつるのは校門や街がい灯とう、自じ販はん機きなどなど、言こと葉ばを発しそうにないものばかりだ。気のせいかな、と首を捻ひねれば、先を歩いていた滝沢さんが怪け訝げんそうな視し線せんを僕へ向けていた。その傍らでは、顔をしかめたライカが鼻をふんふん鳴らしている。

「急にどうしたんだよ、白塚」

「いや、あのさ──今、イタチさんの声がしなかった？」

　声はすれども姿すがたは見えず。されど僕があの人の声を聞き間ま違ちがえるはずもなく。うーむ、と悩なやむ僕を見て、滝沢さんはふるふると首を横に振り、ふと悲しげにつぶやいた。

「禁きん断だん症しよう状じようか」

「はい？」

「うん、白塚が伊達だてさんのことが好すきなのは知ってるよ。だけど、部ぶ活かつを一日休んだだけで幻げん聴ちようを聞くだなんて……ごめん、それはさすがにぼくも引く。なあ、ライカ」

「……うう、わん」

「え？　いやいやいや、ほんとに聞こえたんだって！　小さな声だったけど、あれは」

（──真しん一いち！）

「ほらっ！　また聞こえた！」

　弾はじかれるように、声の方向へと視し線せんを向ける。そこには古びた自じ販はん機きしかなかったが、それでも今のは確実にイタチさんの声だった。犬いぬ神がみコンビの哀あわれみに満ちた視線を浴あびながら、僕は道路に這はいつくばった。

「割わりと低い位置から気け配はいを感じるんだけど、まさかこんなところに──」

　いるはずないよな。そう言いかけながら自販機の裏うらを覗のぞき込み、

「──あ、いた」

　僕はぽかんと絶ぜつ句くした。

　いや、いたことは確たしかなんだけど……えーと、何だこりゃ。そんなはずは。しかしこれはどう見ても。ああ駄だ目めだ、理解が追いつかない。というか意味がわからない。

「イタチ……さん？」

　現状認にん識しきを放ほう棄きしようとする脳のうを押さえつけ、どうにか目に映うつる相手の名前を呼ぶ。と、自販機の裏の僅わずかなスペースに佇たたずんでいた少女は、こちらをまっすぐ見上げ、僕の名を呼んだ。

「……真一？　真一だよね？　真一だよね！」

「う、うん。そうだけど」

　その聞き慣なれた声に僕が反はん射しや的てきにうなずけば、

「良かった……！」

　汚よごれたハンカチを纏まとった手の平サイズのイタチさんは、ぐすっと涙なみだをこぼしつつ、安あん堵どの溜ため息いきを吐ついたのだった。
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「それじゃイタチさん、どうして縮ちぢんじゃったのかはわかんないの？」

　自販機裏での劇げき的てきすぎる再さい会かいから二十分後、白しら塚つか家け、つまり僕の家の食しよく卓たくにて。

　手て元もとのお椀わんでインスタントのコーンスープを冷ましながら尋たずねると、テーブルの上にちょこんと座すわったイタチさんは小さな首を縦たてに振った。その体を包つつむ即そく席せき貫かん頭とう衣いの素そ材ざいは汚れたハンカチから綺き麗れいなタオルに代わっていたが、身長は相変わらず手の平サイズのままだ。

「昨日の夕方、美み生うの家に野や菜さいをもらいに行ったんだけどね」

「野菜？　ああ、美生さんの趣しゆ味みの家庭菜さい園えんか。庭の畑で作ってるって言ってたっけ」

「うん。お屋や敷しきの門の前までは覚えてるんだけど、そこから先がね……。お金が落ちる音を聞いた気もするんだけど、はっきり記き憶おくがなくて……。いつの間にか小さくなってたの。服は全部脱ぬげちゃってるし、妖よう術じゆつも全然使えなくなってるし、美み生うを呼ぶにも呼び鈴りんには届とどかないし、あたしの部へ屋やに帰ってもドアが開けられないから」

「──なるほど。ハンカチ被かぶって学校の前で知り合いを待まってたってことか」

　納なつ得とくしたようにうなずいたのは、僕の向かいの席せきの滝たき沢ざわさんだ。確かく認にんするような問といかけに、イタチさんは「そう」とうなずくと、不安そうに漂ただようライカに手を差し伸べた。

「うう……わん？」

「え？　ううん、あたしは大だい丈じよう夫ぶだよ、ライカ。ありがと、心配してくれて」

　イタチさんはそう微笑ほほえむと、犬いぬ神がみの実体のない鼻先を撫なでるように、小さな手をそっと動かした。もう片方の手にはお猪口ちよこがあったが、その中に注そそがれていたスープはいつの間にかほとんど残っていない。よっぽどお腹なかが減へってたらしいな──と同情した時、さっきから数えて六度目の「ぐう」という幽かすかな音が室内に響ひびいた。

「あ……！」

　恥はずかしいのか、テーブルの上の小さな少女は顔を真まっ赤かに染そめると、タオルの上からお腹を押さえてうつむいてしまう。さすがイタチさん、小さくなってもめちゃくちゃ可愛かわいいな。そんな不ふ謹きん慎しんなことを頭の端はじっこで思いつつ、僕は空からのお猪口を引き寄せた。

「とりあえずお代わり入れとくね」

「え？　あ──う、うん……！　お願い、真しん一いち」

　照てれながらも必ひつ死しにうなずくイタチさんに、僕は「了りよう解かい」と笑い返した。ほどよく冷めたスープを移して手て渡わたせば、「ありがと」と喜よろこぶ声が耳に届とどいた。

「どういたしまして。……と言うか、こんなものしかなくてごめん。今のイタチさんが使えるサイズの食器があったら、もうちょっと気の利きいたものも出せたんだけど」

「ううん。そんなことない。温かいだけでも美味おいしいし、嬉うれしいよ。──それとね、真一」

　と、スープを受け取ったイタチさんは、改あらたまった視し線せんを僕へと向けた。斜ななめ四十五度の角度でまっすぐこちらを見上げる大きな瞳ひとみに、どきん、といきなり心しん臓ぞうが跳はねる。上うわ擦ずった声で「何？」と尋たずねると、サイズ以外はいつも通りの妖よう怪かい少女は、嬉しそうに小さく微笑ほほえんだ。

「あのね。さっき、気付いてくれてありがとう」

「へ？　さっき……？　ああ、あれか。そりゃ呼んでくれたら気付くよ」

「いや、普通は気付けないと思う」

　ふいに滝沢さんの冷れい静せいな声が割り込んだ。呆あきれているのか感かん心しんしてるのかわからない視線を僕へと向けると、犬神コンビは顔を見合わせ同時に溜ため息いきを吐ついた。

「ライカも感知できない程ほどのかすかな音だったのに……なんで白しら塚つかはわかったんだ」

「……わん」

　犬神使いが頭を振れば、犬神はしょんぼりとうなだれる。そう言われても、聞こえたものは聞こえたんだから仕し方かたないのですが。頭を搔かく僕を見て、イタチさんはなぜか頰ほおを薄うす赤く染そめると、手て元もとのお猪口ちよこを傾かたむけた。こっこっこ、と小さな口がスープを飲み込む音が食しよく卓たくに静しずかに響ひびく中、滝たき沢ざわさんは腕うでを組んで考え込んでいたが、ふいに「よし」とうなずいた。
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「とりあえずは伊達だてさんの服かな、いつまでもタオル一枚ってわけにもいかないだろうし。小さくなった原因も調べなきゃいけないけど……こっちは、詳くわしい人に聞くのが早いか」

「うう、わん？」

「ああ、そうだなライカ。それじゃ白しら塚つか、ぼくは一回学校行ってくるからさ」

　そう言って席せきを立った滝沢さんは、椅い子すの背せに掛かけていたバッグを背せ負おうと、ライカに「行くよ」と促うながした。きょとんとしたライカだったが、すぐに「わん」とうなずき、主人に付き従したがうように──って。え？

「滝沢さん行っちゃうの？　僕とイタチさんを置いて？」

　思ったままを口から出せば、やたら情けない台詞せりふになってしまった。それを聞いた滝沢さんは、玄げん関かんに通じるドアの前で立ち止まると、肩をすくめて振り返った。

「ぼくが残るわけにもいかないだろ、ここは君の家なんだから。今の伊達さんを学校に連れて行って人ひと目めに付くとややこしそうだし、そもそも小さくなった事情がわからない以上、下手へたに動かないのが無ぶ難なんだ」

「そりゃそうか。さすが滝沢さん。──いや、だけど」

「だけど何だよ。まさか白しら塚つか、君は自分が危険だと？　伊達だてさんの型を取ってしまうとか」

「いやいや。それはさすがにないけどさ。ええとですね……その……」

　どんどん尻しりすぼみになる声。全力でイタチさんを守るつもりなのは言うまでもないが、この馬ば鹿か、たまに自分で自分が制せい御ぎよできなくなるからなあ。基本的に信用できないという点において、僕は自分を信用しているわけでして……。と、机つくえの上で手を組んだままごにょごにょと悩なやんでいると、小さな手が僕の手の甲をぽんと叩たたいた。

「真しん一いちなら大だい丈じよう夫ぶだよ」

　小さな接点から伝つたわる温ぬくもりに引かれて視し線せんを下ろせば、タオル地の衣い装しよう一枚だけを身みに纏まとった少女が僕を見上げて微笑ほほえんでいる。「よろしくね」と響ひびく声と、それにあわせて手の甲こうを撫なでる感かん触しよくに、僕の胸むねがかっと熱くなった。

「わかった……わかったよ滝たき沢ざわさん！　任まかされた！」

「いや、そんなに意い気き込ごむことでもないけど……。じゃあ伊達さん、とりあえず着替えと情報集めて戻ってくるからさ。待まっててね」

「わん！」

「お願い。ごめんね、赫あか音ね、ライカ」

　拝おがむように手を合わせ、イタチさんが頭を下げる。それを受けた我われらが友人は優やさしげに苦く笑しようすると、愛あい犬けんとともに玄げん関かんから去さった。

「相変わらず格かつ好こういい人だなあ。同い年なのに頼たよれるし」

「あたし達、赫音には助けてもらってばっかりだよね……。何かお返ししないとね」

　僕を見上げてイタチさんが苦笑する。僕は「確たしかに」とうなずき返すと、ぐっと腰こしをかがめて机の上のイタチさんと視し線せんを合わせた。

「今はイタチさんだけど。してほしいことあったら、何でも言ってよ」

「えっ？」

　眼がん前ぜんに迫せまった巨きよ大だいな顔に驚おどろいたのか、イタチさんは一いつ瞬しゆんびくっと震ふるえたが、すぐに平へい静せいを取り戻す。やがて「ええとね」とおずおずと僕の鼻はな先さきまで歩み寄ってきたイタチさんは、恥はずかしげにこちらを見上げた。

「……真一。ほ、ほんとに何でもいい？」

「もちろん」




「湯ゆ加か減げんはどう？」

「うん、すごくいい……！」

　食しよく卓たくの椅い子すに座すわったままダイニングへと声をかければ、即そく座ざに上じよう機き嫌げんな返事が飛んできた。喜よろこんでくれてるようで何よりだ。安心しながら声の方向へと視線を向けると、大おお判ばんの雑ざつ誌しや空から箱ばこなどで囲われた流し台から白い湯ゆ気げが立ち上っているのが見えた。

「一日近くハンカチ一枚でうろうろしてたんだもんなあ、そりゃ風ふ呂ろ入りたいよね。気付かなくてごめん、イタチさん」

「え？　ううん、謝あやまらなくてていいよ。……こっちこそ、いろいろ無理言ってごめんね」

　申もうし訳わけなさそうな声に続き、ちゃぷん、と水音が台所に響ひびく。

　今、イタチさんが使っているのは、流し台に置いた洗面器にお湯を張り、周まわりを囲っただけのインスタントなバスルーム。急いで作ったとは言え、正直、大たいした出で来きではない。ちょっと反省しつつ、僕はイタチさんに呼びかけた。

「ボディソープとかシャンプーはペットボトルの蓋ふたに入ってる。替えのお湯はマグカップに入れてあるし、着替え──ってほどのもんでもないけど、新しいタオルもそこにあるから」

「うん！　ありがと真しん一いち……。これ、すごく気持ちいいよ」

「ほんとに？　かなり適当に作ったんだけど……。あのさ、やっぱり、お風呂場開けようか？　シャワーは使えなくても、湯ゆ船ぶねに浅くお湯を張れば」

「ううん。ここがいい」

　気き遣づかうような僕の声に、きっぱりとした返事が割わり込んだ。そしてしばらくの沈ちん黙もくの後、僕の耳に、ぼそぼそとイタチさんの声が届とどいた。

「だって……真一には、その……声の聞こえるところに、いてほしいから」

「あ──うん。わかった」

　言こと葉ばの意味を考える前に、僕は反はん射しや的てきにうなずいていた。妙みように気き恥はずかしく、何も言い足たせないまま黙だまっていると、じゃぼん、と賑にぎやかな水音が響く。続いて、気持ちよさそうな吐と息いきが耳に届き、僕は慌あわてて流し台から目を逸そらした。

　サイズはともかくとして、イタチさんがすぐそこで入浴しているのは紛まぎれもない事実。じーっと湯ゆ気げを見つめ続けているうちに欲よく望ぼうが制せい御ぎよ不ふ可か能のうレベルに急成長する可能性は、僕の場合、極きわめて高い。危険な芽めは早めに摘つむに限るのだ。信用されたからには応こたえてみせろよ、と自分で自分に言い聞かせ、僕は大きく息いきを吸すった。

　そして、それから無む言ごんの時間がしばらく続いた後に。

「……真一、そこにいる？」

　とぷん、と静しずかな水音とともに、小さな声が僕を呼んだ。さっきまでとは違ちがう抑おさえたトーンが違い和わ感かんを呼ぶ。僕は「覗のぞいたら負けだ」と内ない心しんでリピートするのを中止し、顔を上げた。

「もちろん、ずっとここにいるよ。何、イタチさん？」

「うん……。さっきから考えてたんだけど。あのね真一、もしも」

　そこでイタチさんの言葉はいったん途と切ぎれる。僕は何も言わずに先を待まった。何となく話の先は見えたけど──と思っていると、ややあって意いを決したような悲ひ痛つうな声が届いた。

「もしも──ずっとあたしがこのままだったら」

「大だい丈じよう夫ぶ。ずっと何でも手て伝つだうよ」

　重たい口く調ちようを遮さえぎるように、僕はあっさり口を挟はさんだ。

　え、と息いきを吞のむ音を聞きながら、僕はなるべく明るい声で続ける。

「もちろん元もとに戻す方法も探さがすけどね。イタチさんが言うように、もしも……って場合は、できることなら何でも──いや、できないことでも何とかする」

「え。でも、そんな……真しん一いちに悪い」

「悪いもんか！　今までさんざん守ってもらったんだし、それに、僕にとってイタチさんはいてくれるだけで嬉うれしい人なんだから、それくらいは当然だ。好すきに使ってくれればいいよ」

「真一……」

「あ！　もっとも、イタチさんが嫌いやだって言うなら、そりゃ別だけど……」

　つい勢いきおいで言い切ってしまったけど、もしかして迷めい惑わくだったろうか。そう思って慌あわてて最後の一文を付け足たせば、すぐさま「ううん！」と声が返ってきた。

「全然そんなことない……そんなことないよ！　あ、あたしだって──」

　──ぶくぶくぶく。

　上うわ擦ずった声が、唐とう突とつに泡あわの音へと切り替わる。うーむ、どうやらイタチさん、口くち元もとまでお湯に浸つかってしまったようだ。何かを伝つたえようとしていることだけはわかるけど、それ以外はさっぱりわからない。「あたしだってぶくぶくぶく」って言われてもなあ、と首を捻ひねっていると、ふいに呼よび鈴りんの音が室内に響ひびいた。

「──あ、誰だれか来た。赫あか音ねかな？」

「だといいんだけどね。しかし、ずいぶん早かったな──って、え？　入ってきた？」

　玄げん関かんを開ける音に続いて、軽やかな足音が廊ろう下かに響く。滝たき沢ざわさんらしからぬ行動に意い表ひようを突つかれて戸と惑まどっている間にも、足音はこちらに近づき、やがて目の前の戸が豪ごう快かいに開いた。

「どーもー！　不要な知ち識しきと無む駄だな人じん脈みやくでお馴な染じみ、経ふみ島しま御み崎さきでーっす！　園芸部へ猫ねこ娘むすめを訪たずねに行った滝やんに代わり、イタチちゃんの着替えを持って参さん上じようしました！」

　啞あ然ぜんとする僕の目の前で、ジャージを羽は織おった眼鏡めがねの少女は大振りなスポーツバッグを掲かかげてみせた。どうやらその中に着替えが入っているらしく、それはそれで助かるのだが。

「……勝かつ手てに人の家に入ってこないでくださいよ、先せん輩ぱい」

「呼び鈴鳴らしても反はん応のうなかったし、取り込んでるのかなーと思ってね。で、で、で？　噂うわさの十分の一スケールのイタチちゃんはいずくにかあらやむ！」

「あたしならここだよ、御崎」

　僕の視し線せんをものともせずに、目を輝かがやかせた先輩がきょろきょろとあたりを見み渡わたし始める。苦く笑しよう混まじりで答えたイタチさんの声は、なんだかすごく安心しているように聞こえた。




「さてイタチちゃん。どれがいい？」

　テーブルにずらっと並んだ衣装を前に、経島先輩がニッと微笑ほほえんだ。その頭の上には、タオルを巻いたイタチさんがちょこんと腰こし掛かけ、困ったような笑えみを浮かべていた。と言うか露ろ骨こつに困っていた。

「えーと……どれって、言われても……」

「サイズだったら心配ご無用。滝たきやんから聞いたスケールに合わせて選んできたからね、どれもジャストフィットするはずよ？」

「いや、そういう問題じゃないと思います」

　うーん、と言こと葉ばに詰つまるイタチさんを見かね、僕は思わず声を挟はさんだ。この中から選べって言われたら誰だれだって困りますよ。そう呆あきれた声を漏もらしながら視し線せんを下ろした先には、銀ぎんに輝かがやく鎧よろいを初め、紫むらさき色いろの禍まが々まがしいローブ、装そう飾しよくに凝こった神しん官かん服ふく、盗とう賊ぞくじみたベストなどなど、剣けんと魔法の世界の方々御ご用よう達たしっぽいアイテムがずらりと並び、選ばれる時を待まっていた。

「これはもう衣装じゃなくて装備ですよね。つーか、なんでこういうチョイスなんです？　てっきり人形の服とか持ってきてくれたのかと思ったのに」

　失望混じりの声を漏らせば、先輩は「ぶう」と頰ほおを膨ふくらませた。小さく揺れた頭の上で、イタチさんがちょっとよろける。

「勝かつ手てに期待されても困るわよ。ドール関係者に知り合いもいないし、そんなの売ってる店も近くにないし。とりあえずアクションフィギュア友の会に借りに行ったんだけどさ、スケールが合うのがこのシリーズしかなかったわけ。だから仕し方かたない」

　そう言ってうんうんとうなずくと（だから頭を振るとイタチさんが落ちそうに！）、先せん輩ぱいは改あらためて両手を広げ、もったいぶった声を発した。

「というわけで、ようこそ若き冒ぼう険けん者しや！　君きみは好すきな装備を選んでもいいし、ここを立ち去さるのも自由だ」

「立ち去りはしないけど……うーん、この中から選ぶのは……」

「悩んでおるな冒険者。一いち応おう素そ材ざいは確かく認にんしてきたし、鎧も内側は布ぬの張ばりだからね、どれも着き心地ごこちは悪くないはず。ちなみに私のお薦すすめはこの昔懐なつかしいビキニ鎧なんだけど」

　そう言って先輩が指さしたのは、水着か下着と見まがいそうなデザインの鎧だ。胸むねと腰だけを申もうし訳わけ程てい度どに隠かくすアーマーを見たとたん、イタチさんはカッと顔を赤く染そめ、ぶんぶんと首を左右に振った。

「ない！　これは絶対にないよ御み崎さき！　こんな恥はずかしい格好、絶対に無理……！」

「あら、そう？　イタチちゃん腰細いから似に合あうと思うけどにゃー。ねえ白しろの字」

「ですよね──って、むぐ！」

　イタチさんの言うとおりですと言うつもりが、口から出たのは正反対の言葉だった。慌あわてて口を押さえたところで、もはや後の祭まつり。「それでこそ白の字」とニヤつく先輩の頭の上では、タオルの上から体を抱だき締しめたイタチさんが、僕をまっすぐ睨にらんでいた。

「真しん一いち……」

　信じてたのに、と言いたげな視し線せんと、ちょっと涙なみだぐんだ口く調ちようとが、ざくざく僕に突つき刺ささる。ごめんなさい、と頭を下げつつ、脳のう裏りに浮かんだビキニアーマー装そう備びのイタチさんの姿すがたを必ひつ死しに塗ぬり潰つぶしていると、経ふみ島しま先せん輩ぱいは肩をすくめてつぶやいた。

「どれでもいいけど早くしてよね。お昼食べたら出かけるんだから」
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「なるほど。どこに行くつもりなのかと思いましたが」

「捜そう査さに行き詰づまれば現場に戻る、基き礎そ中ちゆうの基礎でしょ。てめえ何年刑けい事じやってんだ」

「ゼロ年です」

　ありもしない煙草たばこをもみ消す先輩に呆あきれつつ、僕は「多た々た羅ら木ぎ」と記しるされた表ひよう札さつの下の呼よび鈴りんを鳴らした。風ふ呂ろとか着替えとかやってる間にけっこう時間が経たっていたようで、そろそろお昼を回った頃ころだ。多々羅木家の人々が家にいるかはわからないけど、できれば剣けん道どう部ぶ員いん以外の人に出てきてほしい。願ねがわくば私し服ふくの美み生うさんがいいなあ、などと勝かつ手てな希望を抱いていると、僕の肩に座すわったイタチさんが経島先輩へと話しかけた。

「ね、御み崎さき」

「どした、イタチちゃん？　やっぱビキニアーマーが良かった？」

　ジャージを羽は織おった小さな人がいたずらっぽく微笑ほほえめば、イタチさんは「違ちがうよ」ときっぱり言い切った。それはもういい、とつぶやく小さな少女の身みを包つつんでいるのは、白はく銀ぎんに輝かがやく豪ごう奢しやな鎧よろい。胴どう体たいを覆おおうシンプルな前当てを中心に、優ゆう雅がな曲線で構こう成せいされた肩当てや臑すね当あてが両手両足の先までがっちりガードし、腰こしの周まわりには台形の金属板がスカートのように並ぶ。重じゆう厚こうながらも着用者のスタイルを前面に出したデザインはこれがなかなか絶ぜつ妙みようで──しかも肩に乗っているので距きよ離りがめちゃくちゃ近いのだ──さっきから何度も見ているにも関わらず、僕は思わず呼こ吸きゆうを止めた。

　ちなみにイタチさんがこれを選んだのは、ローブや神しん官かん服ふくに比くらべて動きやすいこと（見た目は重じゆう厚こうでもプラ板製なので意外と軽いのだ）、そして露ろ出しゆつ度どの低さがポイントだった。ちょっと残念なのは確たしかだけど、凜りんとしていて姿し勢せいも良いイタチさんには騎き士しの装しよう束ぞくはよく似に合あう。格かつ好こういいなあ可愛かわいいなあと喜よろこぶ僕の肩の上で、少女騎士は経島先輩へと不安げな瞳ひとみを向けていた。

「行き詰まったってことは、あたしが小さくなった理由は、御崎にも……？」

「まあね。身長を縮ちぢめる妖よう怪かいなんてのはあいにく私も聞いたことないのよ。元もとから小さかったタイプなら、一いつ寸すん法ぼう師しからコロポックルまで伝でん承しようも伝説も山ほどあるんだけど、小さくするとなるとほとんどどころか見事にサンプルデータがなくってさ。さっぱりわかんないもんで、とりあえず現場に行ってみるしかないかなーと。ごめんね」

　そう言って肩をすくめると、先せん輩ぱいは拝おがむように片手を立てて謝あやまった。珍めずらしく殊しゆ勝しようなその態度に僕はちょっと驚おどろきつつ、僕は再ふたたび門へと視し線せんを向けた。呼よび鈴りんは確たしかに鳴ったはずなのに、未いまだに誰だれかが出てくる気け配はいはまるでない。

「今日は誰もいないのか──うわっ！」

　何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに、両足がまとめて払はらわれた。視し界かいがぐるんと回転し、驚おどろく間もなく背中から道路に落下する。ちゃりん、と大きな硬こう貨かが落ちる音を聞いたような気もするが、それどころじゃない。腰こし骨ぼねに響ひびいた衝しよう撃げきに耐たえながら、僕は慌あわてて上じよう半はん身しんを起こし、

「誰だよ、いきなり足あし払ばらいなんて！　まさか妖ようか──」

　ぽかんと言こと葉ばを失った。

　白はく銀ぎんに煌きらめく鎧よろいを身につけた女性が目の前に立ち、僕をまっすぐ見下ろしている。太陽が逆ぎやつ光こうになって顔かたちはよく見えないが、それでもなお吸すい込まれそうなほどの美しさは隠かくせておらず──気が付けば、口が勝かつ手てに動いていた。

「お願いします！　僕の──僕のモデルになってください！」

「えっ？　そ、そんな……こんなところで急に言われても……！」

　と、僕の言葉を聞いたとたん、その女性は何やら照てれたように後ずさりを……って。ん？

「ああ、誰かと思ったらイタチさんか！　てっきり女め神がみか何かが迎むかえに来たのかと」

　ごめんごめんと頭を搔かけば、少女騎き士しは「もう……！」と赤い顔を地面に向けてしまう。鎧姿で照れるイタチさんの可愛かわいらしさは、強さと愛あいらしさのコントラストが最高すぎるくらいに最高で、僕は思わず言葉を失い……ふと、頭の片かた隅すみに疑問が浮かんだ。

　いつの間にイタチさんは元もとの大きさに戻ったんだ？　それに、今気付いたけど、なんで僕は裸はだかなんだ？　ついでに言えば、周まわりに広がるばかでかい黒い布ぬのは一体なんだ？

「まあそれはそれとして！　イタチさああああん、やっと一いつ緒しよの大きさになれたよ！」

「それはそれとするなド阿あ呆ほう！」

　いきなり真上から大きな声と巨きよ大だいなスニーカーが降ってきた。目の前に落ちた二メートルほどのでっかい靴くつに遮さえぎられ、僕はびくっと立ち止まる。その足の付け根ね、大だい音おん声じようの響いた方向へ恐おそる恐る視線を上げれば、

「この状じよう況きようでもイタチちゃんなのか、あんたは。踏ふんづけてやろうかと思ったわよ」

　二つに分けた髪かみを揺らし、ジャージを羽は織おった少女が眼鏡めがね越ごしの瞳ひとみを僕へと向けていた。僕よりも頭一つ分以上小さいはずの経ふみ島しま先輩なのに、その身長はざっと見ていつもの十倍だ。

　あ。まさか。これはもしかして。

「……ぼ、僕も縮ちぢんじゃったんですか？　でも、なんで？　妖怪の仕し業わざ？」

　巨きよ大だいなカッターシャツの端はしを腰こしに巻まきながら（おそろしく布が余あまったけど仕方ない）、僕は今さらあたりを見み渡わたした。と、巨大な先輩は「わかんない」と肩をすくめる。

「あんたがひっくり返ったと思ったら、次の瞬しゆん間かんには小さくなってたのよ。転ばせることで身長を奪うばう怪かい異いかしら。……ん？　どっかで聞いたことあるような──えーと、あれは」

　ぶつぶつと考え始める巨きよ大だい先せん輩ぱい。スカートだったら見上げないよう注意しなくちゃいけないけど、ジャージなので気が楽らくだ。

「って、そんなことはどうでもいいか。イタチさんは何か見た？」

「ううん、何も……。でも、近くにいるはずだよね……！」

　緊きん迫ぱくした声で言い切ると、イタチさんはすらりと腰こしの剣けんを抜いた。模も造ぞう刀とうですらない玩具おもちやだけど、何もないよりはマシなのだろう。それにしても絵になるなあ──と、思わず息いきを吞のんでしまったその時だ。道みち端ばたの電でん柱ちゆうの陰かげから、一ひと抱かかえほどもある（つまり二十センチほどの）箱はこ状じようの何かが二つ、滑すべるように現れたかと思うと、

「──妖よう気き！　御み崎さき、逃げてっ！」

「そうかわかった！　多た々た羅ら木ぎ家けの書しよ庫この──ひゃわあっ！」

　間かん髪ぱつ入いれず、何かを思いついていた先輩の足を薙なぎ払はらった。不意打ちで足あし払ばらいを喰くらった小こ柄がらな体は、ぐるんと綺き麗れいに宙ちゆうに舞まい、腰と背中から道路に落ちる。ちゃりん、と謎なぞの音が響ひびいたかと思うと、ジャージを残して先輩の手足が消え──いや違ちがう、急速に体が縮ちぢんだ。口を挟はさむ隙すきのないスピーディーな展開に、呆あつ気けにとられることしかできなかった僕とイタチさんの前で、見事に十分の一に縮んだ経ふみ島しま先輩はばねのように跳はね起きた。

「やられたっ！　こないだの付つく喪も神がみ騒さわぎの時にこの可か能のう性せいに気付くべきだった……！」

　右の拳こぶしを左の手の平に打ち付けながら、小さな先輩が悔くやしげに叫さけぶ。なぜか眼鏡めがねだけはしっかり持ち主同どう様よう十分の一に縮んでいたが、髪かみがほどけているのでずいぶん雰ふん囲い気きが──って、そんなことより！

「先輩！　だから、とりあえず体を隠かくしてくださいよ！」

「そ、そうだよ御崎！　はい、これ！　真しん一いちは後ろ向いてて！」

　えらく慌あわてた騎き士しが駆かけ寄り、巨きよ大だいな黒のリボンで熱ねつ弁べん中ちゆうの眼鏡の体をぐるぐると覆おおった。しかし先輩は別べつ段だん恥はじらう様よう子すもなく、イタチさんに「サンキュ」とだけ短く告つげると、多々羅木家の門をキッと見つめた。

「そこにいるんでしょ！　姿すがたを現しなさい、履はき物もの野や郎ろう！」

　凜りんと轟とどろく強い声に、思わず背せ筋すじがびくっと震ふるえた。先輩はどうやら敵てきの目め星ぼしがついたようだけど……しかし、履物？　それはつまり靴くつとかサンダルとかの？　どういうことだろう、と僕とイタチさんが顔を見合わせた時、ふいにカランと軽やかな音が耳に届とどいた。

　出たわね、と短く叫ぶ先輩。耳と尻尾しつぽを実体化させ、臨りん戦せん体勢に入るイタチさん。そして、そんな二人のうしろでうろたえる僕（カッターシャツの袖そでを腰に巻いてしまったもので、行動範はん囲いが狭せまいんです）。三者三様の視し線せんが見み据すえる先、カランコロンと軽けい快かいな音を響かせながらどこからともなく降り立ったのは、

「……下げ駄た？」

　イタチさんが口にしたとおりのものだった。分ぶ厚あつい板に二枚の歯はを備え、草履ぞうりにも似にた鼻はな緒おは三点でホールド。間ま違ちがいない、こいつは確たしかに一足の下げ駄ただ。

　……履はく人もいないのに勝手に歩いている点と、楕だ円えん形けいの金属板──小こ判ばんっていうのかな、こういうの──を二枚、軽やかにリフティングしている点を除のぞけば、だけどな。

「何だ、こいつ？　また蔵くらから逃げた付つく喪も神がみですか？」

「でしょうね。履物って付喪神になりやすいし、中でも下駄にまつわる伝でん承しようは多いから。夜中に土ど間まで歌ってたとか、粗そ末まつに扱あつかった人間に仕返ししたとか、バリエーションは色々よ。カラリンコロリン、カンコロリン、眼まなぐ三ツに歯ァ二枚──ってね」

「だ、だけど御み崎さき！　この下駄、この間捕つかまえた付喪神とは全然違ちがうよ！　見た目は普通の下駄のままなのに、何、この妖よう気き……！」

「元もとが違うんだから当然ね」

　緊きん迫ぱくしたイタチさんの声に被かぶさるように、先せん輩ぱいは冷静に切り返した。元ってどういうことです、と僕らが眼で問とうまでもなく、先輩は興きよう味み深げに口を開いた。

「多た々た羅ら木ぎ家けの宝ほう物もつ目もく録ろくに載のってた不ふ思し議ぎアイテムの中に『転てん倒とうすることで、身長と引き替えに願ねがいを叶かなえる宝たからの下駄』ってのがあったのよ。花はな見みの日には見つけられなかったから、なくなったか、別の蔵に入ってるもんかと思ってたけど」

「ああ、そんなこと言ってましたっけ。……ん？　ってことは、こいつは──」

「そ。おそらく、それが変じた妖怪なわけよ。元から異い能のうを備えていた道具が、付喪神となることで己おのれの意志を持ち、自由に動くようになった存そん在ざい。ま、理論的には有あり得えるわよね」

　足踏みを続ける下駄を見み据すえながら説明を終えた経ふみ島しま先輩は、ふと「そんな伝でん承しようは聞いたことないけど」とにやついた。つまり、僕らの背せ丈たけが縮ちぢんだのは、目の前のこいつ（一足なので「こいつら」か？）の仕し業わざらしい。……でも、そうだとすれば、気になることが一つある。

「御崎。この下駄は、身長と引き替えに願いを叶えるって言ったよね」

　深しん刻こくな口く調ちようでイタチさんが静しずかに尋たずねた。そう、問題はそこだ。こいつが意い図と的てきに僕らの身長を奪うばったというのなら、そこには何かの目的が──。

「無論、使わせていただくのですよ！」

「カイオウ様の御お体からだの『繫つなぎ』として！」

　唐とう突とつに、重低音のステレオボイスが割わり込んだ。はっと驚おどろき身構えた僕らの視し線せんの先で、古びた下駄が飛び跳はねる。

「我われら四番蔵ぐらの付喪神は遂ついに解放されました。それは即すなわち」

「カイオウ様のお目覚めが近いということ。それは即ち」

「人の歴史が終わる日も近いということに他なりません。されど」

「我らを目覚めさせた祖おやたる秘ひ石せきだけではカイオウ様を繫ぐには足たらず。そこで」

「手近な人から存在という名の力を頂いただくこととしたのです」

　双ふた子ごが交こう互ごに話すような、奇き妙みような声が朗ろう々ろうと響ひびく。目の前の二つの履はき物ものが声の主ぬしだと気付いたころには、イタチさんはキッと下げ駄たを見つめて問といかけていた。

「……『かいおうさま』？　あたし達を縮ちぢめたのは、それのため？」

「無む論ろんです。もっとも化ばけイタチの貴女あなた以外はもののついでではありますが。なぜなら」

「背せ丈たけの持ち主ぬしの妖よう力りよくが大きいほどに代だい償しようとして得られる力は増大します。言い換えれば」

「つまり単たんなる人の背丈など奪うばったところでたかが知れているのですから」

　二枚の小こ判ばんを器き用ように弄もてあそびながら、下駄のコンビが渋しぶい声を響かせる。ここまでベラベラ喋しやべる付つく喪も神がみも初めてだな、と吞のん気きな感想を思い浮かべていると、ふいに経ふみ島しま先せん輩ぱいが前に出た。

「たかが古道具のくせに、言うことが無む駄だにでかいわね。人の歴史が終わるって何よ？」

「無論、そのままの意味ですよ。偉い大だいなる主しゆは人を作り、そして人は」

「道具を作った。人が主の子であるならば、我われら器物は主の孫まご。そして今こそ！」

「聖せい典てんに記しるされた通り、約やく束そくされた代替わりの時が来たのです！　おお！」

「カイオウ様が目覚めれば、全すべての器物は付喪神として覚かく醒せいし！　おお！」

「人の歴史は綺き麗れいさっぱり終わるのです！　おお！」

　何がそんなに嬉うれしいのか、テンションを上げて跳はねる下駄。一方の僕らは、目の前の履物とは対たい照しよう的てきな暗い顔を突つき合わせ、小こ声ごえでひそひそ声を交かわした。

「……先輩。こいつら何言ってるんですか？　カイオウ様って何です？」

「伝でん説せつの王さまってとこでしょうね。『繫つなぐ』ってのがわかんないけど、約やく束そくの日に偉大な何かが復ふつ活かつして幸せな世界が来るのだーってのは、原げん始し的てきな宗しゆう教きようではよくあるパターンだから」

「宗教？　古道具のお化ばけにそんなもんがあるんですか？」

「できたんでしょ。仮かりにも意志を持った存そん在ざいが何百年も蔵くらに閉じこめられてりゃ、独どく特とくの社会ができるのはおかしくないし。ご禁きん制せいの隠かくれキリシタンの教きよう典てんでも読んで感化されちゃったのかしら。で、どうする？　個人的にはもうちょっと先行きを眺ながめたかったり」

「だめだよ御み崎さき！　止めないと！　それに身長も取り返さなきゃ！」

　興きよう味み深げに首を捻ひねる先輩に、イタチさんが食い下がる。そりゃ確たしかにそうだ。だがしかし、僕が口を挟はさむ前に、下駄の声が強引に割わり込んできた。

「身長を取り戻す？　この小判を取り戻すと？　そんなことは」

「絶対に許されることではありません！　疾とく去さりなさい、邪じや教きよう徒とよ！」

　わけのわからないことを言いながら、片方の下駄が滑すべるように浮かぶ。来るのか、と身構える暇ひまもなかった。猛もうスピードで迫せまった巨きよ大だいな爪つま先さきが、僕を盛せい大だいに蹴けっ飛ばす。がつん、と凄すさまじい衝しよう撃げきが全身に伝つたわったかと思えば、次の瞬しゆん間かんには僕の体は春の空を飛んでいた。

「あ！　真しん一いちーっ！」

　小さくなっていく悲ひ痛つうな声と多た々た羅ら木ぎ家けのお屋や敷しき。僕は思わず天に祈いのった。

　ああ、どうかイタチさんが無ぶ事じでありますように！

　……あと、できれば人ひと目めの付かない場所に落ちますように。裸はだかなんですよね僕。
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「……確たしかに人目の付かない場所をって願ったけどさあ……」

　誰だれに言うともなく悪あく態たいを吐つきながら、杖つえ代がわりの小こ枝えだを地面に突き立てる。もちろん返事はなかったが、代わりに木々の間を風が吹き抜け、葉っぱと蔓つる草くさで作った粗そ雑ざつな服をガサガサと揺らした。反はん射しや的てきに周しゆう囲いを見み渡わたしたが、幸さいわい、危険な敵てきは近くにはいないようだった。

　数時間前、下げ駄たに蹴け飛とばされて盛せい大だいに吹っ飛んだ僕は、ここ、学校の裏うら山やまに着地していた。最初こそ安心したものの、それは間ま違ちがいだったと気付くのにそう時間はかからなかった。何しろ、腹はらを空すかせた蛇へびやカラスやその他山鳥がやたら頻ひん繁ぱんに襲おそいかかってくるのである。「ホーホケキョ」という爽さわやかな鳴き声は今やほとんどトラウマだ。

「イタチさん、大だい丈じよう夫ぶかなあ……。それに一いち応おう先せん輩ぱいも」

　木の陰かげに座すわり込んで天を仰あおげば、傾かたむき始めた太陽が枝えだの間に覗のぞいていた。カイオウ様とやらも気になるし、誰かに助けを求めなくちゃとは思うが、この体では山を下ることすら難むずかしい。思わず「ああ」と肩を落とせば、

「やあ、ここにいたのか」

　飄ひよう々ひようとした声とともに、鋭するどい爪つめがベルト代わりの蔓草を引っかけ、僕を軽々と持ち上げた。

　──しまった、油ゆ断だんした！　鳥か！

　舌した打うちしながら顔を上げると、猛もう禽きん類るい独どく特とくの曲がった嘴くちばしが目に入る。僕は迷まよわず絶ぜつ叫きようした。

「ぎゃあああああああああああー！　来るなー！　離はなせー！」

　みっともなく叫さけびつつ手にした枝を振り回すものの、肉食動物特有の丸まるい瞳ひとみは動じない。小鳥レベルならこれで驚おどろいて逃げていったんだけど、やはり食物連れん鎖さの頂ちよう点てんは格かくが違ちがうのか！　これはもう駄だ目めかもな、という思いがふっと湧わき──同時に、脳のう裏りに走そう馬ま燈とうが浮かんだ。

　幼よう稚ち園えん。小学校。母の死。中学校。高校入学。イタチさんとの出会い。イタチさんとの別れと再さい会かい。イタチさんと秋祭り。イタチさんとプール。イタチさんと温泉旅行。イタチさんとバレンタイン。イタチさんとホワイトデー。イタチさんとお花はな見み──。

「……おお。我われながら、高校入学以降の思い出が異い様ように濃こいな」

「へえ、さすが白しら塚つかだね」

「いや、誉ほめられることじゃないけど──って。んっ？」

　ごく自然に会話を交かわした後、僕はまじまじとクチバシを見つめた。

　えーと、今の声と口く調ちようはもしかして？　それに、さっきは恐きよう怖ふで眼が曇くもっていたが、よく見りゃそれなりに見み慣なれた顔だし、体形はしっかり二手二足。こんな鳥なんかいるはずがない。

「……奈な良ら山やま？」

　ぶらさげられながらおずおず尋たずねれば、天てん狗ぐモードに変身していた友人は無む言ごんで薄うすく微笑ほほえんだ。その飄ひよう々ひようとした仕し草ぐさを見たとたん、大きな安あん堵どの溜ため息いきが自然と落ちる。

「やっぱりか！　助かった、見つけてくれてありがとう！　もう駄だ目めかと思ったよ！」

　尖とがった爪つめにぶら下げられながら、僕はじたばたと感かん謝しやの意を示す。それを見た奈な良ら山やまは楽しそうに肩をすくめると、ばさりと大きな翼つばさを広げた。

「ちょっと急ぐよ、白しら塚つか。色々とややこしいことになってるんだ」
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「──え。美み生うさんちが付つく喪も神がみの要よう塞さいになってる？　ほんとに？」

　頼たよれる天狗様に連れられてやって来た美術室の、生徒会メンバーに犬いぬ神がみコンビに鱗りんさん、そして奈良山といった面めん々めんが見下ろす机つくえの上にて。ゼリー状の栄養食品をがつがつと搔かっ込みながら頓とん狂きような声をあげれば、鎧よろい姿すがたのイタチさんが「ほんとらしいよ」とうなずいた。

「つっても、私とイタチちゃんもついさっき犬神と蛇へびに見つけてもらったところだから、よくは知らないんだけどね。私らが下げ駄たに蹴けっ飛ばされた頃ころには、とっくに屋や敷しきの制せい圧あつは終わってたらしくって──いや、違ちがうか。遅おそくとも、イタチちゃんが縮ちぢめられた時にはもう四番蔵ぐらの連中が解放されてないとおかしいから、事じ件けんは昨夜ゆうべに起こってたってことか」

　腕うでを組んでうーむと唸うなったのは、紫むらさき色いろのローブを纏まとった経ふみ島しま先せん輩ぱいだ。いかにも悪あく質しつな魔ま法ほうを使いそうな出で立ちは、年ねん齢れい不ふ詳しようで不敵な先輩にはよく似に合あっていた。

　あ、ちなみに僕はと言えば、新あら井いさんが仕立ててくれたシンプルな布の服を着ております。経島先輩が用意した装そう備びコレクションはどれも女性用だったので、腰こしが細すぎて僕には着られなかったのだ。あんなの絶対無む理りだから。

「まあ、これはこれでファンタジー世界の市民か奴ど隷れいＡっぽいと言えなくもない──って、そんなことより。鱗さん、いったい多た々た羅ら木ぎ家けで何があったんです？」

　美生さんちの居い候そうろう（自じ称しよう家か政せい婦ふ）のこの人なら、詳くわしい事情を知ってるはずだ。おそろしく高い位置にある顔を見上げて尋たずねれば、青い着物の蛇へび女によう房ぼうは肩をすくめて首を振った。

「何って、御み崎さきが今推すい測そくした通りのことよ。昨日の晩ばん、封ふう印いんされてたはずの四番蔵から付喪神の群むれが湧わき出て、一いつ気きに屋敷を占せん拠きよしやがったのさ。ほんと、戦争かと思った」

「道具の反乱ですか。しかし、そんな騒さわぎ、隣となり近所が気付くのではないですか？」

「ところがどっこいキツネさん。連中の中に妙みような力使うのが何なん匹びきかいて、屋敷の外に音や気け配はいが漏もれないように結けつ界かいを張ってから、クーデター起こしやがったのさね。幸さいわいアタシはザッシーに警けい告こくしてもらったから逃げおおせたけど」

「ちょい待まち。ザッシーって誰だれですか？」

「座ざ敷しきわらしだけど？　で、それからずーっと本性に戻って逃げ回っててさ。玄げん関かんも塀へいも完全に見張られてたけど、連中の動きが鈍にぶくなる日中を狙ねらって、蔵くらの裏うら手ての塀へいの隙すき間まから脱だつ出しゆつ。で、旦だん那なのところに助けを求めて駆かけ込んだわけ」

「半分蛇へびになった姿すがたで、生徒会室の窓まどから入ってこられた時は死ぬほど驚おどろいたぞ……」

　江え戸ど橋ばしさんがぼそっとつぶやけば、新あら井いさんと稲いな葉ば先生がうむうむと首を縦たてに振った。そりゃあ確たしかに驚くだろうな、としみじみ同情していると、イタチさんが声をあげた。

「ね、鱗りん？　美み生うと、それに豊ゆたかは──」

「あー。それが消しよう息そく不明なのさね」

　ざっくり割わり込む鱗さんの声。そんな、と息いきを吞のむイタチさんを見下ろしながら、現場からの唯ゆい一いつの逃とう亡ぼう者しやは、一ひと際きわ大きな溜ため息いきを吐ついた。

「アタシは離はなれで寝ね泊とまりしてたから気付かれなかったけど、あの二人は母家おもやで寝てたからさ。正直、どうなったかわかんない」

　鱗さんは不安げにそう言うと、細い肩をすとんと落とした。普ふ段だんは底抜けに明るい人だけに、その深しん刻こくな口く調ちようはやたらと不安を煽あおり、みんなはしんみりと黙だまり込む。

「くうん……」

「大だい丈じよう夫ぶ。あの二人はぼくらよりよっぽど強いんだから。古道具なんかに負けないよ」

　心細げに鳴いたライカを、滝たき沢ざわさんの冷れい静せいな声がなだめる。と、黙って話を聞いていた経ふみ島しま先せん輩ぱいが「そこなんだけどさ」と口を開いた。

「四番蔵から湧いて出たのは、全部が全部、付つく喪も神がみだったのよね？」

「あ、うん。古ふる本ほんとか鏡かがみとか、傘かさとか反たん物ものもいたっけか？　花はな見みの日に逃げ出したようなのとは格かくが全然違ちがうけど。姿すがた形かたちは元もとの道具からかなり変わってたし、知恵も回るし言こと葉ばは話すし、妙みような能力持ってるのもいたし。要ようするに強いのよ。何しろ意い気き揚よう々ようと吶とつ喊かんした求ぐ道どう丸まるが二分後にはズタボロになって放り出された」

「……ああ、道どう理りで姿が見えないと思ったら。もう負けてたんですか、あいつ」

「ま、アレはほっときゃ復ふつ活かつするだろうけど、問題は付喪神。何がやばいって思想がやばい」

　そう言い切ると、鱗さんはやれやれと頭を振った。「思想？」と大きな人たち（いや、縮ちぢんでないってだけなんですが）が顔を見合わせる中、僕はまっすぐ顔を上げた。

「それって、カイオウ様がどうとか、人の歴史の終わりとかいう──？」

「そ、元旦那の言うとおり。アタシは隠かくれて見てただけだけど、ありゃ話し合いの通じる雰ふん囲い気きじゃないわ。みんなでカイオウ様を讃たたえる歌とか歌っちゃってさ」

「ふーむ。つーことは、やっぱり敵は付喪神ばっかりなのか」

「経島、ずいぶんそこにこだわりますわね」

　考え込んだ経島先輩に呆あきれた目を向けたのは稲葉先生だ。ローアングルで見上げると新井さんともども胸むねの大きさが際きわ立だつなあ──なんてことは思ってませんよ！　赤い顔でうつむいてもごもごつぶやく僕の隣となりで、経島先輩は「だってさあ」と頭を搔かいた。

「多た々た羅ら木ぎ家けの記き録ろく文もん書じよだと、四番蔵ぐらに封ふうじられてるのは狸たぬきのはずなのよ。正確には、化ばけ狸だぬきの妖よう力りよくを封ふうじた石──証しよう文もん石せきだけを封ふう印いんして、狸本体はどこかへ追い払はらったらしいんだけどさ。この石、最初は裏うら山やまに埋うめたけど、狸に掘ほり起こされるとまずいからやっぱり蔵に隠かくしたとかで」

「──最初は埋めた？　本当にそう書いてあったんですか、先せん輩ぱい」

　ぶつぶつと続く独ひとり言ごとに、奈な良ら山やまの声が割わり込んだ。きょとんと驚おどろいた先輩が「うん」とうなずきながら見上げた先では、

「そうか。それで話が繫つながった」

　ずっと口を利きいていなかった男が、何やらきっぱりうなずいていた。僕らの視し線せんがそこに集中する中、奈良山は経ふみ島しま先輩に文書の内容について確かく認にんすると、おもむろに席せきを立った。

「すみません。俺はここで失礼します」

「うん。じゃあまた明日──って、おい奈良山！　ちょっと待まった！」

　いつもながらの穏おだやかな口く調ちようにうっかり見送りかけたが、いきなり何を言い出すんだ。手て伝つだってくれないのか、とすがるような目を向ければ、入学以来の友人は肩をすくめて苦く笑しようした。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。それじゃ、お先に──っと。そうだ、先生。一いつ緒しよに来てもらえませんか」

「私ですか？」

　いきなりの指名にきょとんと驚おどろく稲いな葉ば先生。奈良山は美術室の戸を開けて立ち止まると、先生じゃないと駄だ目めなんです、と頭を下げる。先生は首を傾かしげながらも立ち上がり、なぜか新あら井いさんへと申もうし訳わけなさそうな目を向けると（新井さんは新井さんで赤い顔をぶんぶん左右に振っていた。全くわけがわからない）、そそくさと奈良山に並んだ。

「とりあえず、話くらい聞いてやりますが……しかし貴方あなた、もう少し女の気持ちをですね」

「はい？」

「……何でもありません。全く、どうしてこう男には朴ぼく念ねん仁じんが多いのか」

　そんなことを呆あきれた口く調ちようでぶつぶつつぶやきながら、二人は歩き去さってしまった。残された僕らは、しばしの間、呆ぼう然ぜんと閉じたドアを見つめていたが

「──見送ってる場合じゃないよ！　美み生うたちも心配だし、あの付つく喪も神がみも放っておくと危ない気がするし、それに身長も取り返さないと！」

　ハッと気付いたイタチさんが叫さけんだのをきっかけに、みんなはそろって我われに帰った。確たしかにね、と楽しげに笑ったのは経島先輩だ。

「天てん狗ぐのマイペースはいつものことだし、こっちはこっちで頑がん張ばりますか。小さいのが好すきな輩やからには悪いけど、いつまでもこのサイズってわけにもいかないし。ごめんね江え戸ど橋ばし」

「だからな経島、俺は小さければ良いというわけではないと！　俺はだな……その……」

　赤い顔の江戸橋さんは何やらもごもごと語ご尾びを濁にごしたが、経島先輩は全くそれに耳を貸すことなく「さて、作戦なんだけど」と僕らを見み渡わたした。相変わらず楽しいカップルだ。

「簡かん単たんな話よ。正面切っての突とつ入にゆうが無理なら、忍しのび込めばいい。蛇へびが脱だつ出しゆつできたなら、侵しん入にゆうすることもできるはず。幸さいわい、今の私ら三人は十分の一スケールだから、そこの蛇に続いて」

「あのー、もしもし御み崎さき？　アタシ、ほとんど体力は残ってないんだけどさ……。ほら、一ひと晩ばん逃げ回ってたんだから、もう腹はらが減へって腹が減って」

「だったら、鱗りんは忍び込める場所だけ教えてよ。後は、あたしたちが何とかする」

　しょんぼりとお腹なかをさする鱗さんを見上げ、イタチさんがうなずいた。いつの間にか僕も潜せん入にゆうメンバーに数えられているようだけど、それはともかく鎧よろい姿すがたで意気込むイタチさんはこの上なく凜り々りしくそして頼たのもしい。呆ほうけたように見とれていると、冷れい静せいな声が投げかけられた。

「待まった。侵入したところで、それからどうするのさ？　求ぐ道どう丸まるを圧あつ倒とうしたような相手に、今の伊達だてさんや先せん輩ぱいたちが敵かなうとでも？　どう考えても無む茶ちやだよ」

　厳きびしく言い放つ犬いぬ神がみ使つかい。その傍かたわらには、犬神がおろおろと漂ただよう。江え戸ど橋ばしさんと新あら井いさんの心配するような視し線せんを受け、僕ら三人は顔を見合わせた。滝たき沢ざわさんの言うとおりだけど、それでも──と口を開こうとした時、ふいに鱗さんのお腹が「ぐう」と盛せい大だいな音を響ひびかせた。

「……鱗さん。緊きん張ちよう感かんを台だい無なしにしないでくださいよ」

「だって仕し方かたないっしょ、腹減ってるんだからさ。あー、イキのいい妖よう怪かいでも食べたいなー。かと言って捕つかまえに行く元気もないし……うー、どっかに保ほ存ぞんしてないかな」

「あのですね。そんなもんがどこに」

「──ん？　ちょおっと待ったあっ！」

「あるん──むぐ！」

　唐とう突とつに僕の口が小さな手で塞ふさがれた。いきなり何を！　じろっと睨にらんだ先では、ローブ姿すがたの経ふみ島しま先せん輩ぱいが「そうか……蛇の髪かみなら鍵かぎくらいは……」とつぶやいていたが、ふいに老ろう獪かいな魔ま法ほう使いを思わせる笑えみを僕へと向け、言った。

「あのさ白しろの字。人間やめる覚かく悟ごってある？」




　　　　＊＊＊




「よし、見張りは行ったわね……！　今のうちよ、イタチちゃん、白の字」

　夕日の差し込む多た々た羅ら木ぎ家けの庭、母家おもやの裏うら手ての狭せまい一いつ角かく。

　庭仕事用の道具を入れておくための物置の陰かげで、経島先輩が息いきを殺して僕らを呼んだ。あの魔法使いモードで手て招まねきされると、あからさまに罠わなっぽいなあ。余よ計けいなことを考えながら、僕は母家の縁えんの下から歩み出ると、布ぬのの服に包つつまれた肩をすくめた。

「何が『見張りは行った』ですか。そんなもんどこにもいないでしょうに」

「うっさい白の字、気分的な問題よ。それでイタチちゃん？　敵てきの気け配はいは？」

「お屋や敷しきの向こうに大きな妖よう気きの塊かたまりがあるけど……大だい丈じよう夫ぶ、近くには何もいないよ」

　そう言ってあたりを見み渡わたすのは、もはや見み慣なれてしまった騎き士しモードのイタチさんだ。傾かたむきかけた西日を銀の鎧よろいが照てり返し、頭の上では実体化した丸い耳がぴくぴく動いて周しゆう囲いの気け配はいを探さぐっている。ああ、何度見ても絵になるなあ、と見み惚とれたその瞬しゆん間かん、ふいに広い庭をざあっと風が吹き抜けた。少女騎士の栗くり色いろの髪かみと長い尻尾しつぽがふわりと躍おどり──その幻げん想そう的てきすぎる光こう景けいが、僕の呼こ吸きゆうをぴたりと止めた。かはっ、と奇き妙みような音が喉のどから漏もれる。

「鱗りんは、付つく喪も神がみがいっぱいだって言ってたのに……一いつ箇か所しよに集まってるのかな？」

「かもね。妖よう気きの塊かたまりってのも気になるけど、まずは生存者の確かく認にんから始めるわよ、白しろの──って。あ。こいつ、また放心してやがる。鎧コスのイタチちゃんがそんなにいいか」

「も、もう……！」

　額ひたいを押さえて溜ため息いきを吐つくイタチさん。経ふみ島しま先せん輩ぱいは「まんざらでもないくせに」と騎士の背中を優やさしく叩たたくと、小さな拳こぶしをぐっと握にぎって僕の腹はらを無む造ぞう作さに突ついた。走る鈍どん痛つう。ごふっと短い悲鳴を漏らし、僕はようやく覚かく醒せいした。「毎まい度どお手数かけてすみません」と頭を下げる僕を、先輩の眼鏡めがね越ごしの瞳ひとみがじろりと睨にらむ。

「頼たのむわよ。今回の作戦の肝きもはあんたと私なんだからさー」

「あ、それなら大丈夫です。先輩見て意い識しきが飛ぶことはまずありませんから」

「なんだとコラー！」

　ローブから伸びた小さな手が僕の首を摑つかんで締しめ上げる。物置に押し付けられながら、ごっふごっふと荒あれた息を漏らし始める僕を見て、イタチさんが慌あわてて先輩に駆かけ寄った。

「ちょ、ちょっと御み崎さき！　見つかっちゃうよ！　それに真しん一いちが！」

　先輩を止めてくれたことは嬉うれしいけど、僕は「それに」扱あつかいなのか。感かん謝しやしつつもちょっと落ち込んだ、その時だ。押しつけられていた物置の戸が、ギイと静しずかに音を立てて開いた。

「げっ、やべ！　付喪神？」

「わかんない、でも……何かいる！」

　僕の首から手を離はなした先輩とイタチさんとが身み構がまえながら後こう退たいする。そして物置の前に投げ出された僕が、慌あわてて身みを起こして見上げた先にあったのは、

「え？　白しら塚つか……さん？」

　若わか草くさ色いろのふんわりした布の膨ふくらみ──ではなく。ゆったりしたワンピースタイプのパジャマを身につけた、長い髪かみの少女の顔だった。事態が理解できていないのか、普段から不安げな顔は一ひと際きわ蒼そう白はくに染そまっていたが、ちゃんと生きて動いてるのは確たしかだ。

「美み生うさん！　無ぶ事じだっ──むぐふっ！」

　言こと葉ばを言い終える暇ひまもなかった。ぺたんと座すわり込んだ美生さんの手が僕を摑んで抱かかえ込み、ぎゅっと胸に押しつける。心地ここちよくも柔やわらかい感かん触しよくが全身を包つつみ、一いつ瞬しゆん意識が飛びかけた。窒ちつ息そくする前に脱だつ出しゆつしなくちゃとは思ったものの……え、えーと、ここで暴れるのは失礼だよな。というわけで動くに動けないまま固まっていると、ぐすぐすと涙なみだを漏もらす声が耳に届とどいた。

「白しら塚つかさん、白塚さん、白塚さんっ！　良かったです、もう誰だれにも会えないものかと……！」

「もごもご」

　大だい丈じよう夫ぶだよ──と励はげましたつもりだったが、顔を胸むな元もとに思いっきり押しつけられているもんだから、濁にごった音しか出やしない。しかも今のモゴモゴは美み生うさんには微び妙みような振しん動どうとして伝つたわったようで、僕を抱だき潰つぶした大きな体がびくんと震ふるえた。

「しっ、白塚さん！　くすぐったいですよ！　にゃっ！」

「むーむー」

「だ、だからそれは……ひゃっ！　もう、ぐすっ、やめて、にゃっ、ください！」

　恥はずかしげに身みをよじる、体感身長十六メートルの巨きよ大だい猫ねこ娘むすめ。だからですね、やめろと思うなら解放してほしいんですが！　そろそろ脳のうに酸さん素そが足たりなくなってきたし！

「にゃ、そんなところで、もぞもぞと……！　にゃ、にゃわっ！」

　だからね美生さん、好すきでもぞもぞしてるわけではなく！　いやまあちょっと楽しいなと思ったのは事実ですけど、それはあくまでちょっと思っただけでして！　とか何とか、声にならない悲鳴をあげながらじたばたしていると、ふいに冷め切った声が飛んできた。

「なんかこいつらムカつくくらい楽しそうなんだけど。私たちもう帰っていいかしら」

「そ、そうだよね……じゃなくてっ！　駄だ目めだよ御み崎さき！　まだ何にも終わってないのに！　美生、とりあえず真しん一いちを離はなしてー！」




「取り乱みだしてしまいまして、たいへん失礼いたしました……」

　物置の前に座すわり込んだパジャマ姿すがたの美生さんが、草の上に手を付き、しょぼんと頭を下げる。それを見上げたイタチさんは「いいよ」と優やさしく笑えみを返した。

「ずっと一人で物置に隠かくれてたんなら、心細くなるのも当然だよ。無ぶ事じで良かった」

「ありがとうございます、クズリさん。でも、白塚さんにはほんとにご迷めい惑わくを……」

「え？　いやいや、僕は全然何ともないし。できればもう一度お願いしたいくらいで」

「真一」

「ごふ。……はい、何でもありません」

　ごつんと鎧よろいの肘ひじで小こ突づかれ、僕はよろけながら言こと葉ばの先を吞のみ込んだ。

　まあ、確たしかに今のは不ふ謹きん慎しんだったけど、しかしそんなに強くしなくても。怒おこらせちゃったかな、とイタチさんの顔を覗のぞき込むと、赤い顔の騎き士しはふいっと視し線せんを逸そらしてしまった。そんな僕らを呆あきれた目で眺ながめると、経ふみ島しま先せん輩ぱいはふいに美生さんを見上げた。

「確かく認にんなんだけど、あんた、付つく喪も神がみが合体したって言ったわよね？　で、その合体怪かい獣じゆうにはあんたら兄妹も歯はが立たず、兄はあんたを逃がしてそのまま消しよう息そく不明」

「え？　あ、はい……そうです」

　兄のことが心配なのだろう、美生さんは不安げにうつむいてしまう。それを聞いた僕は、イタチさんと顔を見合わせると、気き遣づかいながら「あのさ」と尋たずねた。

「負けたってことは、お兄さんはやっぱり小さく──？」

「いいえ、兄も確たしかに一度は縮ちぢめられましたが、すぐに元もとに戻りました。あの下げ駄たは、人を縮めて得た力を小こ判ばんのような形で取り出すのですが、それを砕くだけば背せ丈たけは取り返せるのです」

「なるほど、私らを転ばせた時に出た小判には、背丈がプールされてたわけか。……ん？　でもさ、だったらあんたら、なんで負けたの」

　不ふ思し議ぎそうに眉まゆをひそめる経ふみ島しま先せん輩ぱい。確たしかに、美生さんの念ねん力りきと多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかの高速移動プラス剣けん術じゆつの組み合わせは、理論的にはほとんど無む敵てきだ。先月、イタチさんと戦たたかった時は、美生さんが力を使わなかったから五ご分ぶ五分だったけど、今回は気を遣う相手でもないはずでは？　そう思って首を捻ひねっていると、美生さんはぶるっと体を震ふるわせて口を開いた。

「付つく喪も神がみたちが『カイオウ様』と呼んだあの怪かい物ぶつは、額ひたいに一枚の鏡かがみをはめ込んでいるのですが……そこから放たれる光を浴あびたら、化ばけ猫ねこの力が使えなくなってしまって」

「──ふむ。雲うん外がい鏡きようの照しよう魔まの力か。器き物ぶつ系けいの妖怪の能のう力りよくを併あわせ持ってるってことかしら？」

　顎あごに手を当てて考え込む経島先輩。美生さんは「うんがいきょう？」と首を傾かしげると、しょんぼりとうつむいて先を続けた。

「猫操あやつりが使えないとなれば、私は単たんなるどんくさい女に過すぎません。兄はそんな私に業ごうを煮にやして、隠かくれていろと言い残すと、一人で──」

　と、美生さんが不安げな顔を屋や敷しきに向けた、その時だ。

「何か来る！」

　屋敷を見つめたイタチさんが叫さけんだかと思えば、どこからか吹っ飛んできた剣けん道どう着ぎの青年が物置に激げき突とつした。驚おどろく間もなく、屈くつ強きような体がぐらりとその場に崩くずれ落ちる。

「──兄さん！」

　慌あわてて駆かけ寄った美生さんが、倒たおれた兄へと手を伸ばす。だが多々羅木は「構かまうな！」と妹の手を振り払はらうと、折おれた木ぼく刀とうを杖つえに、自分の力で立ち上がった。

「照魔の鏡かがみは砕いたのだ……！　あとは、奴やつらを繫つないでいる要かなめさえ叩たたき壊こわせば──！」

「要？　それを壊せばクリアってこと？」

　多々羅木を見上げて経島先輩が叫ぶ。と、血まみれの剣道着はようやく足あし下もとの小さな三人に気付いたらしく、一いつ瞬しゆんぽかんと驚おどろくと、冷たい声で言い放った。

「──その図ずう体たいで何をしに来た」

「へ？　いやまあ、助けに来たんですけど……」

「要いらん。踏ふみ殺されないうちに帰れ。これは多々羅木家の問題だ」

　きっぱりと命令し、木刀だった得え物ものを構える多々羅木。口く調ちようこそいつも通りだが、声に混じる呼こ吸きゆう音おんの荒あらさは隠かくしようがない。なんでそんなに意い固こ地じに、と呆あきれる僕の隣となりで、イタチさんが悲ひ痛つうな声をあげた。

「無む茶ちやだよ豊ゆたか！　立ってるだけでも辛つらそうなのに……！」

「無理も無む謀ぼうも承しよう知ちの上だ！　多た々た羅ら木ぎ家けの蔵くらから出たこの化ばけ物ものは、多々羅木家の者が責せき任にんを持って倒さねば──俺は、先せん祖ぞに顔向けできん！」

　鬼き気き迫せまる声を漏もらしつつ、斜ななめ上をまっすぐ見上げる多々羅木豊。化け猫ねこの力を失ったその視し線せんがまっすぐ見つめる先から、ズズッ、と重い音を響ひびかせながら現あらわれたのは──。

「何だこりゃ。未み完かんの巨きよ人じん……？」

　まさしく、経ふみ島しま先せん輩ぱいが口にしたとおりの怪かい物ぶつだった。

　五メートルほどの巨きよ大だいな右手と右肩、そして牙きばを剝むいたでかい顔。構成パーツ、以上。

　巨人の肩口から上だけをぶった切って地面に置いたようなデザインは、シルエットやサイズを見ればショベルカーを思わせた。種しゆ々しゆ雑ざつ多たな古道具が組合わさって構成されたその体は頑がん張ばればアート作品に見えなくもない。……ガチガチと歯はを打ち鳴らしていたり、地面に接した部分がずるずるざわざわ動いている点さえ無む視しすれば、だけど。

「これが『カイオウ様』……？」

「でしょうね。なるほど、救きゆう世せい主しゆはどこかからやって来るんじゃなくて、自分たちが合体して生むってわけか。閉へい鎖さ環かん境きようならではの発想ね。うん、実に面おも白しろい」

「面白かないです！　しかし、なんで肩から上だけ？」

「部品が足たりなかったんでしょ。なんにせよ、そっちから来てくれるとは話が早い」

　ローブを纏まとった小こ柄がらな背中が物もの怖おじすることなく進み出る。ギイ、と体を軋きしませて見下ろす巨人に、経島先輩は眼鏡めがね越ごしの視線をまっすぐ向け、よく通る声を張り上げた。

「ここで会ったが百年目！　身長を返してもらうわよ──『塵ちり塚づか怪かい王おう』！」

「ちりづかかいおう？」

　聞き慣なれない名前だけど、カイオウ様の本ほん名みようだろうか。首を捻ひねっていると、先輩はすかさず「ちなみに塵塚怪王ってのは」と解説を始めてくれた。便利な人だ。

「古道具系の妖よう怪かいの元もと締じめみたいな存そん在ざいで、付つく喪も神がみを目覚めさせる力があるってことになってるのよ。あのムカつく下げ駄たが『器き物ぶつが目覚め人の歴史が終わる日も近い』とか言ってたけど、確たしかにこいつの能のう力りよくならそれも可能かも。……しかしこいつ、何にも話さないのね」

　巨人を見上げた先輩が首を捻ひねると、多々羅木が荒あれた声で「無む駄だだ」と告つげた。

「合体前の付喪神どもには知恵があったがな。今は闇やみ雲くもに暴あばれるだけの化け物だ」

「そうなの？　でも、あの下駄はあんなにはっきり話してたのに……」

「意い識しきを無む理り矢や理り統とう一いつした悪あく影えい響きようか。衆しゆう愚ぐ政治の悲劇ってやつね」

　よくわからないことを言って肩をすくめた先輩は、再ふたたび視線を塵塚怪王に向けると「ま、ブッ倒すには気が楽らくだけど」と言い足した。と、その言こと葉ばの意味がわかったのか、古道具の巨人はゆさゆさと肩を揺すった。やれるもんならやってみろ、という意思表示かな──と思った次の瞬しゆん間かん。ギシリと巨きよ体たいが歪ゆがむ音とともに、重じゆう機きのような腕うでが振りかぶられた。僕らをまとめて殴なぐり飛ばすことなんか造ぞう作さもなさそうな、キングサイズの拳こぶしがゴキリと軋きしむ。

「来るぞ！　下がっていろ、お前ら！」

　多た々た羅ら木ぎの叫さけびが耳を突つく。まあ、確たしかに逃げるのがベストなんだろうけど、今にも倒たおれそうな声で言われてもなあ。そんなことをついつい考えてしまった僕の──いや、僕ら全員の視し界かいを、古道具で構成された拳が一いつ気きに埋うずめる。そして美み生うさんが息いきを吞のんだ、次の瞬しゆん間かん。

　ぱん、と銃じゆう声せいにも似にた小こ気き味み良い音が響ひびき、剛ごう腕わんの軌き道どうが大きく逸それた。

　いや、正確には「逸らされた」。

「……何だと」

「え？　い、今のは……いったい？」

　事態が理解できないのだろう、多々羅木兄妹きようだいが啞あ然ぜんとした声を漏もらしている。だろうね。

　で、そんな二人の先に立つのは、ゴキリと拳を鳴らすローブ姿すがたの小さな少女と、はあはあと息を整ととのえる粗そ末まつな布の服の小男──つまり僕だった。

「……おお。意外といけるもんですね」

「だから言ったでしょ。慣かん性せいの法ほう則そくとか関係なく、物理的に無む敵てきなんだって」

　僕が思わず声を漏もらせば、先せん輩ぱいはグッと親指を立てて微笑ほほえんだ。やったね、と小さくガッツポーズを取ったのはイタチさんだ。一方、自じ慢まんのパンチをあっさり弾はじかれてしまった塵ちり塚づか怪かい王おうは、解げせないと言いたげに巨大な首をゴキリと捻ひねった。と、その気持ちは多々羅木兄妹も同じだったようで、後ろから訝いぶかるような声が届とどいた。

「どういうことだ、経ふみ島しま、それに白しら塚つか！　その体でありながら、奴やつの拳を弾くなど……！」

「え？　今のって、お二人が……？　もしかして、実はすごくお強かったんですかっ？」

「いやいや、そんなことない。僕も先輩も普通の人間だし」

　見下ろす美生さんの視し線せんを受け、僕は手の平をひらひら振った。今まさに塵塚怪王の剛腕を弾いたばかりの手の甲こうは、ほんの少しびりびり震ふるえていたが、痛いたみは全まつたく残っていない。大したもんだなと感心する僕の傍かたわらで、先輩は悪戯いたずらを自じ慢まんする子供のように微笑んだ。

「太たい歳さいって知ってる？　一口食せばあっという間に剛力無双、虚きよ弱じやくなアナタも物理的にはほぼ無む敵てきに！　そんな体質改かい善ぜん効こう果かを持つ魔法の食材よ。ただし妖よう怪かいには効きかないんだけど」

「それを食ってきたと言うのか？　だが、そんなものがそう都つ合ごう良よくあるわけが──！」

「……それが、あったんだよね。しかも、あたしの家の冷蔵庫に」

　驚おどろく多々羅木の声に、照てれたような苦く笑しようが割わり込んだ。馬ば鹿かな、と絶ぜつ句くする猫ねこ目めの男を見上げると、鎧よろい姿すがたの妖怪少女は胸をほっとなで下ろす。

「ほんと、捨てないで良かったよ」

「だよね。それに、思ってたほどひどい味じゃなかったし」

　そう言って笑うと、僕はローブの小さな少女と並んで一歩前に出た。

「よし！　そんじゃ、始めますか先輩」

「了りよう解かい、後こう輩はい。今日からの私たちは一ひと味あじ違ちがうってことを──具体的には、ひたすらイタチちゃんの足を引っ張りながら、延えん々えんとコントを繰くり広げるだけのお笑い要よう員いんじゃないってことを──あのデカブツに思い知らせてやるわよ！」

「はいっ！　……しかし、普段の僕らってそこまで役立たずでしたか。一応、ちょこちょこサポートしてたつもりではあるんですが」

「大だい丈じよう夫ぶ。いつも真しん一いちは助けてくれてたよ」

「先輩はいつもいつも──って、え？　ほんとに……？」

「うん！　あたし、今日は何もできないけど──お願い！　頑がん張ばって真一！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、イタチさんは僕を見つめてそう言った。

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、心の中から余よ計けいな思いがさっぱり消え失せ、「やってやる」の五文字が心の中に燃え上がる。今までさんざん守ってもらったお礼を返す時が来たという喜びが、五体を一いつ気きに埋うめ尽つくした。
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「わかったっ！　ありがとうイタチさん、そこで見てて！」

　拳を握りしめ、呼こ吸きゆうを整ととのえ、そびえる巨きよ人じんをまっすぐ見み据すえる。と、首を傾かしげていたカイオウ様こと塵ちり塚づか怪かい王おうは、ようやく僕らを敵てきと認にん識しきしたのか、再ふたたび、でっかい拳を振り上げた。

「うわ、やっぱ怖い！　──でもなあ、悪いけど……効きかないんだよ！」

　視し界かいを塗ぬり潰つぶして叩たたきつけられる剛ごう腕わんを、僕の二本の腕うでが受け止めた。怪かい物ぶつの二の腕を覆おおっていた古い机つくえが、バキリと音を立てて砕くだける。

「先せん輩ぱいっ！」

「ほい来た！」

　僕の叫さけびと同時に、経ふみ島しま先輩の小さな体がバッタのように跳はね上がった。ローブを纏まとった小さな人ひと影かげが、巨きよ大だいな腕を踏ふみ台にして加速していく。いきなり目の前に迫せまった敵てきに、塵ちり塚づか怪かい王おうは大口を開けて威い嚇かくしたが、先輩は全まつたく動じない。

「悪いわねデカブツ！　言こと葉ばの通じない馬ば鹿かは大だい嫌きらいなの！」

　問もん答どう無む用ようで炸さく裂れつする蹴けり。針はりの先ほどの小さな点に集中した衝しよう撃げきは、まるでライフルの弾だん丸がんの如ごとく、巨人の顎あごを吹き飛ばす。顎を形成していた古こ文もん書じよや陶とう器きがばらばらと散ちる中、先輩は軽やかに着地した。

「……凄すごい……。これなら……！」

　美み生うさんがハッと息いきを吞のんだ。ああそうだ、これなら行ける。一目見た時は大きさに度ど肝ぎもを抜かれたが、ただ殴なぐってくるだけなら、そこまで怯おびえる必ひつ要ようはない。やばそうだったら滝たき沢ざわさんたちを呼ぶって計画だったけど、この調ちよう子しなら──！

「……頭を、狙ねらえ──！　古道具どもをつなぎ止めている要かなめの──下げ駄たが封ふうじたお前たちの背せ丈たけの在あり処かは──そこだ！」

　ふいに、多た々た羅ら木ぎの絞しぼり出すような声が背中に届とどいた。え、と僕が反応する間もなく、先輩は「よく言った！」と微笑ほほえむと、威い勢せい良く両の拳こぶしを打ち合わせた。

「あんたはそこで寝ねてなさい！　さあて、畳たたみかけるわよ白しろの字！」

「了りよう解かいです先輩！　日が落ちて、こいつがパワーアップする前に」

「「──一いつ気きに、片を付けてやる！」」
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「……戦たたかいの後って、どうしていつもこんなに空むなしいんだろう」

　暗く染そまりつつある空の下、ズタズタになったローブを風にはためかせ、小さな少女が黄昏たそがれている。その足あし下もとには、日用品から古文書まで、種々雑ざつ多たな古道具が山と積つみ上がっていた。どの道具も口を利きくどころか動き出す気け配はいすらない。こいつらがさっきまで合体して暴れてたなんて、とてもじゃないが信じられないな。そんなことを考えながら、僕は古道具を漁あさる手を止め、山の上の先輩へと声をかけた。

「先輩！　いつまでそこでポーズ決めてるんですか！　手て伝つだってください！」

「はいはい。にしても、さっきから白の字が怖いんだけど……私、何かしたかしら？」

「しました。具体的には、僕と先輩の身長の入った小こ判ばんをうっかり取り落として、古道具の山に埋うめました。ちゃんと持っててくださいよって言ったのに！」

「いきなり崩ほう壊かいするとは思ってなかったんだもーん。それだけでそこまで怒おこらなくても」

「それだけじゃないですよ！　先せん輩ぱい、さんざん僕を武器に使いましたよね！」

「どれ？　白しら塚つかアックスのこと？　白塚ホームラン？　それとも白塚ミサイル？」

「どれもです！　強しいて言うなら白塚ミサイル！」

　きっぱりと断言し、僕はギリッと歯はを嚙かみ締しめた。いくら太たい歳さい効こう果かで無む敵てきになってるとは言え、後こう輩はいを振り回したり投げつけたりするのは心の底からどうかと思います。

「二人とも、ちゃんと探さがそうよ。あたしは元もとに戻れたけど、あと二枚の小こ判ばんを見つけないと、御み崎さきと真しん一いちはちっちゃいままなんだからね」

　僕の隣となりで古道具をかき分けていた大きな少女が、溜ため息いきとともに僕らを見下ろした。一足先に身長を取り戻したイタチさんの身みを包つつんでいるのは、見み慣なれたセーラー服。門の前で縮ちぢめられて蹴けり飛ばされた後、服は証しよう拠こが残らないように付つく喪も神がみたちが回収していたとかで、屋や敷しきの中に残っていたのだ。

　小判を砕くだいて元に戻る瞬しゆん間かんを見せてもらえなかったのはちょっと残念だけど（口に出しては言いませんが）、久々に見る制服姿は文もん句くなしに最高で、僕は何度目かの溜ため息いきを吐ついた。武ぶ骨こつな鎧よろいなんかより、こっちのほうが断然いいよな──とイタチさんに見み惚とれていると、ふいにどやどやと足音が聞こえた。お、誰だれか来たのかな。

「なかなか呼び出しかかんないから勝手に来たわよー。って、もう終わってた？」

「……わん」

「そうみたいだね。会長と副会長、屋敷の外で待まっててもらったけど……心配する必要なかったかな」

　振り返った先にあったのは、頭を搔かく鱗りんさんの姿すがた。その傍かたわらには、フルートを携たずさえた滝たき沢ざわさんがライカを従したがえて佇たたずんでいる。

「すいませーん！　小判を探してるんですけど、手て伝つだってくれませんかー」

　道具の山の上から手を振れば、鱗さんは「はいはーい」と笑ってうなずき、髪かみの毛けを古道具の山へと伸ばした。一方、ライカはぱたぱたと尻尾しつぽを振りながら、気き絶ぜつした多た々た羅ら木ぎの手当をしている美み生うさんのもとへと駆かけ寄っていた。

「わん！」

「あら、ライカちゃん？　それに赫あか音ねさんも」

　お久しぶりです、と美生さんが微笑ほほえむ。滝沢さんは「無ぶ事じで良かった」と綺き麗れいな笑えみを返すと──この人の笑顔は貴き重ちようなんだよなあ、すごくいい顔で笑うのにもったいない──かがみこんで豊ゆたかを見つめた。

「あのさ、美生さん。このケガだと病院に連れていった方がいいよ」

「え？　それは、私もそう思いますけど……兄は他人に頼たよるのを嫌いやがるので……」

　言いづらそうに語ご尾びを濁にごす美生さん。滝沢さんはやれやれと肩をすくめると、無む造ぞう作さにフルートを構え、息いきを吹き込んだ。きょとんと首を傾かしげた美み生うさんの前で、ライカがするりと多た々た羅ら木ぎの体に重なり、消える。

「──よし、こんなもんか。見た目は変わってないけど……。ライカ、調ちよう子しは？」

　その犬いぬ神がみ使つかいの呼びかけに、気き絶ぜつしていた多々羅木はむくりと上体を起こすと「わん！」と一声、元気に吼ほえた。にゃっ、と驚おどろく美生さんを前に、滝たき沢ざわさんはふんふんとうなずく。

「とりあえず体は動かせる？　上じよう出で来きだ。それじゃそのまま病院行こう」

　主人に促うながされ、多々羅木（中身はライカ）は「わん」と鳴きつつひょこひょこ歩き出す。その姿すがたを見てうなずいた滝沢さんは、呆あつ気けにとられる美生さんへと振り返り、

「お兄さんが後で怒おこったら、お節せつ介かいな犬神使いが勝手にやったって言っといてよ。愚ぐ痴ちだろうと文もん句くだろうといくらでも聞いてやる、果はたし合いでも受けてやるからって」

　それだけを言い残すと、ライカと一いつ緒しよに歩き去さってしまったのだった。

「……超ちようかっけー。アタシちょっと惚ほれそう」

「いやいや鱗りんさん。女同どう士しでしょうが」

「知らなかった、元もと旦だん那な？　蛇へびはどっちも行けるのよ──ん？　何だ、この妖よう気き？」

　滝沢さんの後うしろ姿すがたを眺ながめながら舌した舐なめずりしていた鱗さんの顔が、ふいに神しん妙みようなものに変わった。同時に、古道具の山に伸びていた髪かみの毛けがするすると戻っていく。おお、もしかして？

「鱗、何か見つけたの？」

「さすが蛇女によう房ぼう。きっちり元の旦那にも恩おんを返すあたりが憎にくいわね」

「えっ？　鱗さんって白しら塚つかさんの奥おくさまだったんですか？　確たしか、江え戸ど橋ばしさんの……」

「あーいやいや美生さん、それは話すと長いんだけど」

　わいわいと集まってきたみんなが注目する中、鱗さんの髪の毛の先が道具の山からスッと抜け出た。器用に丸まった髪の先が摑つかんでいるのは、もちろん──。

「あら、小こ判ばんじゃなくてただの石？　……にしては妖気が濃こいけど」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような声を漏もらす蛇女房。みんなが見つめる先にあったのは、輝かがやく硬こう貨かではなく、何の変へん哲てつもない三センチほどの（つまり今の僕にとっては三十センチの）丸い石だった。表面には、墨すみで何やら書き付けてあるようだが、暗いもんだから読めやしない。何だこりゃ、と眉まゆをひそめていると、石の上の文字を見つめていた経ふみ島しま先せん輩ぱいがぼそぼそと口を開いた。

「──二度ト民たみ草くさヲ誑たぶらかス事セヌ也ト此こ処こ二誓ちかヒ妖よう狸りノ力ヲ此この石いしニ封ふうジン、八はち右衛え門もん記しるス──か。どうやら、多々羅木家の先祖が化け狸の力を封ふう印いんした石らしいわね」

「ご先祖様が……？　へえ、そうなんですか」

「うん、そう書いてあるし。四番蔵ぐらの付つく喪も神がみが一ひと味あじ違ちがったのも、この石の影えい響きようってことかしらね？　……で、どーする？　私わたし的てきには、とりあえず砕くだくのがベターだと思うんだけど」

「そのほうがいいよね……」

　不安げなイタチさんのつぶやきに、僕らは揃そろって首を縦たてに振った。それを見み渡わたした鱗さんは「満まん場じよう一いつ致ちね」と笑うと、石を経ふみ島しま先せん輩ぱいにほいっと投げる。一いつ瞬しゆんの後、太たい歳さい効こう果かで強化された先輩のパンチが小石を撃うち抜き、瓦が礫れきに変えた。

「決まった。……でも、戦たたかいの後って、どうしていつもこんなに空むなしいんだろう」

「またそのキャラですか！　だいたい戦ってないし！　ほら、小こ判ばん探さがしますよ！」

　ポーズを決める先輩に呆あきれつつ、僕は古道具をかき分ける作業に戻った。どんどんあたりは暗くなってくるし、この場所は屋や敷しきの裏うらなので灯とう籠ろうもガーデンライトもありゃしない。

「ああ、もし見つからなかったらどうしよう。ずっとこのままだったら、学校も……あ、いや、学校どころじゃないか。そもそも日常生活が送れるのかって話だもんな」

　不安が募つのり、思わず独ひとり言ごとが漏もれる。と、それを聞きつけたのか、すぐ隣となりで古い傘かさを持ち上げていたイタチさんは「大だい丈じよう夫ぶ」と小さく笑った。

「その時は、ずっと何でも手て伝つだうよ」

「──え」

　何なに気げなくも優やさしい言こと葉ばに引かれ、僕は思わず視し線せんを上げる。そこには、そろそろ煌きらめき始めた星ほし空ぞらを背せ負おい、栗くり色いろの髪かみの妖よう怪かい少女が笑みを浮かべながら僕を見下ろしていて──。

「真しん一いちはあたしにそう言ってくれたよね……って、真一？　聞いてる？」

　眉まゆをひそめたイタチさんが何やら言っているが、その意味がわからない。

　どうやら今の言葉が嬉うれしすぎて脳のうがフリーズした模も様ようだ。

「おいこら、そこ！　何を見つめ合ってんの！　探せっつったのあんたでしょ！」

「ん？　ああ、先輩ですか。いや、もう別にいいかなーって」

「はあ？　何を言い出すか貴き様さまは」

「ちょ、ちょっと真一？　どうしたの急に？　諦あきらめちゃ駄だ目めだよ！」

「えー。だってさ、イタチさんがせっかく『ずっと何でも──」

「わーっわーっわーっわーっ！　それはほら、ねっ？　頑がん張ばって元に戻ろうよ！」

　立ちつくす僕の言葉を遮さえぎるようにイタチさんが騒さわぎ、経島先輩は「おー、またか」とニヤニヤ微笑ほほえむ。そんな僕らを、鱗りんさんと美み生うさんがそれはもう空しく眺ながめていた。

「せっかくアタシが小判見つけてやったってのに、聞いてないし。どうしてやろうか」

「ほんとですねえ。……でも、幸せそうな人って良いですよね」

　口くち元もとを押さえ、くすっと笑うパジャマの少女。鱗さんは一瞬ぽかんとしたものの、

「確たしかにね。お互たがい頑張ろう！」

　ニッと微笑みながら美生さんの背中を強く叩たたいたのだった。




　　　　＊＊＊




「誰だれかと思たら美術部の長なが良ら川がわか。何や、先生に用か？」

　夕暮れ時の校こう舎しや裏うら、山へと通じる林道の脇わき。体格の良いスーツの男が立ち止まって尋たずねれば、コンクリートブロックに腰こし掛かけていた男子生徒は「奈な良ら山やまだよ」と肩をすくめた。

「ああ、せやったか。しかしなお前、教師にその口の利きき方は」

「薄うす々うす気付いてるかも知れないけど、君きみの探さがしている証しよう文もん石せきは見つからないよ」

　咎とがめるようなスーツの男の言こと葉ばに、飄ひよう々ひようとした声が割り込む。後ろ髪がみを揺らした男子生徒はゆっくりと立ち上がると、目の前の男をまっすぐ見み据すえた。

「多た々た羅ら木ぎ家けの先せん祖ぞは、石をいったん山に埋うめた後、屋や敷しきの蔵くらに移してたんだから。おそらくそれも、もうすぐ壊こわされるだろうしね。経ふみ島しま先せん輩ぱいなら、あの石の危険性に気付くはずだ」

「……はあ？　お前な、いきなり何をわけのわからんことを」

「これ以上山を穿ほじくり返したところで、君の妖よう気きに引かれた妖よう怪かいが出てくるだけだ。恙つつが虫むしとか太たい歳さいとかね。土つち属ぞく性せいの悪あく魔まヶが風かぜが活性化したのも、妖気を含んだ土つち気けを君が校内に持ち込んだせいだろう？　全まつたく、参まいるよね。いや、大変だったのは白しら塚つかたちだけど」

　溜ため息いきと笑えみを交えつつ、穏おだやかに言葉を紡つむぐ男子生徒。相あい対たいする男は動かない。

「自分の力を取り戻したいのはわかるけどさ、多々羅木家の四番蔵ぐらを開放して逃げたのは頂いただけないな。おおかた、ものは試ためしと忍び込んでみたものの、予想外に強力な付つく喪も神がみが──」

「……わからん言うてるやろ。俺は、来たばっかりの、方向音おん痴ちの新人やで」

「噓うそを仰おつしやい。方向音痴だ何だのというのは、石を探す時間を稼かせぐための方ほう便べんでしょうが。全まつたく、よく化ばけたものですわね」

　唐とう突とつに口を挟はさんだのは、真しん紅くのスーツに金きん髪ぱつを結ゆい上げた女性教師だ。いつの間に、と驚おどろくスーツの男の視し線せんの先で、モデルのような体形の女性教師は紅あかい瞳ひとみを光らせた。

「先月、茶さ道どう部ぶで長年使っていた茶ちや釜がまが消えたそうですわね。部室に、妖気が残っていましたわよ。学園に居い続けるのに飽あき、力を取り返してどこかへ逃げようとしたのでしょう？」

「い、稲いな葉ば先生？　いったい何を言うてはるんか、俺にはさっぱり」

「お黙だまりなさい。私は今、貴方あなたごときの正体に気付けなかった自分に腹はらを立てているのです。全く、何が『寺てら林ばやし茂しげる』ですか。すぐに逃げる予定だったから適てき当とうな名前でいいと思ったのでしょうが、ひっくり返しただけではありませんか。安あん易いにも程ほどがあります」

「もっとも、なかなか証文石が見つけられなかったから、今日まで先生を続けざるを得なかったんでしょうね。確かく認にんありがとうございました、稲葉先生」

　女性教師に小さく頭を下げると、男子生徒は沈ちん黙もくしたままの男に再ふたたび目を向け、言った。

「さあ。そろそろ尻尾しつぽを見せなよ化ばけ狸だぬき」

「な……舐なめんなァッ！　落とせ、『蚊帳かや吊つり狸だぬき』ッ！」

　あまりに唐とう突とつな叫さけびとともに、男はパンと両手を打ち合わせた。瞬しゆん間かん、赤茶けた土が広がっていた地面が波打ったかと思うと、薄うすい布を被かぶせただけの底なしの異い空くう間かんへと様よう相そうを変える。あ、と息いきを吞のむ間もなく、黒い空間へと女性教師の姿すがたが消えた。ふん、と男の鼻が鳴る。

「俺の素す性じように気付いたのは大したもんやけど、ツメが甘あまいがな。どこのザコか知らんけど、こちとら本場仕込みの八はち右衛え門もん狸だぬきやで。……しかし、ここまでバレてしもたからには、証しよう文もん石せきはもう諦あきらめて、このまま逃げたほうがよさげやな」

　パンパンと手を払はらいながら、満足げににやつく小こ男おとこ。だがその笑えみは、バサリと翼つばさが羽ばたく音に気付いた瞬しゆん間かん、蒼そう白はくな驚きよう愕がくへと取って代わった。男が「お前、天てん狗ぐか！」と叫さけんで見上げた先では、鳥のような怪かい人じんが肩から伸びた翼を広げて浮かんでいた。

「へえ、力を封ふうじられたとは言え、狸たぬき系けいの怪かい異いなら少しは使えるわけだ。ってことは、先月の蚊帳かや吊つり狸は、久々に術じゆつを使う前の試し打ちか。ただ、変へん化げして逃げないところを見ると、姿は変えられないみたいだけど……そうなのかい？」

「え？　なんで全部当てるねんな！　俺の喋しやべること、さっきから全然あらへんや」

「それだけ聞けば十分だ。──松明たいまつ丸まる」

「ないか……いっ？」

　いつの間にか、激げつ昂こうしていた小男の喉のど元もとに、真まっ赤かに燃え盛さかる一羽の鳥が翼の先を突つき付けていた。チェックメイトだな、と薄うすく笑う火の鳥の声に、小男は悔くやしげに歯を嚙かみしめた。

「俺の負けっちゅうことか。……で、どうするつもりや？　狸汁じるか？」

「いや。余よ計けいなことをしなければ、どうもしないよ。逃げるってのなら、それでいい」

「──はあ？」

　極きわめてあっさりした要求に小男は一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くしたが、すぐにこくこくと首を縦たてに振る。それを見ると、怪かい人じんは「ありがとう」と火の鳥を呼び戻したが、思い出したように首を傾かしげた。

「あのさ。君が今になって学校から逃げようとしたのって、何か理由があるのかい？　この学校、妖よう怪かいにとっては居い心地ごこちの良いところだと思うんだけど。実じつ際さい、色々出てるわけだし」

「そこが問題なんや。──ええか、これは俺の推すい測そくやけどな。妖怪て、出やすいとこにはどんどん出るやろ？　せやけど、それがいつまでも続いたっちゅう話、聞いたことあるか？　全部、過か去こ形けいか伝でん聞ぶんでしか語られてへんのとちゃうか？」

「……どういうことだい」

「妖怪が増え続るとな、怪異を綺き麗れいさっぱり一いつ掃そうする何かがやって来るんちゃうかって話や。ホンマかどうか知らんけど、君くん子し危あやうきに何とかや。お前さんも引き払はらったほうがええで」

　眉まゆをひそめつつ、真しん剣けんに忠ちゆう告こくするスーツの男。だが羽根を広げた怪かい人じんは「ご忠ちゆう告こくありがとう」と苦く笑しようすると、尖とがった爪つめでカリカリと首くび筋すじの羽う毛もうを搔かいた。

「ただ、そうもいかないな。ちょっとした約やく束そくがあって、守らなきゃいけない人がいる」

「……約束？　なんか証文でも交かわしたか？　それとも術を交えた契けい約やくかいな」

「いや、そういうのじゃなくてさ、単たんなる口くち約束。しかも向こうは覚えてるかどうか」

　羽根をすくめると、怪人は「もっとも、俺は好すきでやってるんだけどね」と言い足たした。毒どく気けのない口く調ちように緊きん張ちようが解けたのか、小こ男おとこが「何やそれ」と笑った、その時だ。

「──よくも偉い大だいな九きゆう尾びの狐きつねを！　こんな泥どろ臭くさい罠わなに嵌はめてくれましたわね！」

　天を突つくような怒ど声せいとともに、地面を覆おおっていた黒い布が爆はぜた。劫ごう火かと稲いな妻づまを身みに纏まとった紅あかいスーツの女性教師が目の前に降り立つのを見て、小男が絶ぜつ句くする。

「なんでや！　蚊帳かや吊つり狸だぬきは落ち着いて三十六枚布をめくらんと脱だつ出しゆつできんはずやで！」

「そんなローカルルールは存じません！　異い空くう間かんに落とされたなら、空間そのものを元もとの世界に強引に繫つなげばいいだけの話！　さあ、覚かく悟ごは出で来きていますわね！」

「へっ？　いやいやいや！　待まった！　俺はもうこの学校から去さるさかいに」

　せやからもう堪かん忍にん、と頭を下げるスーツの男。しかし相対する女性教師は、それを聞くなり「ほう、職場放ほう棄きとはいい度ど胸きようですわね……！」と金きん髪ぱつをばさりと躍おどらせた。

「一体どれだけの仕事を貴方あなたに引き継ついだと思っているのですか！　ここで貴方に去さられては、私の仕事がまた増えてしまいます！」

「え？　そ……そういう理由で怒おこってはるんですか？」

「他に何の理由があるのですかっ！　……ええ、そうですわね。余よ計けいなことを考えないで済すむように──口答えすら思いつかないほどに──その体にみっちり教え込んでさしあげましょう。幸さいわい、貴方の作った異空間がありますからね、悲鳴が漏もれる心配はありません」

　整ととのった顔に嗜し虐ぎやく的てきな笑えみが浮かび、細い指がバキバキと鳴る。

　紅い瞳ひとみに射い竦すくめられ、スーツの男はびくりとその身を硬こう直ちよくさせた。
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「よー、二週間振りだなマイフレンズ。Ａ組のクラスメート同どう士し、今年もよろしくな！」

「やあ、こちらこそ」

「……ん？　あー、穂ほ村むらか。……はい、よろしく」

　気さくに背中を叩たたいた友人に、僕は席せきに着いたまま、どんより疲つかれた横目を向けた。と、そのあまりの覇は気きのなさに、奈な良ら山やまと挨あい拶さつを交かわしていた穂村はわっはっはと笑った。

「なるほど。伊達だてさんと同じクラスになれなかったショックがそんなに大きかったか」

「あたり。期き待たいしてたのに、今年も放課後しか会えないなんてさ……。あと、滝たき沢ざわさんや美み生うさんとも別のクラスだし。親しい女の子はみんな揃そろってＣ組だもんなあ」

　そりゃテンションも下がります。まあ、イタチさんたちは喜よろこんでたからそれはそれでいいことだし、それに、このＡ組にも知り合いの女子生徒がいないわけじゃない……けどさ。

「どうした！　新学期早々元気がないぞ白しら塚つか！　気分転換にスクワットでもするか！」

「いや、いい。もうホームルーム始まるし」

　この女子レスリング部の部長さんはあまり「女の子」っぽくないのである。失礼極きわまりない溜ため息いきを吐つけば、昨夜ゆうべから続いている筋きん肉にく痛つうが全身をびりびり震ふるわせた。

　昨夜、小こ判ばんを砕くだいて元もとのサイズに戻ったとたん、太たい歳さいの効こう果かはきれいに消えてしまった。体の状じよう態たいが縮ちぢめられる前の状態にリセットされたってことらしいが、塵ちり塚づか怪かい王おうと殴なぐり合った反動だけは残ったのだ。まあ、筋きん肉にく痛つうくらいで済すんで良かったけど、と自分を励はげましていると、廊ろう下かに通じるドアがガラガラと開いた。

「お早うさーん……」

「お、先生の登場か」

「ああ。Ａ組の担たん任にんって、寺てら林ばやし先生だっけ──って、え？」

　疲れ果てた声とともに姿すがたを現した担任に──いや、正確には包ほう帯たいとギブスと全身を固め、松まつ葉ば杖づえを突ついた男の姿に──クラスのほぼ全員が絶ぜつ句くした。いったい何があったんですか。疑問と違い和わ感かんが教室を埋うめ尽つくす中、斜ななめ後ろの席せきの男が、ふいにくすっと苦く笑しようした。同情するかのようなその笑みに、僕は思わず振り返って尋たずねていた。

「……奈な良ら山やま？　もしかして何か知ってるのか？」

「狸たぬきは狐きつねに敵かなわなかったってこと。もともとの力量の差があるから、仕し方かたないんだけどね」

「はい？」

　意味がさっぱりわからない。大きく首を傾かしげれば、奈良山は「放課後、美術室で説明するよ」と飄ひよう々ひようとした口く調ちようで告げたのだった。







　あとがき




　この作品はフィクションです。実在する妖よう怪かい譚たんをベースにしてはいるものの、いつものように曲きよつ解かいと拡かく大だい解かい釈しやくを重ねていますので、それはもう明らかにフィクションです、はい。

　と書くと、真面目まじめな方は「伝でん承しようどおりの設定を使えよ！」と怒おこるかも知れませんが、そもそも妖怪ってかなりアバウトな存そん在ざいなので、ある程てい度ど補ほ正せいしないと物語には使いづらいんです。明確な容よう姿しや設定が決まっていない妖怪は多いし、同じ名前の妖怪なのに伝承される地ち域いきや媒ばい体たいによって容姿や設定が違ちがうなんてこともザラにあるわけで。また、もともと別の伝承だったのが同じ名前の下にくくられただけ、というケースも（以下、長ったらしいので省しよう略りやく）

　……以上、好すき勝かつ手てに妖怪の設定を作ってるわけじゃないですよ、ちゃんと調べてるんですよー、という弁べん解かいでした。五巻にもなって今さらかよとか言わないで。




　どうも、改あらためましてお久しぶりです。峰みね守もりひろかずです。毎回言ってる気もしますが、早いもので『ほうかご百物語』も五巻目！　今回は春休みの話をお届とどけします。学年の締しめということで、今まで出したキャラは全員出してみました。で、新キャラもしっかり登場するので、結果的に登場人物の人数がえらいことに。第三話の後半は大変だった……（自じ業ごう自じ得とく）。

　今回は、前巻がシリアスだった反動か（そうでもなかったよと言われそうですが、あれが限界です。あれ以上真面目な話を書くと倒たおれます）、わりあい賑にぎやかで明るい話に仕上がったように思います。深いテーマとかは気にせず、軽い気持ちで楽しんでいただければ幸さいわいです。




　ここで恒こう例れいの謝しや辞じを少々。担たん当とう編へん集しゆう様さま、ここ最近、原げん稿こうが遅おくれがちでほんとすみません。気を引き締めます。イラストの京きよう極ごく様さま、登場人物が増える一方でほんとすみません。新一年生も出たことだし、もうそんなに増えることもない……と思うのですが。

　そして、ここを読んでいるあなたを初めとした、読者の皆様。同じことばかり言っていますが、本当にありがとうございます。真しん一いちやイタチさんたちが進級できたのは、完全に皆様のおかげです。登場人物ともども、深くお礼れいを申もうし上げます。素直に頭を下げそうもない奴やつも数名いますが、その代わりに作者が頑がん張ばりますので（何をだ）ご勘かん弁べんくださいませ。




　最後に、ちょっと告こく知ちなど。この巻と同時発売の雑ざつ誌し「電でん撃げき文ぶん庫こ MAGAZINE」にて、先せん輩ぱい作家の紅こう玉ぎよくいづきさんと一いつ緒しよに対談エッセイのようなものを始めております。いつまで続くかさっぱりわからない謎なぞ企き画かくですが、よろしければこちらもどうぞ。宣せん伝でんでした。




　ではでは、運うんが巡めぐればまたいずれ。お相あい手ては、峰守ひろかずでした。
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峰みね守もりひろかず

滋賀県在住、男性。カレーと麦茶とコーヒーが好き。クールだなあとしみじみ思う別れの挨拶は「さようなら、今まで魚をありがとう」。この別れの挨拶シリーズ、そろそろしんどくなってきましたよ。
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京きょう極ごくしん

滋賀県在住のフリーのイラストレーター。

原画やカラーイラストをメインに各方面で活動中。

獣耳やツリ目、ツインテール属性が主な弱点。
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